


[image: ]









【新装版】婚約破棄されたので王宮の裏ボス目指します！　合本版【電子書籍限定ＳＳ付】









［著］雨宮れん

［イラスト］しんいし智歩














　もくじ





キャラクター紹介

グランドプロローグ


第一章　完璧に嬉しい婚約破棄

第二章　女官試験は諦められない！

第三章　史上最強の花嫁修業スタート

第四章　妃教育は大変なんです

第五章　妃教育は呪いがいっぱい？

第六章　エミーリアのあやまち

第七章　王宮に広がる悪夢

第八章　野望の行き着く先は

第九章　エミーリア、野望の入口に立つ

第十章　ラティファ姫、華麗に登場




第十一章　秘密指令は夜這いと共に

第十二章　新たな任務スタート！

第十三章　ラティファにせまる危機、エミーリアに近づく王子

第十四章　王家の別荘へと向かうはずが

第十五章　囚われのお嬢様達

第十六章　お嬢様達は、脱出計画を練るもようです

第十七章　大脱走、そして……

第十八章　この手で掴めるだけの未来を



グランドエンディング







【電子版限定ＳＳ】


◇　侍女はお菓子も作れなければならないのです、たぶん




◇◇　王子殿下は子爵令嬢が気になってしかたない




◇◇◇　五年後の約束に向けて















[image: ]

[image: ]
















グランドプロローグ












「婚約を解消しよう」

「どうして……？」

　婚約者のアディルからそう告げられ、かすれた声がエミーリアの口からもれた。

　アルヴァス伯爵家の子息であるアディルとウィンボーン子爵家の娘であるエミーリアが婚約したのは、今から十年前。エミーリアが八歳の頃だった。

　自分の意志とはまったく関係なくまとめられた縁談ではあったが、できるだけ仲良くしようとしてきたつもりだ。

　今日だって、エミーリアから誘って観劇に行く予定だった。その前に買い物をしようと待ち合わせをしていたのに、こんな風に一方的に婚約を解消されなければならないなんて。

「ごめん、君は悪くないんだ。今回の件は、一方的に俺に非がある」

「なぜ、どうしてなの？」

　アディルは申し訳なさそうに微笑み、零れる涙をこらえるように、エミーリアは瞬きを繰り返す。

「君とは、親の決めた婚約だ。けれど、俺は、真実の愛に出会ってしまった――」

　真実の愛？　そんなものが、いったい何の役に立つというのだろう。

　二人が生きているのは貴族社会。

　貴族の結婚というものは両家の関係によって決められるものであって、真実の愛とやらに出会った程度のことで覆せるはずもないのに。

「……本当にごめん、エミーリア」

　アディルが後ろを振り向いて手招きすると、物陰から出てきたのは可愛らしい少女だった。エミーリアも名前だけは知っている。トレヴィラ男爵家の娘、フルールだ。

「……あ、あの。私……本当に、申し訳ないと思って」

　大きな青い瞳を申し訳なさそうに瞬かせ、フルールはアディルにぴたりと寄り添った。

「フルールに出会って気がついたんだ。俺達の婚約は間違いだったと」

　アディルは芝居じみた大げさな口調で言葉を重ねた。

（……大丈夫なのかしら、これ）

　アディルは気づいていない。

　半ばアディルの背後に隠れるようにし、彼には表情を見られない位置に陣取ったフルールが、エミーリアに勝ち誇ったような笑みを向けていることに。
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「どれだけお詫びしても足りないのはわかっています。エミーリア嬢……でも、私達、心から愛し合っているんです」

　フルールの表情は口調とまったく合っていない。

　それに、知り合いでもないのにウィンボーン子爵令嬢ではなく、エミーリア嬢と呼ぶのは無礼だ。こちらを完全に舐めきっている。

　それを指摘することなく、嗚咽をこらえているようにエミーリアはうつむいた。

　仲良く見つめ合い、寄り添う二人の間に割り込むことなんてできないと打ちひしがれているように見えるだろう――二人の目には。

「そう……そうなの……それなら、あなたからお父様にきちんと話をしてくださる？　それで……終わりにしましょう」

　これ以上、みっともない姿を見せないようにしたのはエミーリアの矜持だと二人が思ってくれればいい。

「……わかった。そうしよう」

　フルールの肩を抱くようにして、アディルが去っていく。少し離れたところに待っていた馬車に、二人そろって乗り込んだ。

　うつむいたままのエミーリアにはそれ以上かまわず、馬車は動き始める。それでもまだ、エミーリアは顔を上げなかった。

　ようやく動き始めたのは、馬車が完全に見えなくなったと判断してから。

　一人、取り残されたエミーリアは打ちのめされて――はいなかった。

「いやったああああああいっ！　婚約解消イエーイ！」

　歓声と共に、右手を高々と突き上げる。エミーリアの口から上がったのは、勝利の叫び。

「十年頑張ってきたけど、アディルの好みのタイプを装うのは、そろそろ限界だと思ってたのよね……！」

　ここ数年、エミーリアを悩ませていた件がようやく解消されたのだ。これを喜ばずにどうしろというのだろう。

「向こうから言い出してくれるなんて、めちゃくちゃついてるわ！」

　思わずその場で踊り始めたエミーリアを止める者なんていない。喜びの声が高々と響き渡った。

















第一章　完璧に嬉しい婚約破棄












　アディルから婚約破棄を叩きつけられて三十分後のこと。

　スキップしながら自室に飛び込んだエミーリアは、その場でくるくると回った。まだ、高揚した気分は続いている。

「やったぁ、うふふふふ。これで私も自由の身！」

　大きく開かれた窓からは、そよそよと心地よい風が部屋の中に吹き込んでくる。カーテンの陰から白いオウムがひょっこりと顔をのぞかせた。

「そんなにはしゃいで何があったのさ？　今日はアディルとデートだったよね」

　その声に、回り続けていたエミーリアはぴたりと動きを止め、オウムの方へと手を差し伸べる。小さく羽ばたいて肩に乗ったオウムに、頬を擦り寄せた。

「……なんだと思う？」

「さあ？　ちょっと、そんなに擦りつくなって」

　迷惑そうなオウムの声には耳も貸さず、エミーリアはくすくすと笑う。

「アディルが婚約破棄してくれたのよ。これをラッキーと言わずして、なんと言えばいいのかしらね！」

「アディルが？」

「そうよ、ルイ。これでようやく自由の身。アディルも悪い人じゃないし……こっちから婚約破棄なんてしたらお父様を悲しませてしまうし、諦めて結婚するしかないかなって思ってたけど。好きな人ができたんだって」

「そういう状況での婚約破棄なら、周囲の同情も買えるしね」

　人の悪そうな口調でオウム――ルイが言う。その言葉にも、エミーリアは満面の笑みでうなずいた。

「同情してもらってもいいじゃないの。一応、円満な結婚生活を送るつもりはあったんですからね？　ちゃんと関係を深める努力はしてきたわよ、少なくとも私の方は」

　エミーリアは闊達な性質なのだが、アディルの前ではそれを封印してきた。というか、そもそもこの国の貴族男性は、おとなしい女性を好む人が多い。

　エミーリアの素行が原因で婚約破棄になったら、父親を悲しませることになってしまうため、素行には充分注意してきたつもりだ。貴族の令嬢として、恥ずかしくない立ち居振る舞いも心がけてきた。

「君の方が美人なのになんでアディルは君をふってフルールだっけ？　あの子のところに行ったんだろう」

「お父様が口うるさいからでしょ？　伯爵家と繋がり持ちたいからって、割と強引に決めた話みたいだし」

　様々な商売を営んでいるウィンボーン子爵家は、グランディール王国の中でも有数の富豪だ。そして、子爵家の持つ流通網に目をつけた王の命により、国内の郵便事業も一手に引き受けている。

　周辺諸国から遠方の国まで幅広く取引を行っており、珍しい品々が国内に入ってくるのもまたウィンボーン子爵家を通じてのことが多い。

　王族に献上するような品も多数扱っているため、ウィンボーン子爵家が流行を作ると言っても過言ではないのだ。

　だが、多大な影響力を持っているとはいえ、祖父の代にようやく爵位を得た新興貴族。

　あなどられることが多い反面、利に聡い人には一目置かれているというなんとも微妙な立ち位置でもあった。

　それを解消しようと父が結んだのが、名門アルヴァス伯爵家の跡取り、アディルとエミーリアの婚約だ。

「伯爵家の方でもうちと繋がりを持ちたい理由はあったしね。当時は、借金まみれだったそうだから」

　子爵家は名門貴族との繋がりを強めたい、伯爵家は借金を返済したい、さらに収入を増やす手段が欲しいというわけで、両家の父にとっては願ってもない縁談であった。

　伯爵家の領地での商売がうまくいくよう子爵家が手を貸したり、そのための資金を提供したり。その礼として、伯爵家は、名門貴族が出席する茶会や夜会に両親が招待されるよう手を回してくれた。

　援助は十年続き、これからは援助がなくてもなんとかやっていけるだろう程度には伯爵家の財政も改善した。そのタイミングでの婚約破棄である。

「お父様は、援助するからには絶対に成功しなくてはと、アディルにも口うるさく言っていたのよね。ギャンブルはするな、領地のことにもっと気を配れ――ってね。それが嫌だったのかも」

　伯爵家が借金まみれになったのは、伯爵のギャンブル癖が原因である。同じ失敗を息子にはさせたくないと願った伯爵に請われて、父はアディルの教育にも手を貸した。

　商売の基礎だけではなく領地運営、ギャンブル以外の上手な遊び方も父が教えたのだ。

　だが、アディルにとっては、未来の義父とはいえ、口うるさいおじさんの小言でしかなかったのかもしれない。

「だいたい、今、私がこんな状況に陥っているのはあなたのせいなんですからね？　そこのところは忘れないでほしいんだけど」

　エミーリアは、肩にとまっていたルイを天井へと放り投げる。空中でばたばたと羽ばたいたルイは、ベッドへと着地してそのまま倒れ込んだ。

「僕だって、好きこのんでこんなところに来たわけじゃ……うっ、うっ、うっ」

「人の輝かしい未来を奪ったくせにー」

「それは！　それはわかってるけどさ！　だからこうして僕もここにいるんじゃないか！」

　枕に顔を埋めてべそべそと泣いているルイを見ながら、エミーリアはため息をつく。そう、本来ならこんなところにいるはずではなかったのだ。

　あの時、前世のエミーリアは、自分の人生の新たな目標を見つけようとしていたのだから。
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　相沢恵美は、肩からずり落ちたバッグの紐をかけ直しながら、駅の階段を上っていた。

「明日のテストが終われば夏休みっと」

　こんな風にテストの心配をするなんて、二年前は考えてもいなかった。

　あの日、事故に遭わなかったら、今頃は夏休みの合宿に向けて準備を進めていただろう。そもそも、今の学科を選んでいなかったはずだ。

　幼い頃、泣き虫だった恵美を近所にあった空手の道場にたたき込んだのは、自分も空手の経験者である父だった。いわく、「これからは、女の子も強くならなければ」だそうな。

　父の目論見は成功し、恵美は強くなった。父の期待以上に。

　その後もめきめきと腕を上げ続け、ある意味強くなりすぎた。

　小学校六年生の時には全国を制覇。その後世界大会の代表にも選ばれた。

　あいにくその時には入賞できなかったけれど、かなりいい線までこぎつけた。

　いずれは世界一にと夢を見たとしても、笑われない程度には強くなっていたのだ。

　父も若い頃、かなり有望な選手だったらしいけれど、ある一定の年齢を超えたところで自分の才能に見切りをつけた。

　一度も世界大会の表彰台に上がることなく終わってしまったから、表彰台に近い位置までたどりついた娘の恵美に夢を託したのも、しかたのないところなのかもしれない。

　父の期待を背負い、母も応援してくれて、夢を追い続けた中学生活。だが、高校生になった年、恵美もまた、夢を途中で絶たれることになった。ひき逃げによって、選手としては再起不能の怪我を負わされてしまったから。

　それ以来、普通の高校生として生活し、受験して大学生となった。

　スポーツの世界で生きていくのは無理だけれど、日常生活を送る程度なら、困らない程度に回復できた。新しい進路に大きな不満があるというわけでもない。最初は泣いたけれど、気持ちを切り替えることにも成功していた。

「とりあえず、追い込みしておかないとね」

　卒業したら、学校の先生になって部活の顧問を担当するとか、スポーツトレーナーとか。とにかく、なんらかの形でスポーツの世界に関わることができればいい。

　悪い成績を取るつもりもない以上、やるべきことはやっておかなければなんて、気合いを入れ直した時だった。

「きゃあああっ！」

　不意に上の方から悲鳴が聞こえてくる。見上げれば、よろめいたらしい若いＯＬが、手すりに掴まってなんとか体勢を立て直そうとしているのが目に映る。

　そして、ものすごい勢いで駆け下りてくる男。

　ぼうっとしていて反応の遅れた恵美は、男を避けることができなかった。

　どんっと肩に衝撃が走った次の瞬間には、自分の身体が宙に浮くのがわかる。

　周囲から悲鳴が響き、しまったという顔をした男が、恵美の腕を掴む。その光景は、妙にゆっくりと感じられた。

（ま、まずい――！）

　そう思ったのも一瞬のこと。

　せめて、背中から……頭だけは守らなければ。

　そう思うのに、男に腕を掴まれていて頭をかばうこともできない。

　男ともども勢いよく宙に放り出され、地面に叩きつけられる。できる限り受け身を取ろうとしたけれど――それが最後の記憶だった。






　はっと目を開いた時には、どこかに横になっていた。

　見上げた先は見覚えのない真っ白な天井。それから左右に視線を巡らせると、周囲も白一色の空間だ。

　向こう側には大きな窓があり、白いカーテンが窓から入ってくる風に揺れている。

　恵美の眉間に皺が寄る――ここはいったいどこなのだろう。眉間の皺はそのままに、ゆっくりと起き上がる。そうしてから見下ろしてみれば、横たわっていたソファもまた真っ白だった。

（……私、事故に遭ったんじゃなかったっけ？）

　最後の記憶は、背中の痛み。それ以降記憶はぷつりと途切れてしまって、まったく整理のつかないまま。

　頭を振りながら、ソファに座り直すと、どこからか声が聞こえてきた。

「……気がついた？」

　視界の隅で人影が動くのが見えてそちらに視線を巡らせれば、白い服を身に着けた少年が立っていた。

（……天使？　妖精？）

　なんて思ってしまったのは、彼が浮き世離れした雰囲気だったからかもしれない。すとんとした飾り気のない白い服は明らかに恵美の知っている流行とは違っている。

　くるくると渦を巻いた短めの金髪に、青い瞳。ふっくらとした桃色のあどけない頬。年齢は十に満たないというところだろうか。

「……誰？」

「ぼ、僕……ルイって言います……あのっ！　ご、ごめんなさいぃぃぃっ！」

　いきなり彼は深々と平伏した。それはもうお手本にできるほど見事な土下座であった。

「え、あ、あのっ」

　いきなり土下座されて、恵美も混乱した。まさかのリアル土下座である。

「な、何が、いったい、どうなって」

「あの、あのですねっ、僕っ、僕っ……！」

　顔を上げたかと思ったら、ぼろぼろと泣き始めるから、ますますどうしたらいいのかわからなくなる。ソファに座った恵美の方が逆におろおろしてしまった。

「ちょっと待って、そんなに泣かれたら私が悪いみたいじゃないの」

　首根っこを掴んででも止めてやろうと恵美が腰を浮かせかけた時、ルイはとんでもないことを口にした。

「ご、ごめんなさい……僕の、僕のせいであなたは死んでしまったんです……！」

「はいぃ？」

　死んだ？　死んだというのなら、恵美が今いるここはどこなんだ。

　目を瞬かせたら、白い天井に最後に見た光景がよみがえってきた。

　手すりにしがみつくＯＬ。階段の上から、周囲の様子も見ずに駆け下りてくる男の姿。

　状況が飲み込めずに立ち止まった恵美に男が正面からぶち当たり、そのまま一緒になって落ちる。

　手のひらに、じんわりと汗が滲んできたのを自覚した。

　頭だけはかばわなくちゃ――そう思っていたはずなのに。

「――やめてっ！」

　それから先の光景は見たくなくて、思わず声が上がった。

　頭だけは死守しなければと思っていたのに、絡んだ男の腕がそうさせてくれなかった。せめて受け身をと思ったのに、それもまた男に邪魔された。

「――どうして」

　呆然として恵美はつぶやいた。

　父の期待を裏切ったまま、まだ何も成し遂げていないのに。

　大会でいい成績をおさめたら、父は喜んでくれた。それが嬉しくて練習に励み、どんどん強くなった。

　けれど、事故に遭った恵美に父はどう接したらいいかわからなくなったようだった。

　空手をやめてしまったら、父と娘の間に共通の話題もなくて。

　間に立った母はなんとか取り持ってくれようとしたものの、大学入試に合格したその日でさえ、「そうか」の一言で終わってしまった。

　だからこそ、父に納得してもらえる成果を、今度は別の形で見せたかった。

　そうしたら、事故から一年以上たってもぎくしゃくしている家の空気がもう少しだけ明るくなるのではないかとそんなわずかな期待を繋いで。

　どうして、どうして、どうして――。

　夢を絶たれるのは、一度で充分ではないか。

「冗談じゃないわよっ！」

　立ち上がった絵美は、ルイと名乗った少年につかみかかる。

「怪我で無理やり世界を諦めたのに？　ようやく諦めつけたかと思ったら、今度は事故死ってどういうことなの？」

　ルイの肩をひっつかんで、がくがくと揺さぶりながらなおも叫ぶ。

「なんで？　なんで？　私だけ？」

　事故に遭った後も現役復帰は諦めなかったから、必死にリハビリしたし、その甲斐もあって、目につくような後遺症は残らなかった。

　けれど、それはあくまでも日常生活を送る上でのこと。世界を相手に戦いを挑むレベルの回復にはいたらなかった。

「ごめんなさい……僕が、失敗したから」

　ぼそりとルイが謝るのにもまた怒りを煽られた。目の前が真っ赤に染まり、ルイを揺さぶる手に力がこもる。

「ごめんですむと思ってるの？　私の未来は？　どうしてくれるの？」

　絶望を味わったことなら、過去にもある。

　目の前に広がっていたはずの輝かしい未来が奪われたあの日。

『命があっただけよかった』

『動けなくなったわけじゃないんだから』

　慰めようとしているのはわかっていても、周囲の声にどれだけ胸の痛みを覚えたことか。

　たしかに命があっただけよかったのかもしれない。

　ただ、夢を諦めなければならなかっただけ。

　他の人から見ていたらそれだけのことでしかないけれど、それを受け入れるまでどれだけ時間がかかったことか。

　ようやく前を向けたのは、事件から一年が過ぎた後のことだった。

　学校の先生になって、誰かの手助けをするのもいい。

　もっと最前線で、選手達に向き合うのもいい。

　先生になるのなら、教職を取る必要がある。

　故障の多いスポーツ選手と向き合うのなら、身体のメンテナンスを学ぶのは大切だ。

　専門家の手を借りられたとしても、食事にだって気を配らないといけない。そのための知識を身に付けよう。

　ストレスだって大敵だ。それなら、それを解消するためには――？

　思いついたことはすぐに試してみたし、家族や友達に感想を求めたこともあった。そうやって、あがきながらも前に進もうとしていたのに。

「今までやってきたこと、全部無駄……じゃない……」

　揺さぶっていたルイを放り投げて、恵美は床にぺたりと座り込んだ。死んでしまったら、その先に知識を持っていくことなどできないのに。

「ごめんなさい……本当に……」

　ルイの説明によれば、ルイは恵美の守護天使なのだそうだ。

　守護天使から神様に昇格する試験を受けることになったのだが、その試験というのがあの状況で恵美を無事に助けることだったらしい。

　試験監督の神様達だって、無意味に人間を殺したいわけではない。ルイの失敗に続いて、恵美を助けるはずだった試験監督の神様もミスをした。千年に一度レベルのミスだったそうだ。

「――ミスで殺されてちゃたまったものじゃないわよ」

　千年に一度ならたしかにレアケースだろうが、まだまだ人生長いと思っていたのに。

「ええとデスね……生き返らせてあげることはできないんですが……他の世界への転生ならなんとか」

　額に手を当てて嘆息したら、すすっと側に寄ってきたルイが、ひそひそとささやく。生き返るのならともかく、他の世界へ転生させてもらっても嬉しくはない。

「断ったらどうなるの？」

「そうですねぇ――次にあなたが日本に生まれ変わるのは、五百年後。当然、今まで積み上げてきた記憶は消去。最初からやり直しになります」

「ええー！」

　生まれ変わる時には記憶全デリートが基本だから、今さら驚くようなことでもないのだろうが、今まで頑張ってきたあれこれが失われてしまうのはやはり嫌だった。

「じゃあ、他の世界に転生したらどうなるの？」

「うう。僕にできることってそんなに多くはないんですが……今の記憶を引き継いで、転生できるくらいかな。あとはうーん」

「あとは？」

　記憶を保持できるのなら、もう一度生まれ変わって新たな人生を歩むのもいいかもしれない。全てを忘れてしまうよりは、きっとまし。思わず恵美も身を乗り出した。

「――そうですねぇ。他に何か希望があれば、できる限りのことはさせていただきます。本当、こういうミスって、めったにないことなのでこちらとしてもできるだけのことは……」

「……希望……希望」

　真正面から、次はどんな風に生まれたいかと問われると、すぐには出てこない。恵美はうろうろと目を泳がせた。

「そ、そうね……健康は外せないわよね……身体能力も高い方がいいな。できるなら、美人がいいし、お金持ちの家に生まれたいし……あ、家族の仲がいいと嬉しい」

　どうせ新しい人生を踏み出さねばならないのなら、スタートラインはできるだけ好条件にしておきたい。

　家族がぎすぎすしているのは嫌だ。高校生の頃、事故に遭った直後のことを思い出して、最後にそう付け足した。

「それと、何か特典つけて。第二の人生ができるだけ安泰なものになるように」

「意外と図々しいですね？」

「あなたがそれを言う？　まあ、特典は別になくてもいいけど」

　健康で身体能力の高い美人でお金持ち。それに良好な家族仲。それ以上を望むのは、たしかに図々しかったかも。

「おまけで目に見えて力も貸してくれる守護天使もつけちゃいますっ！」

「――乗った！」

　お父さん、お母さん、さようなら。

　恵美は新たな世界に生まれ変わります。

　せめて、次の『生』では必ず『何か』を成し遂げよう。その想いだけは忘れたくない。

　こうして、恵美とルイの間には契約が成立したのだった。






　＊　＊　＊






「まさか、特典がルイだとは思わなかったけどね……」

「僕で何かご不満でも？」

「いいえ、別に」

　今の恵美の名前はエミーリア・ウィンボーン。グランディール王国の貴族、ウィンボーン子爵家のご令嬢だ。

　グランディール王国の文化水準は、日本よりは少し――いや、だいぶ後れている。数百年レベルで後れている。

　移動は馬車か馬。電気はないから、夜になったらランプや蝋燭が主な光源だ。

　便利な家電は存在しないから、広い屋敷を整えるために多数の使用人が雇われている。

　エアコンもないしテレビもない。当然スマートフォンやパソコンなんてものもない。音楽プレイヤーもないから、音楽が聴きたい時には常に生演奏だ。

　そんな世界でもさほど不自由を感じないですんでいるのは、ウィンボーン子爵家が裕福だから。前世特典恐るべし。

　ルイは前世のエミーリアである恵美が出した条件を、ことごとくのんだ。

　恵美はそんな目立つような美人ではなかったが、エミーリアは美人だ。それはもうかなりの美人だ。

　卵形の形のよい顔の中に、目と鼻と口が絶妙のバランスで配置されている。長い睫に縁取られた大きな青い瞳。すっと通った形のよい鼻。少々小さめだが、ぽってりとした唇は常に濡れたように輝いて、いちいち化粧を施さなくてもいいくらいだ。

　天使の輪が見えるほどキューティクルが見事な髪は、コテで巻けば崩れることのない華やかなウェーブを作ってくれるし、ストレートにしておけば、艶はそのままに素直に流れ落ちる。

　背は高め。手足は長く、よく鍛えられている。

　鍛えている上に胸が大きいため、華奢な女性イコール美人というこの国ではやや太めに分類される体型だ。

　周囲からすれば、それは外見上の欠点なのだが、エミーリア本人は、健康的だと自分の外見はとても気に入っている。

　そして特典というのが――神様への昇格を控えていた守護天使のルイだ。

「……いいじゃん、僕がいたら楽しいでしょ」

「楽しいっていう言い方もどうかと思うんだけど」

　日頃、ルイはエミーリアの飼っているペットのオウムとして側にいる。

　何かあればできる限りの救いの手を差し伸べてくれると聞いているが、今のところ彼の力を借りたことはない。

「それで、エミーリアはこれからどうするのさ？」

「それはちょっと考えてるのよね。政略結婚しなくてすんだのはありがたいんだけど」

　この国には貴族制度が存在しているが、まさか、そういう世界に飛ばされるとは思っていなかったから、「政略結婚はしたくない」という条件をつけるのを忘れていた。

「これから何をしたらいいのかちょっと迷っちゃって」

　相沢恵美が死んだのは十八の時。エミーリアは今年十八歳。

　二回分の人生を足したところで精神年齢が三十六歳になるわけではないが、この世界の常識に人生二回分の経験値を足せば、破談になれば父が嘆くだろうという結論にいたるには充分だ。

　この国の貴族がどうあるべきか理解しているから、エミーリアの方から積極的に破談に向けて動くことはなかったし、婚約者との仲を深める努力はしてきたつもりだ。

「……家を繁栄させるっていうんじゃだめなの？」

「ウィンボーン家は充分繁栄してるでしょう」

　事業を興した祖父と祖父の後を継いで発展させてきた父のおかげで、エミーリアの家はとても裕福だ。

　爵位こそ子爵であるものの、その割に大きな影響力を持っている。これ以上繁栄する必要はない。

「それなら、これからどうするのさ」

「そうねぇ……とりあえず、女官でも目指そうかな」

「女官？」

　グランディール王国の王宮で働く女性は、大まかにいって『侍女』と『女官』に分類される。

　侍女は、王妃や王女達、身分の高い女性の側に控え、身の回りの簡単な世話をしたり、話し相手をしたり。女官と主との間に立って連絡係となるのも彼女達だ。

　結婚前の行儀見習いも兼ねていて、有力貴族の口添えがあればよほどのことがない場合採用される。

　この場合、行儀見習いのために王宮に上がるのだから、当然無給だ。

　必要最低限の品は王宮から支給されるものの、それ以外は実家が面倒をみなければならない。必然的に実家が裕福であるか、金銭面で援助してくれる人がいることも条件となる。

　一定の期間働いた後に嫁いでいくのが普通で、若い人が多い。

　結婚もせずに二十歳を過ぎてお勤めを続けていれば、行き遅れ呼ばわりは免れない。

　そんなわけで、主が請うて側に残す場合には、責任を持って結婚させ、夫婦でお勤めするのが原則だ。

　そしてエミーリアの言う『女官』とは、侍女と違って、役人として出仕し、主に女性王族に関わる仕事をしている。

　具体的にあげれば、侍女達に支給する備品の管理だの、王宮内の清掃の手配だの、王族への面会を求める者達とのスケジュールの調整も女官の仕事だ。女性の賓客がいれば、侍女としての役割を果たすこともある。

　必要とあらば、外交に同行することもあるほど、仕事内容は多岐にわたる。

　ある程度実務能力がないと勤めを果たすのが難しいために、身元が保証されているだけでは採用されない。

　貴族でなくとも採用されるが、厳しい試験に合格することが必要となる上に、ある程度の期間は働くことが求められている。最低十年の間はお勤めするのが推奨されていて、共働きしている者も多い。

　この国では、二十歳までに婚約が成立していない貴族女子は行き遅れ扱いだが、女官は少ない例外だ。

「女官のトップなら、努力次第で目指せるでしょ。王宮を裏から牛耳るのってちょっと楽しそうだし。影の黒幕って言うか……裏ボス？」

　女官長まで上り詰めれば、裏から王宮を牛耳る立場についたということであり、女性のキャリアとしては最高峰といえる。

「そんな理由？」

　ルイがあきれた声を上げる。エミーリアは肩を揺すって笑った。

　前の生では何も成し遂げないまま死んでしまったから、今回の生では自分が納得できるだけの何かを成し遂げたい。ルイにはわかってもらえないかもしれないけれど。

「そろそろ女官任官試験の申し込みが始まるはずだから、ちょっと真面目に考えてみようかしらねぇ」

　せっかく自由の身になったのだ。自分の未来をあれこれ考えるのも悪くない。エミーリアはベルを鳴らすと、メイドにうきうきとお茶を頼んだのだった。






　その日の夕食は、父と二人だけだった。母は、友人達との食事会があるとのことで留守にしている。

「かわいそうなエミーリア」

　小エビと季節の野菜を使ったオードブル、スープ、子羊のローストと続く夕食は、ふだんならぺろりと食べてしまうところなのだがなかなか進まない。

「こんな形で一方的に婚約を破棄されるなんて」

「お父様、別に私……泣いてるわけじゃ」

　目の前にいる父があまりにも嘆くものだから、エミーリアの手も止まりがちだ。

　手をつけないまま下げられた子羊のローストが気になる。あとでこっそり温め直してもらおう。

「無理はしなくていいんだよ、エミーリア」

「……そうじゃなくて」

　理想の娘でいたかったから、父の決めた縁談に反対はしなかった。

　婚約者のタイプであろうおとなしい女性を演じ続けるのも限界だから、破棄されたのは逆にありがたかったのだが、ここまで嘆かれてしまうと対応に困る。

「本当に、私は傷ついてないし……」

「無理に笑わなくてもいいんだ」

　どうやら父の目には、エミーリアは悲嘆にくれているように見えるらしい。

　とりあえずこの場を乗りきろうと、エミーリアは目の前に置かれている水のグラスを手元に引き寄せて、意味もなくくるくる回してみた。

「だが、破談になったものはしかたない。すぐに、新しい縁談を見つけてこよう。そうだね、ラミルダ伯爵家の次男とかどうだろう。たしか婿入り先を探していたはずだ」

「お父様、待って――私、そんな、まだ、考えられないわ」

「ああ、この際だから婿じゃなくてもいいな。元々嫁に出る予定だったし、家はお前の従兄弟に継がせたらいいんだから」

「お父様――お願い。本当に、今はそんなこと考えられないの……だって、婚約破棄されたばかりなのよ？」

　考えられないわけではなくて、考える気がないだけだが、父にそう言えるはずもない。

　せっかく婚約破棄になったのに、今すぐ次の縁談を持ちかけられても困る。

「そんな無理はしなくてもいいんだよ。彼からもらったポエムは常に大事にしていたじゃないか」

「別に大事にしていたわけじゃ……」

　エミーリアは遠い目になった。

　婚約破棄された今、婚約者であったアディルに対するエミーリアの評価は「誉めていいのはルックスだけの男」だが、それは彼の責任ではない。

　この国の男性の基準から言えば、婚約者にポエムを捧げる男性というのは、婚約者を大切にする素晴らしい男性なのである。エミーリア個人の好みとして、女性にポエムを捧げるひ弱な貴公子は趣味に合わなかっただけ。

　趣味に合わなくても、婚約者とうまくやっていくために、エミーリアは贈られたポエムをけなしたことなど一度もなかった。

『アディル、とっても嬉しいわ！　あなたの詩才は素晴らしいわ！』

　と称賛した後、にっこりと微笑んで受け取るくらいのことはした。

　もらったポエムを読み返したことは一度もなかったけれど、「俺の贈ったポエムはどうなった？」と聞かれた時に備え、革張りの立派なノートにもらった日付を書きこみ、貼り付けて本棚に並べることもした。

　この国では、恋人から贈られたポエムを回覧するのは、自分がどれだけ愛されているかということを見せびらかす女性同士のマウンティング行為の一つだったりする。気は進まないながらも、一応それにも参加してきた。

　エミーリアからも、折に触れては自分の手でアディルの名を刺繍したハンカチを贈り、彼の誕生日には彼の好みに合いそうな宝石を贈った。

　面白いと評判の芝居があれば真っ先にアディルを誘ったし、彼の両親との茶会にだって夕食会にだって、都合をつけて参加した。

　熱烈な恋愛感情を彼に向けたことはなかったけれど、「仲良くしていきましょう」という意思表示は忘れなかったつもりだ。政略結婚の相手としては、理想的な交際を続けてきた自負はある。

　こちらから、婚約者をほったらかしてフルールと交際を始めたアディルを責めて婚約破棄に持ち込まなかったのは、婚約を決めた父を落ち込ませたくなかったというだけではなく、たぶん最低限の情みたいなものも感じていたからだろう。

（上手に婚約破棄できなかったら、諦めて結婚してもいいかなと思うくらいには嫌いじゃなかったわけだし）

　過去も現在もアディルに対して恋愛感情を持ったことは一度もなかったのは否定しないけれど、あんなありえないやりかたで婚約を破棄していい程度の浅い付き合いでもなかったはずだ。

「新たな縁談を捜すのは、婚約破棄されたばかりだからだよ。破談の原因がお前のせいだと言われたらどうなるんだ」

　言われてエミーリアは言葉につまった。

　このまま結婚が決まらなかったら、エミーリアに非があったと思われかねない。父はそれを心配している。エミーリア個人はそれでもいいが、貴族としては大問題だ。

（せっかく、自由になれたと思ったのに……）

　アディルとの婚約が破談になったら、しばらくは余裕がもらえると思っていた。まさか、破談になった当日に次の縁談について話をされるとは思ってもいなかった。

「私に全てを任せておきなさい。彼以上に素敵な相手を見つけるからね」

「いえいえ本当にお気遣いなくっ」

　これ以上父を刺激したらまずい。

　エミーリアはそそくさと逃げ出したその足で厨房に直行し、先ほど下げられた食事を温め直すよう、料理人に依頼した。






　婚約破棄されて二週間。

　とても傷ついたエミーリアの心は、まだ回復していないということになっているため、屋敷内の敷地を散歩する時と家族との食事をのぞいては部屋から出ることさえほとんどなかった。

　世間に向けては、『絶賛傷心中』で屋敷に引きこもっていることになっている。

　絶賛傷心中と言いつつも、実のところエミーリアはとてもとてもくつろいでいた。

「お菓子食べ過ぎじゃない？」

　ソファにごろごろと寝転がって、クッキーをつまみながら恋愛小説を眺めているエミーリアに向かって、ルイはあきれたような声を上げた。

「だって他にすることないんだもん。絶賛傷心中だから、外に遊びに行くわけにもいかないし。うかつに出かけたら、釣書の山が降ってくるでしょ」

　自分が決めたアディルとの婚約があんな形で破棄されてしまったので、父はちょっと反省したらしい――が、その反省の方向性がエミーリアの望むものとは真逆だった。

「好きな相手を選べばいい」と部屋には毎日のように見合い相手の絵姿と情報が書かれた釣書が届けられている。資産家の娘であるエミーリアと結婚したい男性というのもそれなりにいるのだ。

「引きこもってるのもうんざりしてきたかも。ちょっと身体を動かそうかな」

　読みかけの本を乱暴に放り出して、エミーリアはため息をついた。

　エミーリアの家は広大な敷地を持ち、敷地の端から端まで歩くのに三十分近くかかる。そんな広大な敷地の端にエミーリアの『運動場』があった。

　周囲はぐるりと高い塀に囲まれて、一か所だけある出入り口からしか出入りはできないし、外から中をのぞくこともできない。しかもその鍵を持ち歩くのはエミーリアだけ。

　動きやすい服装に着替えて、真っ先にその運動場を目指す。

「大丈夫なの？」

「何が？　うりゃあ！」

　運動場にエミーリアが置いているのは、ちょうど人間サイズの人形だ。木の杭に挿し込まれたそれに、拳をたたき込むのがエミーリアの言う運動だ。

「いや、いつまで絶賛傷心中なのかなって」

「そうねぇ……おりゃあ！」

　前世であんなに頑張ったのに、残念ながらこちらの世界には空手は存在しなかった。

　とはいえ、格闘術は何種類か存在していて、その使い手を屋敷に招いて教えを受けたこともある。

　父と母は嫌な顔をしていたが、「自分の身を守るのは淑女のたしなみ」で押しきった。

　たしなみを通り越して、いろいろな人達から教わった技を取り入れていった結果、今では「殺れ」と言われたら殺れそうな腕には達しているのだが。

「アディルの馬鹿ぁぁぁ！」

　今度は人形の顔面めがけて蹴りをたたき込む。今日までの間、何度も蹴りをたたき込まれていた人形の頭がもげて飛んだ。

　以前からこういう人形を使っていたが、この人形に『アディル』の名がつけられたのは婚約破棄されたその当日のことである。

　あの場でなじらなかったとはいえ、両親を悲しませた彼を許しているわけではない。

「うわぁ」

　注意深く距離を保っていたルイが声を上げる。たぶん、自分の頭にあの蹴りがたたき込まれることを想像したのだろう。

（……そうね、あの日、思いきり蹴り飛ばしておけばよかった）

　ルイの失敗で命を落としてしまったあの日に――なんて、エミーリアが考えていることに気づくはずもなく、ルイはぱたぱた飛んでいって、足の爪に飛んでいった頭を引っかけて戻ってくる。

「この人形も、そろそろ取り替えた方がいいねぇ……」

「そうねぇ……相手をしてくれる人がいないからしかたないんだけど」

　さすがに格闘技の達人を屋敷に長逗留させておくわけにもいかず、エミーリアの相手はもっぱら木にくくりつけた人形だ。

「あなたが相手をできるくらい大きければよかったのに」

「――それができれば苦労しないよ」

　ルイはふぅっとため息をついた。

　エミーリアのお供としてこの世界に来たルイではあるが、基本的には、ペットのオウムという扱いだ。

　一応、最初に会った時のように人間の形になることもできなくはないが、こちらの世界では当分使い物にならないぐらい疲れてしまうらしい。守護天使としての能力が、制限されているそうだ。

「そろそろお父様とも話をしないといけないのよね」

　縁談を探すのではなく、女官試験を受けたいという話はまだできていない。本気で受験するのなら、一度話をしなければ。

　人形の頭を爪でかきながら、ルイが首をかしげた。

「今年の女官試験ってどうなるんだろうね――ほら、『妃教育』が始まるって噂じゃん」

「……忘れてた！」

　この国の王族は三人まで妃を迎えられるのだが、王太子の結婚相手を決める時には、候補者の令嬢達を王宮に集め、妃教育を兼ねた選考会が開かれることになっている。

　王太子であるジャレッドの妃を決めるための妃教育がそろそろ始まるという噂は、エミーリアも聞いていた。

　となると、そちらに労力を割かれてしまって、今年の女官試験は時期がずれるかもしれない。

（あとで、確認しておかなくちゃ）

　それから後も、アディル人形相手に鬱憤を晴らし、部屋に戻ったエミーリアを父の従僕が呼びに来たのは夕方になってからだった。

「お嬢様、旦那様が書斎に来るようにとおっしゃっています」

「はーい」

　といい返事をした時には、午後の間ずっと人形相手に殴るわ蹴るわの攻撃を加えていた名残はどこにもない。

　ちゃんとシャワーもすませたし、髪も乾かした。真新しいドレスに身を包んで「ちょっと散歩してきただけですわ」という体を装っている。

　鏡を見て、服装や髪が乱れていないことを確認してから父のいる書斎へと向かう。ちらりとエミーリアの様子を見た父は、満足そうにうなずいた。

　置かれているソファセットに向かい合って座ると、父は単刀直入に切り出してくる。

「ジャレッド殿下の『妃教育』が始まる」という噂は聞いているかね？」

「噂は聞いているけれど、確実なことは何も」

「……そうか。お前、妃教育に参加してこないかね？」

　そう来たか！

　次から次へと持ち込まれてくる縁談に、エミーリアがいっこうに興味を示さないものだから、とうとう強硬手段を持ち出してきたようだ。

　王太子妃選びのための妃教育と銘打ってはいるが、実際のところは国内最大最強の花嫁修業の場だ。

　王太子妃に選ばれなかったとしても、「あの妃教育を受けてきた」というだけで花嫁として優良物件化する。

　期間中に何度か貴族の子弟と顔を合わせる機会もあるため、「ここで顔を売ってこい。できれば自力で相手を見つけてこい」という圧力なのだろうとエミーリアは解釈した。

「……それは、嫌」

　表情を隠したまま、エミーリアは言う。そんなエミーリアに向かって、父はさらに言葉を重ねた。

「そんなわがままを言わずに……結婚は女性の幸せだよ」

「妃教育に参加しないとダメ？」

　一生懸命目をうるうるさせて父親を見上げる。そんなエミーリアに向かって父はにっこりとしてみせた。

「すぐに返事はできないというのなら、一週間後に開かれる王宮の舞踏会に行ってきなさい。招待状が届けられていただろう」

　王宮の舞踏会だなんて、そんな大勢の人に会うのは面倒だ。婚約破棄のことだって、面白おかしく噂されるだろうし、エミーリアにとっていいことなんて何一つない。

　口角を下げて不満顔になったエミーリアに向かって、父はさらにたたみかけてきた。

「クリスティナ嬢に付き添いを頼まれたんだよ。しばらく会っていないだろう」

　どうやら、こっちが本命ということらしい。

　妃教育に行くのを断ったから、次の頼みは断れないと父は思っているのだろう。そして、それは必ずしも間違いではなかった。

「クリスティナなら、王宮の舞踏会なんてしょっちゅう行ってるでしょうに。どうして今さら付き添いがいるの？」

　従姉妹の名前を聞いたら、不満顔もどこかに行ってしまった。

　クリスティナはエミーリアの従姉妹――母の妹の娘――だ。叔母は、望まれて建国以来の名家であるメルヴィル伯爵家に嫁いでいった。

　母と叔母の仲はよく、しばしば行き来しているし、クリスティナとエミーリアの仲も悪くはない。

「妃教育に行きたくないとだだをこねているらしくてね。お前が一緒なら、心強いからと頼まれたんだよ」

「そうねぇ……言われてみたら、三か月ぐらいぐらい会ってなかったかも」

　母と叔母ほどしばしば行き来しているわけではないが、三か月も顔を合わせないのは珍しい。久しぶりに従姉妹に会うのも悪くないかもしれない。

「王宮の舞踏会に同行したらいいのね？」

「頼めるかね」

「お父様、私……まだ立ち直ってないの……王宮に行くのは気が進まないけれど……クリスティナの頼みなら聞くことにするわ」

　しつこく傷心中だと言い残してから、エミーリアは書斎を退室した。ぱたぱたと飛んできたルイが肩にとまる。

「本当に行くの？」

「お父様に言われたら、行かないわけにはいかないでしょ……新しいドレス、出しておかないと」

　前世では他のことに夢中だったから、あまりお洒落に気を配る機会もなかったが、今世では違う。

　美人だし、スタイルもいいし、資産家に生まれた特権は、好きなだけ好きなドレスを仕立てられることだ。そしてその特権を思う存分利用しているので、エミーリアのクローゼットは充実している。

「クリスティナの助けに君がなれたらいいけどね」

「そうね」

　あくまでも普通のオウムとしてだが、ルイはクリスティナと顔を合わせたことがある。彼も、クリスティナのことは気になっているようだ。

（そんなことよりふられて傷心中なのに……！　あんまり艶々してたらまずいじゃない！）

　前世の経験からして、傷心中ならこんなに元気そうには見えない。

　今世では今のところそんな機会に恵まれていないが、前世ではそれなりに片想いの経験も、失恋の経験もある。ふられた直後は、泣き続けたこともあった。

　今回は、アディルの馬鹿な婚約破棄のやり方に腹を立てているので、泣く気にはなれないけれど。

（あー、そう言えば死んだ時、ちょうどいい感じの人がいたのよね……）

　思い出したら、なんかむかむかしてきた。

「ねえ、ルイ？」

　肩に目をやり、にっこりとしながら問いかける。

「あなた、もちろん当日は付いてきてくれるわよね」

「どこまで？」

「王宮のテラスまで！」

　さすがにペットの鳥を連れて王宮の舞踏会に参加するほど馬鹿ではない。ルイがいたところで、たいした助けにならないのもわかっている。

（でも、ルイ一人に惰眠を貪らせるのは腹が立つし！）

　完璧に八つ当たりだが、ここは我慢してもらおう。

















第二章　女官試験は諦められない！












　今日は、父に出席を強要された舞踏会の日である。

　朝から浴槽に香油を垂らして長風呂をし、それはもう丁寧に全身磨き上げた。肌の手入れ用の化粧水もオイルも、最高級の品である。

「そんなに張り切ってどうしたのさ？　絶賛傷心中なんじゃなかったっけ？」

　鏡台の鏡の前に着地したルイが、鏡越しにまじまじとエミーリアを見上げてくる。

「絶賛傷心中にしておきたかったんだけど……どう見ても傷心中には見えないでしょ。それに、嫌でも行かなきゃいけないんだから、せめて気分は上げておかないと」

　アディルも来るから、あまり艶々していたらまずいのではないかと思ったのは一瞬だけだった。

　一日三食しっかり食べ、貴族令嬢のたしなみである家庭教師との日課もこなし、自由時間には適切な運動――十キロの走りこみ、筋肉トレーニング、運動場に立てた人形にキックとパンチを叩き込むこと三百回――も欠かさない。

　おかげで夜はぐっすり眠れるというわけで、鏡の中にいるエミーリアはとっても艶々、それはもう艶々としていて、絶賛傷心中と言い張るには無理があり過ぎた。

「あー……絶讃傷心中には見えないねぇ」

「でしょ。どうせ行くなら、会場で一番美人に見えるくらいに気合い入れようかなって」

　まじまじとエミーリアを見ているルイに向かって、鏡越しに微笑みかける。今日はメイクののりも大変よろしい。ご機嫌だ。

「今会場で一番美人とかってさらっと言わなかった？」

「転生特典で美人にしてもらったんだから、そのぐらい言ってもいいでしょう」

　鏡を見れば、見返してくるのは前世とはまったく違う顔。きらきらとした青い目に、口角の上がった唇。

　前世の記憶が戻ったばかりの頃は、しょっちゅう違和感に見舞われていたけれど、今ではすっかり馴染んだ顔だ。

　今日のドレスは、目の色を最高に引き立ててくれる青に決めている。

　スカートに施されているのは、白い糸を使い、贅沢に真珠とクリスタルガラスをちりばめて、キラキラと輝かせた刺繍だ。

（できれば、今夜の舞踏会ではアディルと会いませんように）

　彼に対する未練というものはまったくないが、顔を合わせたらきっといたたまれない気持ちになるだろう。

　両親と一緒に馬車に乗り込んで王宮に向かう間も、エミーリアは無口だった。

（問題はクリスティナなのよねぇ。王宮での舞踏会くらい、何度も出ているのにどうして急に心細くなったんだろ）

　クリスティナは、名門伯爵家の娘ということもあって、エミーリアが呼ばれないような舞踏会にもしばしば招待されている。

　どちらかというと虚弱な体質でしばしば熱を出して寝込んでいるし、社交が得意なタイプではないのも事実だったが、今さら舞踏会に行くのが怖いというのはなんだか妙だ。

　考え込んでいるエミーリアを、落ち込んでいるのだと思ったらしい両親がああでもないこうでもないと励まそうとしてくる。

「……面白おかしい噂話に耳を貸してはだめよ」

「お母様、大丈夫だってば。婚約破棄されたって言っても、私は気にしてないんだから」

　そう言って、母ににっこりとしてみせるけれど、母は納得いっていない表情だ。

（面白おかしく噂されるくらい、どうってことないんだけど）

　人の噂話と言えば、前世の方がひどかったと思う。こちらの世界と違って、ネットがあったから、情報の拡散はすさまじいものがあった。

　うっかり自分の名前で検索してしまって、自分の悪口を見つけた時はへこんだけれど、こちらの世界ではそんなこともない。

（あのまま、あっちで暮らしていたら、今頃どんな人生を送っていたのかな）

　久しぶりに日本のことを思い出したら、ちょっぴり胸が痛くなった。まだ、前世のことを忘れたわけではない。

　だが、今の人生はここにある。まずは目の前にある問題を片付けないと。

　一家が王宮についた時には、気の早い人達は広間に集まっていた。招待状の名を確認され、奥の広間へと通される。

「――今日は、ずいぶん大人数が集まっているのね」

　先日、父親から『妃教育』が行われることになったと聞かされた。たぶん、王太子に取り入ろうという貴族が娘を連れて参加しているのだろう。

（……皆、派手なドレスを着ているし）

　あくまでも上品さは残しつつではあるが、若い令嬢達が身に着けているのは、大きく胸元の開いたドレスに、きらびやかな宝石。シャンデリアの光を反射して、キラキラと輝いている。

「……クリスティナはどこかしら？」

　こんな場に出るのに、エミーリアの同席を求めるなんて今までなかったから心配だ。伯爵家の娘ならば、いつだって堂々としていなければならないのに。

（おかしいな。早めに来るって言ってたのに……どこにいるんだろう）

　メルヴィル伯爵家は、建国から数百年にわたってグランディール王国を支えてきた。その伯爵家の娘であるクリスティナは、生まれた頃から王太子の妃候補であり、そんな事情で『妃教育』を受けることも規定事項だった。

　なおもエミーリアは視線を巡らせる。従姉妹の顔を忘れるはずなんてないのに、どこにも見当たらない。

（叔母様に確認した方がいいかも……）

　そう思って、彼女の母親に聞いてみようと向きを変えた時だった。

「エミーリア！　ここよ、ここ」

「……クリスティナ？」

　会場隅に用意されているソファに腰かけた従姉妹の姿を認めたとたん、エミーリアは裏返った声を上げて目を丸くした。

（ず、ずいぶん丸く……いえ、ぽっちゃり――？）

　クリスティナは、抱きしめたら折れそうなほどに細い腰をした華奢な体格の少女――だったはずだ。最後に会った時はそうだった。

　それが今や、横幅が倍になったとは言い過ぎにしても、以前より横方面だけが明らかに成長している。最後に会ってから三か月。その三か月の間にいったい何があった。

「よかったわ！　あなたに会えなかったらどうしようと思っていたの。私のこと、ずいぶん変わったと思っているのでしょう？」

　じわりとクリスティナの目に涙が浮かぶ。

「……そ、そうね。変わった……かも」

　見かけても従姉妹と気づかないほどに変化していたのは事実だから、そこは素直に認めるしかなかった。エミーリアを上から下までじっと眺めて、クリスティナはため息をついた。

「あなたは、本当に変わらないのね」

「……変わらないわけではないわよ。それより、私を呼ぶなんてどうしたの？」

　せっせとおいしいものを食べても太らないのは、その分動き回って消費しているからだ。

　だが、自分の運動量がこの国の貴族としては常識外れなのもわかっているから、そっと話題をそらした。

「あなたがいてくれたらと思って。ごめんなさい、あなたも大変なのはわかっていたけれど、どうしても今日の舞踏会はお父様もお母様も行かないとだめって言うから」

　今日の舞踏会は、王太子も弟王子達も出席することが決まっている。ならば、欠席なんて許されない。

「エミーリアは、妃教育に参加しないの？」

「お父様は参加させたがっているけれど。妃教育受けても、子爵家の娘じゃ先が知れてるでしょ？　それよりは女官試験を受けたいなって考えているの」

　妃教育に参加したならば、王太子妃の妻の座に潜り込もうとするか、そうでなければ他の有力貴族の目にとまることを期待している少女達のど真ん中に放り込まれる。

　万が一、本当に万が一、三人まで許される妃の末席に滑り込んだとしても、そのあとは王族内で権力を握るための戦いを強要されるのは必然。そこまでして王族に嫁ぐことに魅力は感じられなかった。

「あなたは参加しないって選択肢があっていいわね。私は……そういうわけにはいかないから」

「生まれた時からの妃候補だものね」

　同じ貴族、従姉妹同士といっても、新興貴族の家に生まれたエミーリアと建国以来の忠臣の家に生まれたクリスティナとの立場には大きな違いがある。

「半年前から、話は聞いていたの。だけど……いざ始まる時期が近づいてきたら、どんどん怖くなってしまって」

　父のところに正式に話が届いたのはつい最近だが、生まれた時からの候補者達の家にはもっと早い時期に「準備を始めるように」と連絡があったのだろう。

　もっとも、父はずっと前から「今年開かれる」という噂は聞いていたらしい。

　その頃は、アディルと婚約が整っていたということもあって、正式に通達があるまでは自分の胸におさめていたようだ。

「王太子殿下のこと、嫌いなの？」

　嫌いという表現はどうなのだろうと思いながら、エミーリアはたずねてみた。その言葉には、クリスティナは首をぶんぶんと勢いよくふる。

「素敵な方だと思うけど……妃教育を受けないと、と思ったら、どれだけ食べてもお腹がいっぱいにならないの」

「……ストレスだわね」

「ストレス？」

「ええ。精神的な重圧がかかると、食欲がとまらなくなるなんて話はよく聞くもの。甘いものばかり欲しくなったりとか」

「それでこの有様なんだもの。あなたも参加するって聞かなかったら、ここに来る勇気もなかったわ」

　悲しそうな目をして、クリスティナは自分の姿を見下ろした。

「気にしないで。従姉妹じゃないの」

　話を聞いた時には面倒だとも思ったが、事情がわかれば同情したくもなる。

　家は貴族とはいえ下級だし、前世の知識がある分貴族社会のしがらみからは割と自由なエミーリアと違って、クリスティナは家に縛られている。

「王太子殿下がいらしたわ」

　クリスティナの視線を追えば、背の高い青年が入ってくるところだった。

　この国の王太子であるジャレッドだ。短めの黒い髪をきっちりと整え、髪と同じ色の瞳が会場内を見回している。

　たしか、今年で二十四歳だっただろうか。あまり王族に興味がないので、正確な年齢までは覚えていない。

（そうね、たしかに見目麗しいと言えば見目麗しいんだろうけど、好みじゃないわね）

　ジャレッドが登場したとたん、彼の周囲に華やかな令嬢の輪ができあがった。

「――あの人達の中に、入っていけると思う？」

「ハーバートン侯爵家のグウェンダリン嬢、ディーン伯爵家のシンシア嬢――それに、イルウォート伯爵家のメイリー嬢……ええと、あとはドート子爵家のイルミナ嬢……ってとこね」

　不安そうなクリスティナのささやきに、令嬢達の中でも、目立つ女性の名をエミーリアはあげていく。間違いなく、彼女達は全員妃教育に参加する。

　もし、ジャレッドが三人選んだならば、グウェンダリンが第一妃の座を獲得。第二位、第三位をメイリーとシンシアが分け合うであろうというのが世間の評価だ。

　あの輪の中に入るのは、クリスティナには難しそうだ。

「……あなたも行く？」

「お話をできるならしたいけれど……」

　一応聞いてみたら、クリスティナは視線を落とした。今の状態では気が引けるということか。

　ジャレッドの周囲を取り囲んでいるのは、いずれも自分の美貌だったり家柄だったりが自慢の令嬢達だ。あの王太子を取り囲む輪に今のクリスティナが入っていくのは難しい。

「ちょっと待っててくれる？」

　話をする時間くらいは作ってやろうか。エミーリアはいったんクリスティナをその場に残してテラスに出た。

「ルイ！」

　王宮までは馬車の屋根に乗って来たルイが、呼ばれてばたばたと飛んでくる。

「従姉妹のクリスティナと王太子殿下が二人きりになれる機会を作りたいんだけど、どうにかならない？」

「どうにかって」

　テラスから中をのぞき込んだルイは、華やかなドレスのど真ん中にいる黒い頭に目をやった。

「着替えのために一回退室してもらうくらいしか、思いつかないよ」

「できる？」

「僕を誰だと思っているの？　君の守護天使だよ。ワインぶっかけるのと水ぶっかけるのどっちがいい？」

「水でお願いしたいわね。ワインじゃ染みになるもの」

「おっけぇ！　じゃあ、クリスティナは廊下に誘導しておいて」

　開いている窓からルイが会場にするりと入り込むのを横目で確認し、エミーリアはクリスティナの隣に再び腰を下ろした。そっとハンカチをお尻の隣に移動させる。

「ここにいてもいいことなさそうよね。図書室が開放されているっていうから、そちらに行ってみない？　お茶と軽食がいただけるんですって」

「……そうね」

　エミーリアの言葉に、クリスティナが立ち上がる。廊下にクリスティナを誘導したところで、エミーリアは手を打ち合わせた。

「やだ、私、ハンカチ忘れたみたい。すぐに取ってくるから、ここで待っててくれる？」

　クリスティナと並んで座っていたソファのところに戻り、ハンカチを取り上げる。たぶん、そろそろという頃合いだ。

「きゃあああっ！」

　エミーリアが会場内に視線を巡らせた時、令嬢のうちの一人が悲鳴を上げる。

「なんで、こんなところに――！」

　会場内に姿を見せた大きな鳥に、その場に座り込んでしまったり、呆然と立ち尽くしたり、悲鳴を上げて少しでも距離を空けようとしたりと大騒ぎになった。

　たぶん、彼女達の目には、実物の五倍ぐらい大きく見えているのだろう。

「皆、落ち着いて――ほら、君は外に出るんだ。ここは、君が楽しく過ごせる場所ではないよ」

　落ち着き払った様子のジャレッドは、優しく大きな鳥――ルイを追いやる仕草をする。一声鳴いたルイはじっとジャレッドを見た。

「ふーん、そうか。君は誰かに飼われているみたいだね。それなら、飼い主を捜してやろう――おいで」

　ジャレッドの差し出した腕にばたばたととまる――かと思われたルイは、傍らにあったテーブルへと飛び移った。テーブルの上の果物に嘴を突っ込むわ、グラスをひっくり返すわやりたい放題である。

「この鳥、誰か追い出して！」

「誰の飼っている鳥なの、これは！」

　集まっている令嬢達の悲鳴がますます大きくなった。

　テーブルの上をぴょんぴょんと飛び回っていたルイは、頃合いを見て、そこに用意されていた水差しをひっくり返す。

「――うわっ」

　ルイを捕まえようとしていたジャレッドの上着の裾からトラウザーズにかけてびっしょりだ。そして、エミーリアはそのタイミングを見逃さなかった。

　困った顔になったジャレッドにするすると近づいて、ハンカチを差し出す。

「殿下、これをどうぞ。ハンカチでは足りませんわね。お召し替えをなさったほうがよろしいかと」

「しかし、あのオウム――ああ、出ていったか」

　水差しをひっくり返したルイは、ばたばたと窓から出ていったところだった。任務完了である。

「そうだな。一度着替えてこよう」

「さあさあ、どうぞどうぞ……誰か、この水差し片付けてくださる？」

　肩をすくめたジャレッドの腕を引っ張るようにし、他の令嬢達の声は聞こえないふりをしてエミーリアは彼を扉から外へと押し出した。

「……殿下？」

　クリスティナの驚いたような声が聞こえる。

　素早く扉を閉め、視線を巡らせると窓の外にいるルイがこちらを見ていた。

　こっそり親指を立てると、もう一度扉を開く。残された令嬢達の恨みがましい視線は気にしていないふりで、図書室へと向かった。

　クリスティナもそのうちこちらに来るだろう。

　図書室に軽食やアルコールの入っていない飲み物が用意されているのは本当のことだったから、遠慮なくいただくことにする。

　サーモンとクリームチーズのサンドイッチ最高。ローストチキンのサンドイッチも絶品。カスタードクリームパイもいい感じ。

　図書室に控えている使用人に手を上げて頼めば、温かいお茶でもコーヒーでも好きな飲み物を持ってきてくれる。

　やがて図書室に来たクリスティナは、興奮した面持ちでエミーリアの手を握りしめた。

「殿下とお話ができたわ……！」

「あら、よかったじゃない」

　空いている方の手で、エミーリアはクッキーを取り上げた。サクサクのクッキーも美味だ。ハンカチに包んで、服の内側に忍ばせる。これだけで今夜はここに来たかいがあったというものだ。

「ええ……お部屋の前までご一緒させていただいて」

　クリスティナが王太子殿下について熱く語るのは半分聞き流しておいて、さらに軽食に手をのばす。一口大にカットされたフルーツの載ったケーキは、口内を幸福で満たしてくれる。

「……ねえ、聞いてる？」

　先ほどまであんなにびくびくしていたのとは思えないくらい口調を強めたクリスティナは、エミーリアの手をぱしぱしと叩いた。

「聞いてるわよ。殿下とお話をできたのでしょ？　それで、妃教育受ける決心はついたの？」

「え、ええ……それは、まあ、そうね……」

　急に歯切れが悪くなってしまったのは、やはり自信がないからなのだろう。エミーリアのできることというのもそう多くはないのだが。

「甘いものがとまらなくなるぐらいストレスなら、他に結婚相手を探すという手もあるのでしょう？」

「お父様がお許しにならないと思うわ」

「そうね。叔父様はだめかもね……」

　クリスティナはうなだれ、エミーリアはため息と共に天井を見上げた。

　メルヴィル伯爵家は、建国以来続く名門だ。ここ何年もの間、メルヴィル伯爵家から王家に嫁いだ人はいなかったから、叔父である伯爵はクリスティナに賭けているだろう。

「……貴族って大変ね」

「あなたも、そうでしょ？」

「私は、あなたほどのしがらみはないから」

　ルイが生まれ変わる先にそこまで気を使ってくれたわけではなさそうだけれど、エミーリアは貴族としてはすごく気楽な身分だ。

　高位貴族ほどがちがちに固められた生活ではないのに、庶民と比較すると貴族というだけでいろいろな特権が約束されている。特権が約束されているだけではなくて、その特権をフル活用するための金銭にも不自由してはいない。

　アディルとの婚約に関しては思い通りにならなかった例外だが、エミーリアの方から解消する手段は残されていた。やらなかっただけで。

　そろそろ戻ろうかと視線を巡らせた時だった。

「……あ」

　思わずエミーリアは声を上げた。

　視線の先に元婚約者のアディルと、彼の新しい恋人であるフルールがいる。彼女の生家であるトレヴィラ男爵は叙爵されたばかりなので、男爵家の中でも格下とみなされている。

　そんな彼女のところに今回の舞踏会の招待状が届くはずはないから、アディルのパートナーとして同行してきたのだろう。

　茶の髪を肩に流したフルールは、落ち着かなさそうに図書室内を見回している。

　エミーリアに気がついたアディルは、不安そうに見えるフルールをその場に残してこちらに近づいてきた。

「エミーリア……ええと、その……久しぶりだね。元気そうだ」

「私なら、とても元気よ？」

　三食よく食べ、適度に運動し、夜もぐっすり寝ている。

　傷心中と言い張るのには無理があるのはわかっているから、何ごともなかったように平静を装っているふり――だって、エミーリアは完全に平静だ――をしてみせた。

　自分の感情とは違う表情を見せるのも貴族のたしなみだ。たしか、腹芸とかいった気がする。

「ええと、その君が……とても落ち込んでいると聞いて心配していたんだ」

「心配してもらわなくても、私なら、問題ないわ」

　にっこり。エミーリアは口角を上げた。

　なにせ、今日は会場一美人に見えたらいいなという程度には気合いを入れてきた。正直、未練もいっさいない。

「ああ……なんだ、そうか。そうなんだ」

　なんだか、アディルががっかりしているように見えて、エミーリアは目を瞬かせる。

（……ここで、がっかりされる理由がわからないんだけど！）

　エミーリアをポイしてフルールに乗り換えたのはアディルの方ではないか。

「私のことを呼び捨てにするのはやめていただけますか？　私とあなたの婚約は解消になっているのですもの。ウィンボーン子爵令嬢と、そう呼んでくださらないと」

　新たな婚約者のフルールにもそれでは申し訳がないだろうと、声音ににじませる。さすがのアディルも、それで気づいたようだった。気まずい顔になる。

（正直なところ、フルール……トレヴィラ男爵令嬢には感謝してたりもするんだけど）

　するするとこちらに近づいてくるフルールを見ながら、心の中でつぶやいた。

　なにせ、アディルとの婚約解消が成立したのは、フルールがアディルを奪ってくれたからだ。

　彼女の行動はありがたかったが、本音を白状するわけにはいかないので、フルールにも微笑みを向けておく。

「お元気そうでよかったわ。私達……心配してたの」

　しゃあしゃあとフルールが言う。

（まさか、うちひしがれた私が見たかったわけではないわよねぇ……）

　面倒――という言葉が脳裏を横切った。

　アディルに未練はいっさいないが、フルールに勝ち誇った目を向けられるのはごめんこうむりたい。

　エミーリアは首をかしげて見せた。

　貴族の嗜み、「ナンノコトカワタクシ、サッパリワカリマセンワ」だ。

　エミーリアとフルールの間に、目に見えない火花がばちばちと散る。

「エミーリア、そろそろ会場に戻りましょうよ。私達、ずいぶん長い間ここでおしゃべりしてしまったもの」

　火花を散らす二人の側にいるクリスティナは、毒気に当てられてしまったようで、この場にいたくないという空気を全身から発している。

「あらあら大変！　もう、こんな時間？　クリスティナとおしゃべりするのも久しぶりだものね。時間がたつのって本当に早いわ！　アルヴァス卿、トレヴィラ男爵令嬢、そのうちまたお会いしましょう」

　できれば二度と会いたくないけれど、と心の中で付け足したエミーリアは、クリスティナを盾に図書室から逃走した。今夜は、クリスティナが一緒にいてくれて逆にこちらも助かったかもしれない。

「……大丈夫？」

「大丈夫よ。私はあの人達のことなんて気にしてないもの。それより、クリスティナは広間に戻って大丈夫なの？」

「なんとかなると思うわ。いつまでも図書室を占領しているわけにもいかないでしょうしね」

　クリスティナが広間に戻ってもいいと思うくらいには、元気を取り戻したのならよかった。

　そう思ったのもつかの間、広間の近くまで戻ったところで、二人はまたやっかいな人達につかまってしまった。

「……あら、クリスティナ嬢よ」

「最近ずいぶんぽっちゃ……いえ、ふくよかになられて」

「もともとあの方は庶民的ですもの」

　確実にクリスティナに聞かせるつもりのまったく抑えられない声が、エミーリアのところまで聞こえてくる。彼女達の中心にいるのは、グウェンダリンだった。

　妃教育という名の戦争はまだ始まってもいないというのに、こちらを見るグウェンダリンの目には勝利の色が浮かんでいた。

　豪奢な金髪に、気の強そうな緑色の瞳。エミーリアとよく似たタイプの美少女だが、彼女の方が派手好みだ。彼女のドレスは若干装飾が多すぎるような。

「何もあんな言い方をしなくても」

「……いいのよ。私がずいぶん……その、太ってしまったのは事実だもの」

　エミーリアがささやくと、クリスティナは弱々しく微笑んだ。

（あぁもうこっちはこっちで！）

　いらっとするが、クリスティナを放置するわけにもいかないし、あちらに喧嘩を売るわけにもいかないし。

　しかたなく、聞こえていないふりを装って、エミーリアはクリスティナを半分引きずるようにして前進する。

　こちらにむかってまだひそひそやっている彼女達の方をにらみつけ、ぎくりとしたその隙に、彼女達の脇をすり抜けた。

「付き合わせてしまって、ごめんなさいね。ああいう風に言われるのはわかっていたの。私」

「……だったら」

　と口にしかけてそこでつまってしまった。

（太らなきゃいいのに、とは言えないし……）

　太っているのは、がつがつと食べる証だから見苦しいというのがこの国の風潮だ。

　だから、貴族の令嬢達はこぞってダイエットする。健康をそこねるほど細いのが美女の証という風潮はどうにかならないものか。

　クリスティナだって、この国では「見苦しいほど太っている」が、前世の基準ならば「少々ぽっちゃり気味」ですむ範囲だ。

「エミーリアがついていてくれて、心強かったの。だから、それで充分よ」

「それなら……いいけど」

　廊下の角を曲がり、令嬢達の視線が届かなくなったところでふっと肩から力を抜く。なんだか今日はものすごく疲れた。帰ったらもう一度贅沢にお風呂に入ることにしよう。

　ため息をついたエミーリアに向かって、クリスティナはこわごわと切り出した。

「あ……あのね。もし、よかったら……妃教育、一緒に受けない？　あなたなら、妃教育を受ける資格もあるもの」

「あなたの頼みでも、それはいや」

　クリスティナの願いを、エミーリアは一刀両断に切り捨てた。

　うかつに王宮に入ったら、苦労するのが目に見えているのは、今痛感させられたばかりだ。

　これが侯爵家の令嬢とかだったらまた別なのだろうが、子爵家から王族に嫁ぐというのはこの国ではあまり例がない。

　今現在真剣に王太子と愛し合っているのなら、身分差の壁を蹴り倒すくらいのことはしてもいいが、王太子とはそんな関係ではないし、この先相思相愛になる予定もない。

　――以前、奪われてしまった夢。

　世界一になるという夢は途中で阻まれてしまった。新しい場所で、新しい生を受けたのだから、新しい一番を目指してみたい。

　婚約破棄されて、自由の身になった今はさらに強くそう思う。

　せっかく与えられた二度目の人生、自分の足で、自分の意志で歩いてみたいと思うのだ。

（……クリスティナには、申し訳ないって思わないわけじゃないけど）

　エミーリアと一緒でなければ妃教育に参加できないというのなら、最後まで残るのは難しいだろう。ならば、最初から参加しないという選択肢だってあるのだ。

「だったら……ええと、その」

　クリスティナがもごもごとしている間に、二人は広間の前まで戻っていた。

「クリスティナ嬢……久しぶりね。少しお話ししない？」

　友人らしい令嬢にクリスティナが呼び止められた。

「なんだか、立て続けに毒気に当てられたからテラスで涼んでくるわ。話が終わったら、さっきのソファのところで待ってて」

　せっかく友人と会ったのだからとクリスティナと別れ、エミーリアはもう一度テラスへと出た。

「ルイ、まだいる？」

「いるー。僕、お腹空いちゃったよ」

「そう思ったから、クッキーもらってきた」

　図書室に軽食を取りに行った時、くすねてきたクッキーをルイに差し出す。エミーリアの肩に止まったルイは、そのクッキーにがつがつと食らいついた。

「そこで何をしている？」

「……誰？」

　背後から聞こえてきた声に、エミーリアは険悪な表情になる。振り返るが、相手の顔は暗がりで見えなかった。

「――怪しい者じゃないから」

「誰って聞いてるんだけど？」

　さすがに王宮の舞踏会に怪しい者がそうそう入ってくるとは思えないが、やはりなんとなく警戒してしまう。

（――ルイは問題ないだろうけど）

　暗闇の中にいる相手の気配を探りながら、神経を研ぎ澄ます。

　家に招いた武術家に教えを受けて訓練を重ねては来たが、一度目の人生でも、二度目の人生でも命のやり取りをするような状況に陥ったことはない。撃退できるかどうか。

「そう警戒するなって」

「――相手が誰かわからないのだから、警戒くらいするでしょう？　ルイ、何かあったら中に入って大暴れして、人をこっちに集めてちょうだい」

　台詞の後半はひそひそと、肩に止まったルイにささやく。いっそ、悲鳴を上げてやろうか。そうしたら、わらわらと人が駆けつけてくるだろう。

「そう警戒されると傷つくな――俺、一応この国の王子なんだけど。ほら、怪しい者じゃないだろ？　一応、第二王子のキースと名乗っておいた方がいいか？」

　両手を上げて、敵意がないこと、武器を持っていないことを明らかにしながら、キースが顔の見える位置へと移動してくる。

「キース殿下、失礼いたしました」

　慌てて、エミーリアは腰を折った。今まで直接言葉を交わしたことはなかったが、顔を見たことならある。

　王太子であるジャレッドの弟で、エミーリアより四歳上だ。

　暗がりでは色まではよくわからないが、兄とよく似た黒い髪に黒い瞳の持ち主だ。日頃は騎士団に出入りしていることが多く、そのためか背が高くてよく鍛えられた体格だ。

「その鳥――さっき、広間の中で暴れてた鳥じゃないか？」

「あら、そう……そう、でしょうか？」

　慌てたエミーリアは肩に止まっていたルイをぽいっと放り投げた。

　証拠隠滅。

　ギャーとかなんとかルイが騒いでいたような気もするが、聞こえなかったことにする。

「……まあ、それはいい。さっき、妃教育を受ける気はないとか言ってなかったか」

「妃教育は、分不相応だと思いますが」

「でも、婚約破棄されたばかりだろう。妃教育を受けに来たら、新しい縁談に繋がるかもしれないのに」

　というか、王子殿下がどこからどこまで聞き耳を立てていたのだろうか。たしかに、廊下を歩きながら話してはいたが。

（なんで、この人がそんなことまで知ってるのよ……！）

　エミーリアとアディルの婚約破棄の件について、こんなところまで情報が出回っていると思わなかった。

　思わず額に手を当てる。いちいちこんなところにまで突っ込んでこなくてもいいのに。

「今のところ、……新しいご縁を探そうという気にはなっていないので」

　あくまでも丁寧に。王子相手に無礼になってはいけない。

　そうは思ったが、けっこう喧嘩を売っている口調になってしまっている。

「そうか。無粋な話で悪かったな。そのうちまた話す機会もあるだろう」

　言いたいことだけ言うなり、キースは姿を消してしまう。

（……それはないと思います）

　エミーリアは、心の中でつぶやいた。

　それにしても、キースはなぜわざわざエミーリアに声をかけてきたのだろう。少なくとも、今まで彼から興味を示されたことはなかったはずだ。

　なんだか、やっかいな人と関わってしまったな――その予感が現実になるまで、そう長い時間はかからなかった。
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　日課の運動を終え、来るべき女官試験に向けて、おとなしく勉強していたエミーリアに父からの呼び出しがかかったのは、舞踏会が終わってから一週間ほどたった日のことだった。

「……そこに、座りなさい」

「はい、お父様」

　妙に張り詰めた雰囲気だ。こういう時の父親には逆らわない方がいい。

「お前、なかなか次の縁談を決めようとしないだろう。私が、あんなにいろいろ話を持ってきたのに」

　あれ以来、父からは山のように釣書を渡されてきたが、「では、実際にお会いしましょう」となるところまで話が進んだものはない。

　なぜならば、エミーリアが全力でお断りしているからだ。

「だって、お父様のお勧めするお相手って信用できないんだもの」

　じっとりとした目でエミーリアに見られて、父はもごもごと話をそらそうとした。

「お、お前だって文句は言わなかったじゃないか」

　なんて言っているが、アディルとの婚約が成立したのはエミーリアが八歳の頃だ。

　まだ前世の記憶は戻っていなかったし、十歳以下の子供に将来の結婚相手について真面目に考えろという方が無茶ぶりだ。

「あの時は文句は言わなかったけれど、今は違うわ。私……女官試験を受けようと思っているの。だから、当分結婚はしない」

「……お前が結婚したくないというのはわかった。女官として王宮に上がりたいという気持ちもわからなくはない。が、それではすまないのだよ、それでは！」

　女官として王宮に上がったら、最低十年は勤めるのが基本だ。

　エミーリアは今十八。試験が終わって女官として王宮に上がる頃には十九となって、さらにそこから十年。働きながら結婚しない限り、行き遅れ確定である。

「とはいえ、アルヴァス卿との婚約を決めた私も悪かったとは思っているんだ。まさか、領地の経済状況が改善したとたん、ああいうことになるとは思ってもいなかったから」

「……そういうことも珍しくはないでしょう」

　長い苦労の時代を過ごし成功した男性が、不遇の時代を支えてくれた女性を捨てて若い美人に走るなんて、珍しい話ではない。

　前世ではネットのニュースを眺めて「ひどいね、この男」なんて話をしていたけれど、それと同じことが自分の身に降りかかってきただけのこと。

「――頼むから、そこまで達観しないでおくれ」

「諦めがいいと言ってちょうだい、お父様」

　父には言えないが、エミーリアも本心では婚約を解消したかったのだ。アディルから解消してくれて、むしろついていたと言ってもいい。

「諦めがよすぎるのも考えものだなぁ……だが、女官試験については認めるわけにはいかないんだ」

「なんで？」

「先日の舞踏会で、クリスティナ嬢に同行しただろう」

「……あまり、役には立たなかったけど」

　エミーリアがやったのは、ルイに頼んで王太子のジャレッドに水をかけたくらいだ。あれで、クリスティナとジャレッドが会話する機会を無理矢理に作った。

　側にエミーリアがいるだけで心強かったとクリスティナは言ってくれたけれど、他の令嬢達が意地悪な言葉をぶつけるのまでは止められなかった。それは、申し訳ないと思っている。

「いや、クリスティナ嬢はとても心強かったらしいぞ。おかげで、嫌なことを乗りきれたととても満足していたそうだ」

「それならよかった」

「そこでだ。妃教育には、お前に侍女としてついてきてほしいと頼まれたんだが。妃候補として参加するのは嫌なのだろう？」

「侍女として行くのも……ちょっと嫌だわ」

　侍女という提案をしてきたか。クリスティナはよほど妃教育に行きたくないらしい。

「エミーリア。それなら、こういう条件ならどうだ？」

　条件、という言葉に、エミーリアの肩が跳ね上がる。父が条件を出してくるなんて珍しい。

「条件って何？」

　そう問いかけた時には、もう半分父親に勝ちを譲っているようなものだ。エミーリアが受け入れたくなるような条件を持ってきたのに違いないのだから。

「クリスティナ嬢を王太子妃にできたなら、お前が女官になるのを認めよう。今不利な状況にいる彼女を王太子妃にするくらいの手腕がないのなら、女官になっても出世は見込めないぞ」

「……えー」

　いくらなんでも、そんな条件を持ち出してくるとは思わなかった。父は眉を上げた。

「まさか、無理だとでも？」

「……だって、厳しくない？」

　ジャレッドの妃候補者はかなりの数がいるはずだ。彼女達の中にはクリスティナよりずっと優位な令嬢もいる。

　特に、クリスティナの場合、近頃社交界から遠のいてしまっていたというのがなにより痛い。

　エミーリアの同行がなければ、妃教育への参加を渋る弱さもある彼女を王太子妃に押し込むのはなかなか大変そうだ。

「私の取引先には、身分の高い人が何人もいる。もし、クリスティナ嬢を王太子妃にできたなら『推薦状』をもらってやろう。それでどうだ？」

　この瞬間、エミーリアの負けが確定した。

　妃教育に参加したならば、女官試験には間に合わない。

　だって、妃教育の終了と、女官試験の願書締め切りがほぼ同じ時期だ。妃教育を終えてから試験勉強を頑張ったとしても、合格は難しい。

　だが、女官試験を、有利にする方法もある。それは、『高位貴族の推薦を得ること』だ。ただし、この推薦状を出すことを許されているのは、侯爵家以上と決まっている。

　大学入試に例えるなら、一芸に秀でた学生を対象とした推薦入試のようなものと言えるだろうか。受験は必要になるが、合格のラインががくんと下がる。

　その推薦状の入手が、父がエミーリアに差し出した交換条件だった。

「お父様、王太子妃は三人まで選ばれることもあると思うんだけど、その三人の中に潜り込めればいいのよね？」

　グランディール王国では、国王――そして未来の国王である王太子は三人まで妃を持つことが認められている。これは、王族の血を絶やさないようにするための措置だ。

　ちなみに現在の国王は、一人しか妃を迎えなかったから、ジャレッドとキースは同母の兄弟だ。

「何を言ってるんだね。もちろん第一位に決まっているじゃないか」

　父の言葉には、ちょっとがっかりしたけれど、一応聞いてみただけだ。

（うーん……クリスティナとジャレッド殿下の接点作るだけでも大変そうよね……）

　この間の舞踏会の時も、クリスティナはジャレッドの側に寄ることさえできなかった。

　会話の糸口を作ったのはエミーリアだが、何度もあの方法を使うというわけにもいかない。

「わ……わかったわ。お父様……できる限りのことはやってみる」

　クリスティナを王太子妃にできなかったところで、こちらに何かのペナルティが発生するわけでもないだろう。

　だが、エミーリアは甘かった。それはもう甘かった。

　承諾の返事をしたエミーリアに、父はにっこりとして付け足した。

「クリスティナ嬢を王太子妃にできなかったら、結婚してもらうからな」

「そんなの聞いてないわ！」

「なら、女官試験は諦めるか？」

「それもいやー！」

　だが、一度やってみると言ってしまった以上、今さら引くことはできない。父の口車に乗せられた自覚はあるが、エミーリアは自分の負けを認めざるをえなかった。

















第三章　史上最強の花嫁修業スタート












　一週間後、エミーリアは王宮行の馬車に乗り込んでいた。

　荷物は鳥籠以外、昨日のうちに送ってある。クリスティナと並んで座ったエミーリアが抱えているのは、ルイが入った金の鳥籠だった。

　これは隣国の商人が『お嬢様への贈り物』として献上してきた品物だ。どうやら、商売上、父がなにやら便宜を図ってやった礼らしい。

　屋敷を出るまではうるさくしゃべっていたルイも、おとなしく籠の中。二人の会話には口を挟もうとはしない。

「無理矢理連れてくる形になってしまって、……本当に、ごめんなさいね」

「謝らないで。私も腹をくくったから」

　いろいろ考えた末、クリスティナの侍女として妃教育についていくことに決めた。

（面倒と言えば面倒だけど――最強の伝手を得られると思えばいいか）

　候補者としてではなく侍女として妃教育に同行するというのは、主にもう婚約者が決まっている女性、もしくは妃候補として妃教育への参加が許されない身分の女性が使う手である。

　妃教育の期間は半年に限定されているため、タイミングが合うならば、花嫁修業の仕上げとして受けるのが好ましいとされている。

　そして、同行した侍女は妃候補達が受ける教育に同席することが認められているというわけで、最高の花嫁修業を終えたとして侍女達にも箔が付くのだ。

　今のところ、最有力候補はハーバートン侯爵家のグウェンダリンだ。

　クリスティナも以前は名前が挙がっていたのだが、社交生活から引っ込んでいる間に、レースから脱落されたものと見なされていた。

「クリスティナはどうなの？　納得して来ているの？」

　一応、聞いてみる。クリスティナにその気がないのなら、いくらエミーリアが頑張っても無駄だろうし。

「この間、ジャレッド殿下とお話をする機会があったでしょう……やっぱり素敵な方だなってその時思ったの。だから……自信もないし、怖いけど……妃教育を受けるだけは受けようって……」

「なるほどね」

　無理強いされたのではなく、本人がその気になって参加するのなら、エミーリアとしても努力する価値はある。

「あなたが来てくれたら、心強いし……その、女官になりたいなら、私からも推薦状を……ああ、でも無理ね。侯爵家以上でないと推薦状は出せないもの」

　申し訳なさそうに、クリスティナは眉尻を下げた。どうやら、エミーリアを妃教育に同行させたのを、だいぶ申し訳なく思っているみたいだ。

「王太子妃に決まったら、出してくれたらいいわよ。王太子妃の推薦状なら、最強のカードでしょ？」

　女官が取り締まるのは王宮でのあれこれであるため、王太子妃の推薦ならばかなり強力な後押しとなってくれるはずだ。

「……そうね。なれたら、私からも出すわ」

　婚姻後ではなく、妃教育を終えた段階で推薦状を出せるかどうかは知らないが、少しでもクリスティナの不安が小さくなればいい。

　ちらりと横に視線を走らせて、クリスティナの様子を確認する。

　顔立ちは悪くないが、華やかな美人ではないし、目立つタイプでもない。先ほど名前のあがった三人のライバルと比較すると、影が薄いのも事実だった。

（まずは、軽く体質改善してもらって――）

　クリスティナが黙ってしまったのをいいことに、頭の中で考え始める。

　もともとあまり身体が強くないというのもあるけれど、今の状態は栄養バランスの悪いものを大食いした結果と、運動不足によるところが大きそうだ。

（いきなり十キロ走れと言っても無理なのはわかっているし、慎重に進めるしかないわね）

　今のクリスティナは、ぽっちゃりしすぎている。健康的になるには少しだけ体重を落とした方がいい。

　それにしても、やはり無謀すぎる挑戦だっただろうか。これから先の未来は、険しいものになりそうだ。

「……何を考えているの？」

「妃教育って楽しそうねって考えてた！」

　誤魔化して、窓の外に目をやる。

　推薦状は、喉から手が出るほど欲しい。

（こんな状況で王太子妃になってもあとあと苦労するのはクリスティナだものね）

　妃教育が終わるまでの間に、クリスティナの意識改革も必要になりそうだ。もう少し毅然としなければ、食い物にされるだけ。

　エミーリアに前世の記憶がなく、この世界の人間としての価値観しかなかったとしたら。クリスティナの尻を叩いて蹴り飛ばして、王太子妃として立つように全力でサポートするだろう。

（まずは三か月なんとか乗りきって……先のことはそれから考えるしかないわね）

　クリスティナの意識改革には、それなりの時間が必要だ。

　だが、急いては事をし損じるというではないか。

　今は、とにかくクリスティナにもうちょっとだけ自信をつけてもらえばいい――そう結論づけた。






　妃教育の場となったのは、先代の国王夫妻が住まいとして使っていた区画だ。今は王太子であるジャレッドの生活する場となっているそうだ。

　ジャレッドの使っている建物を中心に、その周囲を十ほどの小さな建物が取り囲んでいる。一つの建物に、三人の令嬢、それに付き添いできた侍女達が割り当てられることになっていると出迎えの使用人に説明された。

　そのまま、一番大きな建物にある広間へと通される。そこはすでに多数の令嬢がひしめきあっていた。

「――何人くらいいるの？」

「候補者が二十九人。それと侍女が四十人くらい」

　エミーリアが問いかければ、ひそひそとクリスティナは返してくる。クリスティナとひそひそとささやき合いながら、エミーリアは周囲の状況を観察した。

「嘘、なんであの子がここにいるのよ」

　呆然として、エミーリアはつぶやいた。視線の先に立っているのはフルールだ。

　彼女は、他の少女達となにやらにこにこと会話していた。一瞬こちらに視線を走らせ、エミーリアには気づかなかったふりをして視線を戻す。

（……まさか、アディルを捨てて王太子妃狙い？）

　それならそれですさまじい向上心だと思うが、捨てられたアディルがちょっと気の毒だ。

　と、アディルに対してものすごくかわいそうな想像をしたけれど、よく考えたら彼のことはどうでもよかった。

「イルミナ様、こちらにどうぞ」

　フルールが声をかけたのは、ドート子爵家のイルミナだ。

　どうやら、彼女の侍女としてこちらに来たようだ。侍女も、花嫁候補達の教育に参加することになるから、箔がつくと言えば箔がつくのだろう。アディルとの結婚に備えているということか。

　主が来て気が大きくなったのか、フルールがこちらへと歩み寄ってくる。

「まあ、エミーリア嬢、あなたもいらしていたの？」

　首をかしげてフルールがたずねる。

　その顔には「悪気なんてまったくないんです！」と主張する笑みが浮かんでいた。

（こういうのをあざといって言うんだろうなー）

　はっきり言ってしまえば可愛い。見た目だけならば完璧だ。

　エミーリアもついうっかりきゅんとしかけたのだから、アディルが夢中になってもしかたないのかも。

「ええ、私は従姉妹の侍女として来ることになったの」

　表情を取り繕い、笑顔でフルールに返す。ここは、平静を装わなければ。

「私も、イルミナ様の侍女として入ったの。妃教育が終わったら……いよいよ結婚式だから」

「それなら今が一番楽しい時ね。ここで学んだことは、きっと役に立つと思うわ」

　エミーリアからアディルを略奪したというのに、こういう挨拶をしてくるなんて確実に喧嘩を売っている。

「あなたは幸せにならなきゃだめよ。同じこと、繰り返したくないでしょう」

　万が一アディルと別れたとしても、今度は人の婚約者を略奪するのはやめておけと声音に滲ませておいたら、フルールが顔をひきつらせた。

　ここで顔をひきつらせるくらいなら、最初から喧嘩を売ってこなければいいのに。

「も……もちろん、そのつもりだわ」

　そそくさと立ち去ろうとするフルールを目で追っていたら、そこではグウェンダリンとメイリーが火花を散らしていた。

　フルールの主であるイルミナは、その輪から一歩引いたところで眺めている。フルールはこそっと主の背後に立った。

「あら、そのドレス……先日私が着用したものとよくデザインが似ていますわね」

「あら、今日お召しのドレスこそ、私が先日着用したものとよく似ていますわ」

　互いに、相手が自分の真似をしたのだと譲らないグウェンダリンとメイリー。戦いはもう始まっている。

「皆様、お静かに。キース殿下のご到着です」

　侍従の声に、騒いでいた令嬢達もピタリと静かになった。

「さて、全員集まったようだな。今日、兄上は隣国の使者を謁見していて、皆を出迎えられなかった。その点については謝罪するが、国を第一に考えての行動と理解してほしい」

　本来であれば、妻を迎える立場であるジャレッドが真っ先に出迎えなければいけないのだが、国益優先と言われれば、誰も反対することはできない。

（……さすがに妃教育の参加者達が集まっているだけのことはあるわね）

　侍女なので王太子争奪戦には参加しないとても気楽な立場のエミーリアは、ぎすぎすとしている候補者達とは対照的に、のんびりと周囲の様子を見ていた。

　王太子妃に一番近いとされているグウェンダリンは、真っ赤なドレスにダイヤモンドのアクセサリーをぎらぎらとさせていて、会場で一番目立っている。

（……メイリー嬢は、どこだっけ）

　王太子妃候補としては、二位か三位につけているメイリーは、黒い髪の美少女だ。彼女は黄色と水色を巧みに配置したドレスだった。

（彼女も、ストレス太りかしらね……）

　最後に見かけた時より、メイリーも少し、ぽっちゃりしているような気がする。

　次に目を留めたのは、ドート子爵家のイルミナ。フルールの主だ。

（彼女は、むしろやつれてるかな？）

　緊張で、ここ数日は何も食べられなかったような雰囲気だ。あまり親しくはないエミーリアの目にも、彼女がぐったりしているのがわかる。

「そして、多忙な兄にかわり、これから半年の間、私が皆の監督官を務めることになった。ここでは皆の品位が問われることになる。貴族として、未来の王太子妃として恥ずかしくない行動を取るように心がけてほしい」

　その言葉に、周囲がざわっとするのがエミーリアにもわかった。

　キースが半年の間、監督官を務めることになる――それは、キースと顔を合わせる機会が増えるということでもある。

（王太子妃争いに敗れた時のために、キース殿下にも顔を繋いでおこうとしているのね）

　キースは王位の第二継承者であるから、ジャレッドに何かあった時はキースが王位を継ぐ。その妃には王太子妃と同程度の教育をおさめた女性を選んだ方が、何かと楽ではあるのも事実。

　国内最高の花嫁教育を終えた令嬢を逃がす手はないのだ。

「それと、今回の妃教育にあたり、警護は王宮騎士団に任せることになった。騎士団長のロイズ・フルヴィウスだ」

　そう告げると、彼は後方にちらりと視線を走らせた。エミーリアの視線もつられてそちらに向かう。

（あれ、誰だっけ）

　王宮騎士団の白と赤を基調にした制服に身を包んだ青年が、キースの指示によって一歩前に出る。それから胸に手をあてて、恭しく一礼した。

「妃教育の間、我々王宮騎士団が皆様の警護を担当します。何かあれば、私に言ってください」

　ロイズは黒い髪を短く揃えた背の高い青年だった。

　騎士団長というだけあって、肩幅も広く、胸板も厚く、制服の上からでも、鍛えられているのがよくわかった。

　きりっとした彼のまなざしに、令嬢達の間からは押し殺した感嘆の声が上がる。彼が独身かどうか、気になる令嬢も多そうだ。

　妃候補者ではなく侍女として参加している令嬢達からすれば、王宮騎士団の団長と結婚できたらちょっとした玉の輿。

　そわそわしている令嬢達を気に留めた様子もなく、ロイズはもう一度一礼した。

（あれ、でも、騎士団長って――）

　エミーリアの記憶では、騎士団長は他の人だったような。頭の中に人物録を広げて、騎士団長の場所にたどりつく。

（たしか……騎士団長はアルカド家の方だったはず。アレックス・アルカド。引退にはまだ早かった気がするんだけど……）

　エミーリアの記憶ではアレックスは四十代。

　引退するにはまだ早いだろうし、アレックスよりも下の代にも優秀な騎士は多い。だが、二十代後半に見えるロイズが騎士団長に就任するのはおかしいのではないだろうか。

（……コネ出世？）

　なんて、少し失礼なことを考えた。だが、そうでもなければそこまでの若さで騎士団長はありえない気がする。

　その他にも警護にあたる騎士が次から次へと紹介され、ようやく広間を出ることを許される。集まった令嬢達は、それぞれに割り当てられた建物へと移動を始めた。

　クリスティナが案内の侍従に連れられていくのについていこうとしたら、エミーリアはキースに呼び止められた。

「ウィンボーン子爵令嬢……侍女として入ったのか。妃教育には参加したくないと言っていたのに」

「従姉妹に頼まれましたから」

　相手に失礼にならないよう、最大に美しく見えるように注意を払いながら頭を下げる。

　そんなエミーリアに、キースは興味深そうに上から下まで視線を走らせた。

「ウィンボーン子爵家ならば、王太子妃でも狙えそうだが」

「誉めていただいた……と解釈してよろしいのでしょうか、殿下。ですが、我が家は子爵家ですし」

　子爵家出身でも王太子妃となった前例がないわけではないが、唯一の王太子妃として選ばれたことはない。

　複数の妃が選ばれた時、末席に名を連ねるのがせいぜいだ。貴族ならば誰でもと門戸を開いている建前ではあるが、高位貴族から選ばれるのが通例だ。

　万が一選ばれたとしても、王太子妃として窮屈な生活を送るなんてまっぴらごめんだ。そんなことより目指すは王宮の裏ボスだ。

　あいまいに微笑んでその場をやり過ごし、そのまま立ち去ろうとしたら、キースは鳥籠を掴んでいるエミーリアの腕を取った。

「何か、ご用でしょうか？」

「これ、この間、舞踏会を騒がせた鳥だろ？」

「えええっ、ええと、ですね」

　まさか、気づかれていたとは思わなかった。あわあわして、ルイを入れた鳥籠を隠そうとするが、大きな鳥籠を隠すなんてできるはずもない。

「兄上が追及する気はないというから、俺も詳細は問わないが。なにやら楽しそうなことをしていたな。頭のいい鳥だ」

「い、いえいえ……そんなこと。食べて寝てるだけの……可愛いペットです！」

　食べて寝てるだけという言葉にルイが籠の中から睨んできたので、一応可愛いと付け加えてみた。可愛がっているのは嘘ではない。

「賢いだろ。そいつ、ただのオウムじゃなくてミアンだもんな。オウムより賢いと聞くが、乱獲されてほとんど残っていないんじゃないか」

　エミーリアの目が、ルイに向かう。視線に射貫かれたように、ルイは首をすくめた。

「――それは本当ですか、殿下？」

　さきほど無邪気を装って話しかけてきたフルールを真似して目をぱちぱちさせながら、エミーリアは問いかけた。

「この鳥は、幼い頃に家の庭で拾ったので、詳しいことはわからないんです」

　エミーリアが十歳になったその日、空から落ちてきたのがルイだ。勢いよくエミーリアの頭に激突し、エミーリアはそのまま意識を失った。

　そして目が覚めた時には――前世の記憶が完全に再現されていたというわけである。

　頭に鳥が落ちて意識を失うだなんて中身は無事なのかと、あの当時は何度も医者にかかる羽目になって大変だった。

「……ふぅん、そっか」

　キースの方は、ルイをじぃっと見つめて何か怪しんでいるかのように目を細める。

（まさか、知らない間にご禁制になってたとかそういうことはないわよね……？）

　なんでわざわざルイがそんなものに化けているのかはわからないけれど、ここでルイを取り上げられるようなことになったら非常にマズイ。

「もしかして、ミアンはまずかったですか？　ペットを連れてきてもいいって聞いていたのですが……」

「うん、それは問題ない。その鳥についても問題はない。買ったらかなりの額が必要になるだろうが、高価なペットは禁止というわけでもないからな」

　高値がつくのはしかたない。乱獲で絶滅しそうになっている鳥だ。

　高く売れるからと養殖に乗り出している商人もいるらしいが、今のところ成功はしていないらしい。

（そういや、お父様も一度手を出そうとしてたっけ）

　ミアンという鳥は知っていたし、ルイと似ているなーとも思っていたが、まさかルイがそうだとは思わなかった。

（問題ないならとりあえずいいか）

　エミーリアは、目の前の問題を勢いよく放り投げることにした。

「あとでゆっくりおしゃべりしましょ」

　籠の中に話しかければ、ルイがびくりとする。

「あとでゆっくりおしゃべりって？」

「殿下、この子はとっても賢いんです。おしゃべりもするんですよ……ね？」

　睫ぱちぱち、フルールの真似をもう一度。

　鳥肌が立ちそうなので、できることなら使いたくはないが、さっさとこの場を逃れるためならなんでもできそうな自分が怖い。

「エミーリア、スキ！　ハヤク、カエロウ」

「残念ね、ルイ。しばらく帰れないの。ここで暮らすのよ。新しい部屋をあなたも気に入ってくれるといいけれど。それでは、殿下――失礼いたしますね」

　キースの方にぺこりと頭を下げて、今度こそ立ち去ることに成功した。

　クリスティナの部屋の隣にある自分の部屋に入る。二人きりになったとたん、エミーリアは口を開いた。

「なんでそんな珍しい鳥になってるのよ！」

「だって、今まで何も言わなかったじゃないか！」

「ただのオウムだと思ってたからに決まってるでしょ！」

　王宮ということもあり、部屋はなかなか上質な作りだ。

　折りたたみ式のライティングデスクが窓のところに用意されていて、ここで手紙を書いたり書類をまとめたりするようだ。反対側の壁に押しつけられたベッドも寝心地のよさそうな上質の物。貴族の娘を滞在させるだけのことはある。

　飾り棚の上に鳥籠を置いて、エミーリアは扉を開けてやった。ルイは自分で籠の開け閉めもできるのだが、そこはサービスである。

「いやまあ、僕って賢いじゃん？　ああ、ほら、鳥にしてはってことだよ！」

　どこが賢いのだとじっとりした目になったエミーリアの反応に、ルイは慌てて言葉を付け足した。

「ミアンはとても賢いし、寿命も八十年くらいあるから、君が死ぬまで側にいても詮索されないですむと思ったんだよー」

　オウムは、鳥類の中でも寿命が長いらしい。五十年以上生きることもあるし、正式な記録は残っていないものの百年近く生きていると推測される個体もあるのだそうだ。

　そんなわけで、ルイはエミーリアについてこちらの世界に来るにあたり、オウムの中でも特に賢いこちらの世界特有のミアンという種を選んだということのようだった。

　理由を聞けばわかるが、キースに目を付けられるとは最悪である。

　起きてしまったことはどうしようもないので、諦めるしかないのだろうが。

「とりあえず、さっさと着替えましょうか」

　侍女としてクリスティナについてきたのだから、主を放置するわけにはいかない。彼女を王太子妃にするという目標もあることだし。

　これからは何があるかわからない。気合いを入れていこうと改めて誓った。

　半年の間、クリスティナとエミーリアは忙しい日々を過ごすことになるのだから。






　そして、王宮入りした翌日からは、妃教育が始まる。

　妃教育を受けている間は、定められたスケジュールに従って生活する。

　食事は、勉強の進み具合を確認するための食事会等がない時は、各自に与えられている建物の厨房で、好きなものを調理させることができる。これは、個人の好みもあるだろうからという配慮だ。

　朝食が終わったら、様々な授業を受ける。昼食後、軽く休憩を取ったら、また夕方まで授業。午後の授業は、間にお茶の時間が入る。

　妃教育一日目。

「……靴、これでいいと思う？」

　エミーリアが取り出したのは、実家を出る前に新しく作らせた靴だ。どっしりとした歩きやすいタイプのもので、王宮で履くには少々野暮ったいデザインだ。

「いいんじゃないの？　だって、誰も君の足なんて見てないだろうし」

「そうねー」

　この靴を作ったのにはエミーリアなりの思惑があるが、役に立つ時が来なければいい。

　厨房へと行き、ワゴンに用意された朝食を押してクリスティナの部屋へと戻る。ベッドにいたクリスティナを揺すって起こした。

「おはようございます、クリスティナ様。まずはお支度を」

　言葉遣いが若干改まっているのは、従姉妹ではなく侍女の役割を意識してのもの。

「おはよう、エミーリア。あなたは朝から元気そうね」

「それは、まあそうですね」

　眠そうなクリスティナは、手渡されたガウンを羽織ってのそのそとテーブルについた。

　エミーリアが並べた朝食は、すさまじい量だった。

　籠に山盛りになったパンがいい香りを放っている。

　ベーコン、ソーセージ、ふわふわのオムレツにスープ、サラダ。食べやすい大きさにカットされたオレンジと林檎。パンにつけるバターにジャムや蜂蜜も用意されている上に、ドライフルーツたっぷりのパウンドケーキ。

　エミーリアも健啖家な自負はあるが、これを食べつくすのは二人がかりでも大変そうだ。

「おいしそう――一緒に食べるでしょう？」

　両手を打ち合わせて喜んだクリスティナは、エミーリアに向かって微笑みかけた。

「クリスティナ様がよろしければ」

「もちろん、一緒がいいわ。一人で食事をしても楽しくないもの。侍女ではなくて従姉妹として来てもらっている面もあるし」

「ゴハンー、ゴハンー！」

　隣にあるエミーリアの部屋で、ルイが騒いでいる声が聞こえてくる。

「ルイもお腹が空いているのね。ルイに食べられそうなものがあるかしら」

「甘やかさなくてもいいんですよ、クリスティナ様」

「……でも」

　開かれた窓から、朝の心地よい風が吹き抜けていく――と、窓からルイが飛び込んできた。どうやら、籠から自力で脱出してきたらしい。おまけにクリスティナの側に着地したかと思ったら、ひっくり返って両足をバタバタとさせる。

「ゴハンー、ゴハンー！」

　守護天使から神様への昇格試験中であるルイは、本来食事の必要などない。

　聞いた話によれば、「天地の全てからエネルギーを吸収する」ことで身体を保っているそうで、食事は純粋な楽しみなのだそうだ。

「ほら、ルイにもあげましょうよ。そこに取り分けてあげたら？」

「クリスティナ様ったら、甘やかしすぎです」

　とは言ったものの、クリスティナが空いている皿を一枚差し出してくれたから、そこにパンと果物を取り分けてやる。

「ベーコン！　ベーコン！」

　パンと果物だけでは物足りなかったらしい。

（クリスティナの前だから、何も言えないと思って――！）

　しぶしぶベーコンも追加。クリスティナの前だから強く言えないのをわかってやっているから腹が立つ。

　クリスティナは、朝から旺盛な食欲で用意されたものを全て食べ、パンも四つお代わりした。必要以上に動き回っているエミーリアと食べる量はほとんど変わらない。

（食事のメニューは調整しないと駄目ね）

　クリスティナの食欲は、エミーリアの想像以上だ。食事のメニューは調整できるから、カロリー低そうなものを中心に少し考えてみよう。

　朝食を終えたら身支度だ。

　とりあえず今日のところは、青のドレスで誤魔化しておくことにしよう。青はクリスティナの顔色を最高に引き立ててくれる。

　ほっそりした腰が美人の条件なので、がっつりコルセットを締めるのがマナーだ。

　そんなわけで、クリスティナもドレスを着る前にぎゅうぎゅうにコルセットを締め上げることになった。

「はーい、コルセット締めますよー、息、吸って、止めてくださいなー」

　クリスティナが息を止めたところで、エミーリアは思いきりコルセットの紐を引いた。

「んー、ん、ん――死んじゃうっ！」

「じゃあ、コルセット緩めますか？　その方が健康にもいいと思いますが」

「それはだめえぇぇ！」

　力自慢のエミーリアが思いきりコルセットを締め上げ、クリスティナが満足するほど細くなった頃には、二人ともぐったりとしていた。これだけぎゅうぎゅう締め上げたら、絶対に身体に悪い。

「クリスティナ様は、うなじが綺麗だからそこが見えるように髪を結います。あとは、イヤリングは大ぶりのものを。顔が小さく見えます――小さく見せたいでしょ？」

　こくこくとうなずくクリスティナの髪を結い上げる。髪を後頭部の高い位置でまとめて、うなじを見せることに決めた。

　イヤリングが大ぶりの派手なものだし、あまりけばけばしくなるのもどうかと思ったので、あくまでもメイクは薄く。もともとの顔立ちは悪くないから、それを最大限に生かすように色を乗せた。

　目元はすっきり、口元は華やかに――鏡の中のクリスティナが少しだけ、胸を張ったような気がする。

「――痩せて見えるわ！」

　鏡に映った自分の姿を見て、クリスティナは感嘆の声を上げた。

「それは、気のせいです」

　エミーリアに一刀両断されて、今度は苦笑する。髪を整えているエミーリアを鏡越しに見ながら、大きくため息をつく。

「あなたくらい細かったら、コルセット締めるのも楽なんでしょうね」

「……してませんけど」

「へ？」

「コルセットはしてませんけど」

「嘘っ」

　鏡越しにではなく、顔全体で振り返ったクリスティナはエミーリアの身体を上から下までじろじろと眺め回す。信じられないというように、眉間に皺をよせた。

「嘘よ、そんなに腰が細いのにコルセットしてないっていうのはありえないわ！」

「だって、鍛えてますから」

　と、両手でクリスティナの頬を挟んだエミーリアは、強引に彼女の顔を鏡の方に戻しながらにっこり。

「筋肉は最高のコルセットなんですよ。締め上げている人ほど細くはないけど、そこまでしなくてもいいかなって」

　コルセットは苦しいから嫌いだというだけではなく、どちらかと言えば筋肉質なので、頑張って腰を締め上げたところで抱きしめたら折れそうな華奢な体格にはならないというのもしない理由の一つ。

　さすがにウエスト四十三センチというわけにはいかないけれど、鍛え上げて割れた腹筋のおかげでスタイルよく見えるし、自分の容姿には完璧に満足しているのでこれでいいのである。

「コルセットいらずなのは羨ましいわ」

　胃のあたりに手を当てて、クリスティナはため息をついた。

（――やる気を出させる第一歩！）

　すかさず、エミーリアはたたみかけた。

「健康的に痩せたらコルセットいらずですよ？」

「本当に？」

「目の前に証拠がいるじゃないですか。触ってみます？」

　手を伸ばして、お腹を触らせたらクリスティナは目を丸くした。

　服の上からでも、コルセットの硬い骨が存在しないのはわかる。エミーリアがドレスの下に身に着けているのは、シュミーズとドロワーズと呼ばれる下着だけだ。

「本当にコルセットしてない！」

「明日から一緒に美容体操します？」

「美容体操って……？」

「父が商売をしているのはご存じでしょう？　そのおかげで、外国の珍しい情報もいろいろ入ってくるんです。毎朝やっている体操があるので、一緒にやりませんか？」

「……難しくなければ」

「大丈夫、そんなに難しくないです」

　クリスティナのやる気をそいではいけないので、あくまでも難しくないと言っておく。

「そうね……ちょっとやってみよう、かしら……」

「明日から頑張りましょう！」

　とりあえずクリスティナのやる気を生み出したところでエミーリアは満足した。

　エミーリアみたいに腹筋をバキバキになるまで割るのは無理だろうが、ある程度体型を整えることはできるはず。






　朝食を終えたら、一室に集められて午前中の学科。そして、昼食の時間。王宮の中をあちらへ行ったり、こちらへ行ったりと忙しい。

（……靴に仕掛けをしておいてよかったわね。物足りないったらありゃしない）

　実家にいた頃は、自分の好きなように使える時間がたくさんあった。それこそ午後中アディルに見立てた人形を蹴り倒していても、まだ時間があまるほどに。

　だが、ここに来たらそんな時間があるはずもない。そんなわけでエミーリアは靴に鉛を仕込んでいた。

　少しでも身体を鍛えられるようにと足に負荷をかけるために考えたことだが、正直これでも物足りない。けれど、何もしないよりはましだろう、たぶん。

　昼食は、皆と一緒に講義の場となっている建物にある食堂でいただく。そして、午後の休憩時間になって、その事件は勃発した。

　約束通り、クリスティナは、昼食のパンのお代わりは我慢してくれたのだが、その分、お腹が空いているらしい。お茶の時間に焼き菓子を大量に取ろうとしたのを阻止したところをグウェンダリンに見とがめられた。

「それくらいで足りるのかしら」

「二人揃って、昼食をいただきすぎたんです」

　おほほ、とエミーリアは笑って誤魔化した。

　今日のお茶の時間は、グウェンダリンとメイリーと同じテーブルについている。彼女達の侍女もいるから、テーブルには八人が座っていた。

「あら――それは大変ですわね。いい胃薬を持ってきていますの。あとでお分けしましょうか」

　グウェンダリンは親切心を装ってはいるが、口調に意地悪さがにじみ出ている。馬鹿にされているのはわかっているから、エミーリアもさらりと返した。
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「私が実家から持参した薬があるので大丈夫です。父が、外国から取り寄せてくれましたの」

「そう言えば、エミーリアの実家は事業をしているのだったわね。いろいろ珍しい品も持っているでしょう」

　クリスティナは食欲がないわけではないのだが、エミーリアに合わせてくれた。

（グウェンダリンは正面きって嫌がらせしてくれるからまだいいけど……）

　口汚い言葉を浴びせられるくらい、たいした痛手ではない。むしろ、次に何が来るのかとわくわくしてしまう。

（だって、これって大奥みたいなものよね……）

　女性だらけの空間でのどろどろとした争いは、前世で入院していた間、映画やドラマで山ほど見た。間近で観察する機会ができたと思えば、それなりに楽しめなくもない。

　グウェンダリンが侍女達となにやらくすくす笑っている間に、メイリーに声をかける。

「メイリー様、お茶のおかわりはいかが？」

「え、ええ……い……いただくわ」

　クリスティナほどではないけれど、メイリーも少々食べ過ぎの傾向にあるようだ。

（ここに来るのは希望者だけにすればいいのに――って、そういうわけにもいかないのよねぇ）

　なにしろ、王太子妃になろうと思ったら、この妃教育をクリアしなければならないのだ。本人が嫌でも、当主の命令で参加させられている人もいるだろう。

（あ、あ、あ――そんなに砂糖を入れて！）

　エミーリアは内心で悲鳴を上げそうになった。

　メイリーは、注がれた紅茶に三杯も砂糖を入れている。

　紅茶に入れる砂糖の量くらいたしかに個人の好みではあるけれど、それを何杯も飲んでいたら、菓子に手をつけない意味がない。

「……また、授業が始まると思うと嫌になるわ」

　メイリーがふうっとため息をついた。嫌になるなんて言っている場合ではないが、つい口に出てしまったらしい。

「もう、嫌になりましたの？　でしたら、さっさとお帰りになったらいかが」

「グウェンダリン様、ほどほどになさってはいかが？　こちらのチョコレートケーキ、絶品ですわよ」

　クリスティナの目の前にあったケーキをすかさずグウェンダリンに勧めてみる。話題を変えたかったのと、クリスティナの目の前からケーキを遠ざけたかったからだ。

「主を差しおいて、口を挟むだなんて嫌な侍女ね」

「……失礼いたしました。申し訳ございません」

　侍女であるエミーリアにとがめられたグウェンダリンはむっとし、自分が余計な口を挟んだ自覚のあるエミーリアは頭を下げる。こんな調子では、テーブルの空気がよくなるはずもなかった。

「……ねえ、エミーリア……あなた、大丈夫なの？」

　お茶の時間が終わって、次の学科のために席を移動しようとしていると、クリスティナがこそこそと話しかけてきた。

「大丈夫って何が？」

「グウェンダリン嬢のことよ。あなたを敵視するんじゃ……」

「予想はしていたから問題はないわ」

　たぶん、口だけですんでいるのは今のうちだけだ。

　いずれ違う形での嫌がらせが始まるのだろう。

　とはいえ、前世ではばりばりの体育会系だったから、貴族令嬢のちょっとした嫌がらせなど痛くもかゆくもない。嫌がらせをされるのならば、受けて立つだけの話である。






　明日以降の朝食のメニューを変更してもらうため、夕食後、エミーリアは厨房を訪れた。野菜を大量に入れたスープ――というより野菜のスープ煮――にメニューを変更。

　パンの数は減らしてもらう。いくらなんでも朝から四つは食べ過ぎだ。スイーツも、基本的にはなしということにしてもらった。果物があれば充分だ。

　厨房での会話を終えた後、エミーリアはクリスティナの部屋を訪れた。そろそろ寝る支度をしなければ。

　部屋にいたクリスティナは、もう入浴を終え、レースたっぷりの寝間着の上からガウンを羽織ってソファに座っていた。

　膝の上に明日からの講義で使われる教科書が置かれているところを見ると、予習をしていたらしい。

「明日からは、食事は節制していきましょう。ああ、大丈夫――食べるなと言ってるわけじゃありません」

「まさか、酢キャベツ？」

　そう口にしながら、クリスティナはへにゃりと眉を下げた。

　酢キャベツというのは、このところグランディール王国の貴族達の間で流行っているダイエットである。

　食事の前に塩と酢に漬け込んだキャベツを食べるというもので、たしかにキャベツはダイエット向きの食材かもしれないが、三食それでは気がめいってしまう。

「食べたければ酢キャベツも用意しますが……一応、その他にも野菜は増やしましょう」

　クリスティナがしょんぼりしたので、エミーリアはすかさずハーブティーを差し出した。

　こちらの世界にもいろいろなハーブがあるが、何を使ったらいいのかルイに教えてもらって調合したものだ。精神を安定させる効果があり、ぐっすり眠れるらしい。

「身体を動かせば、ぐっすり眠れるようになりますよ。適度な運動は、心地よい睡眠にも効果がありますからね」

「私も、最高のコルセットがつけられるかしら」

「それは、努力次第です」

　有酸素運動もしてもらいたいところなのだが、いきなりそちらに行ってもだめだろう。

　まずは身体を動かす習慣を身につけること。

　エミーリアの見立てでは、クリスティナの自信のなさは、「太ってしまった自分は美人ではない」というところから来ている。少し前まで、この国の美人基準に合致して華奢すぎるほどに華奢だったというのもそれに拍車をかけている。

　だとすれば、「クリスティナなりにいい感じ」にもっていければ、いくらかストレスの解消にもなるのではないだろうか。

「このハーブティー、おいしい」

「お口に合ったようならよかったです。甘く感じるハーブも調合して、飲みやすくしてあるんです……さあ、お休みの支度をしましょう」

　教科書を所定の位置に戻し、カップを洗う。

「寝る前に、足裏をマッサージしますね。よく眠れるはずだから」

　前世での恵美の特技の一つにリフレクソロジーがあった。独学で学んで家族や友人に施術していたのだが、けっこう評判はよかったのだ。

　実家から持ってきたいい香りのするマッサージオイルを使い、クリスティナの足裏をマッサージしてやる。

「あ……そこ、い、痛い……！」

「ちょっとお疲れですね。少し力を弱めましょう」

　ベッドにうつぶせになっているクリスティナの足裏をゆっくりとマッサージ。足裏だけではなくて、ふくらはぎや膝裏にまで手を滑らせる。

「すごく気持ちいい……」

「それならよかったです」

　クリスティナはうとうととし始めて、マッサージを終えた頃には完全に眠りに落ちていた。

　起こさないようにしながら、足についたオイルを拭い、布団をかけてから部屋を暗くする。

　いろいろと考えなければならないことがある。夜中の庭園を歩き回るのは誉められたことではないけれど、少し散歩してこよう。ルイを肩に乗せて外に出た。

「とりあえず、少し身体を動かしてもらうにはヨガから、かな……『美容体操』って言っておけば、クリスティナも乗ってくれるだろうし」

　前世では週に一度、スポーツジムに通っていた。

　ヨガのクラスにも入っていたし、プールも使っていた。その他にもできそうなメニューがあったら、片っ端からチャレンジしてみたのは――いつかまた、もう一度全力で打ち込める何かを見つけることができるのではないかと思ったから。

　結局、全てをかけてもいいくらいのものには出会わなかったけれど、経験を積むという意味では悪くなかった。

「朝の光を浴びると体内時計の調子が整って、体調がよくなるって聞いたことあるんだけど、それはこっちでも同じ？」

「変わらないよ。基本的に人体の構造は違いがないからね」

「そうなんだ」

　涼しい夜の風が、考え事でいっぱいの頭を心地よく冷やしてくれる。今、こんな状況になるのなら――と少しだけ未練めいたものが生まれた。

「――もうちょっと勉強しておいたらよかったな」

「もうちょっと勉強って？」

「もっと知識があれば、効率的にクリスティナを痩せさせられたんじゃないかと思って。野菜多めの食事にしてくれとはお願いしたけど、それだけじゃ追いつかないだろうし。お茶会対策に、おからクッキーでも作れればいいんだけど」

　おからクッキーは、ダイエット時には重宝していた。水分と一緒にとると体内で膨張して、摂取カロリーの割りに満腹感を得られたからだ。

　寝坊して朝食を抜いてしまった時には、講義の合間に食べてランチタイムまでの空腹を抑えるのにも使っていた――朝食を食べないという選択肢は、前世から持ち合わせていなかったのである。

「ねえルイ、大豆って手に入るの？」

「この世界に大豆はないけど――大豆っぽいものなら外国にあるよ。というか、成分的にはほぼ大豆と同じ」

　考え込むエミーリアにルイが助け船を出してくれた。ルイの力は制限されていてあまり派手な動きはできないが、こうやって知恵を与えることはできる。

「本当に？」

「うん。この国にはないけど、南のアザールって国で食べられてるこの世界のダール豆っていうのが大豆だね」

「――ルイ」

　エミーリアはルイの首根っこをひっつかんだ。思いきりがくがく揺さぶられて、ルイは悲鳴を上げる。

「どうして、そういうことは早く言わないのよっ！」

「だ、だって……聞かれなかったしぃ……」

「……お父様に手紙を書かなくちゃ！　アザール王国と取引してたはずだからダール豆を取り寄せてもらいましょ」

　いいことを聞いた。

　王宮での食事も、朝と夜はある程度エミーリアの采配でメニューを変更してもらうことができる。こうやって、ルイに知恵をつけてもらえるのなら、もう少しスムーズにことを運べそうだ。

　大豆が手に入るのなら、豆腐とか豆乳とかも作れるだろう。

　豆腐はサラダに入れてもいいし、スープに使ってもいい。豆乳も身体にいいから、クリスティナに飲ませてやろう。

　十歳までは記憶を封印されていたから、すっかりこちらの食生活に馴染んでいて、今まで日本食が恋しいという気にならなかった。どうして今まで思いつかなかったのだろう。

「ダール豆が届いたらいろいろ試してみなきゃ」

「おい――何を、ぶつぶつ言ってるんだ？」

「うわぁ！」

　まさか、夜中の庭園で声をかけられると思っていなかったから、エミーリアは飛び上がった。こわごわと振り返れば、そこに立っているのは王子のキースだった。

「――キース殿下。失礼いたしました」

　エミーリアの方は部屋着――寝間着ではないが、かなりくつろいだ服装――なのに対し、キースの方は正装だ。たぶん、王宮で開かれていた舞踏会とか晩餐会とかその類の行事に出席していたのだろう。

「何をぶつぶつ言ってるのかと聞いたのに」

「別にたいしたことでは――」

　愛想笑いを顔に貼り付けて誤魔化そうとする。こんなところで王族と顔を合わせるなんて、予想していなかった。

「たいしたことではない？　こんな夜中に、ぶつぶつ言いながら庭園を徘徊するなんてただ事じゃないだろうが」

「ええと、明日からやらないといけないことを整理してたんです。それに、今日一日座ってたから体力があまっていて眠れないというか」

「体力がありあまっている？」

　たぶん、他の貴族令嬢達は、今の状態で体力がありあまっているということはないはずだ。朝から気を張り詰めているから。

「家にいる時は、相当運動をしていたので、ここでは体力が余っているんです」

　逃げ道を捜しながら返事をする。なんで、キース相手にこんなことを言っているのだろう。

「……ここに来て、そんなことを聞いたのは初めてだ」

「そうでしょうね、きっと」

　できるだけ早く話を切り上げたくて、キースの言葉にはさからわず、話が弾まないようにもごもごとしてみる。

「そのミアン、よく懐いているんだな」

　そんなことでは誤魔化されなかったらしく、キースはエミーリアの肩の上にいるルイに手を伸ばしてくる。ぱたぱたっと羽ばたいたルイは、キースの手に触れないようにエミーリアの反対側の肩に移動した。

「家の庭に倒れていたのを拾ったので、懐いているのでしょう。きっと――この子にとっては、私は命の恩人みたいなものですね」

「だからって、それを連れて庭園徘徊することはないだろうが」

「――考えをまとめるのに、歩き回ると落ち着くんです」

　考えなければならないことは、実際に多い。クリスティナのやる気をいかに継続させるかが問題だし、他の令嬢をどうやって出し抜くかもこれから考えていかなければならない。

　たぶん、どんな手を使ってでも、他の候補者を蹴落とそうという人間は出てくるだろうから。

「そうだな」

「キース殿下こそ、どうしてこんな時間にいらっしゃったんですか」

「俺？　俺は半分仕事。監督官だからな」

　言われてみればそうだった。ここの監督官を務めているのがキースだった。王子なのに夜中の見回りまでするなんて大変だ。

「そうでしたね。失礼いたしました」

　さて、これからどうしよう。監督官であるキースに、どうにかしてクリスティナを売り込みたいところではあるけれど。

「……これだけの令嬢が集まっているから、殿下も大変ですね」

「皆、自分を売り込むのに懸命だからしかたない。おかげで、妃教育期間中は、気の休まることがなさそうだ。兄上は、心安らぐような女性を求めているんだが」

「この場に王太子殿下がいらっしゃったら、従姉妹とお話をするように勧めたいところですが」

　そんなエミーリアの言葉にも、キースは肩をすくめただけだった。同意しているのかいないのか、彼の仕草だけではわからない。

　ここでしつこく売り込んでもしかたがない。話を切り上げようとしたタイミングを見計らっていたみたいにキースが口を開いた。

「それで、ウィンボーン子爵令嬢はどうするつもりだ？」

「どうするつもりって、そろそろ帰って休もうかと思ってますけど」

「そうか。気をつけて帰るといい。そこまで送るぞ」

「いえ、けっこうです。お休みなさいませ、殿下」

　危険があったところで、たいていのことなら一人で対応できる。キースが意外そうな顔になった。

「さっき他の令嬢に会った時には、こちらが送ると言うまでくねくねされたんだけどな。フルール・トレヴィラ男爵令嬢とか言ったか。面倒だから、その場にいた騎士に押しつけた」

　フルールならくねくねというより、睫ばしばしな気がする。王族相手に顔を売ろうとするとは、やはりいろいろ考えてここに来ているのだろう。

「王族との繋がりを持ちたかったのでしょう。ここに来る野心があるなら、そういうことだと思います」

「恋人とうまくいってないとか言ってたな」

「あー……そうなんですか」

　他になんて言ったらいいかわからなかった。

　先ほど顔を合わせた時は、アディルとの結婚のための花嫁修業に来たみたいな口ぶりだったのに。

（……殿下と話をする機会があったから、自分を売り込んでおいたってとこかな……）

　実際に、アディルとフルールの仲がどうなっているのかなんて、あまり興味はないけれど。

　キースに頭を下げておいて、エミーリアは向きを変えた。歩きながら、ため息をつく。

「変な人ねぇ……なんでわざわざ、私のことを気にするんだろう」

「夜中に徘徊している君の行動がおかしいからじゃない？」

「……わお」

　そんなに自分の行動がおかしいとは思わない。

　それよりは、やけに探りを入れてくるキースの方が気になる。ついでに言えば、アディルとフルールのゴシップを聞かされてもものすごい困る。

　いらいらする気持ちは見なかったことにしたエミーリアは、ルイをひっつかんで寝室へと戻ったのだった。
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　ルイがアレックス・アルカド元騎士団長についての情報を持ってきたのは、キースと夜中に出会ってから二週間後のことだった。

「任務中の事故？」

「うん、なんか最近勢力を増してる犯罪組織があるらしいんだよね。書類を見ようとしたら、人が入って来ちゃったから、そこまでしかわからなかったんだけど」

　アレックス元騎士団長は、その犯罪組織について捜査を行っている時に襲撃を受けたのだという。いくら騎士団長とはいえ、王宮から自宅に戻る途中、一人で十人以上を相手にするのは無理だった。

　もちろん、一方的にやられたわけではなく、一人で襲撃してきたうちの五人を返り討ちにし、残りは逃走させたのだそうだ。だが多勢に無勢、大怪我を負って職を辞することになったのだという。

「でも、ええと……フルヴィウス騎士団長、ちょっと若すぎじゃない？　だってどう見ても二十代でしょ」

　騎士団は階級社会だし、重ねてきた経験がものを言う。ロイズのような若造が騎士団長になるのは飛び級にもほどがある。もっと経験を積んだ騎士が他にもいるだろうに。

「そうだね。でも、その犯罪組織がらみで怪我をして、前線を退く騎士が最近増えたらしいんだよ」

「今の騎士団長より上の人が皆いなくなってしまったの？」

「うん。年齢を重ねた騎士はいるけど、身分が足りなかったり、実力が足りなかったりで、他に騎士団長の適任者がいなかったみたい」

「ここ数年盗賊が増えたって話は聞いていたけれど、まさかそんなことになっているだなんて」

　ウィンボーン子爵家では、国内の郵便事業を一手に引き受けているのだが、国外の郵便物に関しては、国境で先方の郵便馬車と受け渡しをしている。

　ウィンボーン子爵家の郵便馬車と一緒ならば、きちんと訓練された兵士達が一緒のため、国境まで同行したがる商人も多い。

　子爵家に礼に来た商人達は、様々な情報をもたらしてくれるから子爵家としても悪くないのだ。

「君は、家の商売にはあまり興味なかったもんね。知らなくてもしかたないんじゃない？」

　エミーリアはふぅっとため息をついた。

　ルイの言う通り、もう少し家の事業にも興味を持っておけばよかった。どうせ政略結婚させられるのだからと、おざなりにしていたのは失敗だった。

　女官試験を受けるならば、もっと周囲にも気を配らなくては駄目だ。

「あと、やっぱりフルヴィウス騎士団長の昇進をあまりよく思わない人もいるみたいだね。気持ちはわからなくもないけど」

「そういう事情ならそうでしょうねぇ……」

　王宮騎士団は年功序列。

　上がことごとくいなくなったという理由で、騎士団長におさまったと周囲が思っているのなら、ロイズの立ち位置は非常に微妙なもののはずだ。

「僕があちこちで聞いてきた噂話からすると、ちゃんと、実力も兼ね備えている人のはずなんだけど」

「ありがと。じゃあ、私そろそろ行くわね」

「いってらっしゃーい」

　ルイの前にご褒美のおやつを並べておいて、エミーリアは隣のクリスティナの部屋へと向かった。

（……騎士団は、騎士団で大変なことになっているみたいね）

　たぶん、ロイズには身分は足りなくとも充分な実力を持った補佐官がつけられているだろう。だが、騎士団長になった経緯が経緯だ。きっと彼も苦労しているだろう。顔合わせの場では、そんなことまったく見せていなかったけれど。

　それより、今日は気合いを入れねばならない。

　今までの間、妃教育を受けている令嬢達を放置していたジャレッドが、今日、ようやく姿を見せるのだ。

　今夜はこれから、今までの勉強の成果を発揮するための舞踏会。今後、似たような会は何度も開かれて、その中で候補者達はふるいにかけられていくらしい。

　そんなわけで、今日はいつも以上にクリスティナは緊張しているだろうし、舞踏会で王太子の前に出ても彼女がびくびくしないよう戦闘モードで送り出さなければ。

　鏡の前にクリスティナを座らせておいて、エミーリアはてきぱきと支度に取りかかった。

「あら、私……少し痩せたかしら」

　鏡を見ながら、クリスティナがつぶやく。

「間食はせず、食べ過ぎない程度においしくご飯を食べて、適度に運動をしてよく寝る。これだけで、ある程度は痩せるんですよ。病弱だからという理由で、クリスティナ様は、お家ではあまり運動していなかったでしょう。それもちょっとよくなかったかもしれませんね」

「……たしかに、美容体操もしたことなかったわ」

　この国での美人基準になるまで身体を引き締めようと思うのならばまた別だが、今のところクリスティナにはそこまで強いるつもりはない。

　毎朝のヨガ教室で健康的にほどほどに痩せればそれでいい。ダイエットし過ぎて、また病弱になっても困る。

「……ついにジャレッド殿下がおいでになるのね」

　初の舞踏会が開かれるため、クリスティナは少々緊張している様子だ。鏡越しに確認すれば、表情が硬くなっている。

「もっと早く顔を出してもよかったんじゃないかと思うけど」

　うっかり侍女としてではなく、従姉妹としてのエミーリアが出た。

「しかたがないわよ。殿下はお忙しいんだもの」

「……王太子妃の目星をつけるのは、キース殿下も手を貸すだろうから、毎日来る必要がないのもわかるけど、いくらなんでもあんまりじゃない？」

　王太子妃の座争奪戦に自分は参加しないエミーリアの方がぷんぷんしているのは、おかしい状況ではあるが、そういうのはどうかと思うのだ。

　今回の総監督を務めるキースの審査により、「確実にアウト」な候補者は落とされるのは予想がつく。残った候補者もまたいくつかのランクにわけられるはずだ。

　だが、そこにジャレッドの意思があまり反映されていないのはどうなのだろう。弟が選ばなかった女性の中に、ジャレッドと相性のいい女性がいるかもしれないのに。

（……王太子が、恋愛感情だけで結婚するわけにいかないのもわかるけどね）

　積極的に王太子が妃教育の開かれている場に出入りしない理由も理解はできるが、値踏みされる側を親戚に持つ身としては面白くないのもまた事実だった。

「ねえ、エミーリア。『闇の翼』って知ってる？」

「ひどい名前」

　素直なエミーリアの感想に、くすりとクリスティナは笑った。

「近頃、そう呼ばれる犯罪組織がグランディール王国の内部で勢力を伸ばしているそうよ。盗賊行為を働くだけではなくて、最近では人身売買、違法な薬物の取引みたいなこともしているようね」

「……数年前から、国境が騒がしくなったような話は聞いていたけれど」

　先ほど、ルイから聞いた話が、クリスティナの口から出るとは思ってもいなかった。

（クリスティナの方には、商人達の噂より重要な話が早く届くってことね）

　高位貴族に属するクリスティナは、父の伯爵からエミーリアよりも詳しい話を聞かされているのだろう。

　将来、王宮で生活するのならば、噂話以上の情報を入手しておくのも大切なことだからだ。

「そうね。数年前くらいから……なんというのかしら、力のある者が支配するようになったみたい。それまでばらばらに動いていた盗賊団が統合されていって、今の『闇の翼』という大組織になったそうよ。妙に統率の取れた動きをするらしくて、取り締まりや撃退が大変だという話だわ」

「盗賊達が手強くなって護衛の費用がかさんで大変と、お父様から聞いていたけど……そういうことだったのね」

　国王からの命令とはいえ、郵便馬車の護衛は、ウィンボーン子爵家が担当することになっている。

　以前より盗賊が増えた分、護衛を雇う値段が跳ね上がったと父の部下達が嘆くのをエミーリアは聞いていた。

「ジャレッド殿下は、対『闇の翼』壊滅作戦にかかっているそうよ。だから、こちらになかなかいらっしゃれないのではないかしら。犯罪組織の撲滅も緊急事態でしょうし」

「それなら、壊滅作戦が終わってから妃教育を始めればいいのに」

「同時にいくつもの仕事をこなせないのではこれから先困るということなのでしょうね。妃教育をこれ以上遅らせるわけにもいかないし」

「なるほど……そういう考え方もあるのね」

　そう言えば、キースも他の仕事を持ち込んでいると聞いている。

　ジャレッドの感情だけで王太子妃を決めるわけにはいかないから、他の人の手も借りようということなのだろう。

　父が現場での判断をある程度任せているのを間近で見ているから、その発想は理解できた。

　花嫁選びにまで、その発想を適用するのは正直どうかとも思うが、前世が日本人であるエミーリアの感覚は、この国の貴族からは少しずれている。

「できることなら、お手伝いをしてさしあげたいけれど……私にできることなんてきっとないでしょうね」

　鏡の中のクリスティナが弱々しく微笑むのを見たエミーリアの頭の中で、何かが動いたような気がした。

（……ちょっと待って。その犯罪組織をどうにかしたら、クリスティナの手柄ってことになるんじゃないの？）

　実際にどうにかしたのはエミーリアだったとしても、エミーリアの主はクリスティナなのだから、クリスティナの手柄にしてしまえばいい。クリスティナがエミーリアに命じたということにすれば解決だ。

（だったら、お父様にも協力してもらって……）

　宮中の情報なら、ルイを使ってある程度集められる。宮中の外の情報は、父親に頼めばいい。

　もし、そこから犯罪組織を壊滅させるのに有力な情報を見つけ出せたとしたら。

「どうしたの？」

「ごめんなさい、なんでもないの。ただ、そんな犯罪組織が台頭してるのだったら、お父様も大変だと思って」

　クリスティナが怪訝そうな目で見てくるのには、笑って誤魔化した。エミーリアの方が、気合いを入れなくてはならない。

「クリスティナ様、用意はよろしくて？」

　従姉妹モードから侍女モードに突入したエミーリアが問いかける。不安そうにクリスティナはうなずく。

「え、ええ……私、大丈夫かしら」

「……大丈夫です！」

　半年の間に、あと何回かこういう機会が設けられるから、今日は最後まで退席せずに会場内にいられれば上等だ。

「とっても、お綺麗です。クリスティナ様」

　誉めて、誉めて、おだてるのも忘れない。

（――クリスティナが好きだって言うなら、悔いを残さないようにやってほしいもの）

　とにかく、今後のこともある。他の令嬢達の様子も忘れずにチェックしておこう。






　舞踏会の会場として設定されている広間に行くと、そこにはもう多数の人が集まっていた。会場内のあちこちに、美しく着飾った令嬢達の輪ができあがっている。

「私、出遅れたかしら」

「出遅れるくらいでちょうどいいと思います」

　クリスティナは会場内を見回して、少し後悔しているようだが、できるだけ長い時間、この場にとどまっていられたならば今日のところはよしとすべきだ。

「王太子殿下のご入場でございます」

　侍従が恭しく、王太子の来場を告げた。

　そのとたん、会場のあちこちに固まっていた令嬢達の視線が一点に集中する。

　今日の王太子殿下は、金糸で刺繍の施された青の上着に、白いトラウザーズという格好でそれはもう麗しかった――遠くから見ている分には。

「殿下の側には、近づけそうもないわね」

　クリスティナは小さく息をつく。会場入りするのがぎりぎりだったから、ジャレッドに近い位置を取るのは難しかった。

　入ってくるなりジャレッドを令嬢達が取り囲んでいる。王太子妃候補の令嬢だけではなく、侍女として入ってきたばかりの女性達もまざっているのはあわよくばという気持ちからなのか。

「クリスティナ様は、どうしますか」

「エミーリアは？」

「クリスティナ様が問題ないとおっしゃるなら、私は、適当に会場をうろうろしています」

　さぼりではなく、今のうちに他の令嬢達の様子を見ておきたい。

　あとは、この間の舞踏会の時みたいに、クリスティナと王太子を二人きりにする機会を作れるかも確認したい。

「行ってきて。私なら、大丈夫よ」

　エミーリアは心の中で右の拳を突き上げた。

（おお！　二週間前より進歩した！）

　二週間前はエミーリアがついていなければどこにも行けなかったクリスティナが、一人でも大丈夫だと言った。これは大きな一歩だ。

「……でも、あまり長いこと一人にしないでね？　側にいてくれた方がありがたいもの」

「もちろんです。他の令嬢達の様子を見てくるだけ。すぐに戻りますから」

　会場隅に用意されているソファにクリスティナを座らせておいて、エミーリアは会場内を見回した。

（グウェンダリン嬢が一歩リードって感じかな……他の令嬢を完璧に遮ってる）

　グウェンダリンは、ジャレッドのすぐ隣の位置をキープしていた。彼女について来た二人の侍女が他の令嬢を近づけないように頑張っているのがわかる。

（クリスティナもあのくらいの根性があったら楽なんだけどなぁ、無理だろうなぁ……）

　人間には、向き不向きというものがあるのは、エミーリアも知っている。

　クリスティナが、「私が殿下と話す間他の令嬢を近づけるな」と命令すれば全力を尽くす気ではいるけれど、きっと彼女はそんなことはしない。

　会場内をうろうろしながら様子を探れば、メイリーとシンシアは共同戦線を張っているようだ。グウェンダリンに一番手を譲るにしても、三番目までに潜り込めばいいということなのだろう。

（イルミナ嬢はどこかしら……ああ、やっぱり弾かれている）

　伯爵令嬢であるイルミナは、三人と比較するとやや立場的には弱い。特にジャレッドの覚えがめでたいというわけでもなさそうで、王太子殿下を囲む三人からは外されてしまっていた。

　最初からジャレッドに近づくのを諦めている令嬢達の様子も観察しながら会場内を歩いていたら、今日の舞踏会に父親が参加しているのに気がついた。

「あら、お父様。今日いらっしゃるなんてどうしたの？」

「お前が心配だから、様子を見に来たんだろうが」

　と、ため息まじりに返されて、エミーリアは苦笑する。

　エミーリアが、侍女ではなく王太子妃候補としてあがっていれば、もっとたやすく手に入れられただろうが、この舞踏会に参加するための招待券を確保するのはとても大変だったはずだ。

（お父様に心配してもらえるなんて、思ってもいなかった）

　王太子妃候補として、妃教育に参加してほしいという父の願いを「女官になりたいから」という理由で断ってしまった。ここに来ているのは、父が望んだのとは違う形だ。

　まさか心配して様子を見に来てくれるとは、想像もしていなかった。事前に教えてくれたら、クリスティナから招待状を一枚父に回すぐらいしたのに。

（前世の『お父さん』とは、やっぱり違う人なのよね）

　前世では、父親との関係は、世間一般の意味するところとは違う意味で濃かった。

　父は、恵美に世界を制覇することを期待した。自分が、世界を制覇することはできなかったから。

　前世の父親との記憶は、大半が練習している時のもの。

　それと――。

（お父さんの夢を果たせないってお医者様から知らされた時、すごくがっかりしてたっけ）

　あの時、娘以上に落胆していたのは父だ。

　それを思い出すと今でも胸が痛くなる。生まれ変わって、新しい生を生きているというのに。

　空手をやめるきっかけになった交通事故の後、父とはろくに会話をかわさなかったような記憶もある。あれでもないこれでもない――恵美が新しい目標を探している間も、父に相談しようなんて思わなかった。

（私は『お父さん』を満足させられなかったから――『お父様』には満足してほしかった）

　そうだ、とぐらぐらする頭の隅で考える。

　だから、記憶が戻ってからも積極的に婚約を破棄しようとはしなかった。父が決めてきた相手だから。

　できるだけ円満に婚約を解消したいと思い始めてからも、エミーリアの方から積極的に行動に移さなかったのは――父にいい娘だと思ってもらいたかったから。

　その枷を外して、女官を目指すなんて言い出した今、こんな風に心配なんてしてもらえるとは思ってもいなかった。

（心配してくれて……嬉しいって、そう言ってもいいのかな）

「どうした？　お前、妙な顔をしているぞ」

「お父様が来てくださるとは思っていなかったから……あ、クリスティナ様のことも気になっているの？」

「それもまあ、気にはなっているけどね。一番気になっているのはお前のことだからね」

「私のこと……？」

「トレヴィラ男爵令嬢も、侍女として入っていると聞いたから……お前は気にしないとは言っていたけど――父親としてはやはり、な」

　父もフルールのことは気になっているようだ。

「……大丈夫よ」

　妃教育に付き添いで来てからいろいろあり過ぎて、フルールのことなんて完璧に頭から抜け落ちていた。

「ああ、そうそう。もう一つお前に頼まれていたダール豆だがな」

「入手できた？」

「明日、こちらに届くように手配してある。だが、なんであんなものを欲しがるんだ？」

「こちらに来てから思いだしたんだけど、とても美容にいいんですって――お父様、出入りする商人から聞かなかった？」

　まさか、ルイから聞いたとも言えないから、出入りの商人の誰かから聞いたということにして誤魔化しておく。まんざら嘘でもないから、かまわないだろう。

「美容は専門外だからなぁ」

　父が、困ったような顔をして笑うのを、なんだか懐かしいような思いで見つめてしまった。

（――大丈夫、なんとかなる）

　父を失望させたくはないけれど、大丈夫だ。なんとかなる。

　――とその時、背後から冷気のようなものが漂ってくるのに気がついた。エミーリアはがしっと父親の手を掴む。

「お父様。もう一つお願いがあるのだけど、聞いていただけるかしら」

「――なんだい？」

「踊って！　今すぐに！」

　今日この場に招待されているのは、適齢期の息子を持つ貴族が大半だ。中には若い男性もいるが、それは今回の妃教育に参加している女性の兄や弟などで、結婚相手を探している人だけだ。

　ダンスを申し込むのも、会話の糸口を作るため。

　今回エミーリアの父親は、息子の配偶者を探しに来ているわけではないから、他の令嬢にダンスを申し込む理由なんてない。

　だが、それでも父はエミーリアのただ事ならない形相に、手をとってフロアへと連れ出してくれた。

「どうしたんだい？」

「協力して！　ちょっと苦手な方が、こっちに近づいてきたの」

　なんとなく、キースは苦手だ。全てを見透かしているような目でこちらを見る。

　後ろ暗いところはないが、秘密を抱えているのも事実。彼の側にはあまり近寄りたくないのが本音だ。

「その方は、お前に興味があるんじゃないか？」

「冗談じゃないわよ、お父様。私としては、遠慮しておきたいわ」

「ふられたばかりの女性は落としやすい」なんていう話は、エミーリアも知っている。落ち込んでいるところに優しくされたら、ころりといってしまってもしかたない。

　でも、たぶんキースがエミーリアに興味を持っているのは、そんな理由ではないと思うのだ。

「とにかく、お前が元気そうでよかったよ――妃教育への参加は、裏庭で、人形の頭を蹴り飛ばしているよりは、数十倍有意義だろうね」

　その言葉に、エミーリアは顔をひきつらせた。

　高い塀に囲まれた運動場を作ったし、出入りできるのは一か所だけ。鍵を持ち歩いているのもエミーリアだけだ。

　まさか、父親が運動場で何が行われているのか気づいているとは思っていなかった。

「……気づいてらしたの」

「気づかれたくなかったら、人形に『アディルの馬鹿』と書くのはやめなさい」

「……はい」

　一曲を終え、父に感謝しながらその場を離れる。

　クリスティナを座らせた場所に戻ってみるけれど、そこには誰もいなかった。

（……踊りに行った？　それなら、いいけれど）

　今日はクリスティナの父親もこちらに来ているはずだ。父親と話をする気になったのであれば、それはそれでいい。

（……さて、どうやって王太子殿下とクリスティナを二人きりにしようかな……この間と同じ手は使えないし）

　ソファに座って考え込む。

　まさか、二度も三度も王太子殿下に水をかけるわけにもいかない。どうにかして、機会を作ろうと考えていたら、うっかりキースに注意を払うのを忘れていた。

「――見つけた」

「うぅ……見つかりました」

　父親と踊っている間にまけたと思っていたのに、どうやら甘かったようだ。エミーリアをソファに座らせ、キースは悪びれない顔でその前に立った。

（……この配置だと、逃げようがないわね）

　たぶん、ソファから立ち上がったところで進路を阻まれる。隣に座ってくれるのならまだ、逃げようもあるのに。

「殿下の前で私一人だけ座るわけには」

「なら、並んで座る？」

　まったく悪気なんてありませんと訴えるような顔をして、キースはこちら側へと身を屈めてきた。

　一瞬反論しかけたもののなんとか微笑みを浮かべることに成功した。

「殿下がよろしければ……」

　恥ずかしげに睫をぱちぱちさせるサービスまでしてやったのだから、おとなしく隣に座っていてほしい。

　けれど、キースは隣に座ることなく、エミーリアの前に立ったまま肩を揺すって笑った。

「――やってることと表情が合ってない」

「これでも、必死なんです。それで、今日は何のご用でしょうか」

　周囲からこちらに向かって、視線が突き刺さるのがわかる。その全てが、好意的とは言えないのもわかっていた。

　王太子妃候補としてここに来ても、全員が王太子妃になれるわけではない。そんな中、王子であるキースは、王太子妃になれなかった時の獲物としては、格好の位置にいるのだ。

　そんな彼を、エミーリアが独占しているというのは、他の令嬢達から見たら面白くない状況だろう。

「や、別に？　俺がウィンボーン子爵令嬢に興味を持っているだけ」

「……どういう興味かにもよりますね」

「自分が美人だという自覚は？」

「そこそこ美人なのは知っています」

　そうなるように、ルイに頼んだし、今の外見にはおおむね満足だ。自分の長所を真正面から受け入れているエミーリアの率直さに、キースはまた愉快そうに笑った。

「メルヴィル伯爵令嬢は、少し変わったな」

「お気づきになりました？」

　彼がそれに気づいているのなら、少し嬉しい。自分が甘いのもわかっているけれど、思わず顔がにやけた。

「前と比較すると、少し自信が出てきたように見受けられる」

「……元々、気が弱いのが一番の問題でしたから」

　クリスティナは、一流の教育を受けてきている。

　こういう場に来ると、少し気後れしてしまうのはしかたのないところではあるけれど、それでも彼女自身の魅力というのは忘れてはいけない。

「ああそうだな。ほら――ただ、他の連中の嫉妬には気をつけてやった方がいい」

　キースが目線で広間の端を示す。

「なんで？　なんで？」

　そして、エミーリアは仰天した。エミーリアだけではなく、集まっていた他の令嬢達も。

　ジャレッドが、クリスティナを連れて、廊下からこちらに入ってきたのだ。

（……なんでいつの間に、そんなことになっているのよ――！　いや、手間が省けたのはありがたいんだけど――！）

　どうやってクリスティナと王太子を会話させようかと思っていたら、ちゃっかり二人きりになっていたらしい。

　自分が手を回すまでもなく、そういうことになっていたのは驚きだ。

　それよりも、会場中から突き刺さる嫉妬の視線に、クリスティナが動じていないことにびっくりだ。以前なら、きっとすぐに逃げ出しただろうに。
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　ジャレッドがクリスティナを誘ったのは、たんに他の女性達から逃げ出した時に、目の前にいたのがクリスティナだったからというだけのことらしい。

　前回、ルイに水をぶちまけさせた時にはエミーリアがそういう状況を作ってやったわけだが、今回は目に見えない何かが味方してくれたのかもしれない。

　ジャレッドとゆっくり話をする機会ができたとクリスティナが喜んでいるから、偶然に感謝というところだろうか。

（クリスティナのことだから他の人より一歩リードしたからって、その状況を利用しようとは思わないでしょうね）

　となると、今後はどうにかしてキースにクリスティナを売り込むような手段を考えなければ。ジャレッドはしょっちゅう令嬢達の前に現れるわけではないから、キースに売り込むのが一番近道だ。

　だが、そう考えたのも束の間。

　舞踏会の翌日には、エミーリアは自分の甘さを痛感させられることになった。

「来た。呪いの人形――！」

　朝食をもらいに行き、ワゴンを押して戻ってきたら、扉に真っ赤な人形が張り付けられていた。

（私としてはすっごく面白いんだけど……クリスティナは違うでしょうねぇ）

　前世ではカミソリ入りの手紙を送りつけられたこともあったし、空手の胴着が行方不明になったこともあった。

　呪いなんてものが存在するとは思っていないし、呪われている当事者でもないし、この状況はむしろ面白い。

「クリスティナ様、こんなものがありました」

「エミーリア、そ、それ……何……なんで、こんなことに……！」

　人形を見たクリスティナが真っ青な顔になった。

　この国に伝わる呪い。真っ赤な布で作った人形の中に魔力の源として術者の髪を入れ、呪う相手の家の扉にナイフごと突き立てる。

　そうすると、相手は、ナイフを刺されたかのような痛みに襲われてそのまま死にいたるのだそうだ。

　似たような呪いは、エミーリアの前世にもあった。丑三つ時に藁人形に釘を打ち込むアレである。

「やだ……私……む、胸が……！」

「気のせいだから」

　胸を押さえて痛みを訴えるクリスティナを、エミーリアはばっさりと切り捨てた。切り捨てられたクリスティナは涙目になる。

「あ、あなたが呪われたわけじゃないでしょう……」

「こんな人形で憎い相手を殺せるんだったら、誰も苦労しないでしょうよ」

「でもぉ……」

　侍女モード、発動。きりっとした様子を作って、クリスティナの前で指を振る。なんとかして、クリスティナの気をそらさなくては。

「いいですか、クリスティナ様。この呪いは、不完全です」

「……不完全？」

「ええ、だって、この人形クリスティナ様に全然似てないですよ。似てれば似てるほど、効果を発揮するって聞いたことありませんか」

　エミーリアの言葉に泣き止んだクリスティナは、まじまじと人形を見つめた。そしてゆっくりと三回深呼吸をする。

「そうね……ええ、そうね。似てないわ。少なくとも、私はこんなにほっぺたが丸くないもの」

（……そこ？）

　似てないポイントはそこではなくて、ぱっちりしたクリスティナの瞳とは正反対の糸目ではないかと思ったけれど、本人が似ていないと認識するならそれでいい。

「そうです。似てません。ですから、この呪いは成就しません」

　言いきると、エミーリアは人形からナイフを引き抜いた。そのナイフで無造作に人形を解体する。

「あの……そんなことして、あなたが呪われないかしら」

「呪われません。大丈夫」

　リアルに守護天使を連れて歩いているとはいえ、もともとあまり信心深い質でもないし、呪いの類も信じているわけではない。

　幽霊はちょっぴり怖いなーとは思うが、前世で十八年、今生で十八年生きている間に一度も見ていないから、実在するとしても縁がないのだろう。

　縁がないものを怖がっていてもしかたない。

「……うわぁ、効果がない割りには本格的」

　中に詰め込まれていたのは、白い綿と真っ黒な髪だった。長く黒い髪は、それだけで不気味だ。

「……やだ、何……それ……」

「髪の毛です」

「それ、本物……？」

　束になった毛は、クリスティナからしたら不気味なものらしくて、顔をひきつらせる。

　たしかに触っていて心地よいものでもないが、ただの髪だ。勝手に動くわけでもない。

「一応、警護担当の騎士団には届けますね。朝食は運んでおきますが、お一人で大丈夫ですか。誰か、他の使用人についていてもらいますか」

「いえ……一人で大丈夫。ありがとう」

　朝の美容体操は中止になってしまうが、今日は諦めよう。こんな状況で、クリスティナがやる気を出すとも思えない。

（私なら、汗をかくまでアディル人形に蹴りをたたき込むんだけどな）

　そう言えば、実家の裏庭に設置した第十五代アディル人形は元気にしているだろうか。

　ちなみに、初代から十四代目までは全て、エミーリアの蹴りによって頭をもぎ取られていた。

（まさか、クリスティナに同じことをしろとも言えないし……）

　今後のことを考えると、頭が痛い。

「ルイ――？」

「ん？」

「この人形、どこが出所かわかる？」

「騎士団長のところに持っていくんじゃなかったの？」

「……もみ消される可能性もあるでしょ」

　ロイズを完全に黒と思っているわけでもないが、彼を信頼しなければならない理由もない。

　少なくとも、彼の上位にいた人間が次々に退職しなければならない羽目におちいったということは忘れてはいけない。

　彼がどこかの貴族と手を結んでいて、この人形の送り主と繋がっている可能性も否定できないのだ。

「どこから来たのかはわからないけどさぁ」

「神様の力でぱぱっとどうにかできないの？」

「アノネ、それができるくらいなら、君だって無事に生き残ったと思うのね？」

「――そこで威張られてもねぇ」

　この世界に転生したエミーリアの手助けをするためについてきたルイではあるが、その能力は非常に限定的なものだ。

　今すぐエミーリアをどこかへ瞬間移動させろと言われても、基本的には無理。

　彼にできるのは、情報を集めてくるとか集めてきた情報を提供するとか、前世の知識を補足してくれるとかその程度なのだ。

　あとは『いざという時の守護』も任されているらしいが、今のところそれを発動しなければならない状況には追い込まれたことはない。

「うーん。黒い髪ってだけじゃ対象は絞れないわよねぇ……」

　何かとつっかかってくるグウェンダリンは金髪だから対象外だが、妃教育の参加者に黒髪の女性は何人もいる。メイリーとイルミナは黒髪。だが、呪いをかけようとしている人物と、実際にかけた人物が同じ人だとは限らないわけで。世の中には呪術を仕事にしている人もいる。

「とりあえず、フルヴィウス騎士団長に届けるだけは届けましょ。こんな人形くらいで、クリスティナがどうにかなるはずもないけど、嫌がらせには違いないものね」

「一応、あちこちのぞいてくるよ。何かあったら教える」

　調べの方はルイに任せたエミーリアは警護の騎士達が詰め所として使っている建物へと向かった。

「おはようございます――フルヴィウス騎士団長にはお目にかかれます？」

「お約束は」

「ありませんけれど、これが、扉に貼り付けられていたものですから」

　にっこりとしたエミーリアの右手では、腹を切り裂かれた人形がぷらーんぷらーん。

　その人形を突き出すと、警護の騎士は顔を引きつらせながらも奥へと案内してくれた。

　通されたのは、騎士団の詰め所の奥にある広い部屋だった。そこがロイズの部屋として使われているらしい。

　窓を背にするように置かれた立派なデスク。壁際には、代々の騎士団長の肖像画がかけられている。壁に交差してかけられた二本の剣は、この国を守るという騎士団の決意の表れでもあった。

「お忙しいところ、押しかけてしまって申し訳ありません」

「……まじない人形か」

「今朝、扉に貼り付けられていました」

　もともと信じているわけでもないから、エミーリアはけろりとしている。そんなエミーリアをいぶかしむようにロイズは机の上に置いた手を組み合わせた。

「理由に心当たりは？」

「心当たりはたくさんありますが、送り主についてはわかりません。昨日、ジャレッド殿下がクリスティナ様と親密にお話をなさっていたので、妬まれている可能性は大きいでしょう。お話ししかしていないと言いますが、その機会すら持てない方も多いでしょう」

　ジャレッド本人が妃教育の場を訪れる機会は少ない。

　その少ない機会を逃さず、ジャレッドを囲む令嬢達の輪のど真ん中にいるのがグウェンダリン。シンシアとメイリーがだいたいグウェンダリンにくっついていて、なんとかその間に割り込もうとしているイルミナ。

　その他の令嬢達は、グウェンダリン達の隙をついてジャレッドと話す機会を作ってはいるみたいだが、今まで脱落と見なされていたクリスティナのように急上昇してきた人は他にはいない。

「これ以上、クリスティナ様が王太子殿下と親しくならないようにと願う人はたくさんいると思います。こういう時って芽は早めに摘むものでしょう？」

　ライバルを叩くなら、大きくなる前に徹底的に叩くべきだ。

　クリスティナが、王太子争奪レースで一歩抜きんでる可能性ができたのならば、その可能性が現実のものとなる前にその芽を摘んでしまえばいい。

　さっさと叩いておけば、必要以上の苦労をしなくていいのだから。だが、ロイズの方は渋い顔だった。

「――この程度のことで、騎士団を動かすわけには」

「私もクリスティナ様も、これ以上話を大きくしたいとは思っていません。ただ」

（王宮騎士団使えないな――！）

　とは思ったが、口には出さないでおく。あくまでも淡々と語っていたエミーリアは、一度そこで言葉を切った。

「今回は、被害を受けたのがクリスティナ様でしたからまだよかったけれど、もっと気の弱い令嬢だったら、それこそ妃教育を途中でやめてしまうかもしれないでしょう。それに、今後エスカレートして、呪いの人形を貼り付けるだけじゃなくて、実際に危害を加えることになる可能性も否定できないのでは？」

　王太子妃になる機会をみすみす逃す者がいるとも思えないが、途中でリタイアする者もいないわけではない。呪われているなんて知ったら、気の弱い令嬢の場合、それこそ全力で逃走することだってありえる。

（……少し前のクリスティナなら、確実にレースをリタイアしていたでしょうね）

　今、クリスティナがその気にならないのは、側でエミーリアが力づけているからだ。その危うさをわかってはいたけれど、まだ、クリスティナの手を離すべき時ではないと思う。

「……そうだな。失礼した。大きな騒ぎにならないように、こちらでも調べてみる――ご協力、感謝する」

「いえ、とんでもありません。こちらこそその不細工な人形を引き取っていただけて、とても感謝しているんです」

　その言葉に、ロイズは声を上げて笑った。エミーリアの言葉が、彼の笑いのツボをしっかり押してしまったらしい。

















第五章　妃教育は呪いがいっぱい？












　ロイズに人形を託したものの、すぐに犯人が見つかるはずもない。

　とりあえず、毎朝のように見つかる不気味な代物をロイズに届けるのが、エミーリアの新たな日課に加わった。

　ルイに聞いたら「実害はないけどねぇ」とけろりとしていたし、面白いと言えば面白いが、一方的にやられ続けるのも地味にストレスがたまる。そろそろこちらからも動いていい時期だ。

　そんなわけで、今日の自由時間、エミーリアは王宮の図書室で過ごしていた。目の前に積み上げたのは、世界各国の伝承について記された本である。

「ウィンボーン子爵令嬢。こんなところで何をしてるんだ？」

「……キース殿下。気づかず、失礼いたしました」

　図書室にいるエミーリアに、キースがいぶかしげな目を向ける。彼の腕には、何冊かの本が抱えられていた。仕事上、必要な資料を確認しにきたというところか。

「クリスティナ様のところに、いろいろ物騒なものが届けられてますので――人形ぐらいならまだいいんですけど。今朝は、カエルがつまった壺でした」

　どこでカエルを入手したのかは、考えない方がよさそうだ。

　アマガエルなら可愛らしいものだが、壺につまっていたのは、エミーリアの手のひらより大きなヒキガエル。そろってウゴウゴ鳴いている光景は気分のいいものではなかった。

　壺はロイズのところに届け、王宮の庭で見られるカエルだそうなので、中身は調べが終わったら逃がすように頼んである。

「……呪いか。前回も似たようなことがあったとは聞いていたが」

「……前回も？」

　エミーリアはしかめっ面になった。前回の妃教育と言えば、現在の王妃を選んだ時の話だ。

「ウィンボーン子爵令嬢の言いたいことはわかる。禁止すればいい。そう思っているんだろ？」

　呪いがあった段階で犯人探しに精を出し、見つかった段階で妃教育から追放すると決まっていれば、呪いをかけようなんて人はいなくなる。

「そういった嫌がらせにどう対応するのかも、選考基準となる。王族に嫁ぐならば、そのあたりのこともうまくさばけないと困るからな」

　トラブルをどう解決するか、あるいはトラブルに巻き込まれないためにどう振る舞うべきか――そういったあたりも見ているということなのだろう。

　それには納得したが、やられる方にとってはたまったものではないだろう。

「それで、ここで調べものか？」

「ちょっとした好奇心の解消、というところでしょうか。クリスティナ様に向けられる呪いが、あまりにも多岐にわたっているので、好奇心をそそられたというのもあるんですけど」

　例えば、最初に行われた人形を扉に貼り付ける方法は、この国で昔から行われている呪いだ。今のところ、クリスティナは元気に過ごしているので呪いの効果は出ていない。

　今朝のカエルは、馬車で東に二週間ほど移動したあたりにあるザイエル国近辺の風習らしい。

　壺にカエルを何匹も入れて、とある薬品をかけることにより、壺の中でカエルが苦しみながら命を落とす。そのマイナスのパワーが、一番側にいる人間に向かうのだとか。

　壺の中のカエルは皆元気に鳴いていたから、とある薬品とやらを正式に再現できていなかったのだろう。

（たしか、イルミナ嬢とメイリー嬢の母親は、ザイエル国だったかその近辺の国の出身だったっけ）

　あの二人の黒髪は、ザイエル国のあたりでは美人の証しでもあるそうだ。となれば、カエルを使った呪いについても母親から聞いている可能性はある。

　エミーリアが本に掲載されている呪いの方法をいろいろ語るのを、キースは面白そうに聞いていた。

「あとは、そうですね……鶏の首を切って生き血を滴らせるそれを憎む相手に投げつけるという方法もあるそうですね」

「鶏、さばけるか？」

「あー、無理ですねぇ。狩りをする人ならいけるかも？」

　食卓に出された肉はおいしくいただくが、自分で狩ってくる趣味はない。鶏が使われたら、対象者をある程度絞れそうではあるが、今のところは使われていない。

「鶏が届けられたわけじゃないので、仮定の話をしていてもしかたないのですが」

　憎む相手の名を紙に書いて夜中に燃やした後、その灰を相手に呑ませるなんて呪いもある。どうやって相手に灰なんか呑ませるのだろう。

　呪いをしかけてきている人間の手がかりが見つかればいいなと思っていたはずなのに、うっかり好奇心が違う方向に向かってしまった。

「それで、殿下。こちらで何を？」

「俺も調べものをしようと思って」

　言うなりキースはエミーリアの向かい側の椅子を引いた。いや、ここで調べものをするのか。できれば、別の場所に行ってほしかった。

　ちらりと見たら、彼はエミーリアのことはもう思考から追い払ったらしく、熱心に本のページを捲っていた。

（そうねぇ……、悪くはないんだろうな）

　王族で、見た目も悪くなくて、たぶん、性格も破綻はしていないと思う。大事な妃教育の監督官を任されるくらいだから、有能でもあるのだろう。

「本当のことを言うと、逃げてきた」

　エミーリアの方には目もくれず、本のページを捲りながらキースがふと口にする。お目当ての記述を見つけたらしく、ペンを取り出してノートに書き写し始めた。

「逃げるって何から？」

「ここに集まってる令嬢達」

　聞いたエミーリアは遠い目をしてしまった。言われてみればわかる。今、キースの正面に座ったエミーリアも、「悪くはないんだろうな」と思った。

「ジャレッド殿下がだめなら、キース殿下がいるじゃない！」と判断した令嬢が多数発生したということなのだろう。

「いけない、私はそろそろ戻らないと。殿下がここにいるのは内緒にしておきますね」

　逃げてきたというのなら、しばらくそっとしておいてやろう。それより、クリスティナと午後のお茶を飲む時間だ。

「ウィンボーン子爵令嬢」

「は、はいっ」

　いきなり声をかけられて動揺する。裏返った声を上げたら、笑ったキースは手を出すようにうながしてきた。

　おとなしく手を差し出したら、手のひらにキャンディが一つ、転がされる。

「やる。黙っててくれる礼」

「あ、ありがとうございます……？」

　なんだか食べ物につられているような気がしなくもないけど……まあいいか。本を戻してから図書室を出たエミーリアは、キャンディの包みを開いて口に放り込んだ。






　図書室でのキースとの遭遇については口を閉じておいたが、翌日の朝、また扉の前に袋が放置されているのに気がついた。

　うにゃうにゃ蠢いているそれを開くと、中から真っ黒な猫が出てくる。それを見たルイが唸った。

「いっそ、扉の前で張った方が早いんじゃない？」

　エミーリアが首根っこをひっつかむと、猫は怒りの声を上げた。

　鳴かれても困る。泣きたいのはこちらだ。

「おはようございます、クリスティナ様。今日は、袋詰めになった猫でした」

「猫――ま、まさか」

　まだ寝ていたクリスティナは、恐ろしそうな顔をエミーリアの手元に向ける。黒猫が「うにゃあ」と鳴いた。

「安心してください。生きてますから」

「……それならよかったけれど」

　エミーリアに首の後ろを掴まれた黒猫は手足をだらんと垂れている。逃げようという気は失せたらしい。

　昨日は、カエルがみっしりつまった壺だったことを考えると、袋詰めの猫の方が可愛く思えてくるから困ったものだ。

「その猫、どうするの？」

「どうするも何も……たぶん、ここに来ている誰かが飼ってる猫って可能性は低いと思います。だから、いつも通り騎士団の方に届けておきますね」

　この猫は痩せていて、お腹を空かせている。飼い猫ではないだろう。飼い猫にしては痩せすぎだし、薄汚れている。

「私が引き取ってもいいのよ？　こんなところに一匹だけ放り出されてかわいそうだもの。お腹を空かせているみたいだから、何か食べさせてあげたいけど……」

「人間の食べ物をそのままあげるのは身体に悪いから、厨房で何かもらってきます」

　昨夜の残りの魚を厨房で分けてもらい、猫に食べさせてから騎士団の詰め所へと向かう。

　エミーリアがなにやら抱えて、騎士団の詰め所に赴くのは、皆もう慣れっこだ。猫を抱えていても、奇異の目で見られることはなかった。

「ウィンボーン子爵令嬢、今日は何を抱えてきたのかな」

「今日はこの猫でしたわ。袋につめられていたので、袋もどうぞ。猫の引き取り手がいなければ、クリスティナ様が引き取るそうです」

　いちいちロイズのところに行くのももう面倒で、最近ではこうやって警護の兵士に渡して終わりにしてしまうという手抜きっぷりだ。

「わかった。では、調査が終わったら連絡させよう」

　猫を預けて戻ろうとしたら、奥の方からキースが手招きしているのに気がついた。

（……なんで、キース殿下が）

　いや、キースは監督官だからここにいても不自然ではないのだが、わざわざエミーリアを呼び止める理由がわからない。

　とはいえ、挨拶もせずに立ち去るわけにもいかないので、おとなしく彼の方へと近づく。

「今日は何が送りつけられた？」

「――猫です。表の人が預かってくれました」

　猫という言葉に、キースは額に手を当てた。

「いったい、どこからそんなものを持ち込んだんだ。メルヴィル伯爵令嬢は動転していないか」

「今のところは――それでですね、殿下。ここで顔を合わせたついでなので、一つお願いがあるのですが」

「お願い？」

　エミーリアの言葉に、キースは首をかしげる。まさか、この状況で『お願い』という言葉が出てくるとは思っていなかったのだろう。

「面倒なので扉の前で張ってようと思うんです。許可、いただけます？」

「……か弱い女性にそんなことをさせるわけには」

「面倒なんですよ。毎朝のように騎士団の詰め所にお届けするの」

　つい、『面倒』が出てしまった。慌てて取り繕おうとするものの、キースは肩を揺らして笑っている。

　やらかした！　赤くなったエミーリアは慌てて頭を下げた。

「失礼いたしました！」

「いや、心配なのも面倒なのもわかる。俺の権限で許可しよう」

「ありがとうございます、殿下」

　これで、一安心だ。

　だが、その判断はとても甘かったということを、エミーリアは夜中に思い知らされることになった。






　今は真夜中。そして、エミーリアがいるのは、クリスティナの部屋の真向かいにある部屋。

　扉を細く開き、外の様子をうかがう――つもりだったのだが、なぜかキースがここにいる。

「殿下の手を煩わせるつもりはなかったのですが」

「一人じゃ危ないだろうが」

　壁に背中を預け、床に並んで座っているというのは奇妙な状況だ。

　そして、キースと二人きりで夜を過ごしたなんて噂になったら――実際はどうであれ、周囲の令嬢達に睨まれる。

（……先日のこともあるし）

　図書室で、うっかりまったりしてしまった。向かい合ってお互い別々のことをしているのに、ぜんぜん嫌な空気にはならなかったから……困る。

「私一人で大丈夫です」

「そんなわけにもいかないだろう」

「言っておきますけど、そんなにか弱くないですよ、私」

　たぶん、今回の妃教育に集まっている令嬢達程度の相手なら一人で取り押さえられる。

　――それは、まちがいなくエミーリアの慢心だった。

　不意に空気が変わったのに気がついて、眉間に皺を寄せるが、はっとした時にはもう遅い。

　どこをどうされたのか、右腕が取られたかと思った次の瞬間には天井を見上げていた。両腕を床に押しつけられて、自分の上にキースがいる。

「――これでも？」

　彼はそんなに力を入れているようにも思えないのに、両腕を床に押さえつけられている。一瞬にして吹き出した嫌な汗が、こめかみを流れ落ちていった。

（完全に油断してた……！）

　部屋の明かりは落としてしまっているから、キースの表情をうかがうことはできない。ただ、自分が明らかに不利な状況にいることだけはわかる。

　むろん、今の状況から抜け出す手段はいくつか思いつくけれど、王子殿下にどこまでやっていいのか判断できない。

「俺より強い相手なんて山ほどいるんだぞ。俺程度にも勝てないのに、一人でどうするつもりなんだ」

「……そんな」

　エミーリアは唇を引き結んだ。

（そんな人、ここには来ないと思うの）

　やっていることは悪質ではあるが、呪いをかけているだけであって、今のところ実際の行動に出ているわけではない。エミーリア一人で対処できるという判断に間違いはないはずだ。

（それにしても、殿下が、こういう手に出てくるかもしれないというのは、想定してなかったな）

　とはいえ、床にこうやって押しつけられているという状況は愉快なものではない。

　あまり大騒ぎはしたくないが、そろそろ、脱出を試みた方がいいだろうか。

　おとなしくしているエミーリアにキースは逆に不審の念を抱いたようだった。

「何を考えてる？」

「……この状況で、膝を上げたらどうなるのかなって考えてました」

「おい！　もうちょっと可愛いことは言えないのか」

　今、この状況でエミーリアが膝を上げたなら。確実にキースの最大の急所を一撃することになる。

　あいにくとその痛みはエミーリアにはわからないし、前世でもやったことはないが、キースの声に焦った色が混ざった。

「私、意外と脚力ありますよ？　ためしてみます？」

「――遠慮する！　まったく。可愛げのない……けど、俺が言いたいことはわかっただろう？」

　ああいう実力行使のしかたはいかがなものかと思うが、たしかにエミーリアは抵抗できなかった。不満の声は呑み込んでおく。

「もっと早く動けなくて悪かった。一応、こちらでも調べは進めているんだが」

「……いえ」

「ほら、これにくるまっておけ。夜は冷えるぞ」

　膝を抱えて座っている上から、キースのマントがかけられる。そんなに冷えるとも思っていなかったけれど、表情を隠すのにちょうどいい。

（やだな。これってすごく……）

　鼓動が速くなっているのを自覚する。

　こちらに生まれ変わってから、こんなにも心臓がどきどきしたことなんてなかった。

　キースが自分に興味を示すのは、たぶん、貴族のくせに王族にさほど興味を持たないからとか珍しいオウムを連れているとか、そのあたりが理由なのだろう。

　だけど。

　一瞬にしてエミーリアを組み伏せた鮮やかな動き。

　自分ならどうにかできるというエミーリアの奢りを、その一瞬で彼は粉砕した。逃げ出す手はいくつも思いつくが、彼の動きについていけなかったのは事実。

（ちょっと、いい気になりすぎたかもしれないわね）

　今、キースにひっくり返され、改めて異性の力を認識させられた。

　家に逗留していた武術家達からいろいろ教わってはきたけれど、全員がエミーリアに言ったのは「驕ってはならない」ということだった。

　人形しか相手にしていなかったからというのは、言い訳だ。

（うー……調子に乗るのが悪いところ……）

　しゅんとしてしまって、マントに鼻先を埋める。

　少し離れたところにいるキースは、今何を考えているのだろう。

「……来たぞ」

　声を潜めてキースがささやいた。

　なるべく押し殺すようにしているようではあるが、向こうの方から誰かが忍んでくる足音がする。

　足音はいったん止まった。扉の前に何かを置くような音がして、再び足音は遠ざかろうとする。

「――止まれ！」

　扉を勢いよく開き、鋭い声でキースが命じた。

　一瞬、硬直した様子でそこに止まった人影は、すぐに身を翻して走りだそうとした。だが、飛び出したキースは相手のかぶっていたマントに手をかける。布の裂ける音がして、相手の顔があらわになった。

「――やっぱり！」

　フードから出てきたのは、ドート子爵家のイルミナだった。まさか、本人がここまで来るとは思っていなかった。てっきり、誰かにやらせていると思っていたのに。

「やっぱり、とはどういう意味だ？」

「最初に届けられた人形に入っていたのは黒髪だったし――カエルを使った呪いは、東の方で行われているって本に書いてあったからです」

　イルミナの母親は、東の方の出身だ。母親から話を聞いていても驚かない。他にも候補者は何人かいたけれど、イルミナが最有力候補だろうと思っていた。

「私だけじゃないわ！　ほ、他にも……やっている人はいるもの！」

「そうかもしれないけど、だからと言ってやっていいことにはならないでしょう」

　無駄に夜更かしさせられたエミーリアは、小さく息をつく。

「妃教育の場を汚されては困る。イルミナ嬢、あなたの処分については、これから協議するが、厳しい沙汰があると思え。ロイズ、あとは任せた。部屋から出すな」

　いったい今までどこに控えていたのか、暗いところからロイズと騎士団員が何人か姿を見せる。そして、彼らはイルミナが扉の前に置いた何かを取り上げ、彼女をうながして廊下を歩いていった。

「殿下、ありがとうございました」

「ドート子爵令嬢だったら、ウィンボーン子爵令嬢一人で取り押さえられたな」

　先ほどまでの驕りを思い出すと、穴を掘って埋まりたくなるからそっとしておいてほしい。エミーリアがそう言うと、キースは愉快そうに笑った。

「そうそう。今朝の猫だけどな」

「……はい」

「どこから来たのか、まだわかってないが、いつまでも騎士団に置いておくわけにもいかない。メルヴィル伯爵令嬢が欲しいのなら、明日にでも取りにくるといい」

「責任をもって飼うとお約束します」

　貴族の令嬢が飼うには可愛げがなかった気もするが、クリスティナが引き取りたいというのなら、止める理由もない。

　キースを見送り、自分の部屋に入ってからため息をつく。これで全部終わったと言えればいいけれど。
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　イルミナはしばらくの間、謹慎することになった。

　令嬢達に詳細は伝えられていないが、イルミナに関する噂はあちこちでささやかれている。そんな中、妃教育が再開された。

　今日は、王家の持つ草原に、全員参加のピクニックに連れ出されている。

　広い草原のあちこちにテントが張られ、草の上に敷物が敷かれている。馬のいななく声に、少女達の笑い声。護衛の騎士達の声が重なって響く。

　料理人達が料理をするための火をおこし、王宮の厨房で調理してきた品を温めなおしたり、この場での調理を始めていたりと、あたりは賑やかだった。

「クリスティナ様、私から離れちゃだめですよ」

　エミーリアの忠告通りに、クリスティナはエミーリアにぴたりと張りついている。

（そういえば、フルールは今頃何をしているのかしらね）

　謹慎処分になったイルミナは、妃教育は一応最後まで出られるだろうが、王太子妃の座からは大きく後退した。

　今のところ、アディルとフルールが正式に別れたというような話は聞いていないが、こうなったらイルミナはあてにはできないとフルールが判断してもおかしくない。

「エミーリア、私はこれからどうしたらいいのかしら」

「王太子殿下を見つけて張り付くのが一番ではないかと」

「は、張り付くだなんて、そんな」

　そんなって顔を赤らめている場合ではないのに。

（そう言えば、この間の舞踏会の時も思いきり出遅れていたものねぇ）

　ここで出遅れたのはクリスティナのせいではないのだろうが、王太子妃という地位を狙うのならばこの消極性はまずい。

「とりあえず、何かつまみます？　でしたら、その前にこれを」

　うなずくクリスティナに向かって、エミーリアは、厨房の料理人に作らせたクッキーを差し出した。

　ダール豆から豆乳を絞った後の繊維――わかりやすく言えばおからである――を用いているために、水分と一緒に摂取すると体内で大きく膨張して食欲を抑えてくれる。

　こういう場では、興味を引かれたものをちょっとずつつまむから食べ過ぎになりがちなのだ。

「これ、もそもそしていておいしくないのよね」

「以前よりはましになったじゃないですか」

　最初にできた試作品を食べた時は、石の方がましなのではないかと思うくらい固かった。

　厨房の料理人に頭を下げ、試作を繰り返し、なんとか食べられなくはないところまで改良したのである。

「薬だと思って召し上がってください。食べたら歩き回って、他の人達が何をしているのか探ってきましょうか」

　一口大のクッキーを口に入れ、よく噛んで食べたあとに水を飲む。エミーリアは必要ないけれど、クリスティナに付き合って口にした。

（うん、おいしくはないわね）

　他の材料を入れて、もう少ししっとり感を出すように厨房に工夫してもらった方がいいだろうか。

　でも、おいしかったら必要以上に食べてしまうだろうから、このままにしておいた方がいいかもしれない。そんなことを考えながら、クリスティナの一歩後について歩く。

　クリスティナを呼び止めたのは、輪になって話していた令嬢達だった。クリスティナが足をとめたので、エミーリアも付き合って足をとめる。

「クリスティナ嬢は、最近、呪術が流行っているのはご存じ？」

「……ええ、まあ」

　呪術が流行っているのは、エミーリアもクリスティナも知っている。知っていると言うより、渦中にいる。それもど真ん中に。

「私のところには、死んだ鶏が届けられましたの」

「私のところには、ナイフを刺された人形でした」

「私のところは――」

　クリスティナが口を開きかける。慌ててエミーリアは割って入った。

「クリスティナ様のところも、同じようなものです。警護をしている人達が、もっとしっかりしてくれればいいのですが」

　もちろん、ロイズを筆頭とした騎士達も、監督官であるキースも自分の職務を忠実に果たしているのはわかっている。

　クリスティナから話題をそらしたかったのと、集まっている令嬢達の本音を引き出したかったのだ。

　エミーリアの言葉をきっかけに、話題は警護している騎士団について変化した。クリスティナが、ちょっぴり不満顔になった。

「なんで、邪魔するの？」

「クリスティナ様が一番呪いの品をもらっているんです。自分が呪われている自覚を持ってください」

「私なんて――有力候補でもないのに」

　エミーリアもそう思っているけれど、クリスティナ本人はともかくとして、その背後にある実家の力はあなどれない。

「そう言えば、クリスティナ嬢ったら最近お綺麗になったのではなくて？」

「そうそう、すっきりしたというか」

「ああ、それは……侍女として一緒に来てくれたエミーリアのおかげで。運動したり、食事に気を使ったり……」

　あっという間に騎士団に対する不満の声も、新しい美容法の前にかき消される。口を挟まず静かにしていたエミーリアは、空を見上げた。

　ルイには、上空からあたりを見張っておいてくれと頼んである。王宮騎士団が意外にあてにならないというのは、もうわかっている。

「ルイ、大丈夫かな……」

　そうつぶやいた時だった。エミーリアの注意を引きつけるように鳴いたルイが空からぱたぱたと降りてきて、肩に止まる。

「あら、ルイ。脱走して追いかけて来ちゃったの？　しかたのない子ね」

「うえぇ、気持ち悪い」

「……私も、そう思う」

　ルイに向けて猫なで声を出すと、寒気を感じたかのようにぶるっと身を震わせる。

　人前だからこそ、ペットにでれでれのふりをしたけれど、気持ち悪いのはこちらだって同じだ。ルイとはそんなべたべたした関係ではない。

「――なんだか、変なんだよ」

「こら、ルイ。耳を囓っちゃいけませんっていつも言ってるでしょう？」

「ふふ、ルイはエミーリアがとても好きなのね」

　じゃれ合っている二人の前で、クリスティナがくすりと笑う。同じようにペットを連れてきている令嬢達もにこやかな目で、二人を見ていた。

「オナカスイタ、オナカスイタ」

「……本当に困った子。クリスティナ様、少し離れてもよろしいでしょうか」

「ええ、行ってらっしゃい」

　お腹が空いたとわめくルイを肩に乗せたまま、エミーリアはその場を離れた。

「なんだか、変って、どういうことよ？」

「北側の木の陰。目立たないところに三台の馬車が停まってる」

「……騎士団は？」

「まだ気づいてないみたいだ。騎士団の見回りが終わった直後に停められたから」

「わかった。とりあえずキース殿下に知らせて――」

　なんで、この時キースの名前が出てきたのか、エミーリア自身にもよくわかっていなかった。けれど、ロイズより先にキースを呼びに行くべきだとそう直感したのだ。

「殿下を呼びに行くのはいいんだけどさ、馬車の停まってる方にグウェンダリン達が行っちゃったんだよ……」

「なんですって？」

　エミーリアは叫んだ。今日は、指定された場所から離れないようにと厳命されているというのに、勝手な行動をとるなんて。

「ああもうっ！　とにかくあなたは殿下を呼んできて」

「僕を相手にしてくれるかな？」

　エミーリアはポケットに忍ばせていた手帳を引っ張り出し、ペンを走らせる。怪しげな馬車が草原の北にいる、と書き、破り取った紙を折りたたんだ。

「『エミーリア、死にそう』とか言っておけば、殿下も反応くらいするでしょ。私は、グウェンダリン嬢達を呼び戻してくるから。殿下はどこにいるの？」

「東のテントにいる」

「……なら、さっさと呼んできて！」

　たたんだ紙をルイの嘴に突っ込んで向きを変える。

　走り始めてしまってから気づく。馬車が三台ということは、乗っているのはけっこうな大人数のはずで。

（……ま、なるようになるか）

　たぶん、多少痛い思いをすることにはなるだろうが――死ぬことはないだろう、たぶん。そう願いたい。

　エミーリアが、草原の北側についた時、グウェンダリンの侍女達が固まって立っていた。

「あなた達、ここで何してるの？　グウェンダリン嬢は？」

「あ、あのっ」

　エミーリアの剣幕に押されたようで、彼女達は顔をひきつらせる。

　視線を追ったら、グウェンダリンは、一人皆のいる場所から離れてさらに北の方に向かっているところだった。

「なんで一人で行かせたの」

「つ、ついてくるなというご命令で……」

　ちっと舌打ちが出た。我ながら貴族令嬢らしからぬことこの上ない。

「キース殿下に連絡したから、すぐに騎士団が来るわよ。あなた達は、皆のところに戻った方がいい。グウェンダリン嬢は、私が連れ戻すから」

　そう言い捨て、侍女達がどうするのかは見ないまま、再び走り始める。大急ぎでグウェンダリンに追いついて声をかけた。

「グウェンダリン嬢、そちらに行ってはいけません。騎士団の方々が警護できる範囲を超えてしまいますよ」

「ま、あなた――」

　急いで走ってきて、息を切らしているエミーリアに気づいたとたん、グウェンダリンは嫌な顔になった。

「私と殿下の逢瀬を邪魔するつもり？」

「逢瀬を邪魔って……今日は、指定された場所から離れないようにと言われていると思いますが」

「だって、王太子殿下に呼ばれたのよ？　行かないとその方が失礼だわ。私の邪魔をするつもりなら、容赦はしないわよ」

「いえ、そんなつもりはないのですが。殿下との逢瀬にしては、不釣り合いな人がいると思いません？」

　エミーリアは肩をすくめた。

　もうちょっと早く連れ戻せればよかったけれど、遅かったみたいだ。

　エミーリアの示す方に目をやったグウェンダリンは完全に固まってしまった。そこにいたのは、たぶん誰かに雇われたのであろう柄のよくなさそうな面々だ。

　二人を完全に取り囲んだ男達は、手に棍棒を持ち、じりじりと包囲の輪を縮めてくる。

「……ぶ、無礼者！　こちらに近づかないで！」

　グウェンダリンが声を上げたけれど、男達にはグウェンダリンの命令を聞かなければならない理由なんてない。

「おい一人って話じゃなかったのか？」

「二人とも連れていけばいいだろ？」

　ひそひそとささやき合う声が、エミーリアのところにまで聞こえてくる。

（……一人、二人、三人、五人ぐらい――ううん、もうちょっといるはず）

　ルイの報告では、馬車は三台停まっていたはずだ。となると、ここにいる五人だけのはずはない。できる限り急いでこの場を去らねば。

「……お下がりなさい！」

　震える声でグウェンダリンがもう一度命じたが、そんなことくらいで男達を止めることなんてできるはずなかった。

「諦めましょう、グウェンダリン嬢。世の中の人間全てが、あなたの命令で動くわけじゃないんですよ」

「なんですって？」

　エミーリアの言葉に、グウェンダリンは顔をひきつらせた。

「諦めましょうと言ったんです――というわけで」

　エミーリアはグウェンダリンの手首を掴んだ。

「逃げる！」

「きゃああっ」

　グウェンダリンが悲鳴を上げるのもかまわず、エミーリアは手首を掴んだまま向きを変え、そのまま半分引きずるようにして走り始める。

「待て！」

「逃がすな！」

　いきなり身を翻して逃げるとは思っていなかったのだろう。背後からはあせる男達の声が聞こえてくる。

（……本当に面倒）

　グウェンダリンの走る速度はエミーリアに比べると明らかに遅い。このままだと男達に追いつかれてしまいそうだ。

「がたがた言わずに走る！　しゃべると舌噛みますよ！」

　グウェンダリンが舌を噛んだところで痛くもかゆくもないけれど、一応そう忠告しておく。

（ルイがうまくやってくれたらいいんだけど……）

　この場にキースが来てくれたら、もう少し楽になるだろう。ルイにそう願うのは期待しすぎだろうか。

「きゃああっ」

　舞踏会で華麗に舞うことには長けていても、走ることには慣れていないらしい。グウェンダリンが、勢い余って転んだ。

　掴んでいたエミーリアの手が彼女から離れる。

「グウェンダリン嬢っ！」

　さすがに、彼女一人を残して逃げるわけにもいかない。エミーリアは素早く左右に視線を走らせる。

　右手から一人、左手から一人――正面から一人。三人で充分と判断したのか、二人は少し離れたところから警戒している。

（他の仲間は近くにいない――なら、いける？）

　立ち止まったエミーリアは、グウェンダリンを引きずり起こして、皆のいる方向へと彼女の背中を押した。

「ああもう、先に行ってください！　ここは食い止めておくので！」

「で、でもっ」

「さっさと行って！　邪魔だから！」

　これが剣だったら無茶だと思うけれど、彼らが持っているのは棍棒だ。となれば、急所だけは避ければ時間を稼ぐくらいならできそうだ。

　右から打ちかかってきた男の腕を左腕で受け流す。受け流しても、久しぶりにまともに受けた打撃に、眉間に皺が寄る。

　痛い。ものすごく痛い。間違いなく明日にはあざになるだろうが、骨は折れていなそうだ。

（――大丈夫、なんとかなる！）

　この男も、他の二人も、腕前はたいしたことはなさそうだというのが今の攻撃から読み取れる。

　ということは、グウェンダリンが逃げるくらいの時間なら稼げるし、運がよければ、三人ともいけるかもしれない。

「おりゃあっ」

　正面からかかってきた男には鋭い蹴りを見舞ってやる。顎を狙ったはずが、狙いが外れて肩に当たった。だが、肩に重い打撃を受けて、男が手にしていた棍棒を落とす。

「こ――この女！」

「容赦しないぞ！」

「こっちも容赦しないつもりだけどっ！」

　上段に棍棒を振りかぶった男の方へ一気に距離をつめる。右腕を引き、体重を乗せて拳を突き出す。

　普通の貴族令嬢がそうしたところでたいした威力はないだろうが、エミーリアは日々鍛えているし、「過去にちょびっと暗殺やってました」な者に教えを受けたこともある。

　うめき声と共に、三メートルほど吹き飛んだ男が、その場にうずくまって嘔吐する。蹲っている男の肩に容赦なく踵を落とすと、いやな音がした。

（――まずは一人！）

　残るは二人――最初に肩に蹴りをくらった男が、棍棒を拾い上げて再度迫ってきた時、救いの手が差し伸べられた。

「エミーリア嬢、無事か！」

「無事ですけど無事じゃないですっ！」

　キースの声がするけれど、振り返る余裕もない。家名ではなく、名前で呼ばれたのも今は気にならなかった。

　なぜなら、二番目の男がこちらに向かってきたから。

　振り下ろされた棍棒を素早くよけて、利き腕に手刀を叩き入れる。また、嫌な音がした。腕を押さえた男が呻いた。

「ば……化け物かっ」

「失礼ねっ！　――あと一人！」

　叫んでおいて振り返るけれど、残る一人は――見失ったようだ。

「このやろぉぉぉっ！」

　エミーリアの死角に移動していた男が、背後から棍棒を振り下ろす。

　しまった――と思う間もなく、その棍棒は横から突き出された剣によって遮られた。大きく飛び退いてから振り返れば、キースが残った一人に向けて剣を突きつけている。

「無事かと一応もう一度聞いておくが、無事そうだな」

　真っ先にキースが駆けつけてきたらしい。

　そして、離れたところにいた二人もまた、騎士に取り押さえられていた。

「エミーリア、ブジ！」

　ぴよぴよと鳴きながら、ルイがエミーリアの肩に飛び乗る。

「いい子ね、ルイ」

「……その鳥のおかげで助かりました。ありがとうございます」

　ロイズは頭を下げたが、一瞬間があいたのは、エミーリアの気のせいだろうか。

　それからロイズは、倒れている男達とキースの剣を向けられている男達を連行するように命じた。

　ルイを上空から警戒させておいてよかったとエミーリアは息をついた。側にいた騎士にたずねる。

「グウェンダリン嬢は？」

「手のひらをすりむいた以外は怪我もなく」

「それならよかったです」

　王宮騎士団の見回りが終わった後に、男達の馬車が停められたなんてできすぎもいいところだと思う。

（王宮騎士団にしてはだいぶお粗末よね……ううん、裏があるのかも）

　そう思えば、ロイズに向ける目も自然と厳しいものになった。ロイズについても、もう少し情報が欲しい。

　とりあえずは、グウェンダリンが無事だったのならよかった。

　なぜ、一人で禁じられている場所まで行ったのかという点は大いに疑問が残るし、王太子殿下との逢瀬とかいう聞き捨てならない言葉も吐いていたから、みっちり追及してもらおう。






　当然ピクニックは中止となり、女性達は各自の部屋へと帰された。そしてグウェンダリンとエミーリアは、事情聴取のために騎士団の詰め所へと連れていかれる。

「靴に鉛を仕込む令嬢がどこにいるっ！」

　騎士団の詰め所に連れていかれたエミーリアの前で、キースは大声を上げた。

　男達の被害といえば。

　最初に倒された男は、肩の骨を折っていた。

　利き腕に手刀を叩きつけられた男は、腕の骨を折っていた。

　ほぼ無傷だったのは、キースに剣を突きつけられてさっさと降参した男一人という有様。さっさと逃げればよかったと男達は供述しているらしいが、エミーリアの知ったことではない。

「限度ってものを考えてもよかったんじゃないか？」

「――だって、運動不足なんですよ、殿下」

　額に手をやってため息をついたキースに返すみたいにエミーリアも深いため息をつく。

　朝起きてから夜寝るまでの間、身体を動かす機会といえばダンスレッスンくらいしかない。

　アディル人形に蹴りをたたき込むのが日課だったエミーリアとしては、物足りないことこの上ない。

「――それで、足に鉛を仕込んだと」

「運動は少なくても、歩き回ることは多いので――少しでも負荷かからないかなーって、あはは」

「あははじゃないっ。凶器を持ち歩いているのとかわりないだろうが！」

「アラヤダ。言われてみたら、そうですね……」

「アラヤダじゃないっ」

　エミーリア自身は悪用する気がまったくなかったので気にしていなかったが、エミーリアの勢いで鉛を仕込んだ靴の蹴りをくらったら、打ち所が悪ければ――ということも、充分想定できた。

「ウィンボーン子爵令嬢、その靴はもう履くな」

「えー」

「えー、じゃない。凶器を持ち歩くのは認められない。今日までこっそり持ち込んでいた件は不問にしてやるから、その靴はやめろ」

　それを言えば、エミーリア自身が歩く凶器みたいなものなのだが……じっとりとした目で見上げると、キースは大きく手を振った。

「いいな。それとも今ここでその靴を没収された方がいいか？」

「普通の靴にしますぅ……」

　どこか他で運動不足を解消しないといけないなと思っていたら、ロイズが救いの手を差し伸べてくれた。

「今回の件についてはお礼を申し上げる。警備に穴があるのを見落としたのはこちらの手違いだ。申し訳ない」

「お役に立てたなら、それで。グウェンダリン嬢が、一人で行っちゃった時にはあせりましたけど」

「しかし――なぜ、気づいたんだ？」

　キースに突っ込まれて気がついた。

　エミーリアが、グウェンダリンの脱走に気づいたのは、様子を見ていたルイが教えてくれたからだ。だが、ルイのことについて、彼らの前で口にするわけにもいかず、うまい返答も見つからずに固まってしまった。

「それはまあ――あれですよ、殿下」

　結局、エミーリアが口にしたのは言い訳にもならない言葉だった。

「なんだか、嫌な予感がしたと言うか。グウェンダリン嬢なら何かやらかすんじゃないかなって思って見てました」

　笑って誤魔化そうとしても、誤魔化されてくれる気は皆無らしい。困ってしまって、エミーリアは肩をすくめた。

　少なくとも、エミーリアはグウェンダリンを助けたのであって、尋問されるいわれはない。

「――とにかく、一応、当事者だから話しておくが、これからの話は他言するなよ」

「それはまあ、いいんですけど」

　ちらりと壁の時計に視線をやる。

（クリスティナが、おやつを食べ過ぎてなければいいんだけど）

　ピクニックが中止になったから、部屋でお茶にしているはず。

　エミーリアがいなくてもきちんと節制できているかは少し気になる。まあ、今日一日くらいはしかたないかともいう気もするけれど。

「二人の侍女を放置して、一人でふらふらしているからには何かあったのでしょう？　王太子殿下との逢瀬とか言っていましたが」

「……偽の誘いにまんまとつられたと、そういうわけだ」

「そんなに簡単につられます？」

　いくらグウェンダリンがジャレッドからの呼び出しにうきうきしていたとはいえ、そこまで簡単に引っかかるだろうか。

「封筒と便箋が、王族の使うものだったからな」

　それなら、グウェンダリンも騙されてもしかたないかもしれない。

「……そうですか。では、私ももう戻ってよろしいでしょうか」

「ウィンボーン子爵令嬢」

　ロイズに引き止められてエミーリアは、足を止める。

「悪漢共をたたきのめした素晴らしい技について、お話してはいただけないだろうか」

「それは俺も興味ある」

　キースまで、興味を持ってきたか。

　やりたい放題とまではいかないにしても、素手でやり合っているのを見られていたのだった。

「衝撃的な事件だったので、消耗しました。また、後日ということで……今日は失礼します」

　次に会う時までに、何か言い訳は考えておこう。にっこり笑って一礼したエミーリアは、その場から逃走した。

















第六章　エミーリアのあやまち












　まんまとおびき出されたグウェンダリンは、一週間の謹慎となった。

　イルミナ同様、グウェンダリンも王太子妃候補からは一歩後退した形になる。とはいえ、彼女は名門侯爵家の娘だ。彼女の実家が他の候補者達を蹴落とす方向に動き始めるだろう。

　そんな噂が、ピクニックの翌日にはエミーリアのところまで届いた。夕食前にクリスティナのところに行ったら、彼女のところにも話は届いていた。

　自滅という形ではあるが、ライバルが減るのはラッキーだ。少なくともエミーリアは戻るように声をかけたし、その声に耳を貸さなかったという点ではグウェンダリンに非がある。

（……こちらには、たぶん加点があっただろうし）

　グウェンダリンに声をかけて連れ戻す努力をしただけではなく、誘拐しようとしてきた男達から守るのに成功した。これは、エミーリアの加点、つまりクリスティナの加点でいいはずだ。

　のんびりハーブティーを楽しみながらおしゃべりをしていたら、もじもじしながらクリスティナが切り出した。

「あ、あのね……？　一つお願いがあって……美容体操、皆にも教えてあげたいんだけど……」

「え？　何考えてるの！」

　思わず尖った声が出た。ついでに侍女としての分も忘れてしまった。

　毎朝開催されるエミーリアとクリスティナ、マンツーマンのヨガ教室は、クリスティナを健康的に痩せさせて丈夫な身体を作るためのものだ。

　それを、皆に教えろとはどういうことだ。そんなことをして、皆がより美しくなってしまったら、クリスティナが王太子の目にとまる可能性は低くなってしまうのに。

「あと、あの美容クッキーも皆に分けてあげて欲しくて……」

「おいこらちょっと待て」

　従姉妹とはいえ、一応主相手に言ってはならない言葉が出た。

　それもクリスティナは気にした様子もなく、にこにこおっとりとエミーリアを見ている。そんな様子を見ていたら、エミーリアの肩が落ちた。

「……なんで、そんなことを考えているのか、聞いてもいいかしら」

「あのね、ピクニックであなたがルイといなくなった後、あなたと普段何をやってるのかって話になったの。私が痩せた理由とか、姿勢がよくなった理由とか」

「それは食いつくでしょうねぇ……あなた、綺麗になったものねぇ……」

　エミーリアの苦労の結晶を吹聴してしまうのはどうかと思うが、クリスティナに口止めはしていなかった。

「せっかくライバルに差をつけたと思ったのにー！」

　ばったりとテーブルに倒れ込んだエミーリアは、そこからがばっと顔だけ上げた。

「どうして、そんなことを？」

「だって、皆でやった方が楽しいでしょう？　それに、もう約束しちゃったし」

「ああもうっ、約束しちゃったら断るわけにもいかないじゃない！」

　クリスティナが約束を破棄したら、王太子妃候補者なのに嘘つきということになってしまう。諦めて、美容体操教室を開催することに決めた。

（クッキーの方は希望者にレシピを配ろう……）

　作ったクッキーを配布するとなると、ここの厨房で働いている料理人達に面倒をかけさせることになる。レシピを配って、各人で対応してもらった方がいい。皆、料理人や菓子職人を連れてきているだろうから、専門家に任せよう。

（ダール豆を輸入しているのは、今のところうちが一番大手だから……うちを通して買ってもらえばいいわね。うん、我が家にもメリットがあったということで呑み込んでおこう）

　ダール豆の入手は、実家を通してもらおう。このくらいの役得はあってもいい。ウィンボーン子爵家は、すでに国内有数の資産家ではあるが財を増やす機会を逃してはならない。

「場所探しをしないとね。この部屋じゃ狭すぎるし」

「監督官であるキース殿下の許可もいただかないといけないと思うの」

「場所を借りる交渉ついでに、許可もいただいてくるわ」

　クリスティナを残して部屋を出る。滞在している建物を出て、キースがいる場所を目指して歩き始めた。

（借りるとしたら広間かしら……）

　メインの宮の広間なら、なんとかなりそうな気がする。そちらを借りられないか、交渉することにした。

　キースの部屋に行くと、彼は書類の山に埋もれているところだった。

「ウィンボーン子爵令嬢か。どうした？」

「妃教育に参加している女性達を集めて、美容体操教室を開きたいと思いまして」

「美容体操だと？」

「あー、殿下にはよくわからないですよね。わかりやすくいうと、健康的にスタイルをよくしようってことです。その体操をすると胸が大きくなったり」

「胸が大きく」

　キースの視線が、エミーリアの顔から下に降りる。

「そこは見なくていいです。腰が細くなったり」

「腰が細く」

　さらに、視線が下に降りた。

「そこも見なくていいです。あとは、腕も、足も適度に筋肉がついて美しくなります」

「いいことだらけだな」

「深呼吸をするので、新鮮な空気を身体に取り入れることにもなりますしね。ただ、今まではクリスティナ様だけだったので、自室で大丈夫だったのですが、他の令嬢にもお教えすることになったので、どこか広い部屋をお借りできればと」

　そんなに大人数は参加しない気もするが、場所は用意しておきたい。

「そうだな、舞踏会で使う広間を使えばいい。騎士団の方にも話は通しておく」

「ありがとうございます、殿下」

　これで場所の問題は解決できた。あとは令嬢達が早起きできるかどうかだが、そこは自分で頑張ってもらうしかない。キースの前から去ろうとしたが、不意に思いついたかのようにキースが口を開く。

「捕らえた男達についてだが、依頼を受けてハーバートン侯爵令嬢を捕らえようとしたようだ。依頼人は今捜査中だ」

「それ、私に言ってしまってよかったのでしょうか？」

「ウィンボーン子爵令嬢も当事者だろう」

　結局のところ、何もわかっていないということでもあるけれど。一礼して、エミーリアは今度こそ部屋を後にした。
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　今日もまた舞踏会が開かれることになっていて、皆、王太子との接点を持つのに必死になることは充分予測できた。

　そろそろクリスティナに支度をさせなければと考えたエミーリアは、隣室へと向かう扉を開いた。

（そういや、今日はフルヴィウス騎士団長は護衛として参加しないんだっけ）

　騎士団も交代で休みをとることになっているらしい。とはいえ、何かあったらすぐに駆けつけられるように、居場所もきちんと届け出てのことらしいのだが。

「さて、今日は新しいドレスにしましょう、クリスティナ様。今までのドレスはサイズが合わなくなりましたからね」

「ずいぶん細くない？」

「今なら着られますよ、クリスティナ様。一週間前に仮縫いして合わせたでしょう」

　一週間で仕上げてもらうのには特急料金が必要だったが、請求書はクリスティナの実家に回しておいた。仕立てたのは、ウィンボーン子爵家の傘下にある仕立屋だが、これもまた役得だ。

「ずいぶん、たくさんスカートを重ねるのね？」

「ええ。その分スカートがゆったりと広がるから、華やかに見えます」

　ドレスには、仕掛けがしてある。それを使う機会がこなければいいなと思いながら、エミーリアはクリスティナの支度を完成させた。

　今日、クリスティナが身に着けているのは鮮やかなエメラルドグリーンのドレスだ。上半身は身体にぴったりと密着していて、白いレースと真珠で作られた飾り襟をつける。スカートは何枚も重ねてあって、ふわふわとしていた。

「あなたもとても綺麗ね」

　エミーリアの方は、少し控えめ。アッシュピンクを基調としたドレスだ。

　クリスティナと似た飾り襟をつけているが、こちらはレースだけだ。スカートもクリスティナのものほどふわふわとはしていない。

「私も、そう思ってるの」

　悪びれずににっこりとして、エミーリアは壁の大きな鏡の前にクリスティナを連れていく。

「ほら。ちゃんと運動して、ご飯を適切に食べて、夜ゆっくり眠ったから前とは変わって見えるでしょう？」

「すごく健康的に見えるわ！」

「今日は化粧で誤魔化してないわよ。これが本来のあなた」

　クリスティナの健康状態は、ここに来てからの生活でかなり改善されていた。

　ぷよぷよだった頬は、柔らかそうでありながらもすっきりとしたラインに。ぷるぷるしていた二の腕も、ほどよく適切に筋肉がついている。

　なにより変わったのは表情だった。以前はおどおどと下を向くか視線を泳がせるかしていたのが、口元にゆったりとした微笑みを浮かべている。

「――だって、こんな、私……」

「たぶん、もう少し痩せた方がいいって言う人も多いと思うんだけど。私はこのくらいでいいんじゃないかなと思うの」

　折れそうなほどに細い腰――というわけではなく、適切な運動によって作られた健康的な体格だ。極端なダイエットをすれば、もっと細くなるだろうが、必要以上に痩せてもしかたない。

　以前病弱だったのも、きっと無理をして体重を増やさないようにしてきたからだ。

「前はもっと痩せていたけれど……このくらいで、いいわ。だって、前よりすごく身体が楽なんだもの。ありがとう、エミーリア。一緒に来てもらえて本当によかったわ」

「それならよかったわ。王太子妃に選ばれた時には、推薦状のことを忘れないでくれれば」

　と、冗談めかしてエミーリアは笑った。

　冗談めかしてはいるが、女官試験を受ける気満々なので推薦状は喉から手が出るほど欲しい。

「忘れていないわ……出せれば、いいけれど」

　また弱気なクリスティナが顔を出した。だが、すぐに晴れ晴れとした表情を浮かべる。今のクリスティナならば大丈夫だ。問題はない。

　会場となっている広間に入ると、もう、何人もの令嬢が先に来ていた。

　ほぼ毎朝一緒の時間を過ごしている彼女達は、エミーリアの姿を見つけるなりこちらに近づいてくる。

「明日の朝も教室はあるのでしょう？」

「ええ、もちろん」

「最近、身体の調子がいいのは、真面目に体操しているからかしら」

「続けていたら、いいことあるわよ」

　そんな話をしていたら、ちゃっかり美容教室に参加しているグウェンダリンが姿を現した。ピクニックの時に途中で置き去りにされていた二人の侍女も一緒だ。

「私、思うのだけど……よく毎朝教室に参加できるわよね」

　そうささやいたのは――メイリーだ。イルウォート伯爵家の娘でディーン伯爵家のシンシアと共に王太子妃候補二番手と三番手を争っていた。

　グウェンダリンが謹慎したことによって、自分にも有利な状況が回ってきたと判断したようだ。

「……そうかしら？　だって、ハーバートン侯爵家の勢力は、以前と変化がないのよ？　謹慎が開けたのなら、いつまでも内にこもっている必要もないのではないかしら」

「……そうね」

　クリスティナの言葉に、メイリーは面白くなさそうに口をつぐんだ。

　ハーバートン侯爵家は、国内でもかなりの影響力を持つ家だ。グウェンダリンのやらかしについても、実家の権力でどうにでももみ消しできる。

　妃教育の間の出来事が、民に喧伝されるわけでもないし、謹慎を終えたら復帰しても問題はないのだ。ハーバートン侯爵家ほどの勢力を持っているのなら。

（さっさと殿下がお相手を決めてしまえばいいのに……なんて、クリスティナには機会が回らなくなってしまうから、やっぱり駄目だわ）

　王太子であるジャレッドは、今日もあちこちの令嬢の間を歩き回っていた。未来の王太子妃に相応しい令嬢を探しているのだろう。

　キースや妃教育の教師達からあがってくる報告だけでは判断せず、自分の目でもきちんと確認しようとしているのならば、その点は評価してもいい。

「あら――グウェンダリン嬢の方へいらしたわ」

　そうささやくメイリーの声音に、嫉妬の色が混ざった。

「あら？」

　一度視線を外したものの、メイリーの声にまた視線をジャレッドの方に戻す。

「――今日は誘われないのね」

　嫉妬から嘲笑へ。

　わかりやすいのはいいけれど、ここまで露骨に内面を見せてしまうのは、未来の王妃にはふさわしくないのではないだろうか。

　メイリーの動きも今後は注意しておいた方がいいかもしれないと思いながら、エミーリアはクリスティナの側に寄る。

「どうせだから、王太子殿下とお話ししてきたらどう？」

「……でも」

　もじもじしているクリスティナの背中をそっと押す。今まで何度か話をしているから、どうにかなるだろう。

「大丈夫、別に大嫌いって宣言されたわけじゃないでしょう？　ここに集まっている人達、皆同じ条件なんだから」

「そうね。行ってくる。後悔したくないもの」

　えいと小さくつぶやいてから、クリスティナはジャレッドの方へと歩いていった。勇気を振り絞ったらしく、真っ赤な顔をして彼に話しかけている。

　クリスティナの方を振り返ったジャレッドが、にこやかに応じた。そして、クリスティナの手を取って、ダンスへと連れ出す。

（……やった！）

　心の中で高々と右手を突き上げる。

　今まではジャレッドに話しかけられるのを待っているだけだったクリスティナが、自分から動いた。しかも、二人でダンスまで。

　今までと比較したら、大きく前進だ。安堵の息をついた時、今度はエミーリア自身に声をかけられた。

「ウィンボーン子爵令嬢、少しいいか」

「……殿下」

　そこに立っていたのは、キースだった。驚くエミーリアの側まで来ると、手を差し出す。

「――一曲、相手を頼む」

「私が？　……私、クリスティナ様の付き添いなのですが」

「クリスティナ嬢にしばらく付き添いはいらないだろ？　兄上が一緒なんだから」

　目線で示された先では、クリスティナとジャレッドが手を取り合って踊っている。

　その周囲にも、いくつもペアができあがっていて、たしかにしばらくの間は離れていても大丈夫そうだった。

（……気まずいな）

　エミーリアは視線を落とした。気まずい。ものすごく気まずい――。自分の行動が、誉められたものではないことぐらい承知していた。

　先日、深夜に張り込んでいる時、彼にはかなわないのだと思い知らされた。それなのに、グウェンダリンが危機に陥った時、何も考えずに飛び出してしまった。

（……勝てると思って突っ込んだわけじゃないもの）

　と、心の中で言い訳を重ねる。

「なんだ、俺が相手じゃ不満か？」

　こちらに手を差し出したキースが、不満げな顔になる。

「いいえ……よろしくてよ、殿下」

　つんと顎を上げて、演出したのは少々高飛車な様子。キースは肩を揺すって笑い始める。虚勢を見透かされたみたいで、今の発言をすぐさま後悔したくなる。

（ああもう、落ち着きなさい。落ち着きなさい……！）

　顔にかぁっと血が上って、心臓がドキドキし始めている。

　手も足も緊張で震えていて、正面にいるキースの顔をまともに見られない。

　ただ、キースのリードは非常に巧みで、エミーリアは何も考えずに彼についていけばよかった。
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「先日は、ご苦労だったな」

「……いえ」

　ちらりと視線を走らせる。

　大丈夫、クリスティナはジャレッドと一緒にいるから問題ない。てっきり、怒られるものだと思っていた。

「あれだけの腕前にまで到達するのは、半端な努力ではないだろう」

　感心したような目で見られているけど、まさか――王宮騎士団への勧誘だったりするのだろうか。優雅にダンスに興じているように見せながらも、エミーリアの眉間には深い皺が刻まれる。

「それで、何が目的なのですか」

「いや、好奇心がわいただけだ」

　この好奇心は、男女の色っぽいアレコレに繋がるものではなさそうだ。女官としてお勤めに出るのだから色っぽいアレコレを期待されても困るわけだが。

（それ、どう見ても観察対象……）

　王子殿下とお近づきになれたのは、いいことなのか悪いことなのか。くるりと回された時に、こちらを凝視していたフルールと目があう。

「トレヴィラ男爵令嬢が踊りたそうにしていますが？」

「俺は逃げる。ウィンボーン子爵令嬢も好きにしろ」

　ちょうどそこで曲が終わる。エミーリアを離すなり、キースは素早く人の間に紛れ込んでしまった。フルールに声をかける隙すら与えない。

　クリスティナを探せば、ちょうど戻ってきたところだった。

　王太子殿下と、実りある会話ができたのだろうか。そこは気になるけれど、追及しないでおくことにする。

「ずいぶん、楽しそうだこと」

「グウェンダリン嬢……何か御用？」

　クリスティナは首を傾げた。

　エミーリアとクリスティナのところに近寄ってきたグウェンダリンの手には、ワインの入ったグラスがある。赤は危険な色だと、エミーリアはぼうっとグラスを見ていた。

「この間は助かったわ」

「……え？」

　こちらに向き直ったグウェンダリンが何を言っているのかわからず、エミーリアは目を瞬かせた。自分、何かやらかしただろうか。

「だから！　私が襲われかけた時に、助けてもらって――その――ありがとうって言いたかったのよ！」

　この場合、ツンデレかと突っ込むのが正解なのだろうか。突っ込んだところでわからないだろうから、笑みを浮かべるにとどめておく。

「本当に悪かったと思ってるんだってば！」

「はい。それはわかってます」

　グウェンダリンが頭を下げて謝罪するって、たぶんめったにないことだ。わずかに顔が赤くなっているのは、自分がやらかした自覚があるからだろう。

「今後は、勝手な行動はとっては駄目です。キース殿下にもそう言われたでしょう？」

「……言われたわよ。反省はしているわ」

　反省しているのならば、エミーリアから言うべきことはこれ以上はない。これで話は終わったと思ったら、風向きが変わった。

「ねえ、一つお願いがあるのだけれど、聞いてもらえるかしら」

「内容を聞いてみないとなんとも言えません」

「前から考えていたのだけれど、あの時あいつらを蹴り倒した方法を教えてもらえないかしら」

「はい？」

　あまりにも思いがけない言葉を聞いたから、思わず変な声が出た。そんなエミーリアにはかまうことなく彼女は続ける。

「だって、護身術というか、軽く自分の身を守ることくらいできた方がいいんじゃないかと思うのよね」

　それは、かつて家に武術の達人を招いてほしいと父におねだりした時にエミーリア自身がした言い訳だったが、他の人の口から出てくると奇妙な気がする。

「あら、それってすごくいい考えだと思うわ。私も賛成」

「クリスティナ様、あなたまでそんなことを言い出さなくても……」

　たしかに護身術教育はあってもいいとは思うが、ドレスでできることなんてたかがしれていると思う。

　それに、エミーリアが学んできたことを貴族の令嬢にそのまま伝えても実践するのは難しそうだ。

「そうねぇ、騎士団に協力をお願いする……とか？　たぶん、犯罪者の手口とかも騎士団の人達の方が詳しいだろうし」

「それならぜひ――きゃあっ」

　話が盛り上がっているところではあるが、グウェンダリンが急によろめいた。真正面からクリスティナに激突する。

　グウェンダリンの手には、ワインのグラスがあった。当然、正面にいたクリスティナにワインがかかってスカートがびしょびしょになってしまっている。

　今日選んだ色はエメラルドグリーンだから、さほどワインの染みが目立つわけでもないが、このまま放置しておくわけにもいかない。

「あ、ご、ごめんなさい……大丈夫ですか、グウェンダリン様。靴の踵が……ごめんなさい、まあどうしましょう」

　グウェンダリンに体当たりしてきたのは、フルールだった。靴の踵が急に折れてしまったのだと謝罪の言葉を繰り返す彼女は、本当にうろたえているように見えた。

　侍女としてここに来ているのに、グウェンダリンやクリスティナといった妃教育の参加者に体当たりして、ワインでびしょびしょにしてしまう。とんだ失態である。

「クリスティナ嬢、部屋に戻って着替えた方がいいわ。私の予備でよければ使ってくださる？」

　グウェンダリンに悪気はまったくない。これは完全な事故だ。その証拠に、自分のドレスを提供しようかなんて言い出した。

　クリスティナも、自分のドレスを見て戻った方がいいと判断した様子だった。

「クリスティナ様、お待ちを。濡れたのがスカートだけなら、お着替えに戻らなくても大丈夫だと思いますよ。大丈夫。問題ありません。そのまま、動かないで」

　クリスティナを立たせておいて、エミーリアは、飾り襟を外す。次に一番上に重ねたスカートを取り外した。幸い、被害にあったのは、一番上のスカートだけのようだ。

　下の布は何枚にも分かれている。

　そのうち二枚を取り上げ、上半身の方へ持っていくとエミーリアはその布をクリスティナの首の後ろで交差させた。さらには、ドレスの腰の部分にあった飾りを、交差した部分に移動させる。

　ホルダーネック状態になった首の後ろから、長い布がひらひらして、華やかな雰囲気だ。

「……備えあれば、憂いなしって言うんですよ！」

　エミーリアは胸を張った。

　必殺、タマネギドレス。

　なんのセンスもないネーミングだが、基礎となる考え方はエミーリアが提示した。このドレスは、エミーリアの発想をもとにデザイナーと仕立屋がものすごい苦労をして仕上げたものだ。

　これは、前世で従姉妹が結婚式を挙げた時に着ていたドレスを参考にして作ったものだ。

　新郎側も新婦側も、幼い子供の出席者が多かったため、子供に汚されても慌てず対応できる服を着ることにしたそうだ。そして、新婦は何通りかの着こなしができるように工夫したドレスをオーダーしたと教えてもらった。

　挙式の時には、ボレロを羽織り、披露宴では脱いでいた。さらに、スカートも細身のスカートの上にもう二枚重ねていた。

　実際、ケーキのクリームを手につけたままの子供がスカートに触ってしまった時、その場で一枚剥ぎ、それを抱えた介添え役の人が鮮やかに退場していったのを覚えていた。そして、二枚目のスカートは水を零されて剥がされた。

　最初のうちは、華やかに広がっていたドレスが、次第に細身のラインに変化していく様は、しっかり写真に残っている。今のエミーリアが見ることはできないが。

「グウェンダリン様も気になさらないで。だって、不幸な事故ですもの」

　不幸な事故を、必要以上に強調すると、エミーリアは外したスカートと飾り襟を手に、一度その場を離れようとした。

　たぶん、フルールがわざとやったのであろうことはわかっているが、今は追及しないでおく。絶対ややこしいことになる。

「クリスティナ嬢、ドレスを見せてくださる？」

　令嬢達がクリスティナの周囲に集まり始める。

「……ふぅ」

　広間を退出したところで、思わず息をつく。タマネギドレスをお披露目する機会がこんなに早くくるとは思ってもいなかった。その後の会は、穏やかな進行となった。
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　エミーリアの考案したタマネギドレスは、現在妃教育の場で大流行中である。

「……流行っているのはいいことだけど」

　ドレスを新しく買ってもらえるのは、家業にとってはありがたいのだが、お互いに『ついうっかり』ワインを零す習慣を改めた方が早い気もする。

　依頼が殺到したデザイナーや仕立屋からは、お礼の品が山のように届けられた。今後も何かとよろしくということらしい。

　うららかな日光を浴びながら、庭園に置かれたベンチに腰かけたエミーリアはつぶやいた。

「王宮の裏ボス目指す予定が……」

「裏ボスってなんだ？」

「殿下。横からつっこまないでください」

　いったいどこから出てきたのだ、この人は。キースは、ひょいとエミーリアの隣に腰かけた。

　今日は、一日自由の日だ。令嬢達にも休息は必要である。

　クリスティナは自室で読書をすると言っていたから、エミーリアも自由に過ごしているわけである。

「王宮の裏ボス？」

「うっかり口から零れただけです。聞かなかったことにしてください」

　連れ立って、おしゃべりしながら歩いている令嬢達もいれば、ベンチに腰を下ろしてのんびりしている人達もいる。

「女官試験を受けるつもりなのに、話が思ってもいなかった方向に転がっているので、困惑しているというか……想定外の事態がいろいろと起きまして」

　クリスティナのために考案したあれこれがすっかり評判になった。それはいいのだが、ついでのようにエミーリアのところにわらわらと縁談が持ち込まれるようになっていた。

　エミーリアはあくまでも侍女として入っていて、王太子妃候補ではない。

　女官試験を受けるつもりなのは口外していないから、今のうちに話をまとめてしまおうということなのだろう。丁寧にお断りはしているが、お断りするのにも気を遣うわけで。

「わざわざ女官試験なんか受ける必要ないだろうに」

　そうつぶやいたキースの言葉も間違いではない。

　女官試験を受けるつもりならば、妃教育に参加している場合ではない。今頃必死に最後の仕上げをしている頃合いだ。

「今なら、新しい縁談よりどりみどりだろ？　ウィンボーン子爵家と縁を結びたい貴族は山ほどいるだろうに。ウィンボーン子爵令嬢自身の有能さも最近評判になってる」

「そうですね。でも……あんまり興味ないんですよねぇ、結婚には」

　零れるのは、深々としたため息。

　父の望む娘になりたくて、アディルとの繋がりは絶たないようにしてきた。彼を愛することはできなかったけれど、婚約者として、やるべきことはきちんとやってきたつもりだ。

「アルヴァス卿とは、婚約してたのに？」

「あれは、幼い頃に、父が決めたものです。私も……嫌いではなかったですよ？」

　正直なところ、彼とは合わないとは思っていたが、生理的嫌悪感まで持っていたわけではなかったし、十年の間、婚約していたという情もあった。

　男女の愛は無理でも、家族愛なり信頼なり、別の絆を結ぶ努力は生涯続けるつもりだった。

（貴族の結婚なんて、そんなものだっていうのもわかっていたし）

　こちらの世界に生を受けて十八年。

　ある程度、自分の常識とこちらの常識の擦り合わせもできている。アディルが浮気しなかったら、エミーリアの方から婚約を解消することはなかった。

「変なところで諦めがいいんだな」

「私がもっと情熱的だったら、別れないで済んだかもしれませんね。我が家からの資金援助も、負担だったみたいですし」

　一応の努力はしたが、情熱は皆無だった。アディルはそれが物足りなかったのだろう。

　他にもいろいろ思い当たる節はある。エミーリアの背後にウィンボーン子爵家の財力が見え隠れしているのも嫌だったのだろう。

「父に新しい縁談を探してもらうより、いい機会だから、自分の力でどこまでできるのかやってみたいと思ったんです」

　前世のことまで言っても、きっとキースにはわかってもらえないし、自分の考え方がこの国の貴族としてはだいぶずれているのはわかっている。父が、それを心配しているのも。

「結婚したって自由に生きられるんじゃないか？　そういう相手もいるだろう」

「私の自由とは、まずは、自分の足で立つことです。女官試験に受かって、仕事を覚えて――考えるとしたらその先です」

　エミーリアの目には、キースはまったく映っていない。見つめているのは、エミーリアが自分の手で掴む未来だ。

「そうか。それなら……頑張れ。俺はそろそろ行く」

　言いたいことだけ言うと、キースは立ち上がった。エミーリアも立ち上がって頭を垂れる。

（近づいちゃいけない人なのは間違いないだろうけれど）

　少なくとも、彼はエミーリアの夢を笑うことはなかった。それだけは、ありがたい。

「……すっかり殿下のお気に入りね」

「クリスティナ、見――じゃなかった、クリスティナ様、ご覧になっていたのなら、助けてくださってもよかったでしょうに」

　キースを見送ったかと思ったら、今度はクリスティナに声をかけられる。

　うっかり侍女モードではなく、従姉妹モードになってしまったエミーリアがおかしかったらしく、くすくすと笑ったクリスティナは、今までキースの座っていた場所に腰かける。

「でも、王子殿下とお近づきになるのは悪くないと思うの。あなたが女官を目指すのなら、宮中に知己が多いにこしたことはないもの」

「それは、そうだけど――そうですけれど」

　父が入手してくれるという推薦状にプラスしてキースと親交があれば、女官としては好待遇でスタートできるだろう。

（そういう理由で殿下に近づくのも違う気がするのよねぇ）

　キースの見透かすような目が怖いとか、王族の側にはできるだけ近寄りたくないというか。それもあるけれど、そもそも打算で人と接することは極力したくないというか。

　やはり、心の中には前世の記憶が残っている。

「打算だけで動けたらよかったのにね」

　クリスティナの声に、同情するような色が混ざる。むっと唇を引き結んでクリスティナを見る。

　ここ何週間かの間に、クリスティナはすっかり変化していた。一番大きな変化は、表情の端々に自信が見えること。

（……お父様との賭けは負けてしまったとしても、クリスティナが自由に歩けるようになったのだから、それでよしとすべきかもしれないわね）

　家に引きこもりがちだったクリスティナが、大きく変わった。王太子妃になれなかったとしても、少なくともクリスティナの未来を開くことには成功したわけで。

「そうそう、ドート子爵家のイルミナ嬢だけれど……王太子妃候補からは、正式に外れたみたいね」

「そうなの？」

　不意にクリスティナが話題を変えて、一瞬エミーリアは戸惑った。

「先ほど、父から聞いたの。監督官の報告を受けて、ジャレッド殿下がそうお決めになったみたい」

「……そうなの」

　このまま最後まで王宮に残るけれど、あくまでも花嫁修業ということになるのだそうだ。こういうところでも、実家の権力の違いがものを言う。

（トレヴィラ男爵令嬢は、あてが外れてしまったかしら）

　どういう伝手を使って、イルミナの侍女として妃教育に潜り込んだのかはわからない。

（最近の言動見てると、キース殿下に狙いを変更したみたいだものね……）

　そうなのだとしたら、アディルが気の毒だ。

　十年前から決まっていた婚約者を捨てて、新しい恋を見つけたつもりなのに、相手はさらに他の男性を射止めようとしているなんて。だからといって、よりを戻すつもりにはなれないが。

「ねえ、エミーリア。私……もうちょっと頑張ってみようと思うの。あなたのおかげで、今まで見えていなかったものがいろいろ見えてきたから」

「そう？　それなら、よかった。ええ、あなたにはあなたにしかできないことがあるわ」

　クリスティナが決意を新たにし、父の思惑にのったのは間違いではなかったと安堵した時だった。不意に目の前に人が立ち、視界に影が落ちる。エミーリアは、視線を上げた。

「――エミーリア、話がしたい」

「アルヴァス卿……何かご用ですか？」

　名前で呼ばれたのを無視し、あえて家名で呼んでやれば、アディルはエミーリアの対応が予想外みたいだった。顔を引きつらせている。

　アディルの姿を見たとたん、胃のあたりがぎゅっとなったような気がした。

　もともと彼に対して、明確な好意があったというわけではない。彼との婚約が解消された時にはくるくる回って喜んだ。

　――それなのに。

　なんで、こんなに胃が締め付けられたような気分になるのだろう。

　にこにことしながら、アディルがこちらに手を差し出しているのに気がついて、ますます胃のあたりが痛くなる。

　普通なら、婚約の解消というのは大事なのだ。真実の愛に出会ったからというだけの理由で、簡単に破棄していいことにはならない。

「申し訳ないけれど、今、エミーリアは私と話をしているのです。後にしていただけないかしら」

「クリスティナ嬢、俺は」

「クリスティナ様、私なら大丈夫だから――アルヴァス卿、向こうで話をしましょう」

　心配そうなクリスティナに微笑みかけ、エミーリアはベンチから立ち上がった。

「――俺は、君と別れたことを後悔している」

「だから、何？」

　あとから悔やむくらいなら、別れる前に考えるべきだったのだ。あんな風に、いろいろな人を裏切って話をなかったことにするくらいなら。

「私は……後悔なんてしていません。あなたの判断は正解だったと思っています」

　父との約束というだけで来た妃教育だったけれど、今ではやりがいを感じている。

　厨房の料理人達と試行錯誤を繰り返した美容クッキー。妃教育に参加している令嬢のほぼ全員が参加しての美容体操。

　久しぶりに再会した時にはおどおどしていた従姉妹が、自分から積極的に動くようになった。

　アディルと婚約していた頃はできなかったことを、一つ一つ実現しているところだ。

　険を帯びたエミーリアの声音に、アディルは困った顔になる。

「違う、そうじゃない。待ってくれ！」

「……何ですか？」

「最近の、君の評判を聞いた。君が……とても生き生きとしているのを見ていたんだ。クリスティナ嬢を、王太子妃にするためにいろいろ頑張ってるって。それを聞いたら……今の君なら好きになれそうな気がしたんだ」

「ひょっとして、あなた……野心家の女性が好きだったの？」

　ポエムを書いて送ってくるくらいだから、てっきりおとなしい女性が好みなのかと思い込んでいた。

「どちらかと言えばね。フルールに惹かれたのも、前を向いているたくましいところがいいなって思ったからだし。親の財産でぬくぬくしている――」

　思わずじろりとアディルを見た。苦笑した彼は、顔の前で手を振った。

「ごめん。ただ、婚約していた頃は、甘やかされている現状に満足しているように見えていたから……そういうところは、あまり好きじゃなかった」

　その言葉に思い知らされる。エミーリアも間違っていた。

　どうせ父の決めた婚約だ。だから、好意を持つとか持たないとかその前に、アディルの好きそうな女性を演じていたら問題ないと思っていた。

　子爵家の財産で贅沢をするのも、当然の権利として受け入れてきた。甘やかされてきたのも否定はしない。

「エミーリア……」

　懇願するようなアディルの口調に、一瞬だけ心が揺らぐ。

　もしかしたら、今なら、アディルと正面から向き合えるかもしれない。上っ面だけの円満な関係ではなく、強い繋がりを持てるかもしれない。

　けれど、揺らいだのはほんの一瞬。

「あなたのやり方だけは許せないわ。あんな風に、両家で決めた約束事を破るべきではなかった」

　自分でも、思っていた以上に嫌みな口調になった。そのことに若干動揺して顔が引きつる。

「そんな――俺は、君への気持ちを」

「聞きたくないわ。もう遅いの。私とあなたの間にあった縁はすっぱり切れてしまったわ」

「エミーリア！」

　だが、今日のアディルはめげなかった。足早に立ち去ろうとするエミーリアの耳にも届くように声を張り上げる。

「俺は、君にふさわしい人間になる！　君に釣り合うようになったら迎えに行くから――」

「待ちません！」

　何が、君に釣り合うようになったら――だ。その言葉は、少なくとも三年前に言うべきだった。

　今までアディルは、エミーリアの実家からの援助で甘い汁を吸っていただけ。援助に対し、感謝する素振りさえ見せてくれたことはなかった。

　それは、彼の家の方が格上だから。結婚できるだけありがたいと思えというアディルの驕り――ひいては、彼の家の驕りでもあったのだろう。

　だが、今は形勢が逆転してしまっている。

　アディルに与えられたのは、『長年の間よくしてくれた婚約者を裏切った男』という評価。

　エミーリアが得たのは、『王宮内で着々と勢力を伸ばしつつあるやり手』という評価。クリスティナが王太子妃にならなかったとしても、今後エミーリアの影響力は大きくなるのは間違いない。

（そう言えば、最近急激にモテ始めたのよね……）

　父のところに持ち込まれる縁談だけではない。

　妃教育に参加している令嬢達を通じて、エミーリアのところに届けられる手紙。いわゆるラブレターというやつは、日々その数を増やしている。

　令嬢達も面白がって協力しているのも、その理由だろう。実家の財力ではなく、エミーリア本人に興味を持ってくれる人が増えたのはいいことなのかどうなのか。

（今となっては遅いのもわかっているけれど）

　最初から投げ出さないでちゃんと向き合っていたら、アディルとも違う関係を築くことができたのかもしれない。

　父が望んだみたいに伯爵夫人になって、のんびり穏やかに暮らしていたとしたら。面白みはないかもしれないけれど、こんなにたくさんの人を巻き込んだ騒ぎにはならないですんだだろう。

「……なんで、今頃話しかけてくるのよ」

　それに……やっぱり、自分が間違っていたとわかっても、今さら時間を巻き戻せるわけでもない。自分への苛立ちを抑えられなかった。

「大丈夫だった？」

　クリスティナが、心配そうな顔を向けてくるのが申し訳なくなってくる。

「ちょっと……いろいろと自己嫌悪中。体操してこようかしら」

「いつもの美容体操？　私もやりたいから、一緒に行くわ。天気がいいから裏庭にしましょうよ」

　せっかくの自由時間なのに、と言いかけたけれど、クリスティナが付き合ってくれるというのがありがたい。

　動きやすい服装に着替えてから裏庭に向かった時には、なぜかグウェンダリンとおまけにその侍女達まで来ていた。

「グウェンダリン様、どうかなさったのですか？」

　彼女達も動きやすい服装をしているのに気がついて、エミーリアは首をかしげた。

「少し、身体を動かそうと思っただけよ」

　詳しい事情はわからないものの、グウェンダリンも侍女達も、なにやら腹に据えかねることがあったようだ。

「私達は、私達でやるからエミーリア嬢も自分のやりたいことをしたらいいわ」

　エミーリアにはそれ以上かまわず、侍女達が隅に人形を立てる。エミーリアのアディル人形にそっくりだが、こちらは藁でできている。

「えーい！」

「そーれ！」

　人形に向かって、グウェンダリン達が投げつけているのは、黄色いボールだ。

「あの……、それ……は……？」

　さすがのエミーリアも毒気を抜かれてたずねた。

「先日の、騎士団主宰の護身術講座でやったのよ。あなたは来ていなかったけれど」

「……ああ……私は、キース殿下に呼ばれていたから参加しなかったんだ」

　あの時は、クリスティナも参加していたはずだ。

「……女性の力では太刀打ちできないから、まずは近づけないようにって」

「それはまあ、いいんだけど」

　ぽよーんぽよーんと投げつけられるボールに、どれだけの威力があるのかは謎だ。

「あとは何やったの？」

「背後から抱きつかれたら、下に抜けて逃げろとか」

「……ああ」

「一応反撃の方法も教えてもらったわ」

　使うことはないだろうけれど、反撃の方法まで学んだのか。

　楽しそうな令嬢達を横目で眺めながら身体を動かす。少しだけ、うっぷんが晴れた気がした。

















第七章　王宮に広がる悪夢












「結局、グウェンダリン嬢が誘拐されかけた件はわからないままなのね」

　自分の部屋で、父から送られた手紙を読みながらエミーリアはつぶやいた。手紙には、父が集めた情報について記されている。

　男達の自供により、グウェンダリンを拉致する計画であったことは明らかになったようなのだが、理由まではわからないらしい。

　ルイに手を貸してもらって調べているけれど、こちらの調査も行き詰まっている。

「どうやって手紙を届けたのかもわからないみたい。このあたりって入れる人間は一応制限されているしねぇ……」

　妃教育の成果を確認するための舞踏会は開かれるし、休みの日には、王宮の庭園も開放される。家族や友人との面会まで制限されているわけではないが、参加者以外が自由に入れるわけではない。

「手紙を書いた人については、ある程度絞れそうな気もするのよね」

「なんで？」

「使われたのは王族専用のレターセットだったって、キース殿下が言ってたじゃない。だから、グウェンダリン嬢も信じ込んだって」

　グウェンダリンは、王家との繋がりも比較的強い侯爵家の娘だ。

　王家特注のレターセットについても知っている。彼女が王太子殿下からの密かな誘いだと思い込んだのは、レターセットが見慣れたものだったという理由もあった。

「王家の紋章なんて、皆知ってるんじゃないの？」

「便箋のどの位置にどんな大きさで紋章が入っているか、ルイ知ってる？」

「……えっと」

「私は、知らない。お父様なら知っているかもしれないけど……私に個人的に手紙が来ることってないから」

　仕事の都合上、国王と会う機会の多い父にはしばしば王家から手紙が届けられるが、エミーリア個人に手紙が届く理由もない。

　父の書斎で封筒は見たことあるが、便箋がどんなものかまでは知らなかった。

「そうか。王家で使っているレターセットがどんなものか知ってる人が差出人ってことになるね。本物を持ち出したのか、偽物を作ったのかまではわからないけど」

「そういうこと。持ち出すのもそんなに難しくはないと思う。だって、王太子殿下の部屋だけじゃなくて、こちらにもあると思うの。キース殿下の仕事部屋」

　キースは一日の大半こちらに詰めているから、彼が使うためのレターセットは、騎士団の詰め所に用意されているはずだ。

「うまくやれば、私にも持ち出せると思う。キース殿下の使っている机の引き出しに入っているのだろうし」

「……あー。それじゃ容疑者絞れないねぇ……それもそうだけど、今、国境近辺が騒がしくなってるの、君知ってた？」

「お父様がぼやいてたわね。また警護増やさないとだめだって」

　それもまた、父からの手紙に書かれていた。

　国内の郵便事業を任されているウィンボーン子爵家では、国中に馬車を走らせている。

　警備についてもウィンボーン子爵家で全て手配しなければならないため、近頃出費がかさんで大変らしい。

「『闇の翼』だっけ？　勢力増しているらしいわね。元騎士が絡んでいるんじゃないかって噂があるってお父様からの手紙に書いてあったけど」

　国境付近に出没する賊が使う剣の流儀が、元騎士によく見られるものに変化しているらしい。

　なんらかの事情で騎士をやめた者が食い詰めて悪党になるなんて話もよくあるわけで、今はそちらに注意を払って捜査は進められているようだと父からの手紙には書いてあった。

　そのため、グウェンダリンの父であるハーバートン侯爵は、王宮騎士団の人員も国境地域に送るべきだと主張しているらしい。それが、騎士団との間がぎくしゃくする要因になっているのだとか。

　王宮騎士団は、国内の騎士団の中でも最高峰。

　実力がなければ入団は許されないし、入団が許されたとしても後ろ盾がなければ出世は難しい。

　それでも、入団できただけで国内の他の騎士団の騎士団長より格上に見られる風潮があるというわけで、騎士としては最高の地位なのだ。

　その分、所属する騎士は気位の高い者が多く、要人警護以外の仕事をするのを嫌がるものもいるのだとか。

「王宮騎士団は、盗賊にとっては面倒な相手だよね。ハーバートン侯爵に手を引かせたいなら、グウェンダリンを交渉材料に使うのが早いんじゃないかな」

　ルイの言いたいこともわからなくはない。グウェンダリンを人質に取って、交渉しようとしたのではないかということだろう。

　三台の馬車を用意したのは、どの馬車にグウェンダリンが乗せられたのかわかりにくくし、捜査をかく乱するため。

　あのままグウェンダリンの拉致に成功していたとしたら、三方向に分かれて走り出せば、どの方向に馬車が向かったのかわからないだろう。

　地面に残された車輪の跡を追ったとしても、三台分を追うには時間も人手も必要になる。きっと、グウェンダリンを見つけるのは難しかったはずだ。

「……ルイ。私、すごく嫌なこと、思いついちゃったんだけど」

　あの時も思ったのだ。

　騎士団が見回りを終えた直後に、馬車が停められた。見回りのスケジュールは、事前にある程度決められていたはずだ。

　――となれば。

「内通者がいるんじゃないの？」

　騎士団の怠慢というより、騎士団が積極的に情報を流したという方が正解なのかもしれない。騎士団の中に情報を流している者がいるのだとすれば、このまま放置しておくわけにもいかない。

「キース殿下に教えた方がいいかも。ルイ、お使い行ってきてくれる？」

　たぶん、このくらいのことはキースもわかっていると思うが気づいてしまったのだから告げないわけにはいかない。

　だが、キースのところに自分で行くのはごめんこうむりたい。ここのところの、あれこれを考えたらなおさらだ。

「断る！」

「あなたねぇ……」

　いい笑顔でルイに言われてしまい、どうしてもルイでなければだめという話でもないかと思い返した。

　羽根の手入れにかかったルイを残して、エミーリアは部屋を出る。

　隣室をのぞいてクリスティナに留守にすると声をかけたら、せっせと手紙を書いているところだった。

「実家に？」

「いえ……その……殿下……に……渡せるかわからないけど……あまり、お話をする時間もないし……やっぱり、ダメ……かしら……？」

「いいと思うわ。今度お話しする機会があったら、押しつけたらいいわよ」

「押しつけるって」

　真っ赤になってもじもじとしていたクリスティナは、エミーリアの言葉にくすりと笑った。

「あなたの言葉を聞いていると、すごく簡単なことみたいに思えてくるわ」

「でしょう？　機会がなかったら、私が押しつけにいってもいいわ」

「あなたなら、やってくれそうだけど……自分で渡せるように頑張ってみる」

　クリスティナが、やる気になってくれたのはいいことだ。

　エミーリアは機嫌よくクリスティナの部屋を後にして、今度こそキースのいる部屋へと向かった。

　キースの部屋の前に立っている騎士に頼んで連絡をとってもらう。招き入れられたところで、キースはエミーリアの話を真面目に聞いてくれた。

「ウィンボーン子爵令嬢の言うことは俺も考えた」

「ですよねー。でも、一応、お話ししておくだけはしておこうかと思ったんです」

「ロイズに話さなかったのは、俺と話す機会がほしかったとか？」

　机に頬杖をついたキースは面白そうな表情でこちらを見ている。その彼の表情を見ていたら、なんだかいらっとした。

　なんでロイズに話をしないで、直接こっちに来たのだろう。騎士団のことなら、トップのロイズに話すのが一番いいだろうに。

「そんな機会より、女官試験の推薦状が欲しいです」

　そんなことを考えながらぴしゃりと返すと、キースは肩を揺すって笑い出した。

「わかった。考えておこう」

「とりあえず、ご報告はすみましたので失礼いたします」

　これ以上キースの側にいる必要も感じられなかったので、そこで退室させてもらうことにした。

　やるべきことはやったと満足していたのに、部屋に戻る途中で今度は会いたくない人間に見つかった。

「ねえ……エミーリア嬢」

「トレヴィラ男爵令嬢……何かご用？」

　低い声で呼びかけられて振り返る。フルールがエミーリアになんの用なのだろう。

「あなたの元婚約者、引き取っていただけないかしら」

　その言葉をぶつけられた時のエミーリアの反応は、というと。

　ぽかん、というか。唖然というか。あまりの出来事に反応できなかった。

「ドート子爵家への伝手を作ってくださったことには感謝しているけれど、あなたとの婚約破棄の原因が私だと思われていて迷惑しているの」

「もうアディルは使えないから、用が済んだらぽいってこと？」

　思いがけない言葉に、エミーリアの声が裏返った。

　たしか、アディルに別れを告げられた時、フルールはこう言っていたはずだ。愛し合っているから許してほしい――、と。

　イルミナとフルールの接点を作ったら、アディルは用なしということか。真実の愛とやらはどこにいった。

「トレヴィラ男爵令嬢」

　一つ、呼吸をしてエミーリアはゆっくりと口を開いた。

　落ち着け。落ち着いて話をしないと、フルールを怖がらせてしまう。少なくとも、エミーリアの方が背が高いし、腕っ節が強いのも彼女は知っている。

「それは、いくらなんでも都合がよすぎるというものじゃないかしら」

　冷え冷えとしたエミーリアの声音に、フルールが顔をひきつらせた。たぶん、正面から彼女にこうやって感情をぶつけてきた人は今までいなかったのだろう。

「婚約破棄をされた瞬間に、私とアディル――アルヴァス卿の間にあった信頼関係は完全に崩されたの。そのことを理解してらっしゃる？」

「なっ……なんですって……」

　その原因を作ったのもフルールだというのに、理解していなかったのだろうか。

「私は、復縁したいなんて考えてないわ。だから、私はここにいるの。クリスティナ様を王太子妃にするというのが今の私の目標だもの」

　最初のうちは、女官試験の推薦状が欲しかっただけ。

　でも、今はクリスティナもやってみようという気になっている。エミーリアも、精一杯それを後押ししたいと思っている。

「たしかに、彼から最近話しかけられたのは否定しないわ。でも、それは彼が私を愛しているからじゃない」

　アディルがエミーリアの側をうろうろしているのは恋愛感情からではない。

　エミーリアが、グウェンダリンを中心とした女性達の支持を集めているから。

　そして、キースやロイズといった、この国の未来を担うであろう人達と親しい関係を築いたから。

　彼は、エミーリアを利用したいと思っているだけ。

「今となっては遅いの。あなたは自分のしたことの責任を取るべきでしょ」

　我ながら辛辣な言葉だとは思う。でも、間違ったことは言っていない。

　現に、それを聞かされたフルールは真っ青になった。そんな彼女に向かって、エミーリアはさらに言葉を重ねる。

「彼には私、とても迷惑しているの」

　アディルの存在さえなければ、今頃はもう少し楽しめていただろう。だが、エミーリアの言葉に、フルールは顔色を変えた。

「迷惑……迷惑ですって？」

「ええ、迷惑。それ以外何も言えないわ。だって、迷惑なんだもの」

「アルヴァス卿とのことであなたの評判が悪くなったと言っても、人の婚約を破談にさせたのだから当然でしょ？　私に押し付けないで、自分のしたことには自分で責任を持ってちょうだい」

　そう言い放つと、目の前でフルールはぷるぷると震え始めた。

（……あらやだ、これってまるで）

　エミーリアの方が悪役みたいではないか。可憐なルックスというのは、何かと便利なものである。

「――そこまでにしておいてやれ」

　フルールの背後から聞こえてきた言葉に、エミーリアはそちらに視線を向けた。キースが扉から顔を出している。

「キース殿下！」

　飛び上がったフルールは、今度は彼に泣きつこうとした。

「エミーリア嬢が――」

「本当のことだろ？　トレヴィラ男爵令嬢、君と付き合うためにアルヴァス卿は婚約を破棄したと聞いている。自分の行動の責任は自分で取れ」

「ひ……」

　ひどいと言いかけたらしいフルールは、その言葉を呑み込んだ。キースの前で、その言葉だけは口にしてはならないと思ったのだろう。

　無言のまま一礼し、王族への最低限のマナーだけは守って一目散にその場から逃走する。わかりやすく涙の流れた頬を見せてから向きを変えるのだけは忘れなかった。

「あーあ、泣かせましたね」

「俺は事実しか言っていないぞ。泣かせたのは、ウィンボーン子爵令嬢だと思うんだが」

「私も事実しか言っていませんが？」

「――ま、アルヴァス卿も、いつまでもちょろちょろしてるわけにもいかないだろうな。借金が嵩んでいるそうだ。ウィンボーン家からの援助がなくなったのが思った以上の痛手だったようだな」

「……商才ないですからねぇ、あの家の方々は」

　伯爵も、商才には欠けていた。父の指導があったからこそ、立て直せたわけで。

　それは、伯爵に指導している父が何度もこぼしたので知っていた。まだ若かったアディルは、父から学べばまだなんとかなったかもしれないけれど、そうしなかったのはアディルの選択だ。

　まさか、父が手を引いたとたん、わかりやすく没落しているとは予想もしなかったが。

「気をつけろ。イルミナ嬢が、王太子妃候補から正式に外れただろう。お前がイルミナ嬢を捕まえたからだという噂は、王宮中に広まってるぞ」

「……そうでしたねぇ」

　言われるまですっかり忘れていた。なにしろ、エミーリアは指一本触れていない。

　エミーリアもキースと一緒に見張りはしたけれど、実際にイルミナを捕らえたのはキース。エミーリアはそれを側で見ていただけだし、クリスティナに降りかかる火の粉を払っただけのこと。どこからそんな噂が広まったのはわからない。

「注目されているのだから、もう少し言動には気をつけた方がいい。ここでは、何がきっかけで足を引っ張られるかわからないのだから」

「……はい」

　キースの忠告は間違っていない。エミーリアはありがたく彼の忠告を受け入れた。
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　フルールと遭遇してから数日後。

　騎士団と協力して行う護身術教室の準備のために移動していたら、目の前にメイリーがいた。

「……あら」

　だが、その後ろ姿が以前と比較するとやけにほっそりとしている。

（無茶な食事制限をしていなければいいけれど）

　各人の食事までエミーリアが管理するわけにもいかない。

　エミーリアの担当は主であるクリスティナだけなのだ。あとは自己管理とそれぞれの侍女達の仕事。

　足を速めて、エミーリアはメイリーに追いついた。

「おはようございます、メイリー様。今日は、教室にはいらっしゃいますか」

「いえ、行かないわ」

　そう言って、にこりとするメイリーは、明らかに痩せている。最後に顔を合わせたのは二日前。その時と比べると顔が一回り小さくなっているような。

「そうでしたか」

「ええ。いい美容方法を教えてもらったの。嫌なことはしなくていいんだから。私を見て何か気づかない？」

　うきうきとしながら話しかけてくるメイリーに、エミーリアも知らん顔はできなかった。上から下まで失礼にならない程度に視線を走らせてから、ゆっくりと口にする。

「そうですね……少し、お痩せになりました？」

「わかる？　やっぱりわかるのね！」

　このところ、痩せないと悩んでいたメイリーだったから、痩せたのを自慢したかったのだろう。

　けれど、あまりにも急激に痩せすぎている。

「……具合が悪いわけではないですよね」

「いやあねぇ、そんなことあるはずないでしょう」

　エミーリアの言葉に、メイリーはくすくすと笑った。彼女の様子を見ていたら、具合が悪いようには思えない。

「まさか、キャベツとお酢しか食べてないとか――」

「そんなことしないわ。だって、お食事を抜くのはよくないでしょう？　王宮のお医者様もそうおっしゃっていたもの」

　王宮の医者にまで相談しに行っていたとなると、たしかに無理な食事制限はしていないのだろう。

　お茶の時間にメイリーの様子をうかがってみたけれど、必要以上に節制している気配は感じられなかった。

　卓上に出されているスイーツにはあまり手をつけていないが、痩せようと思っているのなら当然だ。それは他の令嬢達も同じこと。

　その日の夜、エミーリアはクリスティナにマッサージしながら聞いてみた。

　実家から取り寄せた香り高いクリームを使って滑りをよくしながら、足裏の反射区を刺激していく。

「クリスティナ様、何か知りません？　最近新しい節制方法が広まっているみたいなんですが」

「何かって？　あいたたた！」

　問われたクリスティナは、エミーリアに足裏をぐっと押されて悲鳴を上げる。

「ここは、目が疲れているということです。昨日遅くまで読書していましたね」

「……だって、面白いんだもの」

「睡眠不足はお肌の大敵だってわかってます？」

「わかってるけどお……面白くて止められなかったんだもの」

　ちょっぴりすねたような口調で言ったクリスティナだったが、すぐに話題を変えた。

「今のところ、新しい節制方法が広まっているという話は聞かないわね。だって、あなたの考案したお食事とクッキー、それに美容体操で皆効果が出ているでしょう？」

「そうなんだけど、ずいぶんメイリー嬢がげっそりしてたのが気になって……そうね。あとシンシア嬢もそうだったかも」

　先ほどのお茶のことを思い出しながらエミーリアは続ける。他に気になる人はいただろうか。

「グウェンダリン嬢は……」

　そう口にしかけて、クリスティナは小さく笑った。グウェンダリンはあいかわらずだ。

　もともと美貌に恵まれていたけれど、最近では身体を動かしているおかげか一段と肌艶がいい。グウェンダリンの機嫌がよければ、彼女に仕えている侍女達の機嫌もよくなるというわけで、このところの妃教育はとても平和だ。

（……ライバルにまで親切にしなくてもいいのに）

　とは思うけれど、エミーリアがやきもきしてもしかたない。そこがクリスティナのいいところでもあるのだろう。

「何ごともなければいいんですけどね」

「そうね――そこも痛ぁいっ！」

「ここは、消化器系ですよ、クリスティナ様。さあ、白状してください――昨日、本を読みながらおやつを食べたでしょう」

「す……少しだけ、少しだけよっ」

「その少しが油断に繋がるんです！」

「ちょっとだもの！」

　手をばたばたとさせ、逃げ出そうとしながらクリスティナは主張する。

　あまり締め付けてしまうと、ダイエットが続かなくなるというのは知っている。今、必要以上にクリスティナを追い詰めてもしかたない。

「今日はもうしかたありませんね……また明日から頑張りましょう」

「うぅ……ええ、頑張るわ。よろしくお願いするわね」

「かしこまりました」

　エミーリアが右足を終え、反対側の足にかかったところでクリスティナは思い出したように口を開いた。

「そう言えば、あなたの『美容クッキー』だけど……メイリー嬢は、それより効果のあるものを入手したと言っていた気がするわ。あなたが言っているのって、それかしら」

「……そうなんですか？」

　この世界には、今のところカロリーという概念は存在していないが、大量に食べたら太りやすいもの、太りにくいものというものはある程度把握されている。それから、偏った食生活は健康を崩しやすくなるという知識もあるがその程度だ。

　キャベツなどの葉物野菜に酢を大量にかけて、それを食事の前に食べてから食事をとるというようなダイエット方法も存在しているが、それもまた経験から導き出されたもの。

　エミーリアが前世の知識をもとに完成させたクッキーは、そういった意味では画期的であった。

（……作り方を内緒にしているわけではないし）

　こちらに来てから王宮の料理人に頼んで作り上げたものではあるが、頼まれるままにレシピは全ての令嬢に手渡している。

　秘密にするようにとも言っていないから、彼女達から外部に流出している可能性も充分にある。

　誰かがさらに改良して、もっとカロリーを抑えるとか、もっと腹持ちよくする方法とかを見つけ出していてもおかしくはない。

　専門家ならエミーリアの渡したレシピを改良することもできるだろうし。

　エミーリアがやきもきしたところで、しかたがないだろう。メイリーのことは頭から追い払うことにした。






　あまりにも自分の見込みが甘かったということに、エミーリアが気づかされたのは、クリスティナとそんな会話をした数日後のことだった。

「……メイリー様が、倒れた？」

　侍女仲間から聞かされて、エミーリアは驚いた。

「今――王宮の医師達が治療に当たっているらしいんだけど、毒を盛られたんじゃないかって噂だわ」

「なんで、そんな噂が」

「シンシア様も倒れたからよ」

　メイリーとすれ違ったあの時、病的な痩せ方をしているとは思ったのだ。もっと注意しておくべきだったと後悔したところで、もう遅い。

　たしかにちょっとした違和感でしかなかった。

　監督している側に連絡をするのだって、義務ではない。

　――それでも。

　騎士団の件はキースにすぐ話しに行ったのに、メイリーのことは気のせいだと頭から追い払ってしまった。失敗である。

（ちょっとずつ、長期にわたって毒を盛られたってことも考えられるじゃないの！）

　日本で生きていた頃、毎日少量の毒を飲ませて病死に見せかけるというミステリを読んだこともあったのに、メイリーと毒物が結びつかなかった。

　美容体操をしなくてもいいと言った時のメイリーの表情。何かあると思ってしかるべきだったのだ。

「クリスティナ！　……無事ね？」

　部屋に飛び込んだエミーリアは、クリスティナに駆け寄った。侍女モードはすっかり忘れ去っている。

「何のこと……？」

　おっとりと微笑むクリスティナは、いつもと変わった様子などまるで見せない。そのことにほっとしたエミーリアは大きく息をついた。

「メイリー嬢とシンシア嬢が、お医者様のところに運ばれたって」

「……なぜ？」

「原因不明。だから――あなたにも何かあったんじゃないかと」

「いいえ、私はなんともないわ」

　そう首をかしげるクリスティナの顔をじっと見る。

　たしかに、一番ぽちゃっとしていた頃よりは痩せた。顎のラインもすっきりしている。だが、頬はふっくらとしていて顔色もいいし、急に痩せたというわけでもない。

（顔色も悪くはない……メイリー嬢とは違うわね）

　お茶会の時に見たメイリーの病的な感じとはまったく違う。クリスティナには大きな問題はなさそうだ。

「それならよかった。とりあえず、ここの警備をしている人達のところに話を聞きに行ってくるから、部屋から出ないで」

「もちろん。だって、外に出る用事なんてないもの」

　クリスティナに部屋から出ないように念押しして、エミーリアは廊下を急ぎ足に進む。

　騎士団の詰め所に飛び込むと、ちょうどロイズが戻ってきたところだった。

「フルヴィウス騎士団長、メイリー様とシンシア様は？」

「――その話でしたら、こちらに」

　ただならない形相のエミーリアに思うところがあったのだろう。彼はエミーリアを奥へと招き入れた。

「二人のことについて、どこまでご存じなんです？」

「どこまでって言われても。ただ――そうね、私としてはキース殿下にも話をしておくべきだったということがあって」

「話というと？」

「いつの間に！」

　ロイズの部屋には誰もいないのかと思っていたら、そこにちゃっかりキースが紛れ込んでいた。

「――王宮内の女性達が、今こぞって痩せようとしてるのはご存じですか」

「その先頭を切っているのがお前だろうが」

「痩せようとしているのは、私じゃなくて従姉妹です。私はクリスティナ様さえ痩せたらいいと思ってたんですけど」

　規則正しい食生活、ダイエットフード、美容体操。今まで取り入れていなかったことを取り入れて、少しずつ身体に変化が出てきたのは本当のことだ。

「私がやってるのは、あくまでも健康的にスタイルを整える。なんでもかんでも体重減らせばいいってものではないんですよ。それはおわかりです？」

「――たぶん、なんとなく」

　キースやロイズに乙女心について語ってもわからないだろうからと、エミーリアはそのあたりの説明は潔くぶった切ることにした。

「……とはいえ、痩せたら痩せただけいいと勘違いする人も多いんです。自分の方が体重減らしたら、仲間より上を行っている気になるというか」

　このあたりの行動もエミーリアが心底理解しているとは言えないけれど、長年女社会で生きてきたから予想はできる。

「――メイリー嬢は、体重が減らないってこの間までずいぶん悩んでいたんですよ」

　メイリーも、ここにきてから少しずつ変化していた。

　たしかに少しは痩せたけれど、彼女にとっては全然足りなかったのだろう。周囲の女性達の方が先に効果が出ていたから。

「……だけど、数日でずいぶん細くなった――やつれたと言った方がいいかもしれません」

「他にも何人かいるな」

　キースの言葉に、エミーリアの眉間に深い皺ができあがる。

「クリスティナ様の話によれば、食欲を抑えるような何かが出回っているみたいです」

「それは、もう出回ってるだろう――ええとなんとかクッキー」

「私のクッキーは、食事をする前に太りにくい食材でお腹を膨らませておこうってくらいのものです」

　あのクッキーを食べたところで、必要以上に食欲が減退するわけではない。ただ、少し、事前に胃を埋めておくだけ。

「少なくとも私のクッキーだけで痩せるなんてこと、ないんですよ。食べ過ぎを抑えるだけです。お腹いっぱい食事をすれば、逆に太ることすらあります」

「……で？」

「王宮内で出回っているのは、また別の何かです」

「医者が言うには、イルウォート伯爵令嬢とディーン伯爵令嬢は内臓をやられているそうだ」

　メイリーとシンシアを家名で呼び、キースは額に手をやる。

「……内臓がやられているんですか？」

「ああ。毒物の影響だ」

　その言葉に、エミーリアは言葉を失ってしまった。考えないわけではなかったが、可能性としては限りなくゼロに近いだろうと思っていたのだ。まさか、王宮内に毒物が蔓延するとは。

　だが、キースはそんなエミーリアにかまうことなく続ける。

「おかしいと思うだろう？　王宮内に、毒物が持ち込まれてるんだ。これは、俺とロイズの職務怠慢と言わざるを得ない」

「……でも」

　妃教育の場は、そこまで厳重に管理されているわけではない。家族とのやりとりだって禁止されていないし、時々は解放されていて、貴族達が出入りできる。

「――この件については、どう対応するおつもりですか」

「そんな悠長なこと言ってる場合じゃないだろ？」

　キースに問われて、エミーリアは眉を上げる。

「メルヴィル伯爵令嬢だって、容疑者の一人だ」

「キース殿下！」

　まさか、クリスティナまで容疑者だなんて。思わずエミーリアは立ち上がった。

「たしかに、王太子妃候補者は全員容疑者でしょう」

　気むずかしそうな顔をして、ロイズが言う。エミーリアは、むっとした表情になった。

「クリスティナが、そんなことするはずがないでしょう。皆で綺麗になろうって、他の人にも声かけてしまうんですよ？」

「そこまで言うなら、一つ、頼まれてはくれないか」

　キースの言葉に、エミーリアは唇を引き結ぶ。キースからの頼みなんて、ろくなものではない気がしたけれど、断れる雰囲気でもなかった。






　メイリーとシンシアは、しばらく療養が必要になるそうだ。

　キースの依頼を受け、エミーリアはメイリーの部屋を探っていた。エミーリアの肩にはルイが乗っている。

　ロイズは、騎士団の者達と厨房を調べに行っている。二人の他に被害者がいないかも手分けして調べられているところで、一気に慌ただしくなっていた。

「私を連れてきてよかったのですか。クリスティナ様も容疑者だって言っていたのに」

「あれは、本気の発言じゃない。それに、女性の部屋にあって不自然なものは俺にもロイズにもわからない可能性が高い」

　言われてみればそうだ。キースが背後から見ているのを気にしながら、エミーリアは部屋の中央に進み出る。キースに聞こえないよう、ひそひそとささやいた。

「ねえ、ルイ。何かおかしなものはある？」

「その聞き方はおかしいって。だいたい、何がおかしいのか見ただけで僕にわかるはずもないでしょ」

「そうよねぇ……」

　メイリーの部屋は、クリスティナの部屋と大差ない作りだった。

　しいて言えば、クリスティナの部屋は壁紙が花柄なのだが、メイリーの部屋は文様化された果物が描かれているくらいだ。

　天蓋つきのベッドは見事な品だし、ベッドサイドのテーブルでは花が華やかな香りを振りまいている。

　部屋に置かれている小物は、実家から持ってきた品も多いから、そこはクリスティナの部屋とは少し趣が異なっていた。

　エミーリアは壁際に置かれている鏡台に近寄った。多数の化粧品が並べられている。

　ずらりと並んだそれらを一個一個チェックしてみるけれど、特に不審な点は見当たらない。

「ルイ……この中に怪しいものってある？　ほら、顔に塗るとクリームから入り込む謎の毒物とか」

「あのねえ、僕に無理なこと求めるのやめてくれる？　僕にだって限度ってものがあるんだからさ……」

　本棚の本を一冊一冊取り出しながら調べていたキースが、肩越しに視線を投げかけてくる。

「ウィンボーン子爵令嬢は、その鳥といつもぶつぶつしゃべってるんだな」

「危ない人みたいな言い方しないでください。これはええと――癖、みたいなものですね。考えをまとめるのに、言葉にしているだけです」

「そいつも何か返事してるだろ？」

「ああ――返事というか、好き勝手にしゃべっているというか」

　保湿用クリームの瓶を取り上げて、蓋を開けてみる。匂いをかいでみるけれど、不審な点は見当たらないように思える。

「好き勝手言ってくれちゃって。変な匂いはしないけど」

　ぶつぶつ言いながらも、ルイはクリームの瓶に顔を突っ込む。

「うん、そのくらいは私にもわかるよね」

　鏡台の引き出しを開けて、その中にも手を入れる――と、そこに入っていたのは小さなガラスの瓶だった。

「なんだろ、これ」

　匂いをかいでみるが、甘い香りがするだけ。手に垂らしてみれば、みればどろりとしたシロップのような液体だ。美容液でも香水でもなさそうだ。

「――殿下！」

「なんだ？」

「使い方のわからない瓶が出てきました」

　ルイにも匂いをかがせてみるが、首を傾げるだけ。キースの方に差し出すと、彼もその匂いをかいで、鼻の頭に皺を寄せた。

「一応、預からせてもらう。ここは一通り見たから、ディーン伯爵令嬢の部屋に行くぞ」

　その他に、いくつかの品をメイリーの部屋から持ち出し、次はシンシアの部屋へと向かう。

　二人で調べてみたところ、シンシアの部屋からも同じ瓶が発見された。






　意識を取り戻したメイリーとシンシアの話によれば、発見された謎の瓶の中身は痩せ薬だということだった。

「痩せ薬？　飲むだけで痩せるなんて薬があったら誰も苦労しないでしょう」

「……そうだな」

　眉間に皺を寄せたエミーリアだけではなく、キースも渋い顔をしている。王宮でそんなものが出回るだなんて。

「本当にこれで痩せるんです？」

「医師に分析させたが、たしかに飲めば食欲は落ちるらしい。だが、その代償として内臓が痛めつけられる」

　キースの言葉を聞きながら、エミーリアは自分の前世のことを思い出す。

　女性向けの雑誌にはたいてい「飲んだだけで痩せる」とか「苦労せずにダイエット」みたいな広告が掲載されていた。

　スマートフォンでインターネットにアクセスすれば、いたるところで同じような広告を見ることになった。

　安全性が確認されていない国外から個人輸入された品の中には、身体に害を及ぼすものも多数あったらしい。たぶん、同じようなものなのだろう。

「――それで、どこから入手したんです？」

「トレヴィラ男爵令嬢からだそうだ」

「フルール……トレヴィラ男爵令嬢から？」

　フルールはイルミナの侍女として妃教育に参加していたのに、なぜ、メイリーに痩せ薬を贈るのだろう。

　考えられる可能性は二つ。

　一つは、毒性のある薬だと承知でメイリーに渡した場合。妃候補から脱落することになったイルミナも、他の有力候補が候補から外れたら復活するかもしれない。その可能性にかけてメイリーを蹴落とそうとした。

　もう一つは、毒性のある薬だと知らずに渡していた場合。王太子妃候補から外れたイルミナから、まだ有力候補であるメイリーに乗り換えようとしたというのも考えられる。

「そうなると、メイリー嬢に近づくのもわからなくはないわね……」

　エミーリアは、口に手を当てて考え込む。

　メイリーとシンシアは共に、王太子妃候補の二位と三位を争っている。三位になるよりは、二位になった方が周囲の扱いもいろいろと変わる。

　完璧に脱落したイルミナに媚びを売るより、メイリーなりシンシアなりに近づいた方がましとフルールは判断したのだろう。

「――ディーン伯爵令嬢に確認したら、彼女はまた別の侍女から入手したという話だった。が、その侍女はやはりトレヴィラ男爵令嬢から入手したらしい」

　シンシアは直接フルールから入手したのではなく、間に別の人物を挟んでいたようだ。

　それにしても、王宮内に毒物が持ち込まれるなんて、いったいどうなっているのだろう。考え込んでいるエミーリアにキースが追い打ちをかける。

「というわけで、もうしばらく協力してもらうぞ。トレヴィラ男爵令嬢の監視を頼む。騎士団員達では入れない場所もあるからな」

「承知しました」

　乗りかかった舟である。逃げられると思わない方がいい。

「なんで、そんなことしたのでしょうね？」

「そりゃあれだろ。次の寄生先探しだ。アルヴァス伯爵家は、借金がますます膨らんでいるようだからな」

「あー」

　エミーリアは遠い目になった。

　アディルの家は名門だし、先代伯爵の時代までは裕福でもあった。先代のギャンブル狂いで財産を失った後、ウィンボーン子爵家の財産を目当てにエミーリアとの婚約を調えた。

　だが、それもアディルがフルールに目をつけられ、婚約を破棄したことによって破綻してしまった。

「飲む打つ買うは身を滅ぼすもとですもんねぇ……」

　口調に実感がにじむ。エミーリアの前世である恵美の父親はよくそう言っていた。

　父自身は酒はほどほど、ギャンブルはいっさいやらず。女性関係はたぶん綺麗なものだった。母と結婚していたのだから、綺麗でなければ困る。

　だが、周りではアルコール中毒になって更生施設に入っただとか、借金して競馬につぎ込んで全財産失ったとか――不倫がばれて、妻と子供に逃げられた、なんて話はよく耳にしていた。

　アディルのギャンブル好きもエミーリアの父親が目を光らせていた間は静まっていたものの、婚約破棄した瞬間にうきうき解放されてしまったのだろう。

「トレヴィラ男爵令嬢が引き取ってくれて助かったと思っていたのに」

　それを聞いたキースが今度は遠い目になった。何か思うところがあるのだろう、きっと。

「彼女を見張るのは、王宮内にいる時だけでいい。王宮から外出した時は、騎士団の者に任せるから」

「……はい」

　キースに協力するのは正直あまり好ましくないと思うけれど、ここは諦めよう。人間、諦めが肝心だというのもちゃんとわかっているから。

















第八章　野望の行き着く先は












　前に立った王宮の女官が、王宮でのマナーについて語っている。妃教育が、最高の花嫁教育であると言われるのは、このマナー講義も大きな理由だ。

　エミーリアは、ちらりと後方に視線をやる。

　視線の先にいるのはフルールだ。一応主であるはずのイルミナから、少し離れたところに座っている。

（……まあ、この状況だとイルミナ嬢の側に寄りたくないのかもしれないけど）

　主を放置でメイリーに近づいたのだから、イルミナとの仲がぎくしゃくしていても当然だ。

　フルールはいらいらしている様子で、しきりに爪を噛んでいる。

　講義を終えたフルールがするりと外に出たのに気がついて、エミーリアは眉間に皺を寄せた。

　様子をうかがってみたけれど、誰もフルールの後をついていくような様子は見受けられない。

　見上げれば、ルイがフルールの後を追っていく。エミーリアも、フルールのあとを追いかけた。

　ルイと二人で追っているから、必要以上にフルールに近づかなくても大丈夫だ。

　エミーリアが後を追っているのに気づいた様子もなく、フルールは一目散に歩いていく。

（どこに行くつもりなんだろう？）

　目立たない場所にある門から王宮を抜け出たフルールは、そのまま街の方へと向かう。にぎわっている通りを抜け、一本路地を入っていった。

　さらにあとを追いかければ、フルールは、裏口の扉を叩いた。中から誰かが出てきて、フルールを招き入れる。どうやら、ここが目的地だったらしい。

「エミーリア、キース殿下に連絡しようか？」

「お願い」

　メモを書いてルイの嘴に突っ込むと、ルイはそのまま飛んでいった。これで、キースが必要な手配をしてくれるはず。

（騎士団の人が到着する前に、中の様子を確認しておいた方がいいかな）

　エミーリアは、こっそりと建物に近づく。窓から様子をうかがったら、フルールが男と話をしているところだった。

　何を話しているのか、エミーリアのいるところまでは聞こえない。窓にぴったりと張り付いて、中の様子をうかがう。

　フルールが、何ごとかきつく問いただしている様子だ。愛らしい顔が、今は苛立ちに歪んでいる。と、男が動いた。

　頬を張られて、フルールが驚いたような表情になる。

「私を殴るなんてどういうことよ！」

　彼女が叫ぶ声が、エミーリアのいる場所まで聞こえてきた。男の方も激高している様子で、彼の声もここまで聞こえてくる。

「黙れ――この役立たずが！　だいたい、ここに来るなんてどういうつもりだ？」

「あれは痩せる薬だって言ってたじゃないの――『お父さん』！」

　フルールの言葉に、エミーリアの頭に疑問符が浮かんだ。フルールは、貴族の娘のはず。だが、今、フルールが父親と呼んだ男は、どう見ても貴族ではなかった。

　どちらかと言えば、後ろ暗いところを歩いてきた――そんな雰囲気。

　窓の向こう側からは扉が開かれて、もう一人が入ってきたところだった。

　フルールと彼女が父親と呼んだ男、二人に向かって新たに入ってきた男が何か言う。まだ冷静な状態を保っているらしい彼の声は、エミーリアのところまで届かなかった。

（何をするつもり……？）

　エミーリアの目の前で、男がナイフを取り出し、フルールに向ける。フルールが悲鳴を上げた。

　フルールの父親らしい男は、そんなフルールを見ても動じた様子は見せない。

（本格的にまずいでしょ！）

　周囲を見回し、とっさに石を拾い上げて窓に叩きつける。ガシャーンと派手な音を立てて窓が割れ、室内にいた三人が硬直した。

「フルール！　何ぼやぼやしてるの。逃げなさい！」

　叫びながら、割れた窓から中に手を突っ込んで窓の鍵を外す。

　エミーリアの声に我に返ったように、フルールが身を翻すが、男に腕を掴まれ抱え込まれた。さらには首にその腕を回される。

「な、何よ……！」

「お前のせいで計画がめちゃくちゃだ。おい、窓のところにいる女をどうにかしろ！」

　混乱しているらしいフルールの声。ナイフを突きつけた男は、フルールの父に命じた。

「どうにかするって言うか……こっちからお邪魔するわね。よっこらせっと」

　窓の鍵を外したエミーリアは悠々と中に入り込んだ。そして、男達に向かって両腕を広げてみせる。

「あ……あなた、何やってるのよ！」

　男に抱えられたフルールが喚く。いつもの愛らしさは影も形も見当たらない。

「一応、助けにきた……かな？」

　言うなり、エミーリアは勢いよく前進した。まさか向かってくるとは思わなかったらしい男達が、動きをとめる。

「あなたはどいて！」

　とりあえずフルールの父親の方は邪魔だからと脇に蹴り倒した。エミーリアに向けてフルールを抱えたままの男がナイフを向ける。

「たぶん、その娘離した方がいいと思うけど」

　エミーリアは、両手を上げた。敵意はないと示すのと、自分に注意を惹きつけるために。

「動くな。この娘がどうなってもいいのか」

「うーん、それより後ろに注意した方がいいんじゃないかしら」

　エミーリアがそう言うと、男が眉間に皺を寄せる。

「後ろ？」

「……うん、後ろ」

　そう言った瞬間、男の首に刃が触れた。男が身体を強張らせた。

「キース殿下、来てくださってありがとうございます」

「さっさと一人で乗り込むな、俺達もトレヴィラ男爵令嬢を追っていたんだ。近くまで来ていてよかったな。お前はそのナイフを捨てて、トレヴィラ男爵令嬢を解放しろ」

　男の頭越しになんとも気の抜けた会話がかわされる。キースは遠慮なく刃を滑らせた。皮一枚切られた首に血が滲む。男の手からナイフが転がり落ちた。

「いつの間に……」

「私一人だったら、部屋の中まで入らなかったわよ。殿下が来るのが見えていたしね」

　窓を割った時には、細く開けられた扉の向こう側にキースがいるのが見えていた。

　なので、好きなようにやらせてもらった。キースなら、エミーリアに合わせてくれるだろうと判断したから。

「二人を捕らえろ。トレヴィラ男爵令嬢、君も王宮に戻ってもらうぞ」

「……はい」

　男から解放されたフルールは、小さくうなずいた。ちらりと「父」と呼んでいた男に目を向ける。彼女が何を考えているのか、エミーリアには推し量ることはできなかった。

　男二人は厳重に縛り上げられ、フルールもまた騎士に囲まれ、逃げられないようにされてから王宮へと戻る。

　フルールが幽閉されている部屋に呼ばれたエミーリアは、キースと共にフルールの話を聞くことになった。

（……好奇心を満たす以上の意味はないけど）

　普通なら後から話を聞かされるだろうけれど、エミーリアも話を聞いた方がいいと同席を許された。役得と言えば役得かもしれない。

「あの男との関係は？」

「床に倒された方は、実の父です。私は男爵家の娘ですが、母の連れ子なので、男爵とは血の繋がりはありません」

　キースに問われたフルールは、素直に口にした。

　なんでもフルールは、子供の頃、母親の連れ子として男爵家に入ったのだそうだ。平民の父親は、その後身を持ち崩したらしい。

「母が結婚した相手は、貴族としては下級だったから……それで、妃教育に潜り込むためにイルミナ様に近づいたんです」

　悪びれた様子もなく、フルールは淡々と語る。

　子爵家の娘であるイルミナは、王太子妃に選ばれたとしてもせいぜい第三妃だ。

　だが、侍女としてでも妃教育に潜り込めば、這い上がる伝手を得る機会も多くなる。それを見越して、フルールはイルミナの侍女となった。

　イルミナを王太子妃にするというよりも、フルール自身の伝手を作るための行動だったということだ。

「なんとか、イルミナ様と他の貴族との繋がりを作って、私自身に興味を持ってもらおうとしたら、呪いに手を出してしまって、それも阻まれるし」

「呪いに手を出したのは、私のせいではないと思うんだけど」

　それは自分の不利な状況に焦ったイルミナのしでかしたことであって、エミーリアが直接手を下したわけではない。

　祖父の代からの貴族であるエミーリアとは違い、母が貴族と結婚し、養女になったおかげで平民出身のフルールは貴族社会の一員として認められるようになった。

　だが、生まれながらに貴族だったエミーリアが意識していなかったところで、フルールの感じていた疎外感は大きなものだったらしい。それが、彼女の上昇志向に火をつけた。

「私の父――昔、母と結婚していた実の父親の方ね。父に相談したら、マグナス卿を紹介してくれたの。彼が、王宮に痩せ薬を流行らせたらいいと言った。あなたの美容クッキーよりよほど効果的だからって」

　知らない名前が出てきた。マグナス卿とは誰だろう。少なくともエミーリアは知らない。

「そうでしょうね。私のクッキーは、食事の前にある程度お腹を膨らませておく効果しかないもの」

　その他にも食物繊維が中心となってもたらされる効果もいろいろあるけれど、少なくとも身体をそこねてしまうような負担をかけるようなものではない。

　メイリーもシンシアも、数日寝込んだだけで妃教育に復帰してきたが、あそこで倒れていなかったら、深刻な被害が出ていたことだろう。

「そうね。それでも、変化はあった。あなたの王宮内における影響力は強くなった。キース殿下の信頼も勝ち得たし」

　それは、エミーリアの人徳というよりは、偶然の結果だ。

（信頼されているって言い方でいいのかなぁ……）

　信頼と言うよりはいいように使われている気がしなくもないが、それを今口にしても事態をややこしくするだけ。おとなしく口を閉じておく。

「少しでも上に行きたいから、王宮内で影響力を持ちたかったのよ。あの男は、マグナス卿との連絡係よ。まさか、私を殺して証拠を隠滅することになるとは考えてもいなかったけれど」

　痩せ薬ではなく毒物だと知ったフルールは、あの時男を問い詰めに行ったらしい。自分の身に危害が及ぶとは思わなかったのが、彼女の甘さだ。

　エミーリアの乱入がなかったら、フルールも実の父親も一緒に始末されていたに違いない。

「マグナス卿？」

　そういや、そんな名前、どこかで聞いたような。キースの方を見やれば、彼もまた首を横に振っていた。

「連絡係がそう言っていたのよ。薬を用意しているのはマグナス卿だって……偽名でしょうね。私達みたいな捨て駒に本名を名乗るとは思えないもの」

　そう口にしたフルールは、妙に達観しているようだった。自分でも偽名だということもちゃんと認識しているらしい。

　これ以上、フルールからは何も聞き出せないだろう。諦めて、皆その部屋を後にした。

「それで、トレヴィラ男爵令嬢はどうなるんですか？」

「しばらく、修道院で奉仕作業だろうな」

「そうですか……でも、そうするしかないんでしょうね」

　これが王族の出した結論だと言うのなら、エミーリアに言えることは何もない。これ以上彼女に関わり合いを持つ必要もないだろう。

「――実を言うと、以前から父上が目をつけていた犯罪組織があるんだ」

　フルールのいる部屋を出て、廊下を歩きながらキースは口を開いた。

「犯罪組織……ああ、クリスティナから聞きました。『闇の翼』とかいう妙な名前の組織ですよね」

「……ああ」

　エミーリアがうなずくと、とキースは続けた。

「薬は回収しなくてはな」

「そうですね」

「実験の結果、開封してから数日たつと、毒性が強まることがわかった。薬を使った者は、名乗らなくていいから、回収場所に置いておけと通達する」

「……それがいいですね。あんな薬、使わない方がいいですからね」

　あの薬は回収して処分しなくては。エミーリアはキースの言葉にうなずいた。
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　令嬢達の集まっている王宮では、今日も優雅にお茶の時間が始まろうとしていた。

　今日はガーデンパーティーで、グウェンダリンが主宰を務める日だ。

　グウェンダリンが、メニューを決め、テーブルをセッティングし――実際に手を動かすのは使用人だけれど――妃教育に参加している令嬢達とその侍女達が一堂に会する。

　正式な会ならば開始時刻に合わせて訪れるものだが、ここでは違う。

「――なるほど。テーブルの花にグウェンダリン様のセンスが出ているわね」

「茶器の選び方にもよ」

　今日は立食形式が選ばれているので、テーブルだけが並べられている。

　そこに庭園内のあちこちから集められた美しい花が飾られ、銀のトレイに置かれているのは甘いスイーツだ。

　休憩するための椅子は別の場所だ。

　一生懸命にメモをとる者。あら探しをする者。令嬢達はそれぞれの性格に応じて、グウェンダリンの様子を真摯に眺めている。

「――あ、ちょっと待って」

　王宮の使用人が、いくつものワゴンを押してくる。そこには、ティーポットと、湯を入れたポットが載せられていた。紅茶に入れるためのミルクや砂糖も一緒だ。

　今日の主催者であるグウェンダリンの侍女二人は、運ばれてくるワゴンに載せられているものに不備がないかを確認している。

　なにせ、五十人以上が集まっているのだ。厨房も慌ただしくて、何が起きるかわからない。

　グウェンダリンはそちらの様子をちらりと確認してから、招かれた客人である皆に集まるよう声をかけた。

「……それでは、皆様」

　本日の主宰であるグウェンダリンが口を開きかけた時だった。

「――きゃあああああっ」

　派手な女性の悲鳴が上がる。

「な、何ごと――」

　エミーリアが、視線をそちらに向けると、ルイが慌てた様子で急降下してきた。

「エミーリア！　王宮騎士団がやらかしたみたいだ」

「はぁ？」

「キース殿下は、部隊を三つに分けたろ？　本部に突っ込むのと、別屋敷につっこむのと、王宮の近くにある潜伏場所に突っ込むのと」

「知らないわよ、聞いてないし」

　王宮の外で起こる出来事については、エミーリアの関知するところではない。騎士団が犯罪組織の本部に突っ込むというのも初めて聞いた。

「――で、やらかしたって何が？」

「ええと――ごめん、遅かった！」

　ルイが謝った時、それは起こった。

「きゃああっ、やめてっ、離して！」

　悲鳴を上げているのは、グウェンダリンが侍女として連れてきた令嬢だ。

　おそらく、ワゴンを確認するために皆のいる場所から少し離れた――そのタイミングで狙われたということなのだろう。

　彼女を腕に抱え、首筋にナイフを突きつけた男は彼女をずるずると引きずるようにして庭の中心部に向かう。

　男は、脅すように悲鳴を上げる令嬢達の方にナイフを向けた。抱えられた侍女は、怯えた様子で声を出すこともできない。

「いいか？　こいつの命が惜しかったらそこから動くんじゃない――逃げるための馬車だ！　馬車を要求する！」

「ま、待って――彼女は、私の大切な侍女なの。話を聞きます――だから、その手を離してあげて」

「うるさいっ！」

　グウェンダリンが声をかけたものの、男は応じる気配など見せなかった。それどころか、ナイフを持つ手に余計に力が入っただけ。

（……どうする、どうする？）

　ルイを突撃させて、その後から突っ込もうか。

　見たところあまり強くなさそうだし、ナイフで切られたら多少痛いだろうけれど、命を落とすようなことにはならないだろう。

（あの靴があればもっとよかったんだけど）

　えげつないとキースに評価された鉛入りの靴は、没収されてしまったから普通の靴だ。それでも踵は硬いから、蹴りを入れたら大変だ。

「――落ち着いて。大丈夫だから、落ち着いて――グウェンダリン嬢の言うとおりよ、あなたの言うことに従うから――その手を少し、緩めてくれないかしら……お願い」

　そう言いながら、エミーリアはじりじりと距離をつめようとした。抵抗しないという意思表示に、両手を胸の前で組み合わせて、睫をぱちぱちとさせてみる。

「そう、こういう時にはエミーリア嬢の言うことを聞いたらいいわ。ねえ、クリスティナ嬢も……そう思うでしょう？」

「……ええ、そう思うわ」

「メイリー嬢は？」

「私も、完全に同意ですわ」

「シンシア嬢は？」

「――もちろん」

　グウェンダリンが、主立った令嬢達に声をかけていく。

　攻撃される気配はないと悟った男は、少しずつ落ち着きを取り戻したようだった。窒息しそうな勢いで侍女の首を締め上げていた腕が、少し緩む。

（……グウェンダリン嬢、いったい何を言っているのかしら）

　エミーリアが、ルイをつっこませ、その後に自分が続こうとした時だった。

「――パトリシア嬢、背後から抱えられたらどうするんでしたっけ？」

　グウェンダリンの声に、抱えられていた侍女――パトリシアというらしい――は、はっとしたように目を瞬かせた。

　そして、無言のままその場で身体を沈める。

（……護身術教室でやってた！）

　背後から腕を回された時、前方に逃げようともがいても男性を振り払うのは難しい。だが、下に沈むとするりと抜けられるということをたしか皆教わっていたはずだ。

「なっ、なんだ！」

　自分の拘束から、あっという間に抜け出したということが信じられないらしくて男の口から声が上がる。

「――パトリシア嬢、こちらに！」

　グウェンダリンが声をかけると、パトリシアは転がるようにして走り始めた。

「逃がすか――うぎゃあ！」

　逃げ出したパトリシアを掴もうとした男の身体にあたったのは、熱い湯を並々と注がれ、サーブされるのを待っていた銀のティーポットだった。

「――よくも私の友人に手を出してくれたわね！」

　勢いよく、ポットをぶん投げたのはもう一人のグウェンダリンの侍女。それはもう勢いよくポットが宙を飛んだ。

　男の肩に激突したそれから熱い湯が――多少冷めてはいるが熱いものは熱い――が流れ落ちる。

「あっつ、いてえ！」

　男が慌てているのを見た令嬢達が、俄然やる気になる。我先にとワゴンやテーブルに殺到した。

　彼女達の手が、ティーポットやカップを掴む。ソーサーも。

「そーれ！」

「いいこと？　悪漢には素手で立ち向かってはいけません！」

「手近なものを投げつけるんです！」

　茶葉と湯で満たされたポットが宙を舞う。その後を追って、ティーカップが投げつけられる。

　菓子を取り分けるための皿が、水平に宙を切り裂いて飛ぶ。さらには、ナイフやフォークやスプーンなどまでが投げつけられる。

　もちろん、か弱い令嬢達の手で投げられたそれが全て男にヒットしたわけではないが、男は一人。

「いたたたた！　いてぇ！　やめろ！　やめろって言ってるだろ！」

　いかに男が逃げまどおうが、逃げた先には誰かがかならず待ち構えている。その手に投げつけるための物を持って。

　いつの間にか、男が持っていたはずのナイフは地面に落ちていたけれど、それを拾う余裕もないようだ。

「そーれ！」

「えーい！」

　もうこうなっては、対抗できるはずもなかった。

　非力な令嬢ばかりとはいえ、妃候補者とその侍女達、およそ四十人に囲まれているのだ。

　逃げ場を失った男は、ついにその場に立ち止まってしまう。手に手に得物を携えた令嬢に囲まれて。

「うわぁ……えげつない……」

　思わずエミーリアはつぶやいた。

　たしかに、護身術教室はグウェンダリンの発案によって開かれた。逃げ出すための手段だけではなく、攻撃方法まで伝授していたとは。

　非力なのだから、悪漢には近寄らないのは正解だが、それにしたって限度というものがあると思うのだ。

「僕、むしろあの男に同情したくなってきた……」

　ぼそりとルイがつぶやく。

「……まだまだーっ！　皆さん、まだまだ油断なさってはいけないわ！」

　グウェンダリンの号令に合わせ、令嬢達はさらに投げつけるものはないかと視線を走らせる。

　そして、彼女達の目にとまったのは――ティーセットを運搬するのに使われていたワゴンだった。

「や、やめろ――！」

　おろおろと逃げまどう男に向かい、また、銀の皿が投げつけられる。身を屈め、投げつけられたそれを避けたまではよかったものの、そこまでだった。

「お覚悟なさいませ――！」

「続けー！」

　最初にワゴンを掴んだメイリーが、全速力で押したそれごと、男に体当たりする。

　うわあっ――という声と共に、腰にワゴンをぶつけられた男は崩れ落ちた。

「まだよっ！　動く元気があるうちはまだまだ！」

「徹底的につぶさなくては！」

　第二、第三のワゴンが、男に向かって突撃する。

「ま、ま、待って、それ、過剰防衛だから！　ねえ、聞いてる？　過剰防衛！」

　エミーリアの制止する声も、彼女達の耳には届いていないようだ。何度もワゴンに体当たりされた男は、とうとう地面に倒れてしまった。

「――とどめね」

「待って！　それだめ、それアウト！」

　グウェンダリンの手にあるのは、テーブルの上に置かれていた銀の花瓶だった。それを容赦なく、男の頭に振り下ろす。

　完全に男が動けなくなった時、そこには凄惨な光景が広がっていた。あちこちに散乱している銀のカップにソーサー。蓋が開いたティーポット。

　テーブルクロスが引き剥がされたテーブルに、横倒しになったワゴン――動かなくなった男の周囲を、こわごわと令嬢達が取り囲んでいる。

「――私達の団結力の勝利ね！」

　と、グウェンダリンは男をフォークでつついているが、団結力の勝利とかそんな言葉で語ってはいけない気がしてならない。

「皆さん、護身術の教室で習ったことを確実にこなしてるのね……」

「クリスティナは、あそこまでやらなくていいのよ」

　さすがに貴重なアンティークで、二度と入手不可能なんて品が、勉強の場で出されるはずもないが、王宮御用達商人が令嬢達のために気合いを入れて納品した品のはず。

　全部銀で統一されていたし、それなりに高価な品であるはずだ。

（……ティーセットの総額、考えるだけで胃に穴があきそう……！）

　父が商売をしていた関係で、エミーリアはある程度市場価格に詳しい。男一人をやっつけるのに、いくらかかったのかを考えると思わず顔が青ざめた。

（たしかにティーセットを犠牲にする方が、人質を取られるよりは、はるかにましな選択肢ではあるんだけど）

　それにしても、彼女達はあまりにも手際がよかった。護身術教室で学んだ成果を、発揮し過ぎではないか。

「……私、何一つする機会に恵まれなかったんだけど」

　エミーリアのそのつぶやきに、答える者はいない。

　そして、ルイの連絡を受けて駆けつけてきたキースは、縛り上げられて、地面に転がされた男と、その周囲の惨状を見て顔をひきつらせた。

「……えげつないな、おい」

「私に言わないでください。団結力の勝利です――とグウェンダリン嬢がおっしゃっていました」

　男に対して、手当たり次第に物を投げつけるように言ったのはグウェンダリンだし、真っ先にワゴンで突撃していったのは、メイリーだ。

「それにしても、だな。お前、どうにかできなかったのか？」

　そう問われて、エミーリアはぶんぶんと首を横に振った。

「私が、出る前に手当たり次第に物を投げつけてましたからね……」

　エミーリアが遠いまなざしになったのを見て、キースもなにやら悟ったようだった。

「……とりあえず、こいつからいろいろ話を聞くことにするか」

「そちらに私は関わらないので、あとはよろしくお願いします」

　なんだか、いろいろやり過ぎてしまったような気がしてならない。

「僕、一応ものすごーい急いで呼びに行ったんだよ」

「知ってる」

　エミーリアのメモを持たされたルイは、ものすごく急いでキースとロイズを呼びに行ってくれた。

　あの男が、ここまでぼろぼろになったのは、エミーリアもルイも悪くはないはずだ、きっと。

　ここに集まっている令嬢達を敵に回してはいけない。エミーリアは心からそう思った。
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「ねえ、エミーリア。本当に一人で出歩いて大丈夫なの？」

「……大丈夫かどうかはわからないけど」

　深夜の庭園を、肩にルイを乗せたエミーリアはてくてくと歩いていた。キースからの情報によれば『闇の翼』は、ほぼ解体されたという――だが、まだ一つだけ心配なことがあった。

　あの男は、騎士団の手入れから逃れて、王宮に入り込んだらしい。貴族の令嬢達が集まっている場所に逃げ込まれるなんて、この国の騎士団はいったいどうなっているのだ。

「――一つだけ、やり残したことがあるのよね」

　隠れ家を急襲され、捕らえられた者は、自分の知る限りのことは白状したらしい。今後、裏付け捜査も進められていくのだろう。

（……いつだったかも、こんなことがあったな）

　月を見上げて懐かしく思う。

　ここに来たばかりの頃、どうやってクリスティナに自信を持たせようかと試行錯誤していた。あの時、ルイを連れて庭園を徘徊しているところをキースに捕まった。

　あの時のエミーリアにとっては、キースは雲の上の存在。それなりに親しく話をする仲になるとは、考えてもいなかった。

「――誰？」

　背後に気配を感じて、エミーリアは振り返った。だが、誰もいない。

　ここは庭園の端だし、外からの出入りもやろうと思えばできなくもないはずだ。もちろん警備はしているけれど、潜り込むことは不可能ではない。

「僕、様子見てこようか？」

「あなた、鳥目でしょ。ほとんど何も見えないくせに」

「――そうだった！」

「あなた、この生活始めて何年目よ……！」

　思わずエミーリアは突っ込んだ。十年近く鳥として生活しているのに、まだ慣れていなかったか。

「そうだね……うん、でも、背後からなんか嫌な気配はするよね」

「……そうね。私も感じてるんだけど」

　背後の気配は気にしつつ、それは見せないようにしながらエミーリアは歩み続けた。

（……騎士団の詰め所に向かった方がよさそう）

　だが、向きを変えかけた時、岩の陰に何か隠されているのに気が付いた。持ち上げてみると、かなり重い。

　中に入っていたのは箱が一つ。その箱を開いてみたら、中にはガラスの瓶がいくつも入っていた。

「これって――」

　瓶の蓋を開けて、中身を確認してみる。メイリーの部屋でかいだのと同じ甘い匂いがした。

「キースが集めたやつじゃない？　ほら、開封したら毒性が高まるって言ってたじゃないか」

「なんで、それがここにあるのよ。始末したってフルヴィウス騎士団長は言ってたじゃないの」

　エミーリアの言葉に、二人とも首を傾げる。

「――その薬を作るのもなかなか大変でね。部下に持ち出しさせるはずだったのだが、ティーパーティーの騒ぎでその機会を失ってしまった」

　その声にエミーリアは振り返った。そこに立っているのはロイズだった。

（……まずい気配がする）

　彼の表情はここからはよく見えないけれど、声音からは何か危険な雰囲気を感じた。

「――フルヴィウス騎士団長！　こんな時間にどうしたんですか？」

「王宮を離れる前に、やり残したことをやっておこうかと」

　ロイズが王宮を離れるとは、聞いていなかった。今日の失態の責任を取らされるのだろうか。今までの騎士団長と比べると、彼は明らかに若い。

「……まさか」

　ふいにその時、エミーリアの頭に浮かんだのは、王宮騎士団のトップであるロイズが、情報を流していたのではないかということだった。

　証拠なんてない。ただ、そんな気がしただけ。けれど、それならば、騎士団が後手後手に回るのもわかる。

「――あなたが、『闇の翼』の指導者なのね？　それなら、すべて納得できる」

「意外に鋭いんだな。そう、私が指導者だ――まさか、こんな風に撤退することになるとは思ってもいなかったが」

「なんで――」

「私は、元々平民の生まれでね。ここまで来るのは大変だった――このところ、王宮騎士団の人員を国境に回そうという動きがあったから、都近辺にも手を回していたのだが」

「なるほどね……」

　そう会話しながら、エミーリアは必死に頭を巡らせる。

　たぶん、国境に王宮騎士団の騎士を回されたら、強盗を行ったとしても今までより獲物が少なくなるということなのだろう。

　だから、都で捜査にあたっていた王宮騎士団の者に攻撃を仕掛けた。ロイズより上の騎士が退団すれば、ロイズがそれだけ上層部に近づくことになる。

　そうすれば、彼が情報をいいようにねじ曲げられるから、いろいろと動きやすくなるということだと思った。

「そこまで気づかれたのならしかたない――『闇の翼』の残党の仕業、ということにしようか。マグナス卿と名乗っていた男も見つかっていないからな」

「それって、あなたのことでしょう？」

　そう口にすれば、ロイズは顔をゆがめた。思い付きだったのだが、図星だったようだ。

　明らかな殺意を持って、彼がこちらへと一歩踏み出す――エミーリアは彼に注意を向ける。

（彼から逃げ出そうとして……成功する？）

　必死に頭を巡らせる。頭の中にいくつかのパターンを思い浮かべたけれど、すぐにロイズに追いつかれるのが目に見えていた。

「エミーリア……なんかやばいよ、彼。やっぱり強い。僕が目をくらますくらいならしてやれるけど」

「……必要があればお願いするわ」

　ルイは、いざという時にエミーリアの手助けをしてくれる。だから、彼の手を借りれば、この状況を逆転できるかもしれない。

「誰にも見られずに、これを外に持ち出すつもりだったのだが、こんな夜中に庭園を歩き回る者がいるとは思ってもいなかった」

「……集めた薬を、外に持ち出すつもり？」

「そのつもりだ。効果のほどは王宮内の女性達が身をもって証明してくれた。飲み過ぎれば身体をそこなうが、少しならば問題ないと考える者もいるはずだ」

　エミーリアは凍り付く。どこまでこの薬を広げるつもりなのだろう。

　この男は、自分の欲だけで動いている。持ち出した薬を、どこかでまた売りさばく。欲しがる者が多いと見込んでいるのならば、もう販路もあたりがついているに違いない。

　だが、その前に彼がやらねばならぬのは、目撃者、つまりエミーリアの口を塞ぐこと。

　逃げ出す隙なんて見つからない。背筋を、冷たいものが流れ落ちる。

　勝利を確信したかのように笑みを向けたロイズがゆっくりと剣を構えた。

（どうすればいい？）

　素早く視線を左右に走らせ、逃げる隙を見つけ出そうとする。だが、相手は騎士として訓練を積んできた相手だ。隙なんて見つからなかった。

「――エミーリア！」

　ゆらりとルイの身体が揺れ、彼のいたところから、一筋の光が天にめがけて駆け上がっていった。そこから降りてくる光が、庭園の一角へと注ぐ。

　その光の方へとエミーリアは走った。なぜ、そちらに向かっているのかもわからないまま。

「逃がすか！」

　ロイズの目がくらんだのは一瞬だけ。すぐに気を取り直して、追いかけてくる。

　彼はエミーリアの力を知っているから、先制攻撃をしかけるというわけにはいかないだろう。せめてロイズの動きを見られれば。

「エミーリア、下がってろ」

「キース殿下！」

　天の助けが来たかと思った。エミーリアは思わず声の方へと振り返る。

　ロイズが舌打ちをする音がした。

「――お前は下がってろと言っただろ。その鳥も一緒に」

　言われてエミーリアは、おとなしく後退した。

「……どうやって、キース殿下を連れてきたのよ」

「君か騎士団長をどこかに飛ばすか、誰かを連れてくるか迷ったんだよ！　キース殿下なら一番早いと思って」

　ひそひそとささやきあう二人の前で、キースが剣を抜く。

　先に動いたのはキースだった。

「まったく、お前にたどりつくまで時間がかかったぞ！」

　上段から勢いよく振り下ろされたキースの剣を、ロイズは余裕たっぷりに受け止めた。受け止められたキースは素早く飛び退き、さらに追撃を加えた。

「騎士団長が、組織と関わりを持っているだなんて誰も思わないだろう――いつから、たくらんでた？」

「さあ……いつからだろうな！」

　今度はロイズが打ち込んだ。その攻撃を受け止めたキースがよろめき、エミーリアの口から声が上がる。

「……ど、どっちが強いと思う……？」

「たぶん、騎士団長……！」

　エミーリアの前で何度も二人は剣を打ち合わせる。

　その度に、この騒ぎに誰も気づかないのがおかしいと思うくらいの音が響く。

　ロイズの方が強いとルイは言う。エミーリアの目にもそのように見えていた。だが、今さら自分が割ってはいるわけにいかない。

「……あなたの力でどうにかならないの？」

「無理！　キースを瞬間移動させた段階で力尽きた……だいたい、あれだって君の命が危険だと思ったからストッパー外れただけだからね？」

　この世界に来るにあたって、ルイの能力はだいぶ制限されているらしい。こうなったらエミーリアにできるのは祈ることだけだ。

　目の前で繰り広げられる激しい攻防を、息をつめて見守ることしかできない。

　けれど、天が味方したのはキースだった。

「――これで、終わりだ」

　キースが宣告した。ロイズの首に突きつけられた剣に、彼は目を閉じる。

　何がなんだかさっぱりわからないけれど、とりあえず助かったことだけは理解した。

　ようやく物音に気づいたかのように、警護にあたっている兵士達が駆けつけてくる。

「そいつは俺とウィンボーン子爵令嬢を殺そうとした――連れていけ。自害しないように、見張りは厳重にするんだ」

　キースの命令に驚いたような顔をしたけれど、王子の命令は絶対だ。騎士達がロイズを連行していくのをエミーリアはじっと見つめていた。

　これで全てが片付いたはず――けれど。

（た、立てないんだけど……！）

　地面にぺたりと座り込んだまま、立ち上がれない。どうやら腰が抜けてしまったようで、足に力が入らないのだ。

「無事か……なんだ、立てないのか」

　なんとか一人で立ち上がろうと悪戦苦闘しているエミーリアに手を差し出したキースが笑う。そして、もう一歩踏み出した彼の行動に、エミーリアの悲鳴が響き渡った。

「やっ、それはいやっ――それはだめですってば！」

　たしかに腰が抜けているのは事実だけど、お姫様だっこはない。

　だが、この状況で逃げられるわけもなく、背中と膝に手がかかったかと思ったらあっという間に抱え上げられてしまった。

　この状況で部屋まで連れ帰られるとか、羞恥プレイ以外のなにものでもない。誰かに見られてこれ以上キースと個人的な繋がりがあると思われたらもっと困る。

「暴れるな。落とすぞ」

「なにそれひどい！　落ちるんじゃなくて落とすんですかっ！」

　ばたばたと暴れていたエミーリアも、さすがにぱたりとおとなしくなった。

　顔が熱いのが気に入らない。キースとこんなに密着しているのも気に入らない。

　なにより気に入らないのは――心臓がどきどきしていて、口から飛び出しそうになっていることだ。

　違う、こんなことのために王宮まで来たわけではない。けれど、落とされるのも困るので、暴れるのはやめただけ。

「……殿下。と、とりあえず、お礼は言っておきます。助けに来てくださって、ありがとうございました」

　表情を見られるのは悔しいから、キースの肩に顔を埋めたままもごもごと言う。頭の上のほうからキースが笑う気配がしてちょっぴりむっとしてしまったけれど、

「たまには殊勝な時もあるんだな」

　大股に歩みを進めるキースは、ぜんぜん動揺した気配も見せない。ロイズとやりあった影響もまったくないようだ。

「……どさくさまぎれに名前で呼びましたね？」

「悪いか？」

「わ、悪いというか……」

　顔は熱いし、頭はくらくらするし、胸はどきどきしっぱなしだし。絶対、どこかおかしい。

（こ、こういうのなんて言うんだっけ……？　そうだ！）

　こういう緊急事態にどきどきしてしまうことを表すのにふさわしい言葉があったはずだ。心臓がどきどきしているのを誤魔化すように、必死に考えを巡らせる。

（――そうよ、吊り橋効果だ、吊り橋効果！　なーんだ、そうか、そうなんだ）

　吊り橋効果ならしかたない。命が危なかったところを助けてもらったのだから、キースにどきどきしてしまうのもしかたのないことなのだ。こんな風に心臓が弾けそうになっているのも、きっと、明日にはおさまるだろう。

「あー、そうだ、エミーリア」

　エミーリアを抱えたまますたすたと歩いていたキースが、なんでもないことのように口を開いた。

「部屋にいた俺が、気がついたらこんなところに来ていた理由については、きちんと説明してもらえるんだろうな？」

（……し、しまったー！）

　よく考えたらルイがキースを瞬間移動させてきた件について、どう説明するか、ルイとまったく打ち合わせていなかった。いや、そんな余裕もなかったけれど。

　どうやってキースに説明したらいいのだろう。救いを求めて視線を巡らせてみても、いつの間にかルイは姿を消していた。

（ルイのばかあぁぁぁっ！）

　エミーリアの心の叫びは、当然キースには響いていない。

　その件について、エミーリアは黙秘権を全力で行使した。事実を説明したところで、信じてもらえるとも思えなかったし、ルイに説明させるわけにもいかない。

　最終的に根負けしたキースが「監督官として見回りをしていたところ、偶然ロイズがエミーリアを殺そうとしている現場に遭遇した」という説明をすることで合意した。偶然にもほどがあるが、キースとエミーリアの証言が一致していれば、これ以上余計な追及をされることはないはずだ。
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　そして、ついに妃教育最後の日がやってきた。

　ロイズの罪は、現在調査が進められているところだ。意外と強情で、なかなか口を割っていないようだが、そのあたりは尋問係に頑張ってもらうしかない。

　最終的な結果発表はこれからだが、エミーリアは満足していた。

　女性達の間に、タマネギドレスを流行らせることに成功したし、エミーリアの考案した美容クッキーも流行中。

　原材料のダール豆は、ウィンボーン子爵家が最初に目をつけたということもあって、独占的に輸入しているのだ。子爵家の財政は潤いまくりである。

「それでは、私の口から王太子妃となる女性の名を発表したいと思う」

　最初の日に、皆が集められた広間には、ジャレッドの発表を聞くために全ての令嬢が集まっていた。侍女として王宮に上がったエミーリアも、そわそわとしながら結果を待つ。

（クリスティナが選ばれたら――！）

　エミーリアは両手の前で手を組み合わせた。今から祈ったところでムダなのはわかっていても、神頼みしないではいられない心境だ。

「妃には、メルヴィル伯爵家のクリスティナ嬢を選んだ。彼女一人を妃とし、第二、第三妃は持つ予定がない」

　ジャレッドの言葉に、周囲は騒然となった。まさか、クリスティナ一人しか妃に選ばれないとは誰も思っていなかったのだ。エミーリアも含めて。

「クリスティナ、クリスティナ、あなたいつの間に！」

　一応ここでは侍女であると言うことも、主に対する敬意も綺麗さっぱり忘れ去って、隣にいるクリスティナをがっくんがっくんと揺さぶりまくる。

「い、いつの間にって……」

「何そこでぽやんとしてるんですか！　そもそもその反応がありえないですから！」

　いつも以上におっとりとしているクリスティナが怖い。他の令嬢達はどうしているのかとくるりと振り返ったら、以外にも別の方向で盛り上がっていた。

「――そうね。だったら、侍女としてクリスティナ嬢と一緒に王宮に上がるわ！」

「ちょっと待ってくださいグウェンダリン様、あなたの身分で侍女になるとか聞いたことがありません！」

「前例がないからなんだというの？　メイリーあなたも一緒に来るでしょ」

「ええ――それはそれですっごく楽しそうですわね！」

　きゃっきゃとしているグウェンダリンとメイリー。そして彼女達の侍女志願をなんとかして取り下げようとしている侍女達。

　彼女達には災難かもしれないが、エミーリアにとっては父との約束を果たした証拠でもある。

　これから先、困難が待ち受けていそうな予感は満載だけれど、今は勝利を味わっていたかった。
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　ウィンボーン家に戻ったエミーリアは、とてもとてもご機嫌であった。

　そう、ついにクリスティナが未来の王太子妃として認められ、正式に婚約が成立したのである。

　となれば、父が約束の推薦状を取り付けてくれるに違いない。

　クリスティナが王妃となった暁には、エミーリアは王宮を仕切る女官長。夢が膨らみまくりである。

（王宮を裏から牛耳る女官長――ああっ、なんてきゅんと来る響きなのっ！）

　女官長は、ある意味王宮の裏ボスだ。そこを目指すための第一歩。憧れの女官ライフが待っている。

（……試験の準備だってばっちりだし！）

　妃教育から家に帰る前に、実際の採用担当にあたるジュリア女官長と話をする機会があった。

　その時教えてもらったのだが、王太子妃の座争奪戦で、不利な立場にいたクリスティナを合格させたエミーリアの手腕は、彼女も知るところとなっていた。

（ぜひ、来てくださいって言われたもんね――！）

　痩せ薬事件の解決に関わっていたこと、貴族令嬢達の健康的な生活に関わっていたこと、騎士団と協力しての護身術教室等、エミーリアの立てた手柄はけっこうなものだ。

　世間的には第二王子キースの信頼も勝ち得ているということになっているらしい。

　王宮としても、これだけの人材を放置しておくわけにもいかない。

　これから試験を受ける必要はあるが、当初の予定よりはるかに合格する確率は高くなったと判断してもいいはずだ。

「ふふんふーん、ふふんふーん」

　それはもうご機嫌で、エミーリアは机に向かう。広げているのは、過去の試験問題。これらで試験対策もばっちりである。

　頑張って試験勉強をしていたら、扉の外から母が声をかけてきた。

「エミーリア、ちょっと居間まで来なさいな」

「はーい」

　何の用だろうと訝しみながら、居間へと向かう。そして、扉を開いたとたん、エミーリアは硬直した。

「……お母様、このお花はどういうこと？」

　居間の中央、大きなテーブルにどーんと置かれているのは、見事な薔薇の花束。赤とピンクを中心に華やかにとりまとめられたそれが、リビング中にいい香りをふりまいている。

「……ちょっとそこにお座りなさい」

　母に言われて、ソファに腰を下ろす。厳しい顔をした父は、半分花束の陰になっていた。

「あー……すまないがね、エミーリア。女官として王宮に行く話はなかったことにしてくれ」

「……はいぃ？」

　なんのために、王宮にまで行って苦労してきたのだ。立ち上がったエミーリアは、テーブル越しに父親の襟首を掴もうとするが、その前にその手をぴしゃりと母にはたかれた。

「お父様になんてことをするんですか」

「……だって！」

「だってじゃありません！　お父様が何の理由もなくだめなんて言うはずないでしょう」

　それもそうなので、しぶしぶエミーリアは腰を下ろす。じっとりとした目で母を見るけれど、今日までエミーリアを育ててきただけあって、じっとりとした目くらいでは誤魔化されなかった。

「――そのお花はキース王子殿下から届いたのよ」

　飾られている花は、全部で百本あるそうだ。百本の薔薇はかなりの迫力であるが、何もないのにこれだけ見事な花を贈ってくるはずがない。

「殿下は何を企んでいるの？」

「企んでいるだなんて、言葉が悪いわ」

　しかめっ面になったエミーリアを、母がたしなめた。そして、父がとんでもない発言をする。

「……お前に王子妃として王宮に上がって欲しいそうだ」

「……はぁ？」

　完全にエミーリアはパニックにおちいった。

　婚約破棄された時の方がまだ驚かなかった。

　妃教育に参加はしたが、女官になりたいのであって、王子妃になりたいわけではない。

「嫌、絶対に、嫌！　私は女官になりたいんだってば！」

「この縁談は断れないだろうが！」

「クリスティナを王太子妃にしたら、結婚しなくていいって言った！　お父様の嘘つきー！」

「結婚が嫌なら、王子付きの侍女でもいいというお話だったぞ」

「それも嫌！」

　――こうして、エミーリアの妃教育は、予想もしなかった形で決着がつくこととなったのだった。

















第九章　エミーリア、野望の入口に立つ












　王宮内にある女官の寮に入ったエミーリアは、せっせと荷物を解いていた。明日からは、いよいよ女官としての生活が始まるのだ。

　エミーリアに与えられたのは三階の一室だった。

　女官には制服が支給されるから、家から持ってきたのは寝間着や下着がメイン。あとは何かあった時『ウィンボーン子爵家の娘』として振る舞えるよう、身分に相応しいドレスが二着。

　――それと。

「いつまで僕を籠に入れておくつもり？」

「あなた、自分で抜け出せるでしょうに。別に鍵かけてるわけじゃないんだから」

　黄金の鳥籠におさまっていたルイは、かちかちと嘴を鳴らし、身体を揺らし、翼をばっさばっさと振り回して、全身で不満だと訴えてきた。

「そのくらいしてくれてもいいじゃないか！　僕は君の守護天使なんだぞ！」

　あまり放っておくとますますやかましくなりそうだったので、しかたなく籠の出入口を開けてやる。

　ひゅんっと勢いよく飛び出してきたルイは、エミーリアから少し離れた棚の上に落ち着いて、そこで羽根の手入れを始めた。

「まあまあ、いい部屋よね」

　本棚に空になった鳥籠を移動させて、エミーリアは室内を見回した。

　女官は、行儀見習いとして王宮に上がる侍女とは違って役人という扱いだ。国民から納められる税金で給料が支払われるために、基本的に部屋の作りは質素なもの。

　貴族という今世の基準からすると、部屋そのものもすごく狭い。前世──日本にいた頃の基準から判断すると、おそらく六畳より少しだけ広い、という感じだろうか。八畳分はないと思う。

　壁は真っ白に塗られていて、清潔感のあるベージュのカーテンが窓にかけられている。

　実家にいる時は天蓋のついた豪奢なベッドで寝ているのだが、この部屋に置かれているベッドはいたってシンプル、シングルサイズだ。

　壁に作りつけられているクローゼットも狭い。制服と持参のドレスを入れたら満杯だ。

　あとは窓辺に机が一つ。その机の上に鏡が置かれていて、机が鏡台を兼ねている。

　そんな殺風景な部屋の中で目立っているのは、壁に押しつけるようにして置かれている本棚だ。

　これからはどんどん勉強しろということなのだろう。本棚だけは大きかった。

「あー……この狭さが落ち着くぅ……」

　荷物を片付け終え、勢いよくベッドにエミーリアは寝転がった。

　この狭さ、簡素さが前世日本人だったエミーリアにとっては逆に心地いい。

（キース殿下とは、あれ以来お目にかかる機会はなかったな）

　キースとは、妃教育を終えて以来会っていない。

　正式な作法に乗っ取って求婚してもらったが、作法に乗っ取って父からお断りしてもらった。

　この国では、貴族でさえあれば王族との婚姻も可能だ。だが、子爵家の娘という身分を考えれば、嫁いだところで大変そうなのは目に見えている。

　それに、女官になりたいという目標もある。キースへの感情も、どう名前をつければいいのか自分でもわからないし、安易に求婚を受け入れるわけにもいかなかった。

（今はまだお忙しいんだろうし）

　当時の騎士団長ロイズ・フルヴィウスが、妃教育の場に持ち込んだのは、美しく痩せるための薬だった。この国では、痩せているほど美しいという風潮があるため、ぽっちゃりしているのを気にした令嬢の中には、大枚をはたいてその薬を入手しようとした者もいた。

　その目論見は阻まれたのだが、騎士団長が罪を犯したために、今、王立騎士団は混乱の極みにある。

　捜査をかく乱するために、ロイズの手の者によって怪我を負って退団したり療養生活を送ったりすることとなった騎士は多く、根本的に人手が足りていないらしい。

　全国に広がる騎士団の組織を再編成し、新たに人員を割り当てる。その陣頭指揮を執っているのが、臨時で騎士団長の地位を兼ねているキースだというのは先日聞いた話。

（本当に気にならないの？）

　一瞬、心の中でそう問いかける声がして、エミーリアはぶんぶんと首を横に振った。

　やっと憧れの女官生活が始まるのだ。余計なことに気を取られている場合ではない。

　本棚の上からぴょんと机の上に移動したルイが首を傾げた。

「……あれ、誰か来るよ」

「誰だろ……今日、会いに来る人なんていないと思うけど」

　ルイの言葉に耳をすましてみたら、たしかにこちらの部屋へと近づいてくる足音がする。

　そして、足音は部屋の前で止まった。扉がノックされて、エミーリアとルイは顔を見合わせる。

「どうぞ？」

　不審がりながらもそう返したら、扉を細く開いて顔をのぞかせたのは、ディーン伯爵家の令嬢であるシンシアだった。

「お久しぶりね、シンシア嬢」

「お久しぶりね、エミーリア嬢」

　招き入れられたシンシアは、愛想のよい笑みを浮かべてエミーリアを見た。妃教育の参加者だった彼女は、当時、王太子妃の有力候補のうちの一人と目されていた。

　最有力候補であったハーバートン侯爵令嬢グウェンダリンともども、エミーリアやクリスティナとは対立する立場にいたのである。

　だが、前騎士団長ロイズの起こした事件で体調を崩し、妃教育からいつの間にかフェードアウトしていたので、彼女のことはすっかり頭から抜け落ちていた。

「私も女官になったのよ。だから、挨拶はしておこうと思って」

「あなたも？」

　思いがけない言葉に、エミーリアは目を瞬かせた。

　グランディール王国の王宮で働く女性は、『侍女』と『女官』に分類される。

　貴族の令嬢ならば、身分の高い女性の側に控え、身の回りの簡単な世話をしたり、話相手をしたりする侍女として出仕するのが通例だ。結婚前の行儀見習いも兼ねているからだ。

『女官』は役人として出仕し、主に女性王族に関わる仕事が担当だ。

　業務内容によっては単独で国外に赴くこともあるほど、仕事内容は多岐にわたる。妃教育を終えた貴族の令嬢が選ぶ道ではない。

　まさか、エミーリア以外にこの道を選ぶ貴族の娘がいるとは思ってもいなかった。

「驚くほどのことじゃないでしょ。試験を受けて合格したらなれるんだから。試験は難しかったけど、なんとかなったわ」

「女官試験に合格するってすごいなと思って。だって、私は……その、推薦状組だから」

　エミーリアはもじもじとした。試験だけで合格したシンシアの前に出ると、少々卑屈になってしまう。

「当然でしょう？　妃教育でのあなたの働き、ものすごかったもの。女官試験、受かって当然よ。私が試験監なら、あなたを逃さないわ」

　微笑みながらそう言われたら、正直悪い気はしない。

　女官は男性優位のこの国において、男性と対等に渡り合うことのできる数少ない職業である。国内の有能な女性は、皆一度は女官を目指すと言っても過言ではないため、女官試験はとても狭き門。

　そんな女官の選考において、有利になる方法が一つだけある。それは、侯爵家以上の貴族から推薦状をもらうことだ。

　推薦状があれば、試験の合格ラインが多少甘くなり、推薦状を持っていない人よりも有利となる。

　推薦状を持っているイコール国の中枢に関わっている人達が「この女性は有能である」とお墨付きをつけたのも同然だからだ。

　エミーリアも、父の取引先である侯爵家からの推薦状をもらっていた。それとこの度王太子との婚約が決まったエミーリアの従姉妹、クリスティナからの推薦状もある。

　クリスティナは伯爵家の娘なので本来推薦状は出せないのだが、王太子妃になることが決定しているので、王太子妃と同じ扱いとして認められた。

　さらにはハーバートン侯爵家の娘グウェンダリン。

　彼女は、王太子妃選定の場である『妃教育』で、クリスティナと王太子妃の座を争った相手でもあるのだが、どういうわけか、彼女も推薦状を出してくれた。

　そんなわけで、学科試験の結果はぎりぎり合格ライン――ひょっとしたら少し足りないかもしれない――ではあったけれど、提出した推薦状はとてもとても華やかなものであった。

「でもよく合格できたわね。ひょっとして、妃教育参加する前から準備してたの？」

　エミーリアの問いに、シンシアは肩をすくめただけ。

「そんな感じね。途中からどう見てもクリスティナ様が王太子妃になるのが目に見えていたから、妃教育はほどほどにしておいて、空いた時間は女官試験の勉強に切り替えていたのよ」

　妃教育に参加している時は、華やかなドレスに身を包んでいたシンシアだったが、今はシンプルな紺のドレスだ。明るい茶色の髪を地味な形に結っていて清潔感溢れる雰囲気である。

　エミーリアは素直に感心するのと同時に慄いた。

（あの状況で、クリスティナが選ばれると判断するなんて、かなり有能なんじゃ……）

　当時、王太子妃の第一候補はグウェンダリンとされていた。

　名門伯爵家の娘であるクリスティナも一応は王太子妃候補であったが、当時はストレス太りをしていたために、選ばれる可能性は低いと見ていた者も多かった。

　その状況で、クリスティナが本命だと見抜くとは、かなり洞察力がある。

（私も負けていられないわね。気合いを入れていかないと！）

　前世でルイの不手際で死亡してしまったエミーリアは、転生するにあたりいくつかの条件をつけたが、その中に今までより頭をよくしてほしいというものはなかった。

　そんなわけで、前世から引き継いだ記憶があるのと、人並み外れた身体能力を持っている分、他の人達より少々有利な面はあるものの、それだけだ。

　おまけにもともと考えるより身体を動かす方が得意――というか、考えることを放棄して先走る傾向にある。

　そんなエミーリアに対し、推薦状なしで女官試験に合格したシンシアは本当に有能なのだろう。強力なライバル出現に顔をひきつらせていたら、くすりと彼女は笑った。

「そう警戒しなくてもいいと思うの。別にクリスティナ様を王太子妃の座から引きずり下ろそうとか考えているわけではないし」

　どうやらエミーリアがシンシアを警戒している理由を勘違いしているらしい。

　今のクリスティナを王太子の婚約者という地位から引き下ろすのは、至難の業だとわかっている。今さらシンシアを警戒する必要はない。

「でも、なぜあなたが女官を？　てっきり結婚するものだと思っていたのに」

　今まではジャレッド王太子の妃候補者だったから、婚約していなくても不思議ではないが、シンシアももう十九歳になるはずだ。

　国内最大最高の花嫁修業である『妃教育』を無事に終えた今、シンシアを迎えたいと願う貴族は何人もいるはずだ。あえて女官になる必要もないと思う。

「兄が家を継ぐことになっているのだけれど、あまり有能ではないのよね。それで、兄に便宜を図れるように、王太子妃の座を狙えと父に命じられたのよ。私は、選ばれなかったけれど」

　だが、そのことを苦にしている様子は見受けられない。

　シンシアが女官となって、有力貴族達と強い繋がりを作ろうと、両親と相談して決めたのだそうだ。もちろん、縁談探しも続けるらしい。

（……なるほどね）

　結婚によって繋がりを作るというのも大切なのだろうが、女官として様々な貴族達に会う機会があれば、違った形で有利な繋がりを作ることができる。

　女官試験に推薦状なしで合格できるほどシンシアが有能だというのならば、家のためにはそれもありなのかもしれなかった。

　互いに近況を報告し終えたところで、シンシアが話題を変えた。

「そう言えば、近いうちにアザール王国の王女殿下がこちらの国に来るそうよ」

「ああ……そんな話もちらっと聞いているわ。なにしろ、ダール豆の輸入に関しては我が家が一番の大手だから」

　エミーリアの実家であるウィンボーン子爵家は、国内最大の流通網を持っている。それを活用して国内の郵便事業を一手に引き受けているだけではなく、伝手を使って輸出入業にも手を出しているのだ。必然的に、噂が集まってくる。

「それで、そのことに関して感謝の念を伝えに表敬訪問するというのがもっぱらの噂ね」

「父もご挨拶する機会をいただけるかしら」

　国内有数の富豪ではあるが、子爵家という身分もあり、王宮の重要な行事には呼ばれないことも多い。ダール豆の輸入が関係しているというのなら、今回は父も呼ばれることになるだろう。

「それよりいいの？」

「何が？」

　シンシアが興味津々のまなざしでこちらを見つめている。エミーリアはそのまなざしに臆することなく見つめ返す。

　二人の間に微妙な沈黙が落ちた。どうやら、話は長くなりそうだ――となれば。

「そうだ。実家から持ってきたお茶があるのよ。お湯もらってくるからちょっと待ってて。あと、マドレーヌもあるの」

「それなら、私は部屋からクッキーを持ってくるわ。家の料理人の焼いたクッキーはかなりおいしいんだから」

　女官の部屋には湯沸かし器などないから、お湯は厨房までいちいちもらいにいかなければならない。とはいえ、エミーリアはさほど不自由だとは思っていなかった。

　それは、前世での経験があるからだろう。前世のエミーリアは、なかなか有望な空手の選手だった。合宿に使っていた場所では、給湯室までお湯をもらいにいかなければならなかったのだ。あの頃と大してかわりないような気がする。

　シンシアは女官長を目指す上でのライバルになりそうなのは事実だけれど、今後は仲良くできそうだ。必要以上に敵を作る必要もないし、もてなしておこうか。

　厨房でティーポットに湯を入れて戻ってくると、部屋に着く頃にはちょうど飲み頃になる。二つのカップにお茶を注いで出すと、シンシアは迷うことなく手を伸ばした。

　シンシアが家から持ってきたというクッキーは、さくさくとしていておいしかった。ダイエットの必要性は今のところ感じていないから、遠慮なく頂くことにする。

　今朝、実家の厨房から持ち出してきたマドレーヌもいい味だ。お互い、長話をする準備を終えたところで、エミーリアは改めて切り出した。

「さっきアザール王国って言ってたわよね。来るのはラティファ殿下かしら――たしか、他にも王女はいたと思うけど、他の王女はまだ十代前半よね」

「あなた、落ち着いてる場合？　ラティファ殿下は、キース殿下と婚姻の話を進めるために来るのに」

「は？　……あっつ！」

　あまりにも驚いたので、思わずお茶を手に零してしまった。慌ててハンカチを出して濡れた手を拭く。幸い、一瞬だけだったので火傷はしていないようだ。

「……まあ、それは……いいんじゃないの？」

　キースに結婚は申し込まれたが、丁寧にお断りしている。断ったのだから、エミーリアの方から何か言えるはずもない。

　――けれど。

（……あれ？　なんでむっとしてるんだろう）

　首を捻っていたら、今度は先輩の女官がエミーリアの部屋を訪れた。

「エミーリア、ああ、シンシアもいたのね。それなら都合がいいわ。ジュリア女官長が二人をお呼びよ」

「す、すぐ行きます！」

　勤めは明日からなので、まだ女官の制服には着替えていない。そのままでいいということだったので、シンシアと二人、急いで女官長の部屋へと向かった。

　ジュリア女官長という名前を聞くと、思わず背筋が伸びてしまう。だって、彼女はエミーリア憧れの人なのだ。

　平民出でありながら、女官試験にトップで合格し、その後は出世街道一直線。四十代に入ったところで女官長に上り詰めたという伝説的人物だ。

　なお、二十代半ばで王立騎士団の騎士と結婚し、三十代に入ったところで出産も経験。現在二人の子供を育てながら働いているキャリアウーマンでもある。

　エミーリアが女官を目指した理由の一つには、自分の力でそれをなしえた彼女の存在もあった。

「……ああ、二人とも来たわね」

　ジュリア女官長は二人を見ると微笑んだ。

　シンシアより明るく赤に近い茶色の髪を、きっちりと結い、女官長だけに許される制服――黒一色で襟だけ白い――を着た彼女は、いかにも仕事のできそうな雰囲気だ。

「あなた達二人に頼みたいことがあります。数日中に、アザール王国のラティファ殿下が到着します。二人は姫君のお世話をしてください」

「……あの、侍女がついているのでは？」

　一国の姫君ならば、侍女くらい連れてくるはずだ。わざわざ世話係なんて必要ないだろう。

　シンシアの言葉に、彼女はゆっくりと首を横に振った。

「先方から、侍女は連れてこないので、誰かつけてほしいという申し入れがあったのですよ。ラティファ殿下の侍女達はこちらの風習には不慣れですからね。だから、あなた達にお願いしたいのです」

　表情に出さないようはしたけれど、不満がないと言えば嘘になる。他国の賓客に侍女としてつくのも女官の仕事に含まれるが、まさかいきなりそちらに回されるとは思っていなかった。

「あなた達は、侍女として王宮に来たわけではないから、仕事の内容に不満はあるかもしれないけれど、女官長の地位を目指すのであれば、国外の方と顔を合わせておくのも大事なことになります。あなた達、女官長の地位を目指すのでしょう？」

　まさか、そこを突かれるとは思ってもいなかった。

（誰がジュリア女官長に言ったの……！）

　エミーリアがキースの求婚を断ったのには、女官になりたい、いずれは女官長を目指したいという理由があるのは隠さず公言してきたが、彼女の耳にまで届いているとは。

「宮中のありとあらゆることに目を光らせなければ、女官としては務まりませんよ」

　いくら平民にも門戸が開かれているとはいえ、平民出身者で女官長の地位まで上り詰めたのはジュリア女官長が初めてだ。その彼女の言葉だけに、発言の一つ一つに重みがあった。

「……かしこまりました」

　そこまで言われては、逆らえるはずなんてない。女官の仕事には、賓客の侍女として対応することも含まれている。

「ラティファ殿下が滞在するのは、クリスティナ様の隣の部屋になります」

　だが、続く彼女の言葉に、エミーリアは顔をしかめた。今度は思いきり表情に出た。

　妃教育を勝ち抜き、見事に王太子妃となった――正確にはまだ婚約期間ではあるが――のクリスティナは、王太子妃になる準備をするため、王宮内の部屋に宿泊していることが多い。

　その隣の部屋に入るなんて、まるで王太子がもう一人妃を迎えようとしているみたいだ。

　女官長の部屋を退出し、シンシアと廊下を並んで歩きながら、エミーリアはぶつぶつと文句を垂れた。

「あの時は、クリスティナ以外妃に迎えるつもりはないと言っていたのに」

「……どうかしらね。ラティファ殿下が嫁ぐのなら、私はキース殿下の方が可能性が高いと思っているのだけど」

　求婚を断ったのだから、エミーリアには何も言う資格はないのに、やはりもやもやしてしまう。こんな感情に振り回されたくはないのに。

「とにかく、クリスティナのところに一度話を聞きに行かなきゃ。あなたも来る？」

「そうね。一緒にお邪魔してもいいかしら……確認しておきたいこともあるし」

　女官長への道を進む上でシンシアは強力なライバルになるだろうが、彼女が有能なのはもう知っている。協力してくれるというのなら、反対する理由はない。

　クリスティナの滞在している部屋は、女官長のいる部屋とは別棟にある。階段を下りて、そちらへと向かった。

「クリスティナ、ちょっといい？」

「あらいらっしゃい、エミーリア。それにシンシア嬢も。お久しぶりね」

　ソファに座っているクリスティナの膝の上でごろごろと喉を鳴らしているのは、妃教育の時、クリスティナの部屋の前に放置されていた猫だ。

　不細工な黒猫ではあるが、いいものを食べさせてもらっているので、最近は毛並みが艶々してきた。

「あなた達なんでここにいるの？」

　エミーリアは目を丸くした。

　室内にいるのは、クリスティナと猫だけではなかった。クリスティナと向かい合う位置に、二人の令嬢が座っている。

　ハーバートン侯爵家のグウェンダリンとイルウォート伯爵家のメイリー。いずれもかつて、妃教育でクリスティナと王太子妃の座を争った名門貴族の令嬢達だ。

「なんでって、侍女なんだから当然でしょう？」

「侍女として入るって、私言ったわよね？」

　メイリーとグウェンダリンが同時に返答し、あまりの事実に、エミーリアは口をぽかんと開けてしまった。

　たしかに、妃教育が終了し、クリスティナが王太子妃に選ばれたと発表されたその場で、グウェンダリンは侍女として王宮に入ると宣言したし、メイリーも同調した。

　あの時は、あの場の熱気に当てられて口走っただけだと思っていたのに、まさか本気でここに来るなんて。

　たしかに彼女達ならば侍女として王宮に出仕するのに何の差し障りもないだろうが、せっかく妃教育を終えて縁談も選び放題だろうに、わざわざここに来る理由がわからない。

「なんだって、クリスティナの侍女になんか……」

　ぼろっと口から本音を零したら、グウェンダリンはふふんと笑った。

「馬鹿ね。ここにいたら、キース殿下と顔を合わせる機会が増えるじゃない。あなたは女官だから、そうはいかないでしょうしね。なんのために推薦状を出したと思っているの？」

　キースに近づく機会を得るためにクリスティナの侍女になったというわけか。

　それだけではなく――邪魔になるであろうエミーリアを追い払うために、女官としての推薦状を出してくれたらしい。たしかにいい手ではあるのだろう。

　本来、このぐらいでなければ、王太子妃になんてなれないのかもしれない。

「クリスティナに意地悪しようってんじゃないでしょうね？」

　妃教育の時に、グウェンダリンからいろいろ嫌みを言われたことを思いだして、エミーリアは問いかけた。

「何をされてもけろっとしてるのは、妃教育の時にわかってるわよ。王太子妃に正式に選ばれた相手に意地悪するほど馬鹿じゃないわ。今後の宮中での立場を悪くしたくないもの」

　横からメイリーが口を挟む。

　たしかに妃教育の場では、そういった意地悪や嫌がらせにどう対応するかということも審査基準に含まれていた。

　女の嫉妬が怖いということを、王宮の皆様はよくご存じらしい。

　正式に決定したならば、未来の王太子妃と上手くやっていく方が後々家のためとなる。それを二人ともわかっているようだ。

「それに、キース殿下もあなたの推薦状を出したのでしょう？　だったら、あなたと一緒に妃教育を受けた私が出してもいいじゃないの」

「はいいぃ？」

　グウェンダリンの言葉にエミーリアの声が裏返った。

　エミーリアが把握している推薦状は、父が取引先からもらってくれたもの、クリスティナとグウェンダリンの三通だったはず。

「それにジャレッド殿下からも」

「……嘘ぉ。なんで、ジャレッド殿下が――」

　ぽかんとエミーリアの口が開く。貴族令嬢としても女官としてもありえない表情だが、この場合は許されると思いたい。

「あなた知らなかったの？　殿下も、あなたの働きを認めたということでしょう？」

　シンシアの言葉に、思わずエミーリアは彼女の腕を掴んだ。

　エミーリアが推薦状組なのは周知の事実だろうが、まさか王子二人まで推薦状を出してくれたとは。

「だって、あの方……妃教育にはほとんど顔出してなかったじゃないの！」

　先日までジャレッドは国内を騒がしていた盗賊団を壊滅させるために力を尽くしていた。

　その作戦の実行期間と、妃教育期間がまるっとかぶってしまっていたために、ジャレッドは、ほとんど妃教育に顔を見せることはなかったのだ。

　キース他、派遣されてきた監督官が令嬢達をふるいにかけ、選考に残った令嬢の中からジャレッドがクリスティナを選んだのが前回の王太子妃選考の経緯だ。

　監督官として妃教育の場に立ち会っていたキースならともかく、裏で暗躍していたエミーリアについてまで、ジャレッドが知る機会があったとは思えない。

「一応、自力で勝ち取った合格だと思ってたのに……王族からの推薦状なんて、絶対に、絶対に、絶対に落とせないじゃないの……！」

　エミーリアが深々とため息をつくと、クリスティナがくすりと笑った。

「あなたの活躍があったからこそ、ジャレッド殿下もキース殿下も推薦状を出してくれたのよ」

「そうかもしれないけど。複雑だわ」

　推薦状なしでのし上がってきたシンシアが隣にいるから、なおさら強くそう思う。

　誤魔化すみたいに室内をぐるりと見回してみるが、最後に訪れた時と大きく変わった雰囲気はない。変わった点といえば、壁際に置かれた飾り棚に、以前はなかったジャレッドからのカードが飾られているくらいだろうか。

　ようやくここまで来た本題を思い出し、エミーリアはクリスティナに問いかけた。

「……アザール王国のラティファ殿下が隣の部屋に入るってあなた知ってたの？」

「ジャレッド殿下からも、よろしく頼むって言われてるわ。それがどうかした？」

　ふわふわと微笑むクリスティナに、エミーリアの気勢がそがれた。どうやら、彼女は危機感をまったく持っていないらしい。

「大切なお客様でしょう。一番いいお部屋に滞在していただくのですって」

「ええと、そういうんじゃなくて」

　どう言えばいいんだろう。

（この子、全然危機感抱いてないー！）

　妃教育を終えた今現在は、クリスティナだけが王太子妃として認められているが、妃教育を受けなければならないというルールは、国外から嫁いでくる女性には適用されないらしい。

　それなのに、クリスティナはまったく危機感を覚えていない。もう少し焦ってもよさそうなものなのに。

「……エミーリア嬢は、ジャレッド殿下がもう一人迎えようとしているのではないかと心配しているのでしょ」

　侍女としてはちょっとどうかという強めの口調で、グウェンダリンが言う。メイリーが顎に手をやって考え込む仕草になった。

「……私はそう思っているわ。でも、シンシア嬢は、キース殿下の可能性の方が大きいって」

「ええ。だって、まだお相手の決まってないキース殿下の方が話を持っていきやすいと思うもの」

　シンシアの言葉ももっともだ。さらに彼女は言葉を重ねた。

「ただ、今回隣の部屋に入るというのは、警備上の理由もあるでしょうね。他国の姫君をしっかり守りたいのならば、クリスティナ様と一緒の建物に滞在していただくのがいいでしょうね」

　その場に居合わせた令嬢達の間の空気も、一瞬にして変化する。

　今は大変な時期なのだ。キースの妃候補が来るという以上に、警戒しなければならない。

「……そうね。言われてみればそうだわ」

　グウェンダリンがつぶやいた。

　今、信用できる者はごく限られていて、人手が足りないし、その少ない人数でできることには限界がある。

「……とにかく、ラティファ殿下には警戒しなくては」

「そんな必要はないわ」

　エミーリアが小さくつぶやくと、クリスティナは微笑んでエミーリアの言葉を否定した。

　よくもまあこれで、妃教育を勝ち抜けたものだ。勝ち残らせるために協力したのはエミーリア自身ではあるが。

「ここまで来たのだから、隣の部屋を確認しておきたいわね。エミーリア嬢もどう……いえ、明日からは女官になるのだから、呼び捨てにすべきね」

「そうね。そうしましょう。私もあなたをシンシアと呼ぶから」

　シンシアにうながされ、エミーリアは立ち上がる。今、これ以上できることはない。

　あとは、ラティファが到着してから考えることにしよう。

「――キース殿下を横からかっさらわれてたまるものですか。いいこと？　あなたにも邪魔はさせませんからねっ！」

　エミーリア達を部屋の外へと送り出してくれたグウェンダリンは、鼻息も荒く右手をぐっと強く握りしめて宣言する。それには、苦笑いで返すしかなかった。






　その日の夜、エミーリアはルイを連れて庭園へと出た。

　庭園のこのあたりは妃教育を受けていた場所とは少し離れているから、ここに来るのは初めてだ。

　女官は公務員のようなものであるが、自室で飼える小型の動物に限り、ペットの飼育も認められている。そのため、堂々とルイを連れて歩ける。

「まさか、女官としてのお勤めがアザール王国のお姫様の接待で始まるとは思ってもいなかったわよ」

「いいんじゃないの？　だって、アザール王国のお姫様は君のお父さんにすごく感謝しているんだろうし、我儘なんて言わないと思うけど」

　妃教育の最中、エミーリアはアザール王国の特産品であるダール豆が、前世でいう大豆に近いのを知った。

　ダール豆を取り寄せ、クリスティナのダイエットに役立てたのであるが、おかげでグランディール王国内のダール豆の消費量は急増。アザール王国から大量に輸入したのだが、それに携わったのはエミーリアの父である。

「あまり我儘を言わないでいただけたら嬉しいなぁ。ところで、ダール豆ってこちらの土壌でも育てやすいんですって？」

「うん。今まではあまり食べられていなかっただけで、育てるのはそんなに難しくないよ」

　ダール豆に関しては当面の間、輸入に頼らなければならないが、父の持つ農場では、もう栽培に向けての準備が始められている。

　アザール王国から何人かの若者を農場に入れて、ダール豆の栽培方法を教わるかわりに、グランディール王国内で栽培されているおいしいトマトの栽培方法を教えるという条件だ。

　エミーリアの考案した――というか、前世の知識をもとに料理人達に頼んで作ってもらった――美容クッキーは、今や国中で作られている。

　ダール豆は他にもいろいろ活用できるし、今後もアザール王国との仲は良好にしておきたいところだ。

「……ま、そのあたりはお父様がうまくやってくださるでしょうね」

　商売に関して、エミーリアが口を挟むつもりは今のところない。

　実家の力で使えるものはとことん使うつもりではいるが、女官としてのお勤めの中では実家の力が必要になることはたぶんない。

「……さて、明日からのお勤めに備えてそろそろ帰らないとね」

　最終的なチェックはもちろん女官長が行うのだが、滞在中の食事の手配に宿泊場所の手配、またそこにかかる金額の算出などは全てエミーリアとシンシアが行うことになっている。気を抜くことはできなかった。

　これもまた、女官としての仕事の一環である。ジュリア女官長みずから、二人を鍛えてくれるのだから、ありがたいと思わなくては。

「……あら？」

　向きを変えて歩き出そうとしたところで、灌木の陰から足が突き出ているのに気がついた。

「何？　どうしたの？」

　鳥目なので、暗いところでは目が見えにくいルイは、様子が確認できないようで首を傾げる。

「あのね、足が出てるの。誰か倒れてるみたい……」

「大変、誰か呼ばなくちゃ！」

「……死体かも」

　夜中の庭園に倒れているなんて、ひょっとしたら死んでいるかもしれない……縁起でもない想像をしながら、エミーリアはそこに近づいた。

　灌木をひょいと曲がり、相手の全身が目に入ったところで息をつく。そこにいるのはよく知った相手だったので、気が抜けた。

「……キース殿下、こんなところで何なさってるんですか」
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「それはこっちの台詞だ。俺は、ここで考えごとをしていただけだ」

　そこに寝転がって星空を見上げていたのはキースだった。

　死体ではなかったことにほっとしたのはキースに見せないようにして、エミーリアは向きを変える。

　相手がキースだというのなら、ここにこれ以上いる必要はない。

（だって、なんだか気まずいし……）

　なにせ、大量の薔薇の花と共に贈られた求婚を、エミーリアはばっさりとお断りしてしまっている。

　エミーリアがふった形になるのだろうし、あまり側にいるのはよくないのではないだろうか。

　けれど、急ぎ足に立ち去ろうとしたエミーリアの腕を、勢いよく立ち上がったキースが掴んで引き止める。

「うひゃあっ」

　妙な声が上がる。

　一応、それなりに相手をかわす手段を身に付けているはずなのに、キースの動きはまったく予想できない。

「急いで行く必要もない。少し話すくらいはいいだろう」

「それは、そうかもしれませんが」

　うろうろと視線を泳がせたら、今まで肩にいたルイがばたばたっと羽ばたいた。そのままエミーリアに与えられている部屋を目がけ一目散に飛んでいく。

「裏切り者ー！」

　キースの前だというのに、エミーリアは思いきり飛び去る後ろ姿に突っ込んだ。それから一つ、息をついて、キースの方へと向き直る。

「……あの」

　なんだか妙な雰囲気だ。というより、エミーリアの方が一方的に気まずさを覚えている。

　だが、キースは何ごともなかったかのようにエミーリアに向かって微笑みかけた。

「女官試験、合格おめでとう。いよいよ明日から始まるな」

　求婚はなかったかのように、キースは今までと何も変わらない様子で声をかけてきた。あまりにも変わらないので、拍子抜けするほどだ。

「あ……ありがとう、ございます」

　キースから祝福の言葉をもらって、耳のあたりがじんわりと熱くなってくる。落ち着かない。嫌ではないけれど、落ち着かない。

「まあ、ここに座れ」

　今まで寝っ転がっていた芝生に座ったキースは、隣に座るようぽんぽんとそこを叩いてうながした。言われるままに座ったが、耳がますます熱を帯びるのを自覚するだけ。

　二人の間は、人一人分くらいのスペースが空いている。まるで、二人の今の気持ちを代弁しているかのように。

「俺も推薦状出したし？　それで落ちるなら、よほど学科試験の出来が悪いんだろうなとは思っていた」

「そうでしたね。今日、聞きました。キース殿下だけではなく、王太子殿下も出してくださったと。なぜ、推薦状を出してくださったのですか」

　思わず目をばしばしさせると、キースは懐かしいものを見たような顔になった。

　その表情に、今度は心臓がどきりとする。

　たしかに数か月前まで、二人はもっとしばしば会話する機会があった。

「女官になれば、王宮でしょっちゅう顔を合わせるだろ？　そうしたら、口説く機会も増えるだろうし、他の貴族に対する牽制にもなるし？」

　悪びれずにしゃあしゃあと言うキースの顔を見ていたら、今、飛び跳ねたばかりの心臓が急に落ち着きを取り戻した。熱くなった耳もさぁっと冷たくなった。

「口説く機会が増えるからって……推薦状ってそんな簡単に出せるんですか？」

　エミーリアの唇から出た声は、冷え冷えとしたものだった。

　たしかにエミーリアは推薦状組ではあるけれど、その推薦状をもらうための努力は惜しまなかった。自分がそこそこ有能な人間であるということも証明できたと思う。

　そう思っていたのに、口説く機会が増えるからなんて、そんな理由で出されたなんて。

　それはエミーリアに対する侮辱というものだ。

「違う違う。エミーリア嬢の有能さについては、俺も充分承知している。だからこそ、推薦状を出した。まあ、いずれ俺の妃にという話が通りやすくなるだろうと思ったのも否定はしないが」

　エミーリアは貴族ではあるが、子爵家の娘なので王族に嫁ぐにはいささか身分が低い。

　もちろん、貴族なので嫁ぐこと自体には問題ないし、王太子ではないキースが相手ならば、そのハードルはさらに低くなる。

「それが、予想よりずっとウィンボーン子爵家にお前との縁談を申し込もうとする家が多かったから……だから、さっさと俺の妃にって約束だけでもしておこうと思った。お前なら俺も安心して仕事を任せることができるし」

「……へ？」

　そっぽを向いたキースは、後頭部をがしがしとかき回している。一瞬、エミーリアもきょとんとした。

（私を妃にって、そういう理由だったの……!?）

　それなら納得だ。男女の色っぽいアレコレではなく、有能さを見込んで妃にしたいと言ってくれた方がよほど納得できるし。

　王子だけではなく王子妃にも、様々な責務が課せられる。女官試験の推薦状を出してくれたのも、有能さを見込んだ上でのことならばむしろ喜ぶべきだ。

（なんだなんだ、そんな理由だったの）

　単純なもので、エミーリアの機嫌も一気によくなった。努力を認めての求婚だというのなら、大喜びだ。その求婚を受け入れるか否かは別として。

「あらヤダ、殿下。そういう事情なら先にお話してくれればよかったのに。つまり、右腕が欲しかったんですね！」

「おい、待てそういうつもりじゃ……」

「何がです？」

　こちらは完璧に納得したというのに、キースはもう一度ため息をついた。そして、手を伸ばしてきたかと思ったら、エミーリアの髪を一房手に取って指に巻き付ける。

「それならそれで、右腕が欲しいと言う！　お前、少しはわかれ！　右腕が欲しいだけじゃない……俺が、言いたいのは」

　指に巻き付けた髪を軽く引っ張られたら、鼓動が跳ねた。

　自分が自分でなくなるみたいで嫌なのに。

　先ほどから熱くなったり、心臓がどきどきしたり――もちろん、それが何を意味しているのかエミーリアは知っている。

　明確に好き、と認めることはできなくても――気持ちを揺さぶられているということも。

「よそに嫁ぐくらいなら、王宮で働いてくれた方がいい。お前は有能だし、信頼できる」

　信頼――その言葉に、また、気持ちを揺さぶられた。

　王族が他人に『信頼』という言葉を与えるのが、どれだけ珍しいことか、下級とはいえ貴族のエミーリアは知っていた。

　どきん、とまた心臓が跳ねて、それと同時に『女官長になる』という夢が、大きくふくれあがって。

　この状況はとてもよくないから、この空気を壊してしまおうとした。

「だめですー。私は女官長を目指すんですからね？」

　キースの顔の前で指を振れば彼のため息がますます大きくなった。それから、キースはぽんとエミーリアの頭の上に手を置く。

「……ま、お前も頑張れ。俺も頑張る」

「殿下は頑張ってらっしゃると思いますけど」

「上に『割と』ってついてなくてよかった」

「つけようと思ったんですけどいらないかなと思って」

「おいっ」

　王宮でキースと再会したらどうなるのか少し不安だったけれど、こうやって話ができるのなら大丈夫だ、きっと。

　部屋まで送るというのを丁寧に辞退し、エミーリアはその場を立ち去る。明日から忙しくなりそうだから、きちんと英気を養っておかなければ。

　数歩行ったところでふと気づく。

（ラティファ殿下とは、どうするつもりなのか聞くの忘れた……）

　聞いたところで、エミーリアにできることはたいしてない。とりあえず、与えられた任務に精一杯取り組もうと思った。






　翌日からしばらくの間、エミーリアとシンシアは、ラティファ滞在の準備に追われることになった。

　客室を整え、使用人の手配、警護の者達との打ち合わせ――エミーリアとシンシアの仕事は多かった。駆け回りながらも、互いに情報の交換は怠らない。

「アザール王国って今、大変なのよね」

「そうなの？」

　警備にあたる騎士達のスケジュール表を確認しながら、シンシアが口にした言葉にエミーリアは素早く反応した。

「ええ、今、後継者問題で大騒ぎになっているらしいわ。王太子殿下が病気で亡くなったでしょう」

「そう言えば、そうだったわね。ダール豆が輸入できなくなるんじゃないかって、一時期父が心配していたわ」

　王宮が荒れていても、民間の人の移動までは止められない。そのため、ダール豆の輸入は、父が心配するような問題は今のところ発生していなかった。

「父から聞いたのだけれど、あちらは一夫多妻制で……現在の国王陛下には王子殿下が十人くらいいらっしゃるのでしょう？」

　エミーリアの言葉に、シンシアの眉間にわずかに皺が寄る。

　アザール王国では、全ての妻の生活を保障できるだけの財力がある場合に限定されているが、王族に限らず、全ての男性に一夫多妻制が認められているのだそうだ。

「私も父から聞いたわ。あまりにも王子の数が多いものだから、次の王太子殿下を決めるのに揉めているみたいね」

　アザール王国の現国王も四人の妻を迎えていて、ラティファは第四妃の生んだ娘だということはエミーリアも知っていた。

　王子の数も多いが、王女も五人いると聞いている。

　そんな中、王太子が亡くなったのだから、後継者争いは、さぞや激化しているだろう。

「……第四妃というのは、一番若くて実家の勢力もたいしたことはないのよね、たしか。ラティファ殿下がこちらに来ると言ってきたのは、国外に嫁ぎたいからでしょう」

　シンシアは冷静に分析しているが、心の中でエミーリアは拳を握りしめた。

　相手の出方によっては、クリスティナが追いやられることになりかねない。ジャレッドはそんな不実な男ではないとは思いたいけれど、ラティファにクリスティナの地位を奪われては、たまったものではない。

　侍女を一人もこちらに連れてこないのは、「グランディール王国の色に染まります」という意思の表れではないかとシンシアは推測する。

　その推測を聞いたエミーリアがげんなりした顔をしていたら、キースが顔を出した。

「エミーリア、シンシア。ここにいたのか。ラティファ姫の警護の件だが、アレックス元騎士団長が復帰してくれることになった」

「ロイズによる襲撃で、剣は持てなくなったと聞いたのですが」

　元騎士団長のアレックスは、裏組織の長であるロイズを騎士団長にするために襲撃され、重傷を負って退団せざるを得ない状況に追い込まれた。

　任務中に負った傷が原因で、引退していたアレックスが戻ってくるということはそれほど人数が足りないということなのだろうか。エミーリアはしかめっ面になった。

「頭まで使い物にならなくなったわけじゃない。彼には指揮をとってもらう。実働部隊の隊長は、ゲイルに任せた。ジュリアの夫だから、安心して任せられるだろう」

「かしこまりました。では、どういう配置になるのか配置図をいただけますか。こちらでも、確認させていただきたいです」

「わかった。それは後ほど届けさせる」

　シンシアの言葉に、キースはうなずく。それから、二人に向かって真面目な顔で告げた。

「今回、ラティファ姫の身には充分注意を払ってくれ。というのも……先方の王太子争いの余波がラティファ姫にも及んでいるらしいんだ」

「どういうことですか？」

　エミーリアの問いに、キースはもう少し側に近づくようにと二人をうながした。

「今、王太子候補として名があがっているタリム王子は、第四妃の生んだ王子だ。今まではさほど重要視されていなかったのだが、急激に国内での注目を集めているらしい」

　ラティファも第四王妃の生んだ娘だから、タリムはラティファの同母の兄ということになる。

　彼に関する詳細な情報はないので、どんな人間なのかまでは知らないが。

「無能な方ではないのですよね？」

「そうだと思う。そのため、タリム王子を王太子に推す一派がいたり、ラティファ姫を人質に取ってタリム王子に辞退させようとしている一派がいたり、タリム王子の暗殺を計画したりしている一派がいたりするそうだ」

「……うわぁ」

　キースの前だというのに、エミーリアの口から遠慮のない言葉が零れ落ちた。

　そんなエミーリアに向かって、キースは苦笑する。シンシアも思わず小さく笑ってしまったようだった。

「他国の王太子争いに巻き込まれるのはごめんですね。キース殿下もそのあたりを懸念なさっているのでしょう？」

「タリム王子への揺さぶりとして、こちらの国にいる間にラティファ姫が暗殺されたり、誘拐されたりなんてことになったら大事だからな。その分、こちらとしても警戒はしている。お前達の人選もそのつもりだから、心してくれ」

「……どういうこと、でしょう？」

　キースの話がどこに向かうのかが見えなくて、エミーリアとシンシアは顔を見合わせた。そんな二人に向かって、キースは両腕を広げてみせる。

「経験不足の若い女官をあてがっていると先方には――というかラティファ姫を狙っている一派には思わせておきたい。油断すればしっぽを出すかもしれないからな。だが、本当に経験不足では困る。お前達なら、妃教育も無事にくぐり抜けているし、先方が思っているほど経験不足ではないだろう」

「そ、それは大役ですね……」

　まさか、そんな大役だとは思ってもいなかった。ただお世話しておけばいいと思っていたので、顔をひきつらせてしまう。

「お前達だけに任せておくわけじゃないさ。お前達には女官長が直々に指示しているだろう？　ゲイルをつけるのもそのためだ。それに、クリスティナ嬢達の滞在している建物の使用人は、全員経験豊かな者に入れ替えてある」

「側にいるのは未経験の女官と見せて……油断させつつ、万全の体制で待ちかまえるってことですか？」

　シンシアが問いかけると、キースは大きくうなずいた。

「そういうことだ。この国にラティファ姫が来る目的は、グランディール王国内の視察や、こちらの貴族との親交を深めたいという理由もある。だが、王太子が決まるまで、彼女を無事に守ることが一番大切だ」

　これは責任重大である。

　クリスティナの立場を脅かす相手の可能性もあるが、仕事には気合いの入るエミーリアであった。

















第十章　ラティファ姫、華麗に登場












　万全の体制を整え、ラティファの到着を待ちかまえるエミーリア達の前に本人が姿を現したのは、それから三日後のことだった。

（……すごい美人！）

　従者らしい男の手を借りて、馬車から降りてくるのを見たエミーリアは目を見張った。

　すらりとしているために大柄な印象は受けなかったが、赤と金のドレスをまとった彼女はとても背が高かった。おそらくキースと同じくらいはありそうだ。

　アザール王国は南にあるためか、この国の女性達と比較するとやや肌色が濃い。だが、赤いドレスにはその肌色がよく似合う。

　切れ長の目に、薄い唇。どこか中性的な雰囲気を感じるのは、まなざしに力があるからだろうか。

　金の縁取りが施されたレースの襟は高く、喉を完全に覆っている。ドレスの袖口には襟と同じレースがあしらわれていた。

　馬車から降りるのに手を貸した従者は、小麦色に焼けた男だった。彼女と同じくらい濃い茶色の髪をしているが、ちらりとこちらに向けられた目は灰色がかっている。二十代後半というところだろうか。

「歓迎に感謝いたします。こちらは、供のサイデルです」

　彼女の付き添いは、サイデル一人。たしかに侍女は連れてこないという話だったが、男性の従者がついてくるとは想像もしていなかった。

「ようこそおいでくださいました。我が国の滞在を楽しんでいただけるといいのですけれど」

　出迎えた王妃は、ラティファを歓迎している。それから、クリスティナの方を振り返った。

「こちらは王太子ジャレッドの婚約者のクリスティナです。仲良くしていただけると嬉しいですわ」

「どうぞよろしくお願いいたしますね」

　自分のライバルだということを認識しているのかいないのか、クリスティナはまったく緊張感の見られない表情でラティファを出迎えた。

（警戒心薄過ぎぃ！　あとでしっかり話をしなきゃ）

　癒し系なのはクリスティナの長所だろうが、いくらなんでも警戒心が薄すぎる。

「ラティファ殿下、こちらは殿下の侍女となるシンシアとエミーリアです。彼女達は、先日まで開かれていた『妃教育』にも参加していましたから、安心してお任せください」

「私がラティファよ、どうぞよろしく」

「よろしくお願いいたします」

　王妃に引き合わされると、ラティファはにこりとして手を差し出した。

　ラティファの方から握手を求められたから、エミーリアもためらいつつその手を取る。

（……あれ？）

　一瞬疑問を覚えたのは、ラティファの手がものすごく大きかったからだ。エミーリアの手も大きい方だと思うが、それよりもさらに一回り大きい。

　指も節くれだってごつごつしているから、王族の女性の手というよりは、騎士の手を連想させる。

　爪はきちんと磨かれて、薄いピンクの染料が塗られているが、手入れが行き届いていないのだろうか。少しがさがさしていた。

（……私も人のことは言えないしなー）

　体調を整えるための運動と称して、布で作った人形に拳や蹴りをたたき込むのが日課のせいで、エミーリアの手もごつごつしているし、クリームでの手入れを忘れることも多々ある。貴族令嬢としては、手入れできていないのは認めざるをえない。

　それに、ラティファも剣をたしなんでいるという可能性もある。後でクリームを塗って、マッサージだけしてあげよう。

　部屋に案内し、歓迎のパーティーに合わせて衣服を改めるという彼女のために浴室を用意する。

「では、こちらでご入浴を……お支度はどちらがお手伝いしましょう？」

　ドレスを着るのに、侍女の手は必要だろう。だが、ラティファは首を横に振った。

「支度は、サイデルに任せるのでかまいません」

「……へ？」

　思わずシンシアと顔を見合わせてしまった。

　だって、サイデルはどう見ても男性で……王女のお支度をするのが男性使用人でいいのだろうか。

「サイデルは生まれた時から私の世話をしてくれているの。改めて気にしなければならないような相手でもないし」

　ラティファは微笑んでいるけれど、サイデルはなんとも思っていないのだろうか。

　アザール王国には、そんな風習があると聞いた覚えもないけれど、ここは客人の希望にお任せするしかないが。

「かしこまりました。では、手が必要になったらお呼びくださいませ。隣に控えておりますので」

　シンシアの方はもう少し冷静だった。呆然と立っているエミーリアの後頭部に手を添えて、恭しい仕草で一礼させる。

（世話役ってそういうことも含めてなんだ……）

　他国の事情に口を出すべきものではないとわかっているけれど、少し、いや、かなり驚かされた。

「エミーリア、シンシア。歓迎会では二人に付き添ってもらいたいから、先に着替えてきてもらえるかしら。支度ができたら、隣で待機してくれる？」

　二人にそう告げる声音は優しかった。もう一度一礼してから、二人揃って部屋を後にする。

「コルセット締めるのに手を貸した方がいい？」

　廊下を足早に歩きながらエミーリアはシンシアにたずねた。社交の場に出るのであれば、侍女の制服からドレスに着替える必要がある。

「そうしてもらえると助かるわ。私も手伝う」

「私は、背中のボタンだけ留めてくれたらいい。コルセットはつけないから。じゃあ、支度して待っててちょうだい」

　自分の部屋に行き、こういう時のために実家から用意してきたドレス一式を持って、シンシアの部屋へと向かった。

　エミーリアが部屋に入った時には、シンシアのドレスはベッドの上に投げ出されていた。その横でさっさと下着だけになったシンシアが待っている。

　なにしろ、急いで支度をして戻らなければならないのだ。入浴しているラティファより支度に手間取るようでは問題だ。

「はいー、息吸って！　止めてー。うりゃっ」

「……ふぅ」

　シンシアを柱に掴まらせておいて、エミーリアは一気にコルセットの紐を引いた。こうやって、体形を整えて、腰を細く華奢に見せるのだ。

「もうちょっといっとく？」

「……遠慮しておくわ。うちの侍女よりよっぽど優秀ね、あなた」

　エミーリアは、鍛え上げて割れた腹筋のおかげでコルセットをしなくてもほどほどに細く見える。それで充分だ。

　というか、そもそもこの国の女性は痩せすぎなのだ。

　シンシアが選んだのは、薄いピンクの地に赤があしらわれているドレスだった。侍女として参加するということを考慮してか、いつもよりいくぶん動きやすそうなものだ。

　それから今度は、彼女がエミーリアの着替えに手を貸してくれる。背中のボタンを留めながら、シンシアは感心したように言った。

「本当にコルセットいらずなのねぇ……」

「まあね。締め付けるの好きじゃないし」

「あなたの美容体操のおかげでだいぶましにはなったけど、まだコルセットは当分手放せそうにはないわ」

　妃教育の最中、必死のダイエットのために痩せ薬で倒れたことのあるシンシアは、今でももう少し痩せたいと思っているようだ。

　エミーリアのドレスは淡い水色のもの。装飾は控えめだが、例外として襟元にだけはふんだんにレースをあしらっているために地味には見えない。

　銀とサファイアの髪飾り、それから揃いの首飾りをつける。シンシアは、ルビーと真珠でまとめていた。

「じゃあ、化粧だけちゃちゃっとやって、控え室で待ってるから！」

　互いに髪が崩れていないかチェックしたところで、大急ぎで自分の部屋に戻る。机の上に置かれている鏡を見ながら、メイクを仕上げた。

「君、ずいぶんばたばたしてるねぇ」

　まだ大半が空の本棚に陣取ったルイは、慌ただしいエミーリアとは対照的にのんびりしている。山のように置いておいたおやつは完全に消えていた。

「侍女モードを発動しないといけないから……そうだ、ルイ。悪いんだけど、テラスで待機しててくれる？　何があるかわからないし」

「何かありそうなの？」

　ルイは首を傾げ、エミーリアは肩をすくめた。

「何もないとは思うけど、ラティファ殿下がこちらの貴族と顔を合わせるのは初めてだし……視察とか友好を深めるためって話だけど、こっちに避難してきてる意味もあるって聞かされたら心配にもなるでしょ」

　そういう事情ならば、何かあってもおかしくはない。

　幸いエミーリアには、ルイという頼れる……うん、たぶん、頼ることのできる相棒がいる、問題ない。

「やってもいいけど。じゃあ、あとで生ハム持ってきてくれる？」

「取ってくる暇、あるかなぁ。なかったら、厨房から何かもらってあげるから、それで許してちょうだい」

　ちょっぴり不満顔になったルイを残して、エミーリアとシンシアの控室となっているラティファの隣の部屋へと向かった。

　この部屋に置かれているのはいたって質素な家具だ。

　テーブルが一つ、それに向かい合うように置かれたソファが二つ。ソファはそれぞれ三人ずつ並んで座れそうな大きさのものだ。

（それにしてもアザール王国の風習はよくわからないわね）

　前世が日本人のエミーリアは、グランディール王国の女性達と比較すると羞恥心は薄い方だ。

　たとえば、こちらの女性は胸元を大きく開けて胸の谷間を見せるのには慣れているが、長いスカートの陰に隠された脚、特に膝から上を見せるのにはものすごい抵抗がある。

　以前、あまりの暑さに耐えかねてドレスの裾をばたばたやって中に風を送り込んでいたら、母が卒倒しかけたことがあった。

　そんなエミーリアであっても、男性に着替えを手伝わせるかと言えばまた別だ。子供の頃から側にいる使用人が手伝ってくれると言っても、基本的には遠慮するだろう。

（……子供の頃からなら、慣れっこなんだろうけれど）

　アザール王国には、そんな風習があったのだろうか。

　シンシアが来たら聞いてみようと思っていたら、先に顔を見せたのはサイデルだった。

「ウィンボーン子爵令嬢……一つ、聞いてもかまわないか」

　彼の方も、着替えを終えたようで、こちらの国では見ない雰囲気の紺の衣服を着用していた。上下が同じ布で仕立てられ、金糸で刺繍が施されていて、とても華やかだ。

（ひょっとしたら、ものすごいお偉いさんの息子とかなのかもね）

　ただの世話係にしては、洗練され過ぎている。物腰にも隙はない。

「私でお答えできることであれば」

「なぜ、ダール豆を取り寄せようと？」

　もともと、ダール豆はアザール王国で栽培されているものだった。

　アザール王国では、人間も食べるが、家畜の餌として活用されている面の方が大きいらしい。あえて輸入してまで人間が食べる意味が、彼にはわからなかったのかもしれない。

「誰から聞いたのか、忘れてしまったのだけど……ダール豆は非常に美容にいいって家に出入りする商人が教えてくれたんです」

　本当は、エミーリアの守護天使であるルイに教えてもらった情報なのだが、ルイのことは他の人達には内緒だ。

　ウィンボーン子爵家にはたくさんの異国の商人が出入りするので、異国の商人から聞いたという言い訳は、とても便利である。

「それが、何か？」

「そうか。ああ、いや、たいした話ではないんだ。急にダール豆の輸出量が増えた理由が気になって。調べてみたら、ウィンボーン子爵家の令嬢がきっかけだったそうだから」

「その話は間違いではないですね。妃教育を受けている間、従姉妹に食べさせたくて取り寄せたんです。従姉妹が健康的に、そして美しくなったので女性の間で人気が高まったようですね」

　そんな話をしながら、じーっとサイデルを確認する。

　いくら身の危険を感じ、こちらに表敬訪問という理由で訪れたにしても、供がサイデル一人というのはあまりにも不自然だ。

（やっぱり世話役兼護衛ってとこなんだろうなー。こうして見ても、隙がないもんなー）

　護衛も兼ねている可能性の方が高そうだ。とはいえ、サイデルのことは護衛の数に加えるのはやめておこう。

「やだ……私、ずいぶんお待たせしてしまったかしら」

　そこへシンシアが慌てた様子で飛び込んできた。

「そんなことはない。ただ、私とこちらの女性の支度が早く終わっただけだ」

「私も今来たところ。気にしないで」

　シンシアに向かって、エミーリアは手をばたばたと振る。

　夜会仕様に仕上げたが、今日のエミーリアは主役ではなく付き添いだ。悪目立ちしないよう、派手なメイクはしていない。

「それならよかったけれど」

　胸に手を当てたシンシアは、ほっとした様子になった。

（お父様と話をする機会があればいいんだけど）

　今日、実家の父と会話をする機会が取れなかったら手紙を書いておこう。それも、ルイに届けてもらえばすぐに返事が来る。

　いつの間にか、守護天使を郵便配達人としても活用し始めているわけだが、小さなことは気にしない。

「あなたのおかげで、我が国とグランディール王国の仲は非常に良好なものとなった」

　サイデルは、改めてエミーリアに向かって頭を下げた。

　感謝されて少し困った。エミーリアにとっては、クリスティナを王太子妃にするための手段でしかなく、両国の仲を友好的なものにしようなんて意図はまったくなかったのだ。

「あー、それは私のおかげではないですね。ダール豆を大量に入手したのは、父の手腕です。大量消費は……貴族の令嬢達のおかげ、かな？」

「エミーリアが言っているのは、ダール豆のことでしょう？　スープにするのもおいしいけど、私はペーストにしてパンに塗るのが好きかしら。お国ではどんな調理方法で召し上がるのですか？」

　あとから会話に加わったシンシアだったけれど、サイデルは彼女の質問には答えなかった。顔を上げたかと思うと、彼の目が隣室に向けられる。

「姫様がお呼びのようなので、失礼する」

　隣室のラティファが、どうやってサイデルを呼んだのか見当もつかなかった。シンシアと話をするのが面倒だったのだろうか。

「……とっつきにくい人ね」

　ぼそりとシンシアが言い、そうねぇとエミーリアも同意する。

　会話が始まったかと思えば、あっという間に話は打ち切られてしまう。友好を深めるための努力をするつもりはあまりなさそうだが、それでいいのだろうか。

「そう言えば、アザール王国の王族の人って、男の人に身の回りの世話をさせる習慣でもあるの？」

「ああ、サイデルさんとラティファ殿下ね。私の知る限りでは、そういう習慣はないと思うけど」

　先ほどから気になっていた問いをシンシアに投げかけてみれば、彼女はあっさりと肩をすくめた。

「あ、やっぱり。それなら、やっぱりワケアリなのかしらね。こういう状況だし」

　人の国の事情に口を突っ込むつもりもない。たずねたのは、ただの好奇心が理由だ。

「あら、単に私達を警戒しているという可能性も否定できないわよ。コルセットの紐を締めるのに背中を向けてる時なんて、ものすごい無防備だもの」

「……え？」

　その可能性までは頭になかった。たしかに先ほどシンシアのコルセットを締めるのを手伝ってやった。

　あの時、シンシアはこちらに背中を向けていたわけで、後ろから殴り倒すとか切りつけるとかしようと思えばたしかにできた。

「サイデルさんって、乳兄弟とかそういうレベルでの親しい相手なんだと思う。ただの主と部下にしては二人の距離ってちょっとおかしいし」

「そうよねえ」

「でも、私達が気にするところではないわよ。できるだけ居心地よく過ごしていただけるように気を配りましょう」

　シンシアがそう言って話を終えてしばらくすると、改めてラティファの部屋に招き入れられる。

　ラティファが身に着けているのは到着した時同様赤いドレスだった。

　金糸で刺繍がびっしり施された襟は喉元までぴったりと覆っているし、ドレスの袖は手首まで届いている。手には白いシルクの手袋をしていた。

　この国の女性達は皆、露出度が高いドレスをまとっているから、彼女の姿は少し浮いて見えた。

（アザール王国とは流行が違うのだろうし、よくお似合いだし）

　こちらの流行とは多少違うが、舞踏会に出るのにふさわしい華やかさのあるドレスだった。異国の風情のあるドレスは、彼女によく似合っている。

「御髪だけ少々直してもかまいませんか？　横が少し乱れているようですので」

「お願いできるかしら」

　シンシアがラティファの髪を整えている。その様子をじーっとサイデルが見つめていて、エミーリアはそのサイデルをじーっと見ていた。

（……うーん）

　ひょっとして、サイデルとラティファの関係は、シンシアの推測通りなのかも。

　今だって、何かあれば許さないぞと言わんばかりの勢いで、シンシアの手元をにらみつけている。

「……何か？」

「いえ、失礼しました」

　凝視されていることに気がついたサイデルが、こちらへと鋭いまなざしを向ける。あたふたとして、エミーリアは視線をそらした。

（やだな、なんだか……）

　ジャレッドやキースの花嫁の地位を狙ってやってきたと事前に聞かされていたからかもしれない。

　こちらの国に来た主目的は、アザール王国から距離を置くことだと聞かされても、ラティファに対する警戒心がこみ上げてきて、それを殺すのに苦労しそうだ。

　支度を終えたラティファを広間に案内した時には、たくさんの貴族達が集まっていた。次から次へとやってきてはラティファに挨拶をし始める。

　あまり派手に動き回るわけにもいかないので、エミーリアはラティファの側に控え、シンシアもラティファを挟んで反対側に陣取っていた。

　三人から少し離れたところでは、サイデルが周囲に警戒の目を向けている。

「オルブラッド伯爵です。お見知りおきを」

「クレイン男爵です。どうぞよしなに」

　そんな彼らに向かって、ラティファは愛想のよい笑みを振りまいている。それが作られた微笑みであることにエミーリアはすぐに気がついた。

　よくわかる。かつて、エミーリアも同じような笑みを振りまいていたから。

　貴族たるもの、自分の腹を見せてはならない。腹の奥で何を考えていようが、唇には愛想のよい微笑みを浮かべて相手に向き合うもの。

（ラティファ殿下、こちらの貴族達の中で誰が助けになりそうか見定めているのかしら）

　アザール王国は今、不安定な状況だ。こちらの国に身を寄せるにあたり、後ろ盾になってくれそうな相手を見つけようとしているのかもしれない。

　国外から嫁いでくるのなら、グランディール王国内の後ろ盾は必要だ。

　そんなことを思いながら、ラティファに群がる貴族達の向こう側に目をやったら、キースがたくさんの令嬢達に囲まれているのが見えた。

　ジャレッドがクリスティナ以外迎えないと宣言している以上、残っている王子はキースだけ。

　王族入りを目指すグランディール王国内の令嬢達は、皆、キースの妃の地位を狙っている。

（皆、頑張るな……って、グウェンダリン嬢、素早いし！）

　集まった貴族令嬢達を蹴散らして、キースの隣に陣取っているのはグウェンダリンだ。

　少し前まで開かれていた妃教育では、ジャレッドの側に張り付いていたことを考えると、その変わり身の速さには感心してしまう。

　そんなことをしている間に主立った貴族達が挨拶を終え、ようやく子爵であるエミーリアの父の順番が回ってきた。

　今日、この場でラティファと面会の機会をもらえたというのは、ウィンボーン子爵家としてはかなりの名誉だ。

「……ラティファ殿下。こちらが、私の父です」

　父は、娘であるエミーリアには甘いのだが、商人としてはなかなか冷徹な一面を見せる男だ。

　そして、娘の口から言うのもどうかと思うが、なかなかの美中年でもあった。母も、若い頃はその美貌でグランディール王国内に名をとどろかせていた。エミーリアの容姿は二人のいいとこ取りだ。

「あなたがウィンボーン子爵。一度お会いしたいと思っていたの……今日、お会いできてよかったわ」

　ラティファは鷹揚な仕草で、父の方へと手を差し出す。その手を取り、父はうやうやしく挨拶した。

「……今後とも、よしなにお願いいたします」

　そう言った父は、もう一度丁寧に挨拶するとエミーリアにちらりと目を向ける。わずかにうなずけば、父も目で返してきた。

「――ラティファ姫、一曲お相手願えるだろうか」

　周りに群がる令嬢達を蹴散らしたキースがやってきてラティファに手を差し出した。そのとたん、サイデルの肩が跳ね上がったのにエミーリアは気がついた。

「もちろん、喜んで」

　ラティファは、差し出されたキースの手に自分の手を重ねる。

　それを見ていたら、なんだかもやっとした。なんでもやっとしたのかその理由がわからないまま、シンシアの方に目をやる。

　シンシアは、というと完全にキースには興味がないようだった。彼女の視線は、広間中にあますところなく注がれていて、何かを見つけ出そうとしているみたいだ。

　と、少し離れたところで振り返ったキースと目が合う。すると彼は、こちらに片目を閉じてきた。

（……今の、何？）

　なぜ、こちらにウィンクしてくるのだ。

　キースの誘いには、笑みを浮かべて応じたラティファがフロアへと進み出る。それをぼうっと見送っていたら、グウェンダリンが寄ってきた。

「キース殿下ったら……私とは踊ってくれなかったのに！」

「侍女としての役割、先に果たしましょうよ」

「クリスティナ様はとっくに、ジャレッド殿下と踊りに行ってしまったもの」

　グウェンダリンは、深々とため息をついた。

　それから背後に立っていたサイデルに気がついて、グウェンダリンの目がキランと輝いた。

（――獲物を見つけた目――！）

　その表情にエミーリアはひきつった。

　果たして、満面の笑みを浮かべたグウェンダリンは、ゆっくりとサイデルに向かって歩み寄った。

「一曲、お相手願えません？」

　見事な積極性である。

　このくらい積極的でなければ、王族入りなんて狙えないのかもしれない。

「喜んでお受けいたします。お美しい方」

　そう言われて、グウェンダリンがぱっと頬を染める。あのグウェンダリンを赤面させるとは。

（サイデルさんもやるわねぇ……）

　言葉にするわけにはいかないので、つい心の声ばかりが大きくなる。

「え、ええ……よろしくてよ」

　頬を染めながらも、グウェンダリンはちらりとエミーリアの方に勝ち誇ったような目を向けてからフロアへと出ていく。なぜ、そこで勝ち誇ってみせるのだ。

「グウェンダリン嬢も素早いわね」

　エミーリアの隣でその光景を眺めていたシンシアが、苦笑いしたけれど、その笑いは嫌な感じのものではない。

　どちらかと言えば、グウェンダリンに感心しているという雰囲気の方が大きかった。

「彼女らしいんじゃないの？　キース殿下を狙うって言っていたけど……こういう場では楽しんだ者勝ちでしょうし」

「あなたは楽しまないの？」

　シンシアに問われて、エミーリアは肩をすくめた。

「正直なところ、よくわからないのよね。こういう場でどう振る舞うべきかって」

「あら、今までちゃんとやっていたように見えていたけれど」

「あれは、ほら……婚約者がいたから。難しくなかったのよね」

　先方の心変わりで婚約が破棄されるまでは、エミーリアには幼い頃から決まった婚約者がいた。

　だから、こういう場でエミーリアに近づいてくるのは、あくまでもこの場を楽しみたいという人か、あとは父とよしみを持ちたい人。そういう相手のあしらいかたは心得ている。

　けれど、今のエミーリアは婚約を破棄されたフリーの身。

　この国の美女の基準からすれば若干ごつい体格なのだが、顔はいい。

　子爵家とはいえ、実家は国内有数の資産家。おまけに仲のよい従姉妹は未来の王妃様。

　この国最高の花嫁教育である『妃教育』もクリアしているということもあって、今のエミーリアは『超優良物件』なのだ。

「正直、相手にどう対応したらいいかわからないって言うか……どうしたらいいのかしら？」

「……それを私に言われても困る」

「でしょうね。私だって困るくらいなんだから――シンシアは、ここにいていいの？」

　実家をもり立てるために女官になったシンシアは、これからどうするのだろう。エミーリア同様、シンシアも『超優良物件』なのは間違いないところだ。

　エミーリアの真剣な問いに、シンシアもまた真剣に答えてくれた。

「もちろん、結婚を諦めたわけじゃないわよ。いい相手がいたら、結婚はする――実家と私のためになる相手ならっていう条件は譲れないけど。あとは、女官としてのお勤めもできる間は続けたい」

「それは、凄いと思う」

　シンシアの将来設計にも素直に感心した。

　優秀な女性であれば、女官は誰にも門戸が開かれているが、妃教育を終えて女官となった例は少ない。少ないというか、現時点でエミーリアとシンシアの二人だけだ。

　侍女としての参加、つまり行儀見習いの一環として参加したエミーリアはともかく、王太子妃候補者として参加していたシンシアが女官になったのは、例外中の例外だろう。シンシアの立場なら、政略結婚をするのが当然だからだ。

「当たり前でしょう。うちの兄ができた人なら、私ももうちょっと楽ができたのに」

　なんて言いながらも、シンシアはけっこう楽しそうだ。

　彼女なら女官勤めをしながら、納得できる結婚相手に出会えるかもしれない。

（……そうね、私もしっかりしないと）

　そんなシンシアを見ながら、改めて決意を固める。

　かつて、エミーリアが日本人として生きていた頃。

　不幸な事故の結果とはいえ、父から託された夢を途中で諦めざるをえなかった。その事故をきっかけに、前世のエミーリアと父との仲はこじれることになった。

　こちらの世界に生まれ変わって、見つけた新たな目標。今度こそ、自分の夢を自分の力で叶えたい。

「キース殿下、こちらにはもう来ないのかしら」

「来ないんじゃないかしら……だって、ラティファ殿下とずっと一緒にいるし」

　いつの間にか、あれから三曲目に突入していた。キースはラティファを解放することなく、二人はずっと楽しげに踊っている。

　それを見たら、なぜか胃のあたりがぎゅーっとなる。

（何だろ……ストレス感じるようなことがあったっけ？）

　首を捻って考えてみるけれど、今のところ、心配しなければならないことはない――と思う。

　ラティファを出迎える準備に多少気は使ったが、胃が痛くなるほどではなかったはず。

（……うーん）

　キースとダンスを終えたラティファに、すかさずグウェンダリンを離したサイデルが近づく。そして、彼女の手を取るとこちら側へと連れ戻してきた。

　ラティファを離したキースの周囲に、また令嬢達が集まる。その中にグウェンダリンがいるのを見て、エミーリアはくすりと笑った。

　機会があればもぎ取りに行くのは、実に彼女らしい。

「あなた、キース殿下のことは気にならないの？」

　戻ってきたラティファが、好奇心のまなざしをエミーリアに向ける。サイデルは無表情で彼女の背後に立った。

「……えっとですね」

「ここに座って、話を聞かせてほしいわ」

　どう説明したらいいのだろう。政略結婚的な意味とか、恋愛感情的な意味でキースに興味があるわけではない。それどころではないのだ。

　だが、それをラティファに理解してもらえるとも思えない。

「キース殿下は、将来有望な女官であるエミーリアに興味をお持ちなのですよ。エミーリアは、女官になったばかりで、仕事以外頭にないんです」

「そうなの？　では、シンシア……あなたは？」

「私も、エミーリアと同じですね。覚えなければならないことがたくさんあるのです」

「女官って、大変なのね」

　今度は婚約者であるクリスティナとのダンスを終えたジャレッドがやってきて、ラティファをダンスへと誘う。それを受けたラティファは再びフロアへと出ていった。

（お客様の相手をしないといけないのもわかるけれど、クリスティナをあまり放置してほしくないな）

　あの時はクリスティナ一人だと宣言していたのに……とはいえ、外国からのお客様であるラティファを誘うのは礼儀にかなったことでもあるし、エミーリアなどが口を出せるところではない。

　クリスティナはといえば、ダンスはグウェンダリンとメイリーに任せてしまったようで、少し離れたところで他の貴族達との親交を深めている。以前と比べると、積極性も出てきたみたいだ。王太子妃になるという自覚も出てきているのかもしれない。

　と、集まる令嬢達を蹴散らしたキースが、まっすぐにこちらに向かってくる。

「エミーリア嬢、相手をしろ」

「なんで、私には命令形なんでしょうか……」

　エミーリアはじっとりとした目でキースを見上げた。ラティファは丁寧に誘っていた癖に、エミーリアには命令するなんてなんだか嫌だ。

　先ほどからのもやっとたり、胃がぎゅーとなったりしたことを思い出して、素直に彼の手を取れない。

（……なんだか、嫌だな）

　無礼なのはわかっていても、むっとした表情は隠せなかった。

「……一曲、お相手願えますか？」

　ソファに座っているエミーリアの前に、改めて手が差し出される。この手を取っていいものかどうか迷ってしまって、またもじもじとした。

（……だって、なんだか悪い気がする）

　こんな風に落ち着かないなんて、何か間違っている気がしてならない。

「こちらは、お任せくださいませ。なんなら五曲くらい戻らなくても、問題ありません」

「ちょ、シンシア？」

　裏切られた！

　シンシアが強引にエミーリアを立ち上がらせ、ぐいっとキースの方へ押しやる。

　しっかりみっちり鍛えているはずなのに、背中を押されてよろめいた。体勢を崩したエミーリアを、さっとキースが受け止める。

「……なっ、す、すみません……！」

　正面からキースの胸に体当たりする形になって、赤面した。こんな風になるなんて、自分でも信じられない。

「では、五曲の間借りるぞ」

　いくらなんでも、五曲はない。婚約しているわけでもないのに、連続で踊るのはマナー違反である。

「どうぞ、どうぞ行ってらっしゃいませ」

「ちょっと、シンシア！」

　キースは遠慮なくエミーリアを引っ張り出し、シンシアがひらひらと手を振って見送ってくれる。いつか、お返しをしてやろう。

（……別に、こういうのを望んでいたわけじゃ）

　エミーリアは心の中でつぶやいた。

　キースのことは嫌いではない。どちらかと言えば、好意があると思うけれど。

　顔を上げられない。

「……そんな嫌そうな顔をするな」

「別に嫌ってわけじゃ……ない……です……け……ど……」

　往生際が悪い。自分でも、そう思ってしまう。

　自分の考えが異端なのはわかっている。

　キースに誘われたら、きっと他の人はもっと喜ぶだろう。エミーリアだって、嫌なわけではないのだ。

　想われるのは嫌ではないのに、受け入れられない。申し訳なくて、正面からキースの顔を見られないだけ。

「まあ、いいや。今が楽しければ」

「殿下は、それでいいのですか？」

「いいんだ。今はエミーリア嬢を独占しているし？　今の俺は、他の女性には興味ないし？」

　今、この人とんでもないことを言わなかっただろうか。言葉が出てこなくて、ただ、目を瞬かせる。

「もちろん、エミーリア嬢の意思は尊重する――ので、俺はちょっかいを出すにとどめておく」

「ちょっかいって！」

　なんてことを言うのだろう。別にいらついたわけではなくて、逆におかしくなってきた。エミーリアが怒るぎりぎり一歩手前のところまで巧妙に攻めてきては引くというか。

「そのくらいは許してくれてもいいだろ？」

「……別に、許す、とか――許さない、とか」

　だめだ。キースの前に出て、こんなにぎくしゃくしたことってなかった気がする。

　でも、よく考えたらキースとの付き合い自体それほど長いというわけでもないのだ。

「――って、何やってるんですかっ！」

　気がついたら、フロアの中央まで引っ張り出されていた。まったく、油断も隙もない。

「本気で五曲付き合えとは言わない。一曲ぐらい、いいだろ。付き合え」

「つ……付き合えって……！」

　本当に、油断も隙もないとは思っていたけれど――まったく、キースにはかなわない。

　よく考えたら、彼とこうやってダンスをするのは、妃教育の最中開かれた舞踏会以来だ。

（……困る）

　やっぱり、ものすごく困ってしまった。ダンスの一つや二つ、軽々とこなせなければ問題なのに。目の前のキースの顔を見ると否応もなくドキドキしてしまう。自分の気持ちが制御できないのは困る。

「ええとですね、殿下」

　ラティファとはどうするつもりなのだろうと口を開きかけ、それは自分の問うべきことではないと口を閉ざす。

　キースのリードが巧みなのは、前回経験済みだ。何も考えなくてもついていくことができるけれど、頭の中が真っ白で、何を話せばいいのかもわからない。

「……あれ？」

　気がついた時には、一曲終わってしまっていた。そそくさとシンシアの待っているところへ引き上げようとすると、ぐっと腰を掴んで引き戻される。

「あの……何か……って――何するんですかっ！」

　ふっと頬をキースの唇がかすめる。

「なっ、なっ、次やったら……」

　さらに言葉を重ねようとしたエミーリアだったけれど、四方八方から突き刺さる視線に固まった。

　グウェンダリンの視線が特に痛い。

「――また、あとで」

　言うなり、キースはするりと身を翻して行ってしまう。残されたエミーリアは、頬に手を当てた。

　――やられた！

















第十一章　秘密指令は夜這いと共に












　ラティファが部屋に戻り、サイデルの手を借りて寝支度を始めたところで、エミーリアも自分の部屋に戻ることを許された。

「疲れたぁ……」

　部屋に入ったとたん、ずるずると床に座り込む。

（まったく、なんてことしてくれるんだか……）

　不意打ちでキスされた。唇がかすめた頬がまだ熱いみたいで、手で思わず触れる。

　あのあとはものすごく大変だった。キースに興味ある令嬢達に囲まれて、あれやこれやと言われ、追い払うのに大変だった。

　ラティファには興味津々のまなざしを注がれるし、つっこまれるし。シンシアときたら、にやにやしてその様子を見守っているのだから、質が悪い。

（明日からはもっと忙しくなりそうだし、気合いを入れておかないと）

　明日から、ラティファは国内を視察して回ることになっている。

　結婚してこちらにとどまる可能性もあるけれど、グランディール王国の制度を自国にも取り入れようとしているらしい。

　そんなわけで彼女のスケジュールはびっしりと詰め込まれていて、ほぼ毎日のようにあちこち出歩くことになっている。

（……本当に、狙われている自覚、あるのかな）

　まあいい。

　明日は早起きしないといけないし、さっさと眠って、明日に備えよう。

　ルイを見ると、鳥籠の隣に置いてやったクッションをベッド代わりに眠っているようだ。

「……のんきなものね」

　要求されていた生ハムは持ってこられなかったから、眠っている方が文句を言われないし、楽でいい。明日、厨房に行って何かもらってこよう。

（キース殿下のことは、考えない、考えない）

　ささっと入浴をすませ、寝間着に着替えたところで大きくあくびをする。

　たいした仕事はしていないと思っていたけれど、ラティファに無礼な真似をする者がいないか見張るのに忙しくて、やはり気を張っていたらしい。

（……明日は、ラティファ殿下のところに行く前に警護の手配を確認しないとだったわね）

　明朝、最初に女官長と一緒に警護の手配を確認する。シンシアとサイデルも一緒だ。遅刻するわけにはいかない。

　もそもそとベッドに潜り込もうとしたら、こんこんと窓が叩かれる音がした。それからひそひそと「エミーリア嬢！」と名前を呼ぶ声まで聞こえてくる。

（……なんで、窓から声がするのよ）

　エミーリアはぎゅっと眉間に皺を寄せた。

　だって、ここは三階なのだ。窓から声が聞こえてくるのはおかしい。

（嫌な予感しか、しないんだけど）

　とはいえ、放置しておくわけにもいかない。聞き覚えのある声でもあったし、しぶしぶ窓に近寄って開け放った。

「やあ」

「何やってるんですか、殿下」

　窓枠にしがみついていたのはキースだった。ここまで外壁をよじ登ってきたらしい。エミーリアの顔を見てへらっと悪びれない笑みを向けてくる。

「何って……夜這い？」

「アラヤダ、キュウニヒエコンデキタワ」

　平坦な口調で言うと、エミーリアは窓を閉じかけた。

「わ、待て。ちょっと待て！　今のは冗談だからっ」

「今のは、じゃないですよね？　さっきも何かやってくれましたよね？」

「あれはだな……！　というか、真面目に中に入れてくれないか。いつまでもここにいたら見回りの騎士に怪しまれるだろう」

　怪しまれるも何も、押しかけて来たのはキースの方だ。

　ため息をつきながらも、改めて窓を開く。キースに向き直ると、彼はえいやっと窓枠を乗り越えて中に入ってきた。

「夜這い発言は聞かなかったことにしておきますが、……年頃の女性の部屋に夜中に侵入するだなんて、感心しませんわね」

「さっき、あとで行くって合図しただろ。ダンスした時にもあとでって言っただろ」

「……合図？　あとでって、まさか部屋まで押しかけてくるとは思いませんよっ！」

　先ほどキースがキスしたばかりの頬を指でつつかれて、エミーリアは飛び上がった。

　あれで今夜行くということになるなんて、完全に恋人レベルだ。

　キースは、エミーリアの察しのよさを過大評価しているらしい。キースとの間に恋人レベルの以心伝心なんてありえない。

（――ってそうじゃなくて！）

　自分に突っ込んだエミーリアは、じっとりとした目をキースに向けた。

「あれが合図だとは思ってなかったですけど、まあいいです」

「よくはないって、顔が言ってるぞ」

「それは、しかたないです」

　エミーリアはむくれた表情になった。だって、キースのせいであの後大変だったのだ。

「……でも、あれで他の貴族達を追い払うことはできただろう？」

「……はい？」

「俺が口説いてるとこだって、公表したも同然だから、当面他の貴族はお前には近寄らない」

　そういうこと……だったのか。

　キースがエミーリアにちょっかいを出して見せたのは。

　ありがたいと思えばいいのか、乙女の頬を奪いやがってと腹を立てればいいのか、微妙になってきた。

「ま、俺が他の男を寄せ付けたくないってのも本当のことだけど。これで、女官の仕事に集中できるだろう」

「あ……ありがとうございます？　殿下」

　それはどうかと思ったけれど、一応お礼は言っておく。令嬢達に睨まれるのは困るけれど、大勢の男性陣にアプローチされるよりはまだましだ。

　窓枠に腰かけたキースは、舞踏会の時とまったく変わらない格好だった。

　たぶん、ラティファと一緒にエミーリア達が引き上げた後も、会場に残っていろいろと仕事をしていたのだろう。他の貴族との顔つなぎとか情報収集とか。

「真面目な話、ラティファ姫のことをどう思う？」

「どうって言われても……そうですねぇ……」

　真摯な顔で問われたところで困ってしまう。まだ、ラティファの人となりもよくわかっていない。

「そうですねぇ、変わっていると言えば、お世話をサイデルさんにしかさせないことくらいでしょうか」

「サイデルに？」

「ええ。着替えも彼が手を貸しているみたいです。手伝うと言ったら、さっくり断られました」

　エミーリアの言葉に、キースは怪訝そうな顔になる。

「俺が着替えに手を貸すって言ったら、お前どうする？」

「全力でお断りしますけれど」

「だよなー」

　窓枠に腰かけた彼は、うーんと唸って両手を組んだ。

　この国の女性達と比較したら羞恥心の薄いエミーリアでさえ、着替えを男性に手伝わせるのは若干ためらう。

　若干であるから緊急事態には手伝ってもらうかもしれないが、今のところその必要にせまられたことはない。

「あとは……王族の方にしてはちょっと手がごつごつしてる……かなって。でも、剣をたしなんでいたら、そうなる気もするんですよねー。私も、人のことは言えないし」

　ほら、とキースの前で手をひらひらとさせる。

「……そうだな」

「どさくさ紛れに手を握るのはやめてください、殿下」

「おや、おかしい。勝手に手が」

　何が勝手に手が、だ。

　――でも。

「でも、これはお前が頑張った印だろう」

　正面からそんな言葉を向けられたら、それ以上何も言えなくなる。

　こちらの世界ではスポーツの大会なんてないのに、続けてきた努力を認められた。それだけで充分で。

　慌てて手を引き抜くのもなにか違う気がして、耳がじんわりしてくるのをどうにもできなかった。

「わかった。エミーリア嬢」

「はい？」

　キースが何をわかったのか――エミーリアはさっぱりわからなかった。首を傾げたら、彼は満面の笑みで宣言した。

「交換日記をしよう」

「交換日記？」

　交換日記ってどこの小学生だ。

　というか、なんでキースと交換日記をしなければいけないのだ。彼の真意がわからなくて、じろりと見るのと同時に手を引き抜いた。

「あ、いや……ほらあれだ。ラティファ姫についての情報が欲しいんだよ」

「直接お聞きになればよろしいでしょうに。だって、ラティファ殿下って殿下との縁談があっていらしているのですよね？」

「おい、何言ってるんだ。そんなわけないだろう。俺は、お前が女官長になるまで待つからいいんだ」

　それって、どうなのだろう。王族なのだから、政略結婚しなければいけないだろうに。

「なら、ジャレッド殿下ですか？　それはちょっと困る……クリスティナ一人だけだっておっしゃっていたのに」

「兄上の時は困って、俺の時は困らないってどういうことだ」

「……全然困りませんから」

　はぁっとため息をついて、キースの肩が落ちた。

「言っただろ？　タリム王子が王太子候補に挙がってきた関係で、ラティファ姫の身にも危険が及ぶ可能性があるって」

「そうでしたね。その分、私も注意を払っているつもりですし、報告も上げてますし」

　今のところ、無礼な真似をする者も、怪しげな行動に出る者も見なかった。

「それはわかっている。ただ、ラティファ姫の関係者にお前としょっちゅう話をしているのを気づかれたくない」

　それはなんとなくわかるような気がした。

　ラティファとしても、自分の世話係が、王族としょっちゅう話をしていたらいらない勘ぐりをしたくなるだろう。

「だから、ラティファ姫の様子を書いて俺に届けてほしい。俺からも、知った情報は流すから。あと、シンシア嬢とエミーリア嬢の情報共有も頼む」

　なるほど、とエミーリアはようやく納得した。要は交換日記というよりは文通……というか、正確には情報交換ということか。

「女官長に出す報告書とは別に、報告書を送れということですね。でも、それはどうやってお届けします？　どなたに頼んだらいいのですか？」

　エミーリア自身の手で届けるわけにもいかないだろう。妃教育の時と違って、キースのところに行く用事なんて、しょっちゅうあるわけじゃないし。

　けれど、キースの答えはエミーリアの予想とは全然違うものだった。

「お前のあの鳥、配達人代わりに使えるだろう？　俺の部屋、覚えているだろうし、届け物はよくやっているよな」

　以前からキースとの連絡にルイを使っていたからそういう発想になるのもわかる。けれど、キースの部屋の位置を覚えているってどういうことだ。

「なんで、殿下の部屋をルイが知っているんです？」

「さっき、俺の部屋でがつがつ俺の夜食食ってたぞ」

　キースの言葉に、クッションの上でぐぅぐぅ寝ていたルイががばっと起き上がった。

　そして、窓から逃走しようとするルイの足を掴んだエミーリアは、ルイの目を正面からのぞき込む。

「ちょっと、ルイ？」

「や、僕知らないしー」

「知らないしーじゃないでしょう！　殿下に謝りなさいっ」

　いつの間にか単なる鳥に擬態するのをルイもエミーリアも忘れていたけれど、キースはそこを追及するつもりはないみたいだった。

















第十二章　新たな任務スタート！












　翌朝、エミーリアはすっきりとした気分で目を覚ました。キースとの交換日記、いや、報告書は、随時ルイを使って送り届けることになっている。

「というわけで、よろしくね」

「それって僕の仕事じゃない気がするんだよねぇ……」

　にっこり笑ったエミーリアに仕事を押し付けられたルイは、ものすごく嫌な顔をした。

　ルイの仕事は、エミーリアの守護天使である。だが、このところエミーリアの周囲はものすごく平和なので、ルイに守ってもらう必要はない。

「何を言っているの。できる限りのことはしないと！」

　というわけで、今日から新たな任務のスタートである。

　女官の制服は黒を基調としている。襟と袖口は白で、胸の前に並んでいる飾りボタンは金だ。スカートの裾はいくぶん短めの動きやすい作りである。

　靴は個人の履きやすいものでいいということで、エミーリアが選んだのは、実家から届けてもらった一足だった。以前、妃教育の時に持ち込んでキースに叱られたのと同じように靴の中に鉛が仕込まれている。

　本来王宮に危険物は持ち込めないのだが、最悪の事態に備えてエミーリアも最後の砦のような役を与えられたために、特例で認められた。

　向かった女官長の部屋には、もう全員集合していた。部屋のテーブルには大きな地図が広げられていた。

「こちら、護衛係のゲイルよ。今日の視察ルートをもう一度確認させてもらえるかしら」

　女官長の側にいる中年の男性は、王立騎士団の騎士であり、女官長の夫でもある騎士のゲイルだ。

　王立騎士団で騎士として務めているだけあって、立派な体格の持ち主だった。生真面目そうな表情に、時々浮かべる笑みが印象的だ。

　妃教育の間は別件の捜査をしていたそうで、今まで顔を合わせる機会はなかった。今後は、彼と行動する機会が増えるだろう。

「王宮を出て、まずは西に」

　ゲイルが地図を指で示す。

「……遠回りですよね？　……ああ、この道は狙撃しやすいからですか」

　シンシアが地図を見て一瞬考え込む表情になったけれど、すぐに自分で答えを出した。なぜ、シンシアがその答えに行き着いたのか、エミーリアにはさっぱりわからない。

「……狙撃って？」

「ここ」

　シンシアの指が押さえたのは、地図上にある建物のうち一つだった。

「今日の目的地の学校は、王宮を出て南にまっすぐに行くのが一番近道でしょ。でも、そうしないということは、この建物を避けたんじゃないかと思って。この建物からなら、弓矢で馬車を狙いやすいだろうし」

　そう言って、シンシアは慌てたようにゲイルに向き直った。

「素人考えで……ごめんなさい。警護の方の立てた計画に文句を言うつもりはないんです」

「いや、それで正解だ。それと、こことここに人員を配置して、あらかじめ怪しげな人間がいないか確認しておく」

　ゲイルの指が、地図を的確に押さえていく。

「……なるほど、そういうこと。ごめんなさい、私は全然わかりませんでした」

　要人の警護なんて、前世でも今生でも経験したことがない。ゲイルが何を考えて移動計画を立てたのかも、さっぱりわかっていなかった。

「私達が計画を立てるわけではないから、作戦は立てられなくてもいいのよ。ただ、今日の道筋でどこを特に警戒しなければならないかだけはよく頭に入れておいて」

　女官長の言葉に少しだけほっとする。それからいくつかの点を確認して、今度はラティファの部屋へと向かった。

「おはようございます、ラティファ殿下」

「……おはよう」

　二人揃って挨拶をした時には、ラティファはもう完全に支度を終えていた。

　今日のドレスは鮮やかな青。やはり襟がつまったデザインだ。どうやら、アザール王国ではあまり肌を露出しないのが流行らしい。

　シンシアがラティファとサイデルに今日のスケジュールについて説明している間に、エミーリアは隣にある寝室をてきぱきと片付ける。

　そうして時間になったところで、馬車に乗るために移動した。

　サイデルは馬の手綱を握って、馬車の側に控えている。

（……ずいぶん厳重ね）

　要人だから当然なのかもしれないが、馬車の周囲は護衛の騎士に固められている。サイデルも、馬で同行するようだ。

　ゲイルをはじめとした騎士達も出発の準備を終えて、あとはラティファが馬車に乗り込めばいつでも出立できるというところまできたその時、不意に、サイデルが大声を上げた。

「こいつ、何のためにここにいる！」

　こんなところで敵襲かと、慌てたエミーリアはサイデルの方に視線をやり、別の意味で悲鳴を上げそうになった。

「ぎゃー！　ぎゅー！」

　サイデルの手に足を掴まれて、ばたばたしているのは白い鳥。つまりエミーリアが連れて歩いているルイだ。

「怪しいやつめ。さては、姫様を襲撃するつもりだろう」

　オウムの爪で引っかかれたり、嘴でつつかれたりしたら痛いのはわかるが、サイデルのその発言はいかがなものか。そして、エミーリアの目の前で、サイデルは問答無用でルイの首を捻ろうとしていた。

「わわあああああ、サイデルさんっ、その鳥は放してもらっていいですか！　首捻るとかやめてぇぇっ！」

「……この鳥は、ずっと姫様を見ている。怪しい」

「この子が見てたのはラティファ殿下じゃなくて、私っ！　私だからっ！」

　慌ててサイデルの手からルイをひったくった。ぐったりとしていたルイを、揺さぶったらぱちりと目を開く。ほっとしつつも、ひそひそとエミーリアはささやいた。

「ちょっと、ルイ、あなた何やってるのよっ」

「キース殿下に見張ってろって言われたからさぁ……」

「なんで殿下の言うことを聞いてるのよっ」

「いやだって、君も心配だったし……一応、守護天使だし……」

　エミーリアを守りに来てくれたのはともかくとして、なぜ、キースの命令にしたがっているのだ。

（まさか、生ハムにつられたとかじゃないわよね……？）

　生ハムごときで買収されていたらどうしよう。

「……どうしたの？」

　ようやく騒ぎに気づいたらしいラティファが、こちらへ歩み寄ってくる。エミーリアの手にいる白い鳥に気がついて、彼女は目を瞬かせた。

「申し訳ありません。私の飼っている鳥なのですが、脱走してきてしまったみたいで。放してやれば部屋に帰ると思うのですが」

「この国では、侍女も鳥を連れて王宮に入ることができるの？」

「室内飼いのできる小動物に限られていますが、許されています。遠くから都に働きに来る人もいるので寂しくないようにという心遣いですね」

　正確には侍女ではなくて女官だが、侍女にも女官にもペット同伴は許されている。

　エミーリアの知っている範囲では、新人女官が連れてくるペットはたいてい小鳥かリスといった小動物だ。散歩に連れていく必要もないし、えさ代の負担も犬や猫と比較すると安くすむからだ。

　二人ほど犬を飼っている女官もいると聞いているが、彼女達は新人ではなく五年以上お勤めしているベテランだ。捨て犬を拾って面倒を見ているらしい。

「ルイはよく脱走するのです」

　と、脇からシンシアが口を挟む。妃教育の間も何度かルイが出歩いているのを見ているから、シンシアもルイの存在はよく知っていた。

「鳥籠の扉は開けてしまうし、窓からも脱走してしまうんです。ちゃんと帰ってくるのでもう諦めました」

「あれはミアンでしょう。オウムの中でも賢い種類だから、脱走くらいしてもおかしくはないわね。ただ、私の国では、ミアンを暗殺に使うこともあるの。なるべくなら、この子はサイデルに近づけない方がいいわね」

「どういうことでしょうか？」

　いくら賢いとはいえ、ミアンはオウムの一種である。暗殺に鳥をどう使うのか、エミーリアには見当もつかなかった。

「たしか、ミアンの爪や嘴に毒を仕込むのではなかったですか？　爪や嘴で傷を負えば、確実に死にいたるように」

　シンシアは話に聞いたことがあったようだ。シンシアの言葉にラティファはうなずいた。

「ええ。成功率はあまり高くないけれど……ミアンが賢いと言っても鳥ですものね。でも、人が行けないところでも行けるから」

「とりあえず、サイデルさんには近づかないように言っておきます。いいわね？　あの人には近づかないこと」

　慌てたエミーリアは、ルイをぽいっと放り投げた。解放されたのを幸いと、ルイはばたばたと飛び去っていく。

（今の話からすると、暗殺を恐れてぴりぴりしてるのでしょうね）

　ラティファの同母兄であるタリムは、急遽王太子候補に挙がったという話は聞いている。

　一夫多妻制を取っているからこそ発生した問題であるのだろうが、暗殺に使えるくらい賢い鳥を無造作にラティファに近づけてしまったのは、エミーリアの失態である。

　ラティファは笑って許してくれたが、女官長に報告して改めて謝罪しなくては。

　今日、ラティファが視察に訪れたのは、都から少し離れたところにある学校だ。この学校には、主に農業を営んでいる家の子供達が通っている。

　貴族の子女は家庭教師につくのが一般的だが、貴族ではない子供達はよほどの富豪の家の子供でもない限り、初等教育は学校で受けるのが一般的だ。

「この学校では、鶏を飼っているのね。あと牛も」

「卵と牛乳を販売しているそうです」

　今日視察に訪れた学校では、農繁期には一週間ほど学校が休みになる。家の手伝いをしやすいようにというために作られた制度だ。

　教員の給料は国が支払うが、備品は、各家庭の負担となる。

　そんなわけで、鶏と牛を子供達が育て、卵と牛乳は学校が持っている直売所で販売される。その収益を学校の備品の購入費用にあて、家庭の負担を少なくする工夫をしているそうだ。

「アザール王国には、学校という制度がほとんど存在していないから参考になりました」

　視察を終えて馬車に戻ったラティファは、視察の結果に満足したようだった。

「それなら、字を読めない人の割合が多いということですか？」

「ええ。兄はそれも改革したいと思っているようなのだけれど……まだ、手が回らなくて」

「教師を探すのも大変ですしね」

　シンシアとラティファが話しているのを聞きながら、エミーリアはこっそり馬車の外に目を向ける。すぐ側を馬で進んでいたサイデルと目が合って、慌てて視線をそらした。

（すっごく睨まれてる気がする……！）

　朝、ルイが引き起こした騒ぎを考えれば、睨まれてもしかたのないところではあるのだろうけれど。

（ルイに暗殺術なんて仕込んでないんだけどな……）

　そんな手段を使うことがあるとは思ってもいなかった、今回はしかたない。あんなことがあったのだし、ルイもサイデルには近づかないだろう。

「こちらでも似たようなものだと思いますよ。学校があるのって、王都の近くだけだって聞いていますし……ねえ、シンシア、そうだったわよね？」

「エミーリアの言うとおりです」

「人口が少ない地域では、子供の数も少なくて、学校を作れません。ですが、ウィンボーン子爵家の郵便馬車のおかげで、だいぶよくなったと聞いています」

　前世の経験から、字を読めない人は少数派だとエミーリアは思っていたけれど、実は、この国の識字率は七割程度らしい。

　ここ十年ほどで五割から七割に上昇したのだそうだ。というのも、父の郵便事業に携わっている者達が、手紙を集めたり配達したりしながら、その地域で暮らす住民達に字を教えて回ったからだ。

　御者が、文字の読み書きと基本の計算だけは教えたために、識字率は上昇したと聞いている。

「なるほど……郵便馬車の御者は、皆字が読めるの？」

「文字の読めない人のために、手紙を読んであげたり代筆したりするのも、郵便馬車では、御者の仕事なんです。最初は文字の読み書きができる人を集めるのに苦労したので、行く先々で文字を教えて、人材の確保に励んだと聞いています。文房具代や教科書代はウィンボーン家が負担したと父が言っていました」

　まあ、と興味深そうにラティファが身を乗り出してくる。

「郵便馬車の視察もお願いできるかしら……ええと、国境付近の学校のない地域でどう子供達と勉強しているのかを見てみたいわ」

「……ええと」

　それってどうなのだろう。エミーリアはシンシアと顔を見合わせた。

「それは、帰ってから検討させていただけませんか。国境付近の学校のない地域まで視察に行くとなると……警備の手配も大変になると思うので」

「そうですね。郵便馬車の視察となるとウィンボーン子爵の協力……ええと、父も断らないとは思いますが、そのあたりの調整も必要になりますし」

　シンシアの言葉に、エミーリアも付け足した。ラティファは一瞬考え込んだが、すぐに微笑みに表情を変えた。

「お願いできたら嬉しいわ」

「かしこまりました。では戻ったら、女官長に相談してみます。すぐに許可が下りるかどうかは、私にはわかりませんが」

　まずは、ジュリア女官長に話を通し、そこから王族との協議に入ってもらう。ラティファは国賓だから、彼女の警護の手配も必要だ。許可が下りるまでには、時間がかかるはず。

　馬車が王宮に戻ると、サイデルがさっと手を差し出して、ラティファが下りるのに手を貸す。その様子はいつもやっているという慣れた気配が感じられた。

「ラティファ殿下のお世話は私がするから、あなたは女官長のところに行って話をしてきたらどう？　ウィンボーン家の都合もあるだろうし、あなたが行った方が、話は早いでしょう」

「でも……一人で大丈夫？」

　シンシアがそう言う通り、話は早くすむだろうが、一人にしておいていいのだろうか。

「大丈夫よ。基本的にサイデルさんに任せているでしょう、あの方」

「わかった、ちょっと行ってくるわね」

　シンシアの言うことにも一理ある。

　なにせ、郵便事業を一手に担っているのはエミーリアの父親だ。王宮を通じてのやりとりになるとはいえ、互いをよく知っている相手の方が何かとやりやすい。

　女官長の部屋に行くと、忙しそうに報告書をチェックしているところだった。王宮の裏方仕事についての情報は、最終的に全て彼女に上げられるので忙しい。

「ただいま戻りました。それと、ラティファ殿下から、国境の近く、人口の少ない地域で教育を行っている郵便馬車を視察に行きたいというお申し出があったのですが……」

「……郵便馬車を？」

　眼鏡の位置を調整しながら、女官長は考え込む表情になった。国境付近に行くとなると、どうしても警備が薄くなる。

　もちろん、護衛をつけないというわけではないが、今日の視察とは事情が変わってくる。

「陛下にも相談してみるわ。アザール王国との国境に近々キース殿下が向かうことになっているから、それに合わせられればなんとかなるかもしれないし」

「キース殿下が？」

「ええ。アザール王国の第二王子との会談が入っているそうよ。おそらく、先方は我が国との仲を深め、王太子への後押しを依頼するつもりなのでしょう」

「それって、ラティファ殿下が危険ではありませんか？　たしか、同腹のお兄様であるタリム殿下が王太子候補に急浮上したことで、ラティファ殿下の身にも危険が及ぶ可能性があると聞いた気がするのですが」

　そんなところで、第二王子との会談の場までキースに同行してしまっていいのだろうか。

「ええ……ただ、先ほど届いた知らせなのだけれど、タリム殿下は少し前から、表に出なくなっているそうよ。そのため、彼の支持者達も手を引いたようね」

「……そんなことになっているなんて」

　女官長ならばともかく、一介の女官であるエミーリアは、そこまでの事情を知る手段もない。今、初めて聞かされて驚いた。

「ええ。なので、ラティファ殿下の身に危険が及ぶ可能性は低いのではないかと思うの。もちろん、油断はできませんけれどね」

　タリムが王太子争いから脱落したのなら、今さらラティファに手を出す必要はないだろう。女官長の言う通り、油断はできないが。

　報告をすませたエミーリアは、ラティファの部屋に向かいながら考え込む。

（……あとで、お父様にも聞いてみよう）

　国内中に郵便馬車や商品を運ぶ馬車を走らせている父の所には、国内外からの噂話も集まってくる。

　アザール方面なら、最近ダール豆の輸入の件で馬車が往復する回数も増えているし、おしゃべりの好きな商人からも何か聞いているかもしれない。

（ラティファ殿下の方が落ち着いたら、クリスティナのところに様子を見に行ってみようかな）

　他国の王族を迎える準備にかかりきりになっていて、クリスティナに会う時間も取れていない。

　普通なら、王太子の婚約者に会うなんてなかなか許可が下りないが、従姉妹でもあることだし、クリスティナも断らないだろう。

　ラティファのところに戻る前に、自室に立ち寄る。机の上に置いてある便箋を一枚取り、大急ぎで視察の件をしたためた。

　本棚の上に置いたクッションでくつろいでいたルイに、折りたたんだ便箋を押しつける。

「ルイ、ちょっとキース殿下のところまで行ってきてちょうだい」

「……えー」

「殿下の夜食、食べちゃったんでしょ。先払いしてもらった分は働きなさい」

　女官長からも話は行くだろうが、話が出た時のラティファが妙にのりのりだったことまでは報告していない。

（……こんな報告で役に立つのかな）

　不意にそんな気になったけれど、頼まれたことだし、一応連絡するだけは連絡しておこう。






　ラティファから下がる許可が与えられた後、エミーリアはクリスティナの部屋を訪れた。

　けれど、部屋の扉を開けた瞬間、固まってしまう。

「……あいたたたっ」

　クリスティナの部屋、ベッドに横になってマッサージを受けているのはグウェンダリンだ。そして、マッサージをしているのがクリスティナ。どう見ても立場が逆だ。

「ちょっと、それおかしくない？」

「おかしくないわよ……って、力入れすぎ！　勢い任せに押したら痛いでしょうに」

「……エミーリアに教わった通りにやっているのに」

　グウェンダリンの足裏をマッサージしていたクリスティナがしょんぼりとした顔になる。

「……ジャレッド殿下にしてあげたいって、私達が練習台になっているの」

　ひそひそとメイリーがささやいた。

「なるほど」

　ジャレッドがクリスティナを選んだのは、ほんわかふんわりした癒し系だからというのが大きな理由らしい。自分の部屋に戻ってまでぎすぎすしていたくないのだろう。

　心だけではなく、肉体的にも癒してやろうという心意気は買いたいところではあるが、相手が痛がっているのでは、癒しにはならない。

「ああああああっ、そこ……だめ……だめ、だってば！」

　ぎゃーぎゃーわめいているグウェンダリンにはかまわず、エミーリアはクリスティナの横に座り込んだ。

「だめだめ。痛かったら効いているってわけでもないの。力は調整しないと」

「……そうなの？」

「そうよ。ちょっと代わってみて？　えいっ」

「痛いっ」

　力任せに押してみるエミーリアの背後に立ったメイリーが、興味津々のまなざしで手元を眺めていた。

　上半身を持ち上げたグウェンダリンが、じっとりと恨みがましい目でこちらを見つめてきた。

「……今、思いきり押したわよね？」

「ええ、ちょっと試してみただけ……ちょっと肩がこっているのではないかしら？　あとはええと……」

　今度はきちんと力の加減をし、足の反射区を押しながら、体調を探っていく。

　以前と比較すると、グウェンダリンに対してエミーリアの口調が若干砕けてきているのは、侍女モードを完全に取っ払っているからである。

　女官モードでもなく、クリスティナの従姉妹モード発動中なので、グウェンダリンに対しても、友人的立場なのだ。

　妃教育をくぐり抜けた今、親しい友人とまではいかなくとも、グウェンダリンともメイリーともそこそこの関係を保っている。社交上の付き合いは、自分できちんと管理できる範囲で広い方がいい。

「週三回くらいはした方がいいわよ。あれは、体調を整える意味もあるから」

「そう言えば肩がこっているってどうしてわかるの？」

　メモ帳片手にメイリーがのぞき込む。どうやら、彼女も本格的に勉強に乗り出してきたみたいだ。

　足裏の反射区と呼ばれる場所を押すことによって、体調を整えるリフレクソロジーの基本を、『異国渡りのマッサージ』として簡単に説明してやる。

「一度に覚えなくても平気よ。あとでメモ渡すから。それと、あまり痛くしなくても効果はあるから。施術中寝てしまうくらいでちょうどいいかな……」

　ものすごく痛い方式もあるが、エミーリアは痛いのはイヤだ。だから、前世で施術を受ける時も自分で施術できるよう勉強する時も、あまり痛くない方法を学んだ。

「ウィンボーン子爵家って本当にいろいろな情報が入ってくるのね……あっ、そこ、そこ気持ちいいかも」

　実験台になっていたグウェンダリンが、ふぅっと息をつく。

　それも当然。前世から、修業してきたゴッドハンド。始めたばかりのクリスティナと一緒にしてもらっては困る。

「聞きかじりの知識だから、記憶違いもあるかもしれないけれど、マッサージに関しては、さんざん練習したから、自分でもいい腕してると思うわよ」

　足裏の反射区について説明してやり、受けている相手が心地よいと思う力の入れ方についても説明する。片足を終えた時には、グウェンダリンはうとうととしていた。

　ここまできてようやく本題を思い出した。

「そうそう、私、こんなことしに来たんじゃなかったのよ。アザール王国の王族について、知っていることを教えてもらえないかしら。ラティファ殿下もサイデルさんも基本的なことしかお話にならないから、何がどうなっているのかよくわからないのよねぇ」

　アザール王国には、先日亡くなった王太子カーレルを筆頭に、十人近い王子がいる。

　次の王太子候補としては、第二王子エリク、第三王子ユン、そして第四王子タリムが有力だったそうだ。ユンとタリムは比較的仲がよく、エリクとタリムの仲は良好ではないらしい。

　ユンは辞退しただけではなくタリムを推す方向に回ったために、タリムが候補者として急上昇したという事情があるそうだ。

「タリム殿下は、素敵な方よ。一度だけお目にかかったことがあるけれど。ラティファ殿下とよく似ているわね。ただ――やっぱり第四妃の子供ということで、国内での立場はあまり強くないという印象だったわ。正直、王太子候補と聞いて驚いたもの――あっ、そこは痛いっ」

　グウェンダリンは侯爵家の娘なので、王太子の婚約者となる前のクリスティナやエミーリアが出席しないような会にも呼ばれる機会が多かった。どうやら、そこでタリムと顔を合わせる機会があったらしい。

「でも……タリム殿下は王太子候補から外れたと聞いたけれど。国内の支持者達も彼から急速に離れているのですって」

　と、口にしたのはクリスティナ。

「うん、それはさっき女官長から聞いたけれど、ラティファ殿下から聞いてないのよねー。まあ、下っ端女官ごときに国の大事を言いたくないっていうことなのかもしれないけれど」

「……替わってくれる？　今度はちゃんとできると思うの」

　話をしている間、ずっとエミーリアの手元を眺めていたクリスティナは、自信満々で場所を替わる。

「ここでしょ？　こうしたらいいんでしょ？」

「あああああっ、痛い、痛いってば！」

「……そんなに力を入れているわけじゃないのに」

　腕をばたばたとさせて、グウェンダリンがベッドの上で暴れまわる。変ねぇとクリスティナは首をかしげたけれど、メイリーがぼそりとつぶやいた。

「……わざとやってるんじゃないかという気がしてくるわ」

「それについては、コメントは差し控えておくわ。王太子殿下が、グウェンダリン嬢より痛みに強いことを祈るしかないわね」

　ジャレッドを犠牲にする前にグウェンダリンを犠牲にしておいた方がいいのではないかとも思ったが、それ以上のことは口をはさむのはやめた。






　もろもろの事情を考え合わせ、関係各所への調整もすませた上で、郵便馬車の視察をする許可が下りた。現在王太子に一番近いとされている第二王子エリクとキースの面談にタイミングを合わせるのが条件とされている。

　会談の日程は、まだ最終的な調整中であるから、そちらが決まるまではラティファの視察も新しい動きはない。

　ラティファがグランディール王国に入って二週間。エミーリアとシンシアはラティファのお世話係として忙しく過ごしていた。

「ええと、レターセットを補充して……あとは、化粧品を補充して……あと残っている仕事はなんだっけ？」

　エミーリアはてくてくと歩きながら、シンシアに問いかけた。

「ラティファ殿下への招待状の返事。来週、あなたの家に行くのでしょう、それでその前に会いたいって招待状が殺到しているわよ」

「ああ、そうだった。お父様は大喜びだったけど」

　ダール豆の取引の急増には、ウィンボーン子爵家が大きく関わっているということもあり、ラティファの希望する訪問先の一つにウィンボーン家も含まれていた。

　子爵家より先にラティファと会見する機会を得たいという貴族からの招待状がひっきりなしに届けられているのである。

　屋敷への招待が無理であれば、王宮に訪問する許可を得たいと、面会希望の手紙もひっきりなしに届く。そんなわけで、エミーリアとシンシアの仕事は急に増えていた。

「悪いけど、今夜はあなたにお任せするわね」

　今夜はシンシアの実家であるディーン伯爵家の夜会に出席するため、シンシアは伯爵家側の人間としていったん実家に戻ってラティファの応対をするのだ。

　そのため、今夜はラティファの側にいるのはエミーリア一人。

「任せてちょうだい。まあ……ラティファ殿下のお世話は楽だけれど」

　使用人であるのは事実なので、使用人扱いされるのには文句はない。

　だが、ラティファは身の回りのことはほとんどサイデルに任せてしまうし、我儘な性格でもない。世話をする側としては、非常に楽な相手である。

　そのままシンシアは実家に戻り、エミーリアはラティファに侍女として随行し、ディーン伯爵家を訪れた。

　今日のラティファは、鮮やかな緑のドレスを身に着けている。たしかに、彼女の肌の色には原色が合う。

　金糸と銀糸でびっしりと刺繍を施されたそれは、とても華やかなデザインだ。今日のドレスもやはり襟が高く、その上からダイヤモンドを連ねた首飾りが輝いていた。

　サイデルにまた暗殺を疑われても面倒なため、ルイには先にディーン伯爵家に行ってもらった。

「なんで僕をこき使うのさ！」

　とぶぅぶぅ文句を垂れていたが、夜食の生ハムとチョコレートケーキでつった。夜食でつられてくれるのだから、単純なものである。

　今日は、制服でのお供を許されたので、エミーリアはとても気楽だった。

（意外と、この格好楽でいいのよねー）

　貴族のお嬢様を十八年やってきたので、ドレスも完全に身体に馴染んでいる。けれど、女官の制服はいつも着ているドレスより動きやすいし、この方が気楽でいい。

　国外からの賓客に顔を繋ごうと、ディーン伯爵家には多数の人が集まっていた。ウィンボーン子爵より先にラティファと会おうということだろう。

（……ラティファ殿下と面会の機会を得るなんて、そうそうないものね）

　そして、ラティファの周囲には多数の若い男性が集まっていた。

（美人だものねぇ……）

　エミーリアは、子供の頃から決められた婚約者がいたので、ああいう風に囲まれたことはなかった。

　今ならよりどりみどりらしいのだが、女官の制服で控えているエミーリアに声をかけてくる者はいない。

　そして、サイデルにも、多数の令嬢がちらちらと視線を送っていた。

（まあ、美形ではあるしね。ちょっと気になるというのもわかる気はする）

　彼のよく日焼けした肌も、切れ長の瞳も、グランディール王国内ではあまり見かけないタイプだ。異国情緒というかエキゾチックというか。

　背も高いし、体格もしっかりしていて、顔立ちも整っている。上質の衣服に着られてしまうのではなく着こなしているところから、高位の貴族であろうとも推測できる。

　口数が少ないと言えば少ないが、コミュニケーションに不自由するレベルではない。実際、エミーリアが見ている限りでは、令嬢達にもあたりさわりない対応をしていた。

　そんな素敵な男性と一曲踊ってみたいという彼女達の気持ちはわからなくない。

　だが、ラティファが手を上げて合図すると、サイデルは彼を取り囲んでいた令嬢達の群れから上手に抜け出した。

　彼女の側で何か話していたかと思ったら、エミーリアの方へと歩いてくる。

「……エミーリア嬢、少しよろしいだろうか」

「……何か？」

「姫様がストールを馬車から持ってきてほしいそうだ」

「でも、私は今、この場を離れるわけには」

　ラティファから目を離すわけにはいかない。どうしたものかと思っていたら、サイデルは重ねて「姫様のご命令だから」と口にする。

「姫様は、私がきちんとお側についているので安心してくれてかまわない」

「わかりました」

　命令とあらばしかたない。サイデルが見てくれているというので、しぶしぶストールを取りに馬車へと戻る。

「ええと、ストール、ストールっと。アザール王国と比べたら、こっちはちょっと涼しいのかもね」

　アザール王国は、グランディール王国より南にある。エミーリアはさほど寒いと思わないけれど、ラティファからしたら寒いのかもしれなかった。

　馬車に残されていたストールを手に、エミーリアは邸内に戻ろうとする。けれど、そこにルイが大慌てでやってきた。

「大変、なんかラティファ姫に男が近づいてる！」

「は？　……サイデルさん、側にいるって言ってたのに！」

　なんでサイデルは肝心の時にこうなのだ。ラティファから目を離していては意味がないではないか。

「エミーリア、こっちこっち！」

　ルイに導かれるままに、エミーリアは暗い外廊下を勢いよく走り抜けた。

「いた！」

　外廊下から庭園に下りる階段のところで、ラティファと男が揉めている。

「ラティファ殿下ぁぁぁっ！　こんなところで、何やってるんですかぁぁぁっ！」

　ひょいと手すりに飛び乗ったエミーリアは、そこからラティファの腕を掴んでいる男に向かって飛び蹴りをくらわせた。

　男がよろめいた隙に、ラティファと男の間に入り込んで声を上げる。

「誰か来て――！　不審者！」

　ラティファを背後にかばい、迎撃姿勢を取ったエミーリアは相手をじっと見すえた。

（あらやだ、私ちょっとカッコいい！）

　今日は、ラティファのおつきとしての参加で本当によかった。子爵家令嬢としての盛装だったら、こんな風に相手に蹴りを食らわせるとかできなかっただろうから。

「――この国に縁づこう――なんて許さないぞ」

　低い声で男が言う。そして、彼は身を翻した。

「待て――！」

　男を追いかけようとして、すんでのところで思いとどまる。エミーリアの蹴りを食らっても、相手はさほどこたえた様子はなかった。

　だとしたら、うかつに踏み込むのは危険だ。一人で後を追って、何かあったら大問題になる。

「ルイッ！　追って！」

「おっけぇ！　会場にあったローストビーフで手を打つ」

「さっさと行きなさい！」

　エミーリアの声に追い立てられるようにして、ルイは男の後を追って飛んでいく。

（どこまで追えるかはちょっとわからないけど、ルイ……鳥目だし……）

　ルイはオウムなので、あまり夜目がきかないのだ。守護天使ではあるが、そこは普通の鳥と変わらないらしい。そんなわけで、途中で見失う可能性も大いにあるが、エミーリアが追いかけるよりはいい。

「え、ええと……エミーリア？」

　ラティファは呆然とした様子で、エミーリアを見ている。

「殿下、サイデルさんから離れてはだめですよ。それから、襲われたら、次は大声を上げてください。私が間に合わなくても、誰か来ると思うので――私が離れてしまったのが、一番問題だとは思うのですが」

　正直なところ、エミーリアを側から外したのはラティファだし、勝手に外に出てしまったので文句の一つや二つ言いたいところではあるが、下っ端女官に言えるのはこの程度。ここでは、このぐらいにしておこう。

　ここでようやく伯爵家に仕えている騎士達が駆けつけてくる。

「ああ、来た来た。あちらに怪しい男が逃げていったの。追ってくださる？」

　エミーリアの言葉に、騎士達は一斉に顔を引き締めた。一番偉いらしい騎士が他の騎士に指示を出し、バラバラと散っていく。

「とりあえず、部屋を用意してもらいましょう。そこで少しお休みになった方がよろしいかと」

　シンシアに頼んで別室を用意し、厨房に頼んで、気持ちを落ち着けるハーブティーを運んでもらう。

「ハーブティーです。どうぞ」

「あなたも飲んで……それで、その、怒っているかしら？」

　ソファに座り、カップを手にしたラティファは上目遣いにこちらを見た。怒っているというより、困っているというほうが正解だろうか。

　エミーリアも落ち着かないのは事実だったので、ありがたくラティファの向かいに座らせてもらう。

「でも、キース殿下からお庭で話そうって伝言をいただいたんだもの」

　エミーリアはしかめっ面になった。どこかで聞いたような話だ。

　妃教育の開かれている最中、ジャレッドからの呼び出しを受けたグウェンダリンが誘拐されかけるという事件があった。

　なんで、世の中の女性は王子からの呼び出しに弱いのだと追及してみても始まらないだろうけれど、額に手をやってしまう。

「王宮ではなかなか時間が取れないから、ここでゆっくり話そうって……」

　ジャレッドならばともかくキースなら、エミーリアが口を出すべきことではないはずだ。

　なのに。

「……それならそれでいいのですが。キース殿下なら、必要があれば部屋まで押しかけてくるので、王宮の外部でこっそり話す必要はありません」

　先日、三階にあるエミーリアの部屋までキースが押しかけてきた時のことを思い出した。

「それって、あなたが殿下の恋人だから？」

　またもや上目遣いで問われて、エミーリアは口にしたハーブティーを吹き出しかけた。今のは、墓穴を掘ったかもしれない。

「……殿下とは、そういうのではないです。仕事上、急いで私と話をしたいことがあったそうで」

　交換日記の申し込みではあったが、仕事にかかわっているのも事実だったから嘘ではない。

「本当に、サイデルさんの目の届かないところには行かないようにお願いしますね」

　エミーリアの言葉に、ラティファは不承不承うなずいたのだった。

















第十三章　ラティファにせまる危機、エミーリアに近づく王子












　不審者の捜索で騒然とするディーン伯爵家にシンシアを残し、エミーリア達は先に王宮へと戻った。

　先ほどの件があるからか、サイデルはラティファの側にぴたりと張り付いている。

「悪いのだけれど、もう一杯ハーブティーをもらえるかしら。あなたも付き合ってくれる？」

「かしこまりました」

　ようやくラティファの部屋に戻り、気持ちを落ち着けるハーブを何種類かブレンドする。このあたりの調合もルイに教わったもの。健康管理もばっちりなのである。

　ソファに向かい合って座るように指示されて、向かい側の席に座った。

（なんだか、胃が重いなぁ……）

　慣れない女官生活でストレスがたまっているのだろうか。

「あら、どうかした？」

　胃のあたりを手で押さえてみたら、目の前にいるラティファが首をかしげて問いかけてくる。エミーリアは首を横に振った。

「急にこのあたりが重くなって、大丈夫です。なんでもないです」

　キースとラティファを頭の中で並べてみる。うん、お似合いだ。

（……あれ？）

　けれど、頭の中で二人を並べてみたら、やはり胃のあたりがぎゅーっとなった。なんで、こんなに胃が痛くなるのだろう。

（思っていたより……ラティファ殿下のお世話が大変だった？　でも、そんなに我儘な人じゃないし……胃が痛くなる方がおかしいんじゃ）

「エミーリア嬢、無事か！」

　無意識のうちに、胃のあたりをさすっていると、キースが部屋へと飛び込んできた。

「キース殿下、安否を確認する相手をお間違えです」

　こういう時、エミーリアより国賓のラティファの方を先に心配すべきだろう、普通。

　けれど、キースの顔を見たら、捩れるみたいだった胃がすぅっと軽くなる。

「……ラティファ姫も無事のようでなにより」

　改めてラティファの方に向き直ると、ラティファはキースに向かって頭を下げた。一応、悪いとは思っているらしい。

「ディーン伯爵家におとがめは……」

「とがめなしというわけにもいかないだろう」

「ですよね……」

　おそるおそる切り出したエミーリアに向かって、キースは首を振る。エミーリアは目を伏せた。ラティファが勝手な行動をとったのが原因とはいえ、伯爵家の責任を問わないわけにはいかない。

「でも、私が勝手な行動をしたからで……ディーン伯爵家に迷惑をかけるわけには」

「その件についても、後で話はさせてもらう。とにかく、無事でよかった。エミーリアを少し借りてもいいだろうか」

「もちろんかまいません。あとのことはサイデルに任せます。エミーリア、お話が終わったら、部屋に戻っていいわ」

　部屋の外に出たところで、エミーリアはキースの方に向き直った。

「……厳罰にはならないですよね？」

「勝手に出ないようにと言ったのを破ったのはラティファ姫だし、そんなには重い罰にならないよう、俺からも父上に頼んでおく。ただ――」

　そこまで口にして、キースははっとしたように口を閉じた。疑問を覚えたエミーリアが口を開く前に、わしゃっと頭を抱え込まれる。

「な、何するんですか！」

（……しまった……！）

　密着させられているというか、抱きしめられているというか、むしろ拘束されているというか。この状況をどう説明したらいいのだろう。

　キースの腕に抱え込まれてしまって、エミーリアは棒立ちになる。

「危険な目に遭わせて悪かった。俺のミスだ」

　ここが、王宮の廊下であるということも、ラティファの部屋を出てすぐだということも、エミーリアの頭から完全に抜け落ちていた。

　キースの胸に額を押しつけているから、彼の心臓がどきどきしているのがこちらにも伝わってくる。

「最終的に、ラティファ殿下をお守りするのも私の役目ですよね？　側を離れたのは、私の失態です」

　エミーリアがラティファ付きになった事情には、すぐ側にいても怪しまれない護衛を期待されているという一面もある。

　いくらサイデルに言われたからとはいえ、持ち場を離れるべきではなかった。というか、ストールなんか伯爵家の使用人に取りに行ってもらってもよかったのだ。

　そう思いいたれば顔を上げることもできなくなって、キースの肩に額を押しつける。

「そういう役を与えておいて言うのもなんだけどな、無茶はするな」

「……はい」

　調子に乗りすぎるのがよくないところだというのは、以前キースに釘をさされたことがある。

　その時のことを思い出した。

　顔が熱くなって、自分の鼓動がやけに大きく聞こえてくる。

（こんな風に、どきどきするの……やだな……）

　不意にそんな想いにとらわれる。

　求婚を断っておいて今さらではあるけれど、もしかしたら……。

　そして、この感情はすごく危険だと頭の後ろの方で警鐘が鳴り響く。今のエミーリアには、キースとの関係に恋愛感情なんて入り込む余地はないのだ。

　右腕としてエミーリアを欲しいと彼は言ってくれたのに、女官としての道を選んだのはエミーリア自身。その選択を後悔するような真似はしたくない。

　だから、エミーリアは全力でその警鐘に従った。ふわふわしている今の気持ちをぐっと抑え込む。

「ん、それでいい。無理はするな――だが、ラティファ姫のことは頼む」

「かしこまりました」

　そう返事をしたのに、まだ顔は上げられないままだ。

　そうしたら、キースは抱え込んだエミーリアの頭をわしゃわしゃとかき回してきた。そのおかげで、少しだけ力が抜けたような気がする。

「……髪、崩れるのでやめていただけるとありがたいです」

　結局、そんな可愛げのないことしか口にできない。最後にもう一度、大きくエミーリアの頭をかき回し、ようやく解放してくれた。

「疲れているところ悪いが、これから事情聴取の時間とさせてくれ」

「わかりました。どちらに行きましょう？」

　連れて行かれたのは、キースが仕事に使っている部屋だった。

　入り口に、二人の騎士が警護するように立っている。

「最初から頼む」

「ストールを取りに行き、戻ってきたところ、ラティファ殿下が妙な男に腕を掴まれていました。それで、飛び蹴りを食らわせたというだけのことです」

「男の特徴は？」

「暗かったので。背が高そう……くらいしか。あ、でも」

　そう言えば、逃走前に男が口走っていたような気がする。「この国に縁づこうだなんて許さない」と。それを告げたら、キースは渋い顔になった。

「ラティファ殿下と、キース殿下の間に縁談が出ているってことですか？」

「出てない、出てない――妃教育開催が決まるより前に、兄上とラティファ姫を結婚させてはどうかと話が出たことはある。内々の話だから、外には知られていないと思うが」

「でも、王太子殿下は、クリスティナ一人と決めていますよね？」

　エミーリアは身を乗り出した。一番肝心なのはここだ。

「当時は、クリスティナ嬢を迎えると決めていたわけじゃなかったけどな。あの頃は、いろいろとばたばたしていたし、それどころじゃなかったというのもあるが」

「ああ、そうでしたね……」

　当時を思い出して、エミーリアは遠い目になった。あの時は、本当に大変だった。

「今、相手を殿下に変えて改めてお話を進めているんじゃないですか？」

「そういう噂もあるな。が、噂は噂だ。気にする必要はない」

　やはり、胃が痛い。

　胃のあたりを押さえたら、キースがいぶかしげな目を向けてくる。慌ててエミーリアは手を振った。

「スミマセン、なんでもないんです……ただ、このところお腹が痛くなることが多くて」

「そうか。無理はするな。難しいかもしれないが」

　無理をするなと言われても、きっとまた無理をしてしまう。エミーリアの性分は、変わらないだろう。だが、キースの言葉にはうなずいておいて話題を変えた。

「そう言えば、タリム殿下は、今、何をしてらっしゃるのですか？　王太子争いからは脱落したとか消息不明だとか噂だけは、私も聞いていますが」

「それはわからない。他国のことに必要以上に口を突っ込むわけにもいかないだろう。行方が知れなくなっているという話は聞くが、こっちが捜索隊を出すわけにもいかないしな」

「……そう、ですか」

　父に情報収集を頼んでいるが、何か有益な情報は入っているだろうか。

　嫌な予感を振り払うように、エミーリアは首を振ったのだった。






　朝になって戻ってきたルイはしょんぼりしていた。

「ルイ、昨日は悪かったわね」

「途中で見失ってしまってごめんね」

　ルイの夜目がきかないのは彼のせいではないし、ディーン伯爵家の騎士達も見失ってしまったのだからしかたない。

「さっき、厨房でもらってきたからこれ食べて」

　ディーン伯爵家からローストビーフを持って帰ってくることはできなかったが、王宮の厨房からもらってきたベーコンとハム、それにチーズをルイに差し出してやる。今日はサービスで林檎とオレンジもつけてやった。

「わぁい。労働のあとのご飯はおいしいよねぇ」

　がつがつとハムに顔をつっこんでいるルイは幸せそうだ。しょんぼりしていたのが、急に羽根の艶までよくなったようだ。

「私はもう仕事に行くけど、あなたは今日は一日休んでいていいから」

「そうさせてもらうよ。徹夜だったし」

　今度は、チーズに顔を突っ込むルイの頭を撫でてやってエミーリアは自分の部屋を後にした。まずは女官長のところに行かなくては。

　もう報告があったようで、女官長も事件についてある程度は知っているみたいだった。

「困ったものね」

　ずれてもいない眼鏡を二本の指で押し上げながら彼女は嘆息する。エミーリアもつられるようにため息をついた。

「勝手に持ち場を離れ、申し訳ありませんでした」

　そこは事実であるから、女官長にも改めて詫びを入れる。その様子に、彼女はうなずいた。

「あなたが素直に謝罪するとは思わなかったわ」

「サイデルさんに頼まれたとはいえ、ラティファ殿下を一人残したのは本当のことですし」

「そうね。でも、貴族出身の女官の中には自分の非を認めたがらない人も多いのよ。私が平民出身だからというのもあるのだろうけど」

　役人は、平民にも広く門戸を開いて人材を募集している。もちろん、合格するには多大な努力が必要だ。

　そして、たいした後ろ盾もなしに女官試験を突破した女官長は、自分の力で今の地位に上り詰めた。だが、彼女の言うことに素直に従わない者も過去にはいたのだろう。

　残念ながら、後ろ盾のない女官長をあなどる者は多い。

「あなたは、そういう人達とは違うみたいね。期待しているわ」

「女官長は、すごい人ですから！」

　思わずそう口走ってから赤面する。期待しているという言葉一つで、こんなにも舞い上がってしまうなんて考えてもいなかった。

「……そうね、そこそこやってきたとは自分でも思うけれど」

　エミーリアの剣幕に押されたのか、少しだけ彼女は苦笑いの表情になった。それから、エミーリアの方に向き直って真剣なまなざしになる。

「あなたのその素直に自分の非を認めて、謝罪できるのはいいところだと思うわ。そのままでいてちょうだい」

「あ、ありがとうございますっ」

　じんわりと耳のあたりが熱くなってくる。キースに誉められた時より、ある意味嬉しいかもしれなかった。

「ラティファ殿下の件については、こちらから殿下達との縁談がなくなったという情報を流しておくわ。それが広まれば、当面の間は問題を抑えられるでしょう」

「……そうでしょうか」

　たしかに、昨日の男はラティファに向かってこの国に嫁ぐのは許さないようなことを言っていた。ならば、この国との縁談がなくなるのが一番早いことであろうけれど、それだけで終わるかどうか。

「あなたの懸念もわかるわ。でも、やれる限りのことはやっておきましょう。噂を消滅させるには、キース殿下とあなたの婚約を発表するのが一番早いのだけれど、そうする？」

　くすりと笑って付け足され、エミーリアはふくれっ面になった。

「女官長まで……そういうことをおっしゃるから……」

「冗談よ、冗談。まだ入ったばかりでやめられたら困るもの。あなた達には、もっと頑張ってもらわないとね」

「頑張ります」

　それからいくつか細々とした報告をし、指示を受けてから、女官長の部屋を後にする。

（噂になるのはどうなんだろうなあ……）

　キースとのこと、意外と広く知れ渡っているようで、時々こうやってネタにされるから困ってしまう。

　彼の好意を素直に受けられる状況ならばまた違うのだろうが、今のところエミーリアは彼の好意を受け入れる予定はない。

　ラティファの部屋に入った時には、彼女はもう起床して、支度を調えたところだった。シンシアは、寝具を交換しているところだ。

「姫様はお疲れだ。話は、後にしてもらいたい」

　あいもかわらずべったりとラティファに張り付いているサイデルが、エミーリアを部屋の外に追い出そうとする。

「今後、昨日のようなことは困ります。ご無礼を承知で申し上げておりますし、私をラティファ殿下の担当から外すとおっしゃるのであればそれでもかまいません」

　真正面からエミーリアに見つめられて、たじろいだようにサイデルが視線をそらす。

「昨日は、私が悪かったわ……ごめんなさい。本当に、悪いことをしたと思っているの。ディーン伯爵家にもあとでお詫びにうかがうつもり」

　その点は、エミーリアが何か言うべきではないので黙って頭を下げておく。

「シンシアにも謝罪するわ。昨日のことは完全に私が悪かった」

「姫様がそこまでする必要は」

「サイデル！」

　口を挟みかけたサイデルだったけれど、ラティファの剣幕に押されて黙り込んだ。シンシアもまたエミーリアのように無言で一礼する。

　王族が詫びを入れるというのはめったにない。自分の行動の責任を、きちんと取るつもりなのだと思えば、余計な口を挟む気もなくなる。

「サイデル、少し外してちょうだい」

「――ですが」

「いいえ、外して。ここはエミーリアとシンシアがいてくれるから、大丈夫よ」

「かしこまりました……外を、見回ってきます」

　ラティファが目で合図したのを受けて、サイデルが不承不承と部屋の外に出ていく。別に、本当に見回ってくる必要があるというわけではないだろう。

「……こうなったからには、あなた達にも事情を説明しておくわ。国の恥をさらすみたいだから、話すつもりはなかったのだけれど」

　そう前置きをして、ラティファは二人にソファに座るよう合図する。顔を見合わせたエミーリアとシンシアは、素直にラティファの示す場所に座った。

「長兄のカーレルが亡くなったのは、あなた達も知っていると思う。病死と発表はされているけれど――長兄の死因は毒物の摂取。毒殺されたの」

「……そんな」

「おそらく、兄か弟の誰かが裏にいるのでしょうね」

　エミーリアもシンシアも言葉を失った。

（王位争いで死者が出るなんて……いや、歴史上何度も繰り返されてきたことではあるのだろうけれど）

　前世では、王位争いを間近に見る機会なんてなかった。どこの国でも王位の継承権については厳重に定められている。

　時にはそれを覆そうとして、自分より王位継承順が上の者を暗殺しようとしたり、クーデターを起こしたりなんていう事件が報道されたこともあったけれど、はるか遠い馴染みのない国の出来事。身近な事件として認識したことはなかった。

　グランディール王国に子爵令嬢として生まれ変わった後も、王位争いなんて歴史上の出来事にしかすぎなかった。

　現国王もスムーズに即位したし、現在の王太子であるジャレッドを弟王子のキースはしっかり支えている。ジャレッドが王位を継ぐことに反対する貴族もおらず、王国は平和だ。

「アザール王国では、王位継承順は生まれた順ではないのですか？」

「基本的には、生まれた順に王――私達の父が決めることになるわね。ただ……我が国は一夫多妻なので、それゆえの弊害というのも出てくるの」

　シンシアの問いに、ラティファは静かに返した。

　現在の王は、娘であるラティファの目から見ても好色な男性らしい。

　妃は、タリムとラティファの母親である第四妃までの四人だが、正式に妃にしていない愛人も多数抱えているために、子供の数が大変多い。

　そして、正妃の息子であるカーレルが王太子となったのであるが、彼をその座から引きずり下ろしたいと願う王子は多数いた。

　王太子暗殺事件が発覚すると、犯人とされたのが、ラティファの兄であるタリムなのだという話だった。

「……そうなのですか？」

「兄は、そんなことをする人ではないわ……少なくとも、私はそう信じているわ」

　ラティファの言葉に、シンシアとエミーリアは顔を見合わせる。

（……ええと、お父様からの情報にはなんてあったかな……）

　アザール王国はエミーリアにとって馴染みのある国ではない。ダール豆の輸入をするようになって初めて興味を持ったくらいだ。

　だから、父親に頼んでアザール王室の情報を集めてもらった。

（王太子カーレルは、人望の厚い人だった……はず）

　では、ラティファの兄であるタリムはどうだっただろう。父に頼んで情報は集めてもらったが、さすがに何人も王子がいると、一度には思い出せない。

「タリム殿下に王太子を暗殺しなければならない理由なんてあるんでしょうか。少なくとも、不必要に国内に争いを起こそうとする方ではないと父からは聞いています」

　ダール豆の輸入にあたり、タリム王子が便宜をはかってくれたというような話も、先日父は初めて手紙に書いてきたのである。

「今後は、我が国との仲をより良好なものにするために力を尽くしたい、父にはそうおっしゃっていたようですが」

　実際、タリムはアザール王国の都を離れ、グランディール王国との国境近くに移動して、グランディール王国の商人達のために力を貸してくれていたはずだ。

　その裏には、グランディール王国との繋がりを深めて、自国内の立場を強力なものにしたいという意志もあったのかもしれない。だが、国内に争いを起こしてまで、次代の国王になろうとまでは考えていなかっただろう。

「兄を担ぎ上げようとしている者達は、兄ならば利用しやすいと考えているのでしょう。母は下級貴族の血筋で、高位貴族相手には腰が引けるところがあるし。それに、私も利用したかったでしょうね。兄の役に立つ相手に嫁がせるにはちょうどいいもの」

　なんでもないことのようにラティファはにっこりするけれど、エミーリアはしかめっ面になった。

（ここでも、政略結婚なんだから……）

　エミーリア自身、父の決めた相手と結婚するはずだった。

　どうやって婚約を解消しようかと思っていたら、相手の方から破棄してくれて「なんてラッキーなのっ！」と大はしゃぎしたのはさほど遠い昔ではない。

（……家同士の繋がりが大事だというのもわかるけれど）

　だからこそ、アディルから破談を申し込まれるまで、エミーリアの方から婚約破棄なんかしなかった。

「でも、兄は利用されるのを潔しとしなかった。それで、彼らの申し出を断ったのだけれど……逆に、それを利用されたのではないかと思うわ……私は、二番目の兄が怪しいのではないかと思っているけれど」

「では、今タリム殿下は何をなさっているのですか？　行方が知れないような話もあったと思いますけれど」

　自分でも酷なことを聞いている自覚はある。だが、今聞かなければラティファの口は閉ざされてしまうような気がしてならなかった。

「自分の濡れ衣を晴らすために、身を隠して……仲間の協力を得て情報を集めているところよ」

　そう口にする、ラティファの口調は重いものだった。

「……どちらにおいでになるのかはラティファ殿下もご存じないのですよね？」

「ええ。兄は、私には何も言わないから。それで行方不明という噂になっているのでしょうね」

「敵も一枚岩ではないということでしょうか」

　どうもおかしいと思っていたが、敵の思惑は一つではないような気がする。

　タリムの居場所を知るためにラティファに接近しようとしている者と、ラティファの縁談を真実と信じ込んでそれを阻止しようとしている者がいるのではないだろうか。

「そうだと思うわ。たぶん、私を捕らえようとしているのは先ほど怪しいといった次兄。この国との縁談を止めようとしている方は……わからないわ。兄のため、私を国内に嫁がせたい貴族の関係者かもしれないわね」

　ラティファがため息をついたその時、妙な気配を感じてエミーリアは窓の外に目をやる。まさか、王宮に怪しい人物が出入りしているとか……？

　こうなるのがわかっていたら、窓の外にでもルイを待機させておいたのに。

「どうしたの？」

　シンシアが問いかけてくるのに、しいっと唇に手を当てて言葉を遮る。それから、エミーリアはばっと窓に駆け寄った。

　カーテンを勢いよく開き、窓をがばっと開く。

「サイデルさん！　サイデルさん！」

　エミーリアが声を上げるのと同時に、誰かが身を翻して逃げ出す気配がする。どうやら、窓の外からこの部屋をうかがっていたようだ。

「エミーリア殿、何があった！」

　違う方面を見回っていたサイデルが、慌てた様子でこちらに向かってくる。

「そっちに何か逃げた！」

　エミーリアの言葉に、サイデルは素早く反応した。腰に手をやったかと思ったら、彼の右手が勢いよく翻る。

　彼の手から放たれたものが、何かにぶつかったような音がした。続くのは、低いうめき声。

「やるじゃない！」

　思わず声を上げる。だが、足音は止まる気配もなく、そのまま走り去ろうとする。

　エミーリアは窓から飛び出して後を追いかけようとして思い直し、窓枠に手をかけたその場で止まる。相手の力量がわからないまま後追いするのは厳しい。

　いや、うっかり飛び出しかけたが、非常にまずい。

「エミーリア殿！　あなたはそこに、姫様を頼む！」

　そうだった、エミーリアはラティファの側を離れてはいけないのだった。

　今までの経験から、調子に乗ってはいけないということはさすがに学んでいる。サイデルがそのまま後を追っていくのを、その場で見送る。

「何があったの？」

「誰か、外にいたみたい。今、サイデルさんが追いかけてる」

　シンシアに問われ、室内へと振り返った。ラティファは顔を強張らせている。エミーリアは窓のところに立ったまま、外に目を向けていた。

「……逃げられた」

　しばらくして戻ってきたサイデルの手には、血の付いた小さなナイフが握られていた。

「エミーリア殿、助かった」

「いえいえ、こちらこそ……それより、相手は怪我をしたってことですか」

「ああ。俺の投げたナイフが当たったらしい。姫様は問題ないか？」

「ここで見張ってたけど、怪しい人は来ませんでした。戻って、今の状況を報告しましょう。はい、ここからどうぞ」

「どうぞって」

「誰も気にしませんよ、そうでしょ？」

　窓越しの会話、窓枠を叩くエミーリアにサイデルは苦笑いした。そうしておきながら、サイデルも後に続いて入ってきた。

「お帰りなさい、エミーリア。サイデルさんも、大変でしたね」

　困った様子で笑いながら、シンシアがねぎらってくれる。

「申し訳ございません。エミーリア殿が手を貸してくださったにもかかわらず、取り逃がしました」

　サイデルが、ラティファに向かって頭を下げる。ラティファは彼に向かって気にしないようにと手を振った。

「――国から連れてきた者の中に、私達の敵がいるということなのでしょう。誰と結んでいるのかまではわからないけれど」

　どこも同じだ。エミーリアは遠い目になる。

　かつて、この国の王立騎士団も国を揺るがすような大問題を引き起こしたことがある。どこにでも、悪いことを企む人はいるということだ。

「エミーリアも、ありがとう。何ごともなくてよかったわ」

「いえ、仕事ですから」

　ラティファの言葉に、エミーリアは頭を下げて感謝の念を返した。

「しかし……敵が身内にいるとなると、改めて注意を払う必要があるな」

　サイデルが渋い顔になった。

　今のところ、ラティファは国に帰れる状況ではないようだ。

「ラティファ殿下、お側に置くのは、グランディール王国の者だけにしますか？　ええと、サイデルさんは別ですが。その……お出かけになる時の護衛とか、そのあたりを」

「そうね……そうした方がいいのかもしれない。グランディール王国も大変な時なのに申し訳ないけれど」

　エミーリアの提案に、ラティファは考え込む表情になる。

「女官長に相談しましょう。私が行ってくる。今のことも報告しておいた方がいいだろうし」

「……そうね。お願い」

　シンシアが立ち上がり、一礼して部屋を出ていく。

　何もなければいい、シンシアを見送りながら、エミーリアはそう願わずにはいられなかった。






　キースから呼び出されたのは、その日の午後だった。

　ラティファの部屋を探っていた者について聞きたいらしい。

　怪しげな男を追って窓から飛び出しそうになったところまで報告をすませたら、キースは不機嫌な表情になった。

「それで、思わず窓から飛び出しそうになったと」

　睨まれて、エミーリアは身を縮めた。ついうっかり、身体が動いてしまったのだから、しかたない。

　不審者の追跡は女官の仕事には含まれないし、エミーリアは完全に素手なので分が悪い。次は靴でも投げつけてやろうかと考えているが、あの時はそんなことも考えつかなかった。

「思いとどまりました！　サイデルさんがそこにいたので、追跡は彼に任せました」

　一応、そう付け足しておく。

　言い訳がましいとは思ったけれど、約束を破ったわけではない。ぎりぎりのところで思いとどまったのだから、セーフだ、セーフ。

「それでいい。危険なことはしなくていい」

　そう言われて、ほっと息をついた。キースに睨まれたかったわけではないのだ。あからさまに大きく息をついたエミーリアに向かって、彼は言葉を重ねた。

「エミーリア嬢、無理はするなよ」

　そう言われて、胸がふわっとなった。

（やっぱり、好きになってしまってるのかも……）

　なんで、と問われても明確な理由なんて思いつかない。ほんわか好意を持ってしまっているのはここ何日かの間、自覚しているところだ。

「はい。あ、でも……タリム殿下のことが気になります。ラティファ殿下もどこにいるのかはわからないそうで」

　王太子暗殺の嫌疑をかけられて、行方不明となっているタリム。身の危険を覚えて、グランディール王国に避難してきたラティファ。兄妹が再会したら、何か違うものが見えてくるかもしれない。

「無実を証明するために動いているとは聞いている。こちらから接触できればいいんだが」

「そのことなのですけど……父を使うのはどうでしょう？　このところ、アザール王国と行き来する馬車が増えていますし」

「ずいぶん熱心なんだな」

　エミーリアが、ラティファやタリムに肩入れしているのが、キースには不思議なようだった。

「ラティファ殿下も……帰れるのなら、帰りたいのではないでしょうか。自分の国に帰りたい。私なら、きっとそう思います」

　もう――日本には、絶対帰ることはできないから。

　エミーリアの前世――恵美――の家族仲は、けっしていいとは言えなかった。

　夢を叶えられなかった父は、その夢を娘に託した。今にして思えば、事故で娘も夢を絶たれてしまった後、どう接したらいいかわからなくなっていたのだろう。

　恵美の方も、そんな父と向き合おうとはしなかった。

　事故以来、家族で食卓を囲んでもどこか緊張した空気が漂っていて、その空気は消えることがなかった。

　こちらの世界に転生して十八年たった今も、あの頃の『恵美』の記憶も気持ちも残っている。だからこそ、父親に認められたいと願う気持ちが必要以上に強かった。

　こちらの生活に不満があるわけでもない。恵まれているのもわかっている。

　それでも、帰りたいと願ったことがないといえば嘘になる。

　ましてや、二度と戻れないエミーリアとは違って、ラティファが戻るのは隣の国。身の安全さえ保証されたら、きっと国に帰りたいだろう。

　兄の無実を信じているのなら、その嫌疑だって晴らしてやりたいはずだ。

（私に、そんな権限はない。それはわかっているけれど）

　ラティファに自分を重ねていると言ったら、笑われてしまうかもしれない。でも、できる限り力を貸したいと思ってしまったのだ。自分にそんな権限はないとわかっていてもなお。

「エミーリア嬢も同じように考えたことがあるとか？」

「私は……私がいるべき場所はここなので」

　その言葉と同時に、右手の人差し指で今立っている床を示す。

　過去の人生は終わっている。もう戻れないし、こちらで生きていくことに後悔はしていない。

　二人の間に、珍しくちょっとしんみりした空気が漂った。

「――違う、な」

「ちょ――、だからっ、そうじゃなくてっ！」

　やはり、どうあがいてもキースにはかなわないのだろう。気がついた時には、キースの腕の中。

（本当に、油断も隙もないんだからっ！）

　だいたい、キースの求婚はお断りしたというのに、以前より密着度が高くなっているのはどういうことだ。気持ちの方も、以前より近くなっている気がする。

「エミーリア嬢がいる場所は、ここだ」

「平手と拳、どちらがご希望です？」

　頭まで抱え込まれて密着させられて、顔が熱くなった。こうされるのが、嫌ではないから困ってしまう。

「どっちもごめんこうむりたい」

　笑ったキースは両手をぱっと離す。ついでのようにぽんぽんと頭を叩かれて、エミーリアはむっとした表情になった。

「タリム王子とラティファ姫の件については、父上も兄上も考えてはいるが、他国に乗り込むわけにはいかないしな」

「……そうですね」

　不意に話が元に戻って、エミーリアも目を伏せる。隣国の国情にまで口を挟むのは、やり過ぎなのはわかっている。

「そう言えば、アザール王国の第二王子エリク殿下ってどんな方なのですか？　今まで、アザール王国にはあまり興味がなかったので……王族の方まで把握していないんです。タリム殿下は素敵な方だという話は聞いたのですが」

　素敵な方という言葉に、キースの眉間に皺が寄る。いや、そんな顔をさせたいわけではなかった。

「他国に興味を持たないというのはどうなんだ？」

「伯爵家に嫁入りしてこっそりひっそり暮らす予定でしたし。面倒なことは全部アディル――アルヴァス卿に任せておけばいいかなと思ってましたっ」

　かつて、エミーリアが婚約していたのはアルヴァス伯爵家の跡取りであるアディルだ。

　結婚後は、伯爵家の領地に引っ込んで生活する予定だったので、伯爵家のことばかり勉強していた。エミーリアの家は、従兄弟に任せることになっていて、生家の商売もあまり気を配っては来なかった。今となっては、失敗だったと思っているが。

「エリク殿下はあまり我が国には関わってこなかったくらいの知識しかなくて」

　ウィンボーン子爵家としては、国境のところで、アザール王国の郵便事業者に郵便物を渡したり、受け取ったりという程度の付き合いはある。

　あとは国境を越えて商いに来る商人達と取引はしているが、王子達とまではさすがに付き合いはない。

「エリク王子は……そうだな、一言で言えば野心家なんだろうな。王太子に次ぐ身分でありながら、軍部に身を置いていたのもそのためだろう。騎士団を掌握しておけば、いざという時、自分の手足となって動く騎士をすぐに集められるからな」

「騎士団……ですか」

　いやな予感がして、思わず顔をしかめる。騎士団の人間には、先日嫌な思いをさせられたばかりだ。

「騎士団長に次ぐ副騎士団長という地位についていたはずだ。だが、お飾りではないぞ。一度会ったことがあるが、腕はたしかだ。政治的手腕については、俺は知らない。そもそも俺とエリク王子に個人的な付き合いはないからな」

「剣が強いって、なぜご存じなのですか？」

「昨年、妃教育の始まる直前にアザール王国を訪問したんだ。その時、手合わせをする機会があったが、まったくかなわなかった」

「……なるほど」

　そう言えば、そんなこともあったような気がする。

　当時はキースとは知り合いでもなんでもなかったし、王族が隣国と行ったり来たりするのは珍しい話でもないから完全に忘れていたが。

　まだ強くなる余地はあるだろうが、キースの腕もかなりのものだ。彼がかなわなかったというのなら、たしかにエリク王子の腕は相当なのだろう。

（サイデルさんとどっちが上なのかな）

　不意に、そんな思いにとらわれる。サイデルもけっこう強そうだが、二人がやりあったらどちらが勝つのだろう。

「ラティファ殿下がお国に帰れるのは、当分先になりそうですねぇ……」

「そうそう、アザール王国の件については、ウィンボーン子爵からすでに俺の方に報告が届いている」

　ルイに手紙を届けてもらったのだが、まさか王子に伝言を託すことになるとは思ってもいなかった。言葉にはしなかったものの、口角を下げて露骨に不満顔になってしまった。

「緊急で極秘だと判断したからだろ。本当なら、お前にも伝えるべきではないと思うんだが、ウィンボーン子爵がお前にも伝えておくべきだと主張したからな」

　ラティファの側にいるのが、エミーリアとシンシアである以上、今後も身辺が何かと騒がしくなることだろう。情報は与えておいてもらった方が、物事の判断はしやすいからありがたい。

　にやりとしてキースは続けた。

「情報を与えないと、お前が暴走するとも言っていたな」

「そこまで無謀じゃありません！」

「ただ、きちんと情報を与えておけば、その時必要な判断がきちんとできるとも言っていた。信頼されているな」

「……お父様ってば」

　信頼、という言葉に耳がじんわりと熱くなる。

　ぎくしゃくしてしまった前世の父とは違い、今生の父とは仲のよい親子であると思っている。だが、幸せな結婚をしてほしいという父の願いを断って女官となった手前、若干の後ろめたさもあった。

　信頼されている、というのならその信頼に全力で応えなければ。政略結婚とは違う形で、父の役に立てると証明してみせよう。

　それはきっと、キースの信頼に応えることにもなる。

　心の中で拳をぐっと握っていたら、キースの声で現実に引き戻された。

「それはともかくとして、だ。エリク王子――彼本人が直接繋がっているかどうかは別として、手の者が『闇の翼』の残党と繋がっている可能性がある。それがお前の父親が緊急でよこした報告だ。他の者には知られたくないから、子爵からの手紙は処分した」

　その言葉に、エミーリアの眉間にはものすごい深い皺が刻まれた。かつて、その名を持つ犯罪者集団にキースもエミーリアも思いきり迷惑を被ったことがある。

　いや、国を転覆させかねない陰謀だったので迷惑どまりにしておくのもどうかと思うが、とにかく迷惑したのであった。

「――シンシアには、なんと？」

　思いきり眉間に皺を寄せたままエミーリアはキースに問いかける。同僚に秘密を抱えたままではやりにくい。

「全て伝えておけ。彼女は信用できる」

「かしこまりました」

　キースの前で丁寧に一礼する。部屋に帰ったら、ルイからも詳しい話が聞けるだろう。

「まったく、お父様ったら」

　エミーリアは若干むくれながら自分の部屋へと戻る。信頼してもらったのは嬉しいが、そこまで暴走娘ではないのに、キースにあんな言い方をしなくてもいいではないか。

「信頼されているならいいじゃないか」

「……あなたは何か情報持ってないの？」

　じっとりとした目でルイを見る。

　そのルイはといえば、たった今どこからか帰ってきたところなのだが、なぜか足に塊ベーコンを掴んでいる。

　その辺にベーコンを置かれるのは嫌だったので、部屋でお茶を飲む時用に用意しているティーセットのソーサーを棚の上に出してやる。

　ベーコンは、そこに静かに置かれた。

「……もうちょっと国外のことにも気を配っておくべきだったねぇ」

　先ほどのエミーリアと同じように、ルイもため息をつく。

　ルイの仕事はエミーリアの守護なので、エミーリアに頼まれない限り他のことには彼の注意も向かないのだ。

「サイデルとラティファ殿下の関係もよくわからないし……ああいう信頼関係って、成立するものなのかしら」

「住むところが変われば、習慣もいろいろ変わるでしょ。日本人だった時代に、君だってなんども経験してるだろうに」

「それもそうなんだけど。なーんか、やな予感がするのよねぇ」

　エミーリアは窓の外に目をやった。そろそろ真夜中に近い時間だ。窓の外を眺めてみても、何か見えるというわけではない。

　今日もいろいろあって、本当に疲れた。女官の仕事って思っていたより大変だ。

「……マグナス卿、か」

　ルイがベーコンを囓りながら器用にため息をついた。

　かつて、その名で王国内に混乱をもたらしたのは、騎士団長の地位についていた男だった。

「あちこち飛び回って調べてきたけどさ、今、その名前がもう一回出始めてるんだよねぇ」

「なんでよ？」

「アザール王国との国境周辺で、その名を名乗る男が現れたらしいんだよね」

　がつっとベーコンをもう一口。

　ルイはただのオウムではなく守護天使であり、身体を動かすエネルギーは天地から吸収できるらしい。だから食べなくても全然支障はないけれど、食べることはやめられないそうだ。

「お父様からの伝言にはそんなこと入ってなかったけど」

「入ってないと思うよぉ。今さっき入手したほやほやの情報。君のお父さんにも教えておいたから、証拠を掴み次第、殿下に報告上がるんじゃないかな」

「お、お父様にって……どうやって？」

「手紙を書いて、届けておいたけど。そうしたら、これくれた」

　嘴でペンを挟み、強引に手紙をしたためたらしい。

　先回りして動いてくれるのはありがたいが、いつかそのうちただのオウムじゃないのがばれそうな気がする。

　というか、もうバレているのではないだろうか。どう見ても、ルイは隠す気ゼロだ。

















第十四章　王家の別荘へと向かうはずが












　アザール王国、第二王子エリクとの会談の日が近づいてきた。

　今回は王太子のジャレッドは都に残り、キースが国王の名代として出かける。

　アザール王国内では荒事が続いているらしく、国境での視察は、今回は見送られることになった。

　その代わりというわけでもないのだが、クリスティナが王家の別荘に滞在するのに同行することになった。ラティファを匿う意味もある。

　出発を間近に控え、エミーリアとシンシアも忙しくしていた。女官長の隣の部屋で、今回同行する騎士の一覧を確認しながら、シンシアが口を開く。

「私は今回は留守番ね」

「別の仕事をするのでしょ。私もそっちがよかったなぁ……」

　女官長がいないのをいいことに、エミーリアは深々とため息をついた。今回の別荘行き、気が重くてしかたない。

「それは、しかたないでしょう」

「そうね。クリスティナも、侍女はグウェンダリン嬢しか連れていかないと言うし、ラティファ殿下にはサイデルさんもいるし……人数を増やしても。しかたないのもわかるのだけど」

　別荘に滞在するのに大人数で仰々しくするわけにもいかないと、クリスティナも侍女はグウェンダリン一人しか連れていかない。

　ラティファの身の回りの世話は基本的にサイデルが行っているし、女官としてついていくのはエミーリア一人。

「キース殿下が、あなたをご指名だったのでしょ。諦めなさいな」

「サイデルさんもいるけど、護衛も兼ねてのことだって言われたら、嫌とは言えないわよね」

「グウェンダリン嬢が一緒に行くのなら。たしかにいろいろ大変そう」

「……そうなのよぉぉぉ……そこが問題なのぉぉぉ」

　シンシアに泣きついてみるが、彼女は冷たい目をこちらに向けただけ。

　クリスティナとラティファの間に挟まるのも気を使って大変そうなのに、そこに侯爵家の娘、グウェンダリンが加わるわけだ。

　サイデルも何を考えているのかさっぱりわからないし、今回の別荘行きは、あちこち気を配ることになりそうだ。早くも、胃のあたりが重くなってくる。

　騎士の一覧を確認し終えたシンシアは、今度は旅程表を取り上げた。そして、地図とその旅程表を見比べ始めた。眉間に皺を寄せて、旅程表に引かれている線の上にもう一本の線を引く。先ほど、エミーリアが線を引いたところだ。

「ここ、あなたも印をつけているけれど、私も気をつけた方がいいと思う」

「やっぱり？　警護部隊はゲイルさんが率いてくれるから安心だけど、一応注意はしておくわね。それよりこっちに残ったら何をするの？」

「メイリー嬢は、クリスティナ様の名代ね。私は、その付き添いだったり女官長のところで仕事をしたりって感じ」

　王太子の婚約者であるクリスティナが参加することになっていた催し物がいくつかあるのだが、今回の別荘行きでキャンセルすることになった。

　そこで、メイリーがクリスティナの名代として参加することが決められた。

　侍女という名目で王宮に上がってはいるが、もともとメイリーも名門貴族の娘だ。こういう場には慣れているし、身分的にも問題はない。

「そっちはそっちで大変そうね」

　どちらに行くにしても、楽はさせてもらえなそうだ。これも仕事なのはわかっているけれど、気が進むか否かは別問題だ。

「この状況だとどっちが楽なのかしら……」

「そっちの方が楽そうな気がする……だって、こっちはグウェンダリン嬢を相手にするのよ？」

「あー……そう言えばそうかもね。でも、やっぱりどちらも大変だと思う。私達、どちらも普通じゃない道歩いてしまっているし、諦めましょ」

　顔を見合わせて笑っていたら、ふいにシンシアが真面目な表情になった。

「そうね。このくらいで大変なんて言っていたらこの先のお勤めは難しいわね。お兄様の代わりに家をもり立てないといけないんだから」

　そう言えば、シンシアは、家を盛り立てるために女官としてお勤めすることに決めたのだと本人から聞いた記憶がある。

「そうね、私も女官長目指してるし、お互い頑張りましょ」

　不意にもやもやしていたのが、少し、晴れたような気がする。シンシアもキースに信頼されているのだと知って、少しもやもやしていたけれど、それは見当違いだったみたいだ。

「女官長とはあなたずいぶん大きく出たわね」

「そのくらい頑張らないとだめよ。お父様の進める縁談、全部お断りして女官になったんだから」

　あきれたようにシンシアがまた笑って、エミーリアも笑みを返す。

　それからいくつか確認しなければならないことを片付けているうちに、夕方になる。

「エミーリア、そちらで何かあったらすぐに連絡してちょうだい。こちらで手伝えることがあれば手伝うし」

「そうしてもらえると助かる。なんだか、すごーく嫌な予感がするのよ……だって、エリク殿下が『闇の翼』と結んでるとかマグナス卿が国境地域に出没してるとか言われたら不安にならない？」

『闇の翼』とは、かつてグランディール王国内を荒らしていた犯罪者集団のことだ。

　王立騎士団の団長ロイズ・フルヴィウス――彼がその地位につくまでに犯罪者集団が手を汚した――が関わっていたと言うこともあり、捜査は難航したが、なんとか壊滅に導けた。

　マグナス卿というのは、犯罪者集団に対して、ロイズが名乗っていた変名である。ロイズが牢に入っているのに、再びその名が表に出ることになるとは。

　その残党とアザール王国第二王子であるエリクが関わっているという話もあり、油断はできなかった。

「……どうなるかは、わからないけどね」

　不安は不安だが、できる限りの準備をしておくしかない。

（とりあえず、制服と髪飾りに細工させてもらうよう、女官長に頼んでおこう）

　持ち物検査をされても大丈夫なように、準備はしておきたい。役に立たない方がいいけれど。
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　そして出発当日、荷物が次々と馬車に積み込まれていくのを、エミーリアとシンシアは、二人で監督していた。

「エミーリア、ラティファ殿下のお荷物はこれで全部？」

「ええと、あとは……着替えのトランクがひとつ足りてないみたい」

「それは、今積んでいるところ。あなたの荷物は？」

「着替えはもう積んでもらったし、あとはこれだけだから」

　エミーリアは馬車の中で必要になりそうな品々の入った鞄を持ち上げてみせた。着替えのトランクは一つだけ。必要なのは女官の制服なので、それで充分なのだ。

「そう言えばルイはどうするの？　誰かに頼んだの？」

　ルイにはこっそりついてきてもらうことになっているが、あくまでも『食べて寝ているだけの可愛いペット』だ。

　エミーリアが留守にするのなら、面倒を見てくれる人も必要だけど、そのことは完全に忘れていた。

「昨日のうちに実家に送っておいたわ。女官仲間は皆忙しいから預かってほしいとは言えなくて」

　おほほと笑って誤魔化しておく。実際送られたかどうかは誰も気にしていないし、これで誤魔化されてくれただろう。

「それなら、私に頼んでくれてもよかったのに。ルイなら、面倒見るのもそんなに大変じゃないでしょ……でも、変ねぇ……私、今朝見かけた気がするんだけど」

　シンシアが首を傾げる。

（ルイのやつー！）

　自分がルイのことを忘れていたのは完全に頭から追い払って、エミーリアはため息をついた。

「気のせいよ、気のせい。似たような鳥はどこにでもいるでしょ……ああ、そろそろ出発の時間ね。荷物は全部積めたかしら」

　これ以上、細かいことを追及されたらぼろが出る。クリスティナとラティファが馬車に乗り込むのに気がついて、慌てて会話を打ち切った。

「何もないとは思うけど、気を付けてね」

「……ありがと」

　心配そうな顔をするシンシアに向かい、エミーリアも返す。実は、エミーリアも思いきり不安なのであった。

　クリスティナとグウェンダリンが並んで座り、その向かい側にエミーリアとラティファが並んで座っているけれど、車内には、微妙な空気が漂っていた。

（……なんでこの人選だったのかしら）

　グウェンダリンより、メイリーの方がまだ気楽だとは、口が裂けても言えない。

　クリスティナはラティファが自分のライバルになりうる存在だということを意識しているのかいないのか、まったく緊張感がないのはいつも通りだ。

「エミーリアが一緒に来てくれて嬉しいわ。最近、ゆっくり話をする時間もなかったもの」

「そうですね、妃教育が終わってからは、ほとんど会う機会もありませんでしたし」

　ここには四人しかいないが、念のために侍女モード発動だ。不思議そうにしているラティファに向かってクリスティナが微笑みかける。

「エミーリアと私は従姉妹なの」

「……そういうことなのですね」

「妃教育の間は侍女として付き添っていたから、毎日顔を合わせていましたものね。その時の働きが認められて、女官としてもお勤めすることになったんですよ」

　とグウェンダリンが説明してくれる。

　グウェンダリンは、ラティファに向けて王族相手の礼儀は守っているものの、どこかぴりぴりとした雰囲気を漂わせている。

　説明している間も、口元は微笑んでいるのに目元が微笑んでいないのが少し……いや、かなり怖い。

（ルイ、大丈夫かなぁ……）

　車内の空気から意識をそらすべく、エミーリアは窓の外に目をやった。

　なにせ、以前、サイデルに首を捻られかけたものだから、ルイにはあまり馬車には近寄らないように言ってある。

　行き先も教えてあるから、ひょっとしたら先回りしているかもしれなかった。

　窓の外に目を向ければ向けたで、ラティファ側の扉のすぐ外にぴたりとサイデルがくっついているのだから落ち着かない。

（……たしかに彼がここに乗り込んでくるわけにもいかないんだけど）

　いくらサイデルがラティファの着替えまで手伝うほど身近な存在だとはいえ、クリスティナやグウェンダリンと同乗するわけにはいかない。

「お茶でもいかが？　グウェンダリン、お茶を用意してもらえるかしら」

　そんな微妙な空気を破ったのは、クリスティナだった。

　以前は暴飲暴食から激太りしてしまったのだが、今は健康的なスタイルを維持している。食事に気を付けるのは変わらないが、適量ならばおやつも楽しめるようになってきた。

「かしこまりました」

　ここは侍女らしく、丁寧に返事をしたグウェンダリンが茶の用意を始める。移動中でも、茶の用意ができるように、湯を沸かすための設備が車内に用意されていた。

「では、私はお菓子を用意しますね」

　甘いものは口を軽くしてくれる。エミーリアは、ダール豆の粉――わかりやすく言うときな粉である――を使って焼いたクッキーを取り出した。

　おからで作ったクッキーはとにかく甘さ控えめカロリー控えめを重視で、厨房の料理人に工夫してもらったものだ。

　妃教育が終わった後、「あれ？　ダール豆が大豆ならきな粉も作れるんじゃないの？」ということにようやく思いいたり、今度はきな粉を用いたクッキーを作ってもらったというわけだ。

　和風の味わいはエミーリアにとっては懐かしいもの。

　グランディール王国内の女性達の間では『珍しいお菓子』ということになっているらしく、これまた流行しつつあるところだ。

　今回それを用意したのは、アザール王国から入ってきた食材を使ってラティファの興味を引けないかと思ったためである。

「まあ、ダール豆の粉でお菓子を作ったの？　こちらではこのようにして使うのね」

　クッキーの載った皿を差し出されたラティファは目を瞬かせた。

「お国ではどのようにして召し上がりますか？」

「そうねえ……茹でたものをサラダに入れたりスープに入れたり……辛めの味付けで煮たりもするわね。庶民の間では、粉をパンに混ぜたりすることもあると聞いているけれど、王宮では出ることはないわね」

「なるほど」

　どうやら栄養豊富でお手頃価格ということで、アザール王国内でもいろいろな使われ方をされているようだ。

「国に帰ったら、料理人に焼かせようかしら。レシピをいただける？」

「王宮に戻ったら、料理人に頼んでおきます。詳しい配合は私の方では把握していないので」

　ラティファの興味を引けたことに、エミーリアはほっとする。ダール豆の輸入が急激に増えた裏にはこういうこともあると知ってもらえたらいい。

「エミーリアの家は、世界中から商人が集まってくるから、いろいろな情報が手に入りやすいのよね。伯父様からもいつも珍しい贈り物をいただいているもの」

「……もともとは郵便事業を中心に展開していたはずなのですが」

「子爵には先日お会いしたけれど、御者が読み書きを教えて回るのはいい方法だと思ったわ。国に戻る時、子爵に同行していただけるかしら」

　父は喜んでラティファの国に行くだろうけれど、それよりは現場で働いている人間を行かせた方がいいかもしれない。

「ゲームしましょうか。エミーリア、ゲームを出してくれる？　たしか『コイン集め』持ってきていたでしょう」

　お菓子を食べて、ほっとしたところでクリスティナが命じる。これは、もともとこちらで行われているゲームだ。

　ゲームは、ルーレットと駒、それに裏に様々な指示の書かれたカードと金銀銅三種類の金属製のコインが付属している。

　木製のゲームボードの上には、駒を置くためのマスが書かれている。ルーレットを回し、出た目の数だけ進んだマスに駒を置く。

　マスに指示されている色のカードを引いて、そのカードに書かれた枚数、コインを増やしたり減らしたりして、全員がゴールに到着した後、持っているコインの枚数で勝敗が決まる。

　カードにはコインを増やしたり減らしたりするだけではなく、全員に飲み物をご馳走すること、とか秘密を一つ明かすこと、なんて指示が書かれている場合もあって、なかなか盛り上がるのだ。

　駒が倒れてしまわないように、駒の底には磁石が、そしてボードの中には薄い鉄板が仕込まれている。

「別荘までは、どのくらいかかるのだったかしら」

「六時間くらいですね。一時間ごとに休憩を入れますからご安心ください」

　馬車にずっと座りきりでいると、あちこち痛くなってしまう。よほどの急ぎの旅程ならともかく、今回はのんびりとした旅行だ。適度に休憩を入れるのは大切なことだった。

　一時間馬車を走らせたところで、十五分の休憩を入れることになる。手足を伸ばしているクリスティナとラティファの様子を見守っていたら、サイデルが険しい顔をして近づいてきた。

　彼の右手では、白い生き物がばたばたしている。

「ちょ……サ、サイデルさん！　それ、ルイっ！」

「うわあああん、エミーリアー！」

　右手で両脚を束ねたルイを逆さづりにしてぶらぶらさせているサイデルは眉間に皺を寄せていた。

「この鳥は単なるペットと聞いていたと思うのだが」

「そうよっ、食べて寝てるだけの可愛いペット！　そんな持ち方しちゃだめー！」

「姫様をじっと見てた。怪しい行動をするものを姫様に近づけるわけにはいかない」

「だめえっ！」

　慌ててエミーリアはルイを取り戻そうと手を伸ばすが、サイデルにかなうはずもない。ぴょんぴょんと跳ねても、手の届かないところに持ち上げられてしまう。

　サイデルの側でばたばたとしていたら、この状況にはそぐわないのほほんとした声が聞こえてきた。

「ルイったら……また脱走しちゃったの？」

「……そうみたいですぅ」

　声の主は、クリスティナである。

「あら、このミアンそんなに脱走癖があるの？」

　ラティファまで側に寄ってきた。

「ルイ、イイコ！　イイコ！」

　必死に普通の鳥をよそおって、ルイがじたばたした。サイデルの手からは、逃げられなかったが。

「エミーリアがいないとルイはダメなのよねー。妃教育の間も、よく脱走していたし」

「ついて来てしまったのなら、このまま連れていったらどうかしら？　……だめかしら？」

　ラティファが首を傾げ、サイデルが渋い顔になった。

「心配なら、私のことをひっかかせてみる？　この子は、妃教育の間も何度も脱走してしまったのよね。しつけができていないのは困ったことだけれど、私もその子は気に入っているの。返してもらえるかしら」

　ふふっと笑ったクリスティナは、ルイを掴んだサイデルの方へ手を差し伸べる。

　そして、おっとりした微笑みは崩さないまま、サイデルをせかすように手をひらひらとさせた。

　それでも、まだサイデルは渋る。よほどルイを信用していないようだ。

「……サイデル、もういいでしょう。その鳥に怪しいところはないと思うわ」

「ですが、姫様」

　クリスティナの背後からラティファが声をかけ、サイデルはしぶしぶルイを解放する。ばたばた羽ばたいてエミーリアの肩に移動したルイはふぅっとため息をついた。

「サイデルってけっこう強いと思う」

「なんで毎回捕まるのよ……！」

　持ち場に戻るサイデルを見ていたら、つんつんとエミーリアの腕をクリスティナがつつく。

「エミーリア？」

「はい、クリスティナ様」

「ペットの管理はしっかりお願いね？　毎回連れて行くわけにもいかないし」

「……申し訳ございません」

　今後のことについては、後でルイとみっちり相談しよう。向こうについたらお説教タイムだ。

　クリスティナのとりなしもあり、ルイの同行が認められることになった。

　休憩時間を終えた馬車は再び動き始めたが、深いため息をついたエミーリアは、座席の背もたれに背中を預けた。目の前では、信じられない光景が繰り広げられている。

「はい、あーん」

「アーン」

「イイコね、ルイ。グウェンダリン、あなたもルイにお菓子あげてみる？」

　なぜかルイはエミーリアではなく、クリスティナの膝の上に移動している。脚を器用に折りたたんで、羽根をぱたぱたさせ、ものすごくくつろいでいる様子だ。

「いえ……私は遠慮しておきますわ」

　にっこりとして断ったグウェンダリンに向かって、ルイが嘴を鳴らして威嚇する。グウェンダリンが右手を握りしめてぷるぷるさせるのが見えた。

「……クリスティナ様、甘やかさないでください。あまり食べさせたら、ルイが太ってしまいます」

「ルイ、フトラナイヨ？」

（……他の人達の前だからと思って――！）

　ここではエミーリアが強気に出られないのを、わかってやっているのが丸わかりだからいらだたしい。このまま右の拳を打ち込んでやりたいという気にもなってくる。

「太るでしょ！」

「イタイ！」

　かわりに人差し指で額を弾いてやれば、実にいい音がする。

　実際、どれだけ食べても太らないらしいが、それとこれとは別問題だ。

「よく懐いているのね、その鳥」

「家の庭に倒れているところを保護したので、私のことを恩人だと思っているのかもしれません」

　感心した様子のラティファにしたのは、もう何度目になるかエミーリア自身も覚えていない説明だ。

　家の庭にいたエミーリアの頭の上に落ちてきて、意識を奪ったのがルイだったというのが真実だ。それをきっかけに前世の記憶がよみがえったのだが、以来エミーリアのペットとして子爵家で暮らしている。

　うみゃあとネコみたいな声を上げたルイは、ちょんちょんとクリスティナの膝の上を歩いた。かと思えば、今度はラティファの膝に移動した。

「ちょ、ルイ！　クリスティナはともかく、ラティファ殿下はだめ！　降りなさい！」

　一応侍女モードで来ていたはずなのに、それも完全に忘れていた。

「私ならともかくってひどいわ」

「あーもうっ、あなたは前からルイで遊んでるでしょ！」

　エミーリアとクリスティナの交友関係は重なってはいなかったけれど、母親同士の仲はいい。互いの屋敷を行ったり来たりする仲だった。

　会う機会は少なくても、クリスティナのほんわかした雰囲気は一緒にいてとても居心地よかったし、エミーリアはおっとりとした従姉妹が好きだった。最近、クリスティナの扱いが雑になっているのは、気のせいということにしておいてほしい。

「エミーリア、あなた自分の立場を忘れているわよ」

　横から冷静に突っ込んだのはグウェンダリンだ。彼女の言うことはもっともだったから、エミーリアもうっとうなる。

「……申し訳ございませんでした」

　侍女モードを忘れて従姉妹モードになってしまったのは失敗だ。ここは素直に謝罪の言葉を口にする。

　今後、女官として王宮で働いていきたいのならば、うっかり従姉妹モードを発動しないように気をつけておかないと。

「アーン」

　口を開けて、ルイがラティファにお菓子をおねだりする。

（なんてことしてくれるのよー！）

　エミーリアは真っ青になった。

　けれど、鳥相手に無礼を咎めてもしかたないとラティファも思ったのだろう。目の前でクリスティナがお菓子を与えていたというのもあったのかもしれない。

　自分の皿から一つクッキーを摘んでルイの方へと差し出す。がつっとそれにルイが食らいつくのを見て、ラティファは笑い声を上げた。

「本当によく懐いているのね、この鳥」

「ルイ、イイコ！」

　ここぞとばかりにルイが主張する。

（ルイってば……あとでみっちりお説教だからね――！）

　なんてエミーリアが心の中で右手の拳を握りしめていることなんて、ルイは気づいてもいないだろう。

「サイデルが悪いことをしたわね。きっと、この子がとても賢いので気になってしかたないのだと思うの」

　ルイの喉を、人差し指の背中でくすぐりながらラティファはため息をついた。

「いえ……ルイが、勝手に脱走して、行ってはいけないところに突っ込んでいるのは本当のことですし」

「……私と一緒に、アザール王国まで来る？」

「ソレハチョット！」

　エミーリアの守護天使という役目を忘れたわけではなかったらしい。一緒に来るかというラティファの誘いには、即座に断りの言葉を口にする。

「本当に賢いわ、この子。こんなに賢い鳥は見たことがないわね」

　たしかに鳥にしては賢いというか、賢すぎるというのが現実だ。

　なにせ守護天使。頭脳レベルは人間と変わらない。この世界に関する知識量だけなら、エミーリアより上だ。

「この子雄でしょ？　雌のミアンを手に入れたら、子供を作らせることはできないかしら」

「ミアンを育てるのは難しいと聞いていますけれど……」

　ミアンというのはこちらの世界で生息するオウムの一種だ。

　オウムの中でも特に賢く長命ということで、ルイはこの鳥の姿を選んだらしい。

　頭がいいぶん、繊細な気質の個体が多いらしく、卵から孵して育てようとするとたいそうな手間がかかるのだそうだ。

　ペットとして欲しがる貴族も多いことから、エミーリアの父も自分の手で繁殖できないかと挑戦したことがあったけれど、難しさに途中で匙を投げたはずだ。

「ええ。商人達が商売にしようと思ったらとても難しいでしょうね。でも、私は採算度外視で育てられるもの。考えてみてはもらえないかしら」

「え、ええ……ルイに相談してみます……ね……？」

　エミーリアの声が自信なさそうに震えた。ルイと他のオウムのお見合いって成立するのだろうか。

　ラティファの膝の上に目をやったら、ルイはものすごい勢いで首をぶんぶんと横に振っていた。

（そうでしょうねぇ……）

　ラティファも本気で言っているわけではないだろう。

　次の休憩の時、警護のゲイルと次の休憩場所の確認をしてラティファのところに戻ろうとしたら、ルイがものすごい勢いで飛んできた。

「ちょっとー、お見合いとかやめてよね？　僕、オウムを彼女にするつもりはないからね？」

「ラティファ殿下だって本気ではないでしょうよ」

「いーんや、あれは本気だね！　僕があまりにも賢いので、僕の血を引くミアンが欲しくなったんだよ」

「……まさかあ」

　あまりな言いぐさにエミーリアは思わず笑ってしまう。だが、ルイはいたって大まじめで続けた。

「忘れた？　ラティファ殿下の国では、ミアンを暗殺に使うケースがあるって言ってたじゃん。僕の子なら間違いなく暗殺に使える程度には賢い子ができると思うよ。ただ、僕ミアンは好みじゃないんだよねぇ……」

　それなら、好みの鳥はどんなのだとつっこんでもいいのだろうか、この場合。

「でも、それだって時間がかかるでしょうに。国に帰ってからって言っていたし……あれ？　いつ帰るのかしら」

　というか、帰れるのだろうか。アザール王国内は、聞いていたよりずいぶん不安定な気がしてならない。

「たんなる社交辞令ならいいんだけどさあ、なんだか妙に本気な気配感じなかった？」

（……まさか、国に帰ったらミアン暗殺部隊作るつもり……とか？）

　まさかね、と笑って打ち消そうとしてみる。

「エミーリア、あなたいつまでぐずぐずしてるのよ」

　グウェンダリンが、向こうから呼んでいる。

「ごめんなさい、すぐ行くわ」

　まさか、ラティファがそんなことまで考えているはずはないだろう。そう思いたいけれど――。

　ゲイル達護衛の騎士が、それぞれの持ち場につくのを確認し、エミーリアも馬車に乗り込む。

　もう一回休憩を挟んだら、目的地に到着するはずだ。あと一息。このまま無事に到着すれば、しばらくの間は安心だ。

「ルイ、先の様子を見てきてくれる？」

　この先は、シンシアと旅程を確認した時に危険かもしれないと認識していた場所が控えている。ルイは嫌そうな顔をしたけれど、エミーリアに睨まれてしぶしぶ飛び立っていった。

「あら、ルイは？」

　馬車に一人で戻ると、クリスティナが声をかけてくる。

「飛んで行ってしまいました。空を飛んでいる方が気楽なのかもしれませんね」

「あら、残念。もっとお菓子をあげたかったのに」

「食べさせすぎです！」

　クリスティナのところに行けばお菓子がもらえると妙な知恵をつけられても困る。

「あらー、残念ね。でも、しかたないかしら。あの子、空を飛ぶのが好きだものね」

　馬車の側でそんな話をしていたら、そろそろ出発すると声をかけられる。

　再び馬車が動き始めて、三十分ほどしたところで、ものすごい勢いで、馬車の窓が外から叩かれた。

「にゃあ！」

「にゃあって……」

　鳥の癖ににゃあってなんだ。

　エミーリアが窓を開いてやると、そこから強引にルイが潜り込んでくる。エミーリアの肩にとまったルイはひそひそとささやいた。

「大変だよ。この先、なんかわからないけど、馬に乗った凶悪そうな集団がいる」

「はい？」

「待ち伏せ！　待ち伏せだってば！」

　思わずルイが大声になる。それを見ていたラティファが困ったような表情になった。

「待ち伏せって……どういうことかしら」

「――聞こえてるし！」

　ルイが普通にしゃべれるというのは、他の人達には一応秘密ということになっている。あくまでもオウムの一種でしかないのだから。

　だが、あまりの緊急事態に、ルイもその事実をうっかり忘れていたみたいだ。エミーリアの肩の上でじたばたと足を踏みならしながら、大声でわめく。

「だーかーらー！　この先に変な武装集団がいるんだってば！」

「武装集団？」

「馬に乗って！　剣持って！　弓も持って！」

「ちょ、痛い！　そこで足踏みするのはやめなさい！」

　肩の上でばたばたされる度に、肩に爪が食い込んで痛い。エミーリアが肩からルイを引っぺがすと、ラティファは、真面目な顔になって問いかけてきた。

「この先に……武装集団がいるのね？」

「さっきから、僕、そう言ってるでしょ！」

「――サイデル！」

　ルイの言葉を真摯に受け止めたらしいラティファが、自分の側の窓を開いてサイデルを呼ぶ。

「この先に、武装集団がいるらしい――急げ！」

　その間も、馬車は休むことなく走り続けている。ラティファがそう命じた時は遅かった。

「――前方に敵！　令嬢達を逃がせ！」

　護衛係のゲイルが叫ぶ声がする。急停止した馬車が、向きを変えて走り始める。クリスティナとグウェンダリンが抱き合って悲鳴を上げ、馬車の中も騒然となった。

「殿下――そ、それはだめですっ！」

　座席の下からラティファが短剣を取り出すのを見て、エミーリアは大慌てでその手を止めた。

「じ、自害とか考えちゃだめです……！」

「自害？　誰が？」

　エミーリアの言っていることがわからないというように、ラティファは首を傾げる。

「え？　あの……掴まるくらいなら死んでやるって……そういう話じゃ」

「まさか。そんなことするはずない。巻き込んでしまったのだから、私が皆を守らなければ」

「……でも、それは殿下のお仕事ではないと思います」

　自害を考えているわけではないなら、とりあえずはよかったが、決意を固める方向性が違う。

「大丈夫。サイデルと一緒に鍛えている。相手の剣を奪えば、もっと効率よくいける」

「いえ、そういうことではなく……」

　なんだかラティファの目つきが変わった。おまけに、声音も重低音のドスがきいたものに変化している。

「とにかく！　あなたがここで飛び出していくとかありえないんでお願いしますっ！　グウェンダリン嬢、見てないであなたも手伝ってちょうだい！」

　今にも揺れる馬車の扉を開けて飛び出していきそうな勢いのラティファを懸命に馬車に押さえつける。グウェンダリンも加勢して、馬車の床に転がり落ちたクリスティナがラティファの足を掴んだ。

　三人がかりで押さえつけても、まだ、ラティファを止めることはできない。

（剣も練習しておいたらよかった――！）

　実践したことはないが、武芸の達人として屋敷に逗留していた『過去にちょびっと暗殺やってました』な人物に教えを請うていた時期もある。

　だから、密かに相手を静かにさせるとか、それこそ表から正々堂々と殴り合う術は知っているが、剣を持った相手に対抗する手段はほとんど持ち合わせていない。

（……だからと言って、殿下に剣を持たせるのも違うと思うし）

　この状況を、どうやって切り抜けるべきなのだろう。

　それに、王太子殿下の婚約者と隣国の王女が、王家の別荘に滞在するなんて情報、関係者以外は知らないはずなのに。

（やっぱり、ラティファ殿下の護衛の中に裏切り者がいたってことなのかな……）

　シンシアの生家であるディーン伯爵家を訪れた時、ラティファを外廊下へ呼び出し、縁談を壊そうとしていた者。

　王宮のラティファに与えられた部屋で歓談していたら、外で様子をうかがっていた謎の男。あの時も、ラティファと共に来た者達の中に裏切り者がいるのではないかという話はしていた。

「とにかく、あなたが外に出てどうにかなるとかいう問題じゃないんです！　落ち着いて座っててください！」

　ますます強くラティファの肩を掴み、エミーリアは耳元で叫ぶ。王女様相手に無礼なのはわかっているが、今は手段なんて選んでいられなかった。

「あなたに怪我でもされたら、グランディール王国側が責めを負うことになるんです！　落ち着いてください、お願いだから！」

「エミーリア……」

　座面に押しつけられたラティファが、少し落ち着きを取り戻した。

「わ、私達も……しっかりしなくては……ね」

　まだ床にへたり込み、ぎゅっとラティファのドレスを掴んだまま、クリスティナが言う。

「外はどうなっているのかしら」

　ものすごい勢いで走っている馬車は、がたがたと揺れて、会話するのも容易ではない。

「エミーリア嬢、どうしよう」

　さすがのグウェンダリンも、顔色が悪くなっている。

「どうしようって、それを私に聞かれても困るわよ」

　もう少し早くルイに先を見てきてもらえばよかったとか、思うところはいろいろあるけれど、まずは今の状況をなんとか切り抜けなければ。

　忙しく頭を巡らせている間に、がたがたと走っていた馬車が停まる。エミーリアは、強く唇を引き結んだ。

　ちらりとクリスティナとグウェンダリンの方に目をやれば、二人とも顔色は真っ青だ。ラティファの方がまだ、落ち着き払っているように見える。

「ラティファ殿下」

　おそるおそるエミーリアが声をかけると、ラティファは無言でうなずいた。馬車の外はしんと静まりかえっていて、何がどうなっているのかよくわからない。

　窓から外の様子をうかがおうとしたら、エミーリアの座っていた側の扉が大きく開かれた。

「きゃあああああっ！」

　クリスティナとグウェンダリンが抱き合って悲鳴を上げる。エミーリアはぎりぎりのところで悲鳴を呑み込んだ。

　そこから中をのぞき込んでいたのは、見たことのない男だった。彼らの身なりから判断すれば、国内の人間ではなさそうだ。

　サイデルが身に着けている服とどこか似ているところからすると、アザール王国の人間なのかもしれない。

　エミーリアは、じりっと場所を移動して、何気なく他の三人より前に出た。たぶん、他の三人を守れるのはエミーリアだけだ。

　――今、ここで何ができるのかまではわからないけれど。

　背後でクリスティナとグウェンダリンがなにやらひそひそと話し合っている気配がする。

（ここで何をひそひそやってるのよ……！）

　だが、今はそれを追及している場合ではなかった。エミーリアは両手を広げて、背後に三人を匿うようにした。

「これは、アザール王国のラティファ姫とメルヴィル伯爵家の令嬢が乗っている馬車か」

　無言のまま男とにらみ合う、エミーリアの背後から顔をのぞかせたのはグウェンダリンだった。

「私が、メルヴィル伯爵家のクリスティナです。これはいったい、どういうことですか」

「……は？　……おうっふ！」

　思わず声を上げかけたエミーリアの脇腹が、グウェンダリンに思いきりひねり上げられた。コルセットをする習慣がないので、それをされるとものすごく痛い。

「これは、いったいどういうことですかと聞いているのですが？　供の者はどうしました？」

　グウェンダリンは顎をつんと上げ、いかにも貴族らしい傲慢な声音で言い放った。

　はっきり言って、怖い。その無鉄砲さも迫力も。

　けれど、目の前の男はそんなグウェンダリンの迫力にも負けないようだった。

「――一緒に来てもらう。逆らえば殺す」

　背後にいるラティファが身を乗り出そうとしている気配がした。「だめ」と、小声でクリスティナが彼女を引き止めている。

「……この状況では逆らっても無駄ですね。わかりました。一緒に行きましょう。ですが、ラティファ様に害が及ぶようなことはありませんね？」

　長年の間、ハーバートン侯爵家の娘として振る舞って来たからだろうか。

　今のグウェンダリンはすごく堂々としていて、その立ち居振る舞いから生じる威厳のようなものに、思わずエミーリアも呑み込まれそうになった。

「その点は約束する」

　男がそう返すと、グウェンダリンはつんと顎をそびやかした。

「それと、私は、ジャレッド殿下に嫁ぐ身。私とラティファ様には、王族としての待遇を要求します」

「善処しよう」

「約束を守っていただけると期待していますわ。ラティファ様への手出しは許しません」

「――サイデルは？」

　エミーリアの背後に身を縮めているラティファの声が不安そうに揺れる。

「捕虜とした。死なれては困るから連れていく」

（……ということは、『怪我をした』ということね）

　ここにシンシアがいないのは痛い。エミーリアよりシンシアの方が物事をよく知っている。彼女がいてくれたら相談することもできただろうに。

（あとはルイを連絡に走らせる機会があることを期待するしか……）

　男がばたりと扉を閉じ、今度はゆっくりと馬車が動き始める。

「ちょっと、グウェンダリン？　あなたどういうつもりよ？」

　馬車が動き始め、外には音が漏れないであろうことを確認してから、エミーリアはグウェンダリンに詰め寄った。

「未来の王太子妃を、危険な目に遭わせるわけにはいかないでしょう。これでも、ハーバートン侯爵家は、王家に忠誠を誓っているのよ」

　グウェンダリンの言葉を信じたということは、おそらく先方はクリスティナの容姿について金髪の令嬢という情報しか持ち合わせていなかったのだろう。

「と、とにかく……私が王太子殿下の婚約者として振る舞うから、何かあったら私を置いて逃げなさい。大切にしなければいけないのは、クリスティナ様とラティファ殿下の無事よ」

「だったら、私が身代わりになったのに」

　エミーリアの髪色も、クリスティナのものとは少し色合いが違うが金色だ。

　グウェンダリンよりも、血の繋がりのあるエミーリアが身代わりになった方が、説得力があったような気がする。

　グウェンダリンが鼻を鳴らした。

「馬鹿ね。あなた、自分が女官の制服着てるの忘れたの？」

「……あ」

　そう言えば、グウェンダリンは侍女だから、自前のドレスだ。エミーリアは女官の制服を着ているので、クリスティナだと言い張るのには無理がある。

「とにかく、しばらく私が時間を稼ぐから、あとはあなたがどうにかして」

「……へ？」

　今、ものすごい無茶ぶりをされた。

　馬車の窓から外を見つめる。外の景色は、どんどんのどかなものへと変化していた。

「やだ、ここ王家の別荘じゃないの」

　窓の外に目をやって、グウェンダリンが驚きの声を上げた。結局、今日の目的地まで連行されたというわけだ。

「へぇ、ここがそうなの。よくあなた知っていたわね」

「当然でしょう。何度かお招きいただいたもの」

　貴族としては下級のエミーリアが別荘に招待されることはなかったが、グウェンダリンは違う。

　王子達の妃候補になれるくらいの名門貴族の娘だ。家族ぐるみで王宮の別荘に招かれたこともあるのだろう。

（……さて、どう動くのが一番いいかな）

　エミーリアは考え込んだ。

　エミーリア一人ならば、脱走する手段はいくつでも思いつくけれど、クリスティナ、ラティファ、さらにグウェンダリンもいる。

　クリスティナは運動全般苦手だし、グウェンダリンも走るのは遅い。ラティファの身体能力についてはよくわからない以上、うかつな行動はとれない。

「ルイ、ちょっと行ってきてくれる？」

　とりあえず、知らせを王宮に出した方がいい。ルイを窓から外に放り出そうとすると、その手をクリスティナが止めた。

「ルイはちょっと待って。私達の扱いがどうなるのか確認してからでも遅くはないわ。不確実な情報だけを渡しても困るでしょう」

「そうね。それもそうかも」

　先走りかけたことを反省し、肩にとまったルイの羽を撫でる。ルイの体温に安堵した。

（……これから、どうなるんだろう）

　怖くないと言ったら嘘になる。心臓をばくばくさせている間に、馬車は静かに停止した。

　外から扉が開かれる。エミーリアは、真っ先に外に飛び出した。馬車の周囲はぐるりとたくさんの男達に囲まれている。

　護衛に付いてきた騎士達は、皆縛り上げられて荷馬車に転がされていた。

　エミーリアが見る限りでは、重傷者はいないようだ。おそらく、先に馬車とそこに乗り込んでいる令嬢達を押さえて人質としたのだろう。

「エミーリア、手を貸してくださる？」

　グウェンダリンに命じられて、エミーリアは慌ててそちらへと手を差し出した。

　身軽に降り立ったグウェンダリンはつんと顎をそびやかして目の前にいる男に向かって言い放つ。

「――王族に対する敬意は払ってもらえるのよね？」

「約束は守る」

　綺麗に巻いた髪を、グウェンダリンは勢いよく背中へと払った。

（……グウェンダリンのふてぶてしさが、今はありがたいわ……）

　うつむいているラティファに付き添っているふりをしながら、エミーリアは周囲に視線を走らせる。

　馬車を取り囲むのは、アザール風の衣服を身にまとった男達。

（素人……じゃない、気がする）

　どうしてそう思ったのか、エミーリア自身にも説明はつかない。ただ、剣を下げた男達は、剣を抜くということになんのためらいも持たないように見えた。

（弓を持っている人もいるし、後ろからぐさってことも充分ありえるわね）

　エミーリアの肩に置かれたラティファの腕に力がこもる。

「殿下、大丈夫です。私が……ついています」

　ラティファの背中に手を置いて、エミーリアはなんとか彼女をなだめようとした。

「窓のない部屋に閉じこめられる可能性もあるから、僕は一時待避してる。最悪、自分の判断で動くから」

「よろしく――あ、ちょっと待って！」

　言うなり、ルイはばたばたと飛んでいってしまった。

「アソボ！　アソボ！」

　と、いかにも「ボク、オウムナンデ」という調子で鳴いておいて、別荘の上空をくるくると回っている。

「おい、あれはどうするんだ？」

　油断なくエミーリア達を見張っていた男が問いかけてくる。

「……あの子がその気になるまで、呼んでも降りてこないのでほっといてください」

「懐いていないんだな。あれはただのオウムじゃなくてミアンだろ？　賢いから、飼い主を馬鹿にするぞ」

「ありがとう。なるほど、それでわかったわ。私の言うことを聞かない理由が」

　オウムの中でも賢いミアンの姿を選んだのは正解だったかもしれない。今のところは、ルイの自由な活動もある程度見逃してもらっているようだ。

「じめじめした部屋は嫌よ？　きちんと日の当たる部屋にして。あとは、侍女もつけておいてもらわないと困るわ」

（……こっちはこっちでやりたい放題ね……！）

　グウェンダリンは、男達の中で一番偉そうな男に向かって次から次へと要求を言い立てている。

「それと、私は一日三回お茶を飲まないと気が済まないの。お茶の用意もしてくださるわね。当然、甘いお菓子もよ？」

　その要求って一体どうなのだろう。いくらなんでもやり過ぎではないだろうか。

「大丈夫だ。王族としての扱いを約束しただろう」

「……ラティファ様には手を出さないわね？」

「もちろん、約束する」

「信用できないわ！　一緒の部屋にして」

　グウェンダリンの剣幕に、男の方も少し押され気味だ。

　エミーリアがその様子に苦笑いしていたら、クリスティナがそっと腕をつついてきた。

「同じ部屋にいた方がいいの……よね……？」

「そうねぇ……」

　監禁されるのはしかたないにしても、ばらばらにされてしまったら、どういう対応をとるにしても対応するのが難しいだろう。

「ごめんなさい、エミーリア……わ、私……もう、だめ……！」

「ちょ、クリス――じゃなかった、グウェンダリン嬢？」

　エミーリアの腕を掴んでいたクリスティナがそのままふらりと倒れ込んだ。慌てて支えるエミーリアを見たグウェンダリンが、エミーリアを思いきり指さした。

「……あの娘はラティファ様のお世話係だし、私の侍女が起きるまでの間は、私の世話をしてもらわないといけないから、一緒の部屋にして。それと、私の侍女も看護させるから、私の侍女も同じ部屋に」

　一気にたたみかけたグウェンダリンに、男の気も抜けたらしい。部下らしき男を呼びつけて、四人を案内するようにと命じた。

「大丈夫？　歩ける？」

「……ごめんなさい」

　よろよろしているクリスティナを、なんとか支えながら歩く。歩きながら、心の中で決意を固めた。

　四人そろって、無事に帰るのだ。

















第十五章　囚われのお嬢様達












　四人が通されたのは、屋敷の中、客用寝室と思われる場所だった。

　三階の南側、廊下の端にある部屋だ。グウェンダリンが言ったように、日当たりのいい位置にある部屋だ。

「まぁまぁね」

　部屋に入るなり、室内をぐるりと見回したグウェンダリンはそう評価した。室内は衝立でしきられていて、その向こう側には天蓋付きのベッドが二台あるのが見える。

　手前には三人くらいは並んで座れそうな大きなソファが二脚とテーブル。その他、暇つぶしのための本が並んでいる本棚。壁にはクローゼットが作り付けられている。

　寝酒にしろということなのだろう。壁の棚には果実酒の入った瓶とグラスが並べられ、窓際の花台には花も飾られている。

　別荘の使用人達は、充分注意を払って王太子の婚約者とその同行者を迎える準備をしていたようだ。室内は快適そうに見える。

「荷物は、中身を確認した上でこちらに運ばせる。身の安全については保障するから、安心していい」

　ふらふらしているクリスティナをソファに横にならせて、エミーリアは男の様子をうかがった。四人に一礼し、男は部屋を出ていく。

　がちゃりと部屋の外から鍵をかける音が響いてきた。これでもう、外に出ることはできない。

「クリスティナ、お水を飲む――って、起きても平気なの？」

　水差しを手に振り返ったら、先ほどまでふらふらしていたクリスティナが、ソファの上に起き上がっている。

「大丈夫。グウェンダリンが上手に合わせてくれたから助かったわ」

　意味がわからず、エミーリアが目をぱちぱちさせていたら、グウェンダリンがふんと鼻を鳴らした。

「四人一緒の方がよかったのでしょ。あなたの意図くらい読めたけれどね？　私が、上手な言い訳をあの場で思いつかなかったら、どうするつもりだったのかしら」

　つまり、あの場でクリスティナは限界を装って倒れるふりをしただけだった、ということらしい。その芝居にとっさに合わせたのがグウェンダリンというわけだ。

（クリスティナも意外にたくましかったのね……）

　意外な従姉妹の図太さに、エミーリアは素直に感心した。今まで彼女を守るつもりでいたけれど、もう、その必要もないのかもしれない。

　グウェンダリンとクリスティナが恐怖に駆られていないのなら、王宮に連絡してゆっくり救出されるのを待つなり、脱出するなり計画を練ることができる。

「ラティファ殿下、大丈夫です。すぐに助けが来ますから」

　にっこりと微笑んだクリスティナは、エミーリアが知っていた従姉妹とはかなり違って見えた。

「とにかく、落ち着きましょう……皆、ここに座って。ええと、エミーリア。やっぱりお水もらえる？」

　クリスティナとラティファが並んで座り、その向かい側にグウェンダリンが座る。そしてエミーリアが水を汲みに行こうとしたら、グウェンダリンに命令された。

「お茶飲みたいわ、お茶。あなたいれてきて？」

「なんで私がっ」

「だって、私、王太子殿下の婚約者だもの」

　ふふんと勝ち誇った笑みを向けてくるグウェンダリンに、いらっとした。

（……この機会に私をこき使うつもり？）

　こき使われるのは面白くないが、グウェンダリンが動き回っているのを不思議に思われたら、誤魔化すわけにもいかない。

「ハイハイ、そうだったわね。侍女ってことになっているとはいえ、クリスティナにやらせるわけにもいかないものね」

　ここでお茶にしようかとはずいぶん気楽なものだと思うが、意外とグウェンダリンのやっていることは正しいのかもしれない。

　女官として勤め始めてから馴染んだ仕草をしていると、少しずつ落ち着きを取り戻してきた。何種類かある茶葉の中から一種類を選び、湯を沸かしている間に戸棚の中に用意されていたクッキーを皿に盛りつける。王家の別荘だけあって部屋にお茶をいれられる設備は揃っていた。

（この別荘の使用人達はどうなったんだろう）

　ティーポットに湯を注ぎ、テーブルに運ぶ。砂糖、ミルクとわいわいとやっている間に、他の三人もすっかり落ち着きを取り戻したようだ。

「とりあえずの危機は回避できたと思うけれど、油断はできないわ。落ち着いて状況を整理しましょう。エミーリア、それでいいわよね？」

　ソファに座ったクリスティナが姿勢を正す。この場をクリスティナが取り仕切っていることに、誰も疑問を覚えないみたいだった。

「やはり、目的はラティファ殿下なのかしら？」

「……そうだと思います。あの者達は、アザール王国の人間ですから」

　クリスティナが問うと、ラティファはゆっくりとうなずいた。

「行方不明のタリム殿下のことをあなたに聞こうとしているの？」

「私が、兄の行方を知っていると思っているのでしょう。私は、何も聞いていないけれど……」

　ラティファが視線を落とし、エミーリアは息をついた。

　タリム王子がラティファに何も言わなかったのは正解かもしれない。今のラティファなら、怖い顔をして詰問されたらタリムの行方をしゃべってしまうだろう。

　すぐに危害を加えられることはなさそうだけれど――さて、四人まとめて脱出するにはどうしたものか。このまま救出が来るのを待った方がいいだろうか。

「――失礼する」

　その時、不意に扉が開かれてエミーリアは飛び上がった。

「ノックくらいしてください！」

「……すまない」

　ソファから立ち、入ってきた男の方とソファの間に立ち塞がる。入ってきたのは、先ほどエミーリア達に身の安全を保障してくれた男だった。

「――アザール王国、カイと申す」

「何かご用？」

　エミーリアが止めるのもかまわず、ゆったりとした仕草で立ち上がったグウェンダリンがエミーリアと並ぶ位置までやってくる。

「ちょ、グ――じゃなかった、クリスティナ様っ！」

　言っても聞きそうにないので、しかたなく何気なく背後にかばうような位置にエミーリアは移動した。

「手短に申し上げる。タリム殿下の行き先をご存じないか」

「私は何も知らないのです」

　そう答えるラティファの声が震えている。

　怖い顔をして、カイがたずねるものだから、他の三人が恐怖にかられているのをエミーリアは察知した。ラティファを守るべく立ち上がったグウェンダリンの顔も青ざめている。

（……顔、怖いし、声も怖いし……）

　おそらく数日の間、髭を剃る間もなかったのだろう。ぼさぼさになった髪に、ぼうぼうの髭。おまけに目つきも悪い。

「ヤダッ、ちょっとあなた本気？」

　急に裏返った声を上げたエミーリアに、カイは突き刺さるような視線を向ける。一瞬エミーリアも脅えたけれど、それを顔に出さないようにして続けた。

「そんな怖い顔をして、お姫様達が心を開くと思うの？　尋問って相手の心にどれだけ接近できるかどうかで決まるんじゃないの？」

「貴様っ」

「あ、ゴメンナサイ。ついうっかり本音がダダ漏れで」

　にこにこしながら、クリスティナの方に視線を流す。顎をしゃくって立ち上がるようにうながすと、弾かれたようにクリスティナが立ち上がった。

「ささっ、とにかくまずはそこに座って……今、お茶をお持ちします。よろしいですわね、クリスティナ様」

「……え、ええ」

　グウェンダリンが、慌てた様子でうなずく。自分の役を忘れてしまっていたみたいだ。

「グウェンダリン、ちょっと来て」

　立ち上がったクリスティナをグウェンダリンの名で呼ぶと、一瞬混乱したように目を瞬かせたがすぐに意図を悟った様子で近づいてきた。

「あちらでお湯を沸かしておいてくれるかしら」

「ええ」

　室内を素早く見回し、小さめのタオルをゲット。それを持ってお湯を沸かしにいったクリスティナの後を追う。

　小さなボウルにお湯を入れ、適温になるよう調整。さらにそこにラベンダーの香油をたらし、その中にタオルを入れておしぼりを作る。

「何やってるの？」

「しぃっ」

　クリスティナの問いかけは、人差し指を口に当てて封じた。

「先にお茶を持っていって、グウェンダリン嬢の後ろに立っていてちょうだい」

「……え、ええ……」

　アザール王国の人間の前では、『侍女のグウェンダリン』ということになっているので、話の最中は座らない方が正解だろう。

　トレイにティーカップを載せて運んでいくクリスティナが震えているから、カップもかたかたと震えている。

　クリスティナはカイの前にお茶を出すと、言われた通りグウェンダリンの後ろに立った。

　おしぼりを持ってクリスティナに続いたエミーリアは、カイのすぐ側に片膝をついて、顔を見上げる姿勢を取った。

「え……ええと、だな」

「カイさん、まずは手を拭いてくださいな」

　すかさず広げたおしぼりを差し出してやる。うっかり受け取ったそれで手を拭いたカイはまじまじとおしぼりを見つめた。

　こうなったら、こちらのペースに巻き込んでしまえ。カイはエミーリアの差し出したおしぼりで手を拭き、それを顔に当てた。彼の喉から妙な声が漏れる。

「……これは、いいな」

「そうでしょう？　ええと、それでお話……タリム殿下のことでしたよね？」

　いわゆる『おしぼり』というのは、前世生きていた日本固有の文化だったそうだ。

　嘘か本当かまでは知らないが、どこかの国の王族が、喫茶店か何かで出されたおしぼりに感激し、自国にその文化を持ち帰ったというような話を聞いたことがある。

　実際、花の香りをつけた温かいおしぼりに、カイもいくらか落ち着いたようだった。おしぼりを手に握ったまま、改めて問いかける。

「……何も聞いていないと言っておられたな？」

　ラティファはこくりとうなずいた。すかさずエミーリアは口を挟んだ。

「カイさんは、お砂糖は使われます？」

「あ、ああ……二つ」

　にこにことしているエミーリアに押されるように、カイが砂糖の数を指定する。

（よし、こちらのペースに引きずり込めた！）

　内心で手を叩きながら、エミーリアはさらに続けた。

「かしこまりました。ミルクは？」

「いや、けっこうだ」

　角砂糖を二つ彼のカップに放り込み、よくかき混ぜてから差し出す。

「……え、ええとだな。お国ではこの姿勢が基本なのか」

　膝をついたままのエミーリアに若干カイは困惑しているようだ。カップとソーサーを受け取ったはいいものの、一口だけ飲んでテーブルに置いてしまう。

「そういうわけでもないのですが……見下ろされるのって不愉快じゃないですか？」

　低いソファに座っているから、立っているとたしかに見下ろす形になってしまう。

　普段ならお茶を出し終えた段階でメイドは下がっていくけれど、今は側を離れるわけにもいかないのだ。

　こちらの方が姿勢を低くすることで、相手の警戒心を解くこともできる。

　それに、この位置はカイの視界に入りにくいから、何かあったら下から顎に拳をたたき込んでやるのにもちょうどいい。

「タリム殿下って……よく存じ上げないのですが、お国を出られたのではないですか？」

「行方が知れないから、こうやって探している」

　他の三人に話題を振らせないように、率先してエミーリアがカイに話しかけた。

「どこに行かれたにせよ、ラティファ殿下に行き先なんて告げないでしょう。だって、今みたいな状況になったら、ラティファ殿下ぺろっとしゃべってしまうと思いますけど。というか、私がラティファ殿下だったらぺろっとしゃべっちゃいますけど」

「ま……まあ、そうかもしれないな」

　エミーリアの言葉に、カイはどんどんはまっていくようだった。そこそこ美人に見上げられていて、彼の警戒心も少しずつ解けているのだろう。

「大変ですわね……」

　頬に手を当て、深々としたため息とともに心底同情したようにつぶやくと、カイは思いきりうなずいた。

「これもお役目であるからしかたないのだが……！」

「でしょうね、お疲れが顔に出ていますもの。ちょっとよろしい？」

　するりと立ち上がり、カイの背後に回る。そっと彼の肩から首筋にかけて手で触れた。

「あー、ほら、こんなに肩ががちがちですもの。マッサージしますねー。ああ、そういえばこの別荘に使用人がいたと思うのですが。この部屋を支度したのはその人達でしょう？」

　エミーリアの手が滑らかに動き、凝り固まったカイの身体を解していく。

　肩を揉むのも、大得意だ。気持ちよさそうに唸りながら、カイはエミーリアの話に乗ってきた。

「ああ……彼らなら、危害は加えていない。まとめて閉じ込めさせてもらってはいるが」

　何をしているんだと言いたそうな他の三人の視線が突き刺さるが、この際細かいことは言っていられない。

「ホント、お疲れですよねー。肩だけじゃなくて、首筋も凝ってるし……」

　同情するような言葉をかけながら、がっちがちに固まった肩をほぐしてやると、カイはふぅっとため息をついた。いくぶんは、警戒心を薄れさせることができたようだ。

「あ、ちょっと失礼しますね。ここぐーんと伸ばしたいので」

　肩から首筋、そして肩胛骨のあたりまで揉んでやり、肘を掴んで、筋肉を伸ばす。カイの口から、また気持ちよさそうなため息が漏れた。

「お役目、ご苦労様ですわ……こういう状況ですもの。私達も不安でいっぱいなんです。頼りにしてもよろしいですか？」

「も……もちろんだ。こちらとしても、か弱い女性に必要以上の危害を加えるつもりはない」

（……必要以上って、必要とあらば何かやるぞってことにも聞こえるんだけど）

　しばらくマッサージを堪能していたカイだったが、はっと気がついたように居住まいを正した。

「あ、いや――すっかり長居してしまった。ラティファ様、申し訳ないが、また改めて話はさせていただく」

　そう言い残したカイが出て行くのと同時に、グウェンダリンがテーブル越しにエミーリアの肩を掴んだ。掴んだ肩をがくがく揺さぶりながら責め立ててくる。

「あなた、何やってるの？　あの男は敵よ？　敵に親切にしてどうしようっていうのよっ！」

「オ……オモテナシ？」

「おもてなしって！」

　テーブル越しに肩を掴んで揺さぶられるというのは、なかなかない経験だ。

「……いやー、友好的な関係を築いておいたら、この後いろいろやりやすいでしょ」

「――あなたねぇ！」

　エミーリアを揺さぶるグウェンダリンの動きがさらに激しさを増す。

「少なくとも、別荘の使用人達の無事は確認できたわけだし、得るところだってあったでしょう」

「グウェンダリン、エミーリアを放してくれるかしら。これからどうするか考えましょ？　さっきは話が途中で終わってしまったから」

　ふわぁっと微笑むクリスティナを見ていたら、グウェンダリンも毒気を抜かれたみたいで手を離してくれた。

（……でも）

　エミーリアはクリスティナを見て考え込む。今のクリスティナは、この状況でもうろたえてはおらず、落ち着いているように見える。

　ひょっとしたら、ジャレッドは、こういうところまで気づいてクリスティナを王太子妃に選んだのだろうか。

「私達がまずやるべきことは何？　エミーリア、あなたならわかる？」

「ええと、そうねえ……まずは、自分達の置かれている状況を、正確に把握すること、かな」

　エミーリアは窓の外に目をやった。立ち上がり、窓を大きく開け放ってみる。窓が開くのに気づいたらしく、庭にいた男がこちらを見上げてきた。

「ルイー！　ルイ！　どこに行ってしまったの？　おやつの時間よー！」

　一応、飛んでいってしまったペットを探している体で窓の外に向かって叫ぶ。エミーリアの言葉を聞いた男は、興味なさそうに視線を戻した。

（一人、二人、三人……っと）

　素早く視線を左右に走らせる。現時点でここから確認できるのは三人、おそらくあと二人くらいいるだろう。

（サイデルさんや、ゲイルさん達はどうしてるんだろう……）

　護衛の騎士達は、どうしたのだろう。サイデルは、使用人達とは別に閉じ込められているのだろうか。気になることが多すぎる。

　窓は大きく開けたまま、エミーリアは元の場所に戻り、ひそひそとささやく。

「庭には少なくとも三人の見張りがいるわ。あと見えないところに二人以上はいるでしょうね。窓から逃げるのは……ここ、三階だから下りるのにも苦労しそうだけど、ちょっと難しそう」

「……でも、廊下の扉には鍵がかかっているわよ」

　とクリスティナ。女性の細腕で扉を蹴破るわけにもいかないし、こちらから逃げるのも無理そうだ。それに、もう一つ心配なことがある。

「ラティファ殿下、サイデルさんがどこにいるのかはわかりませんか」

「心配しなくてもいい。あれは、私のために死ぬのも役目だから」

「それは……」

　あまりな言いぐさにエミーリアはため息をついた。たぶん、そういう関係なのだろうなーとは思っていたが、いざという時、ラティファはためらいなくサイデルを犠牲にして逃げ出すだろう。

「じゃあ、私達はここでおとなしくしているしかないのかしら？　でも、自分の身を守るための武器は用意できそうね」

　グウェンダリンの目が、棚に置かれている花瓶の方に向かう。

（ちょ、その花瓶どうするつもり――？）

　花瓶を見てにっこりとしたグウェンダリンが視線を戻してきた。最近のグウェンダリン、少し、好戦的すぎやしないか。

「私一人なら、窓から降りて逃げるけれど、四人となるとちょっとね。外から助けが来るのを待つしかないんだろうけれど……」

　ルイがここにいたら、王宮に使者として飛んでいってもらうのに。

「そんなに時間はないと思うわ。おそらくカイは、私をアザールに連れ戻すつもりでしょう。そして、兄に向かって脅しをかける。出てこなければ、私を殺す、とね」

　そう告げるラティファの声は震えている。タリム王子のことが心配でならないのだろう。

「それはまた強硬手段ですねぇ……とはいえ、タリム殿下に出てこいというにはそれが一番早いのかしら。でも……ずいぶん、乱暴な手段じゃないですか？　おそらく、王族が関わっているでしょうし」

　騎士団所属の騎士達が護衛についていたのだ。

　それをこうも手際よく倒したということは、カイもただの盗賊とかごろつきとか、そのあたりに分類される人間ではないだろう。おそらく、王家に近いところに雇われているのだと判断した。

「いくらでも……もみ消しはできるから」

「うわーお」

　他になんて言ったらいいのかわからない。死体に口なしというわけで、殺ってしまえば、こちらのもの、なのかもしれないけれど。

「そうなったら、私達はどうなるのかしら？　お国まで連れていかれる？」

「国境まで逃げるための交渉の材料に使うでしょう。そこで解放される……とは思うけれど」

　クリスティナの問いにも、ラティファはよどみなく答える。以前から、こういった時にどうすべきか、以前から考えていたのかもしれない。

（逃げる……ぶん殴る……うーん、どれも厳しいな……私一人ならともかく、他に三人もいるんだもんね）

　今まで、エミーリアは単独行動が多かった。他の人と一緒に行動するというのは頭になくて、こういう場合四人揃って逃げましょうとなるとどうしたらいいのかわからなくなる。

「エミーリア。これから先は、あなたが先頭に立って動いてくれるかしら。あなたが一番頼りになりそうだもの」

　クリスティナの言葉に、エミーリアは唇を結んだ。

（クリスティナも、自分にできることをしようとしている）

　いつものクリスティナなら、ふわふわと笑っているだろうに、今は険しい表情をしている。

「お任せください」

　自信満々に言い放ったものの、こういう状況に陥ったことなんてあるはずなくてどうしたらいいのかわからない。

　こんこん、と窓が叩かれる音がして、エミーリアは立ち上がる。窓のところで羽ばたいていたのは、先ほど離れたルイだった。

「エミーリア、無事？」

「無事だけど、あなたどこで何してたのよ」

　窓から入ってきたルイは、窓枠に留まって首をかしげた。

「ちょっと、あたりを見てきただけだよ。僕が君から離れるわけないでしょ。それより大丈夫？　この別荘、けっこう囲まれちゃってるけど？」

「外の様子も見てきてくれたんだ？　こっちは大丈夫だと思う……」

　窓から飛び込んできたルイの方へ飛びついたエミーリアは口早に問いかける。

「ねえ、エミーリア嬢。そのミアンと何を話しているのかしら？」

　若干ひきつったグウェンダリンの言葉に、エミーリアはその場で固まった。

（……あ）

　ルイが人間と同じ程度の知能を持ち合わせていて、普通にしゃべるというのは一応内緒なのだった。慌ててエミーリアとルイは顔を見合わせる。

「ニ……ニャーン！」

「あんたは猫じゃないでしょうが！」

　ぴんっ、と額を弾いてやると、イタイ！　とルイは声を上げた。
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　次にカイが姿を見せたのは、食事を運んできてくれた時だった。どうやら少し休む時間が取れたようで、入浴をすませ、髭も綺麗に剃ってある。

（……あらやだ、意外と美形だった）

　と、冷静にエミーリアは判断を下した。年齢は、二十代後半というところだろうか。

　しっかりとした骨格の、野性的な風貌の持ち主である。身なりを整えて戻ってきた彼は、ただのごろつきとは思えない風格があった。

「――兄上の居所について、お心当たりは？」

　食事の入ったトレイをテーブルの上に置いてカイはたずねる。ラティファは首を横に振った。

「ニク！　ニク！」

「あんたは、パンで我慢しなさい！」

「ヤダー！」

　部屋中に漂い始めた重苦しい雰囲気を、完全にぶちこわしたのはルイだ。食事は、どうやら使用人が用意したものではなさそうだ。

　一応、パンはついているが、あとは煮込みというかシチューというか、どどんと切った肉と野菜がごろごろとした謎の液体が椀に入れられているだけ。

　資産家の令嬢であるグウェンダリンなどは、そのトレイを見ただけで眉間に深い皺を刻みこんだ。

「――何よ、これ。私にこんなものを食べろと言うの？」

「クリスティナ様、状況を多少は考えてください。食べたくないなら食べないでけっこうです。その代わり、あとでお腹が空いて困っても知りませんよ？」

　エミーリアは、グウェンダリンをたしなめた。というか、クリスティナがものすごい我儘娘だと噂になったらそれはそれで困る。

「……何よっ」

　正直なところ、おいしくなさそうだったので、食欲が失せたのはエミーリアも同様だ。

「厨房の料理人に、ナイフを持たせるわけにはいかないのでな。我々の食事係が調理した。数日のことなので、我慢していただきたい」

　申し訳なさそうにカイが頭を下げる。

（……あらやだ、意外と紳士）

　心の中でつぶやき、問題はそこではないとエミーリアは自分に突っ込んだ。

　きっと、カイ達一行もラティファを手中におさめるまで強行軍だったのだろう。少し休憩を取ったであろう後とはいえ、まだ疲れの色が残っている。

「お疲れですわね？　もしよろしければ、もう一度マッサージしますけど」

　笑顔を大サービスしてやれば、どぎまぎした様子でカイは視線を逸らす。

　どうやら、女性には縁がなさそうな雰囲気だ。好みかどうかは別として美形なのにもったいない。

「大丈夫だ、問題ない……ええと、お心遣いには感謝する」

　後ほど皿を取りに来ると言い残して出ていったカイを見送りエミーリアはふむと考え込んだ。

（やっぱり……意外と紳士だし……単純そうだし……うん、あの人を味方につけられたらどうにかなるかも）

　食事を終えると、今度は見たことのない青年が皿を取りに来る。翌朝、朝食を運びに来ると言い残して、彼は出ていった。

「このソファ、扉の前に移動させたいんだけど手伝ってくれる？　もう片方は、窓際に。グウェンダリン嬢、あなたは入り口側のソファで寝るのよ」

　三人は並んで座れそうな立派なソファをうんうん言いながら窓際と入り口側に運ぶ。

　入り口の扉は内側に向かって開くから、ここにソファを置いておけば、外から扉を破られたとしても中に入り込むまで時間を稼げる。

「あなたは？」

「私は、窓側。夜中に『やっぱりラティファ殿下を殺したらいいんじゃ』なんて発想になられたら困るもの。窓の方を守る。一応、自衛はしておきましょ――それと、ちょっと私、外の様子探れないか、やってみる」

　エミーリア一人なら、なんとか外に出て戻ってくることもできるだろう。

「まさか、これが役に立つ日が来るとはね……」

　カイ達が運び込んでくれた荷物の中から、動きやすい服を取り出して着替える。そして、エミーリアは頭に手をやった。

　簪のように髪に挿してある髪飾りを外し、左右に引っ張る。すると、スティック部分に仕込まれていた刃が姿を見せた。

　その細い刃物で、今まで着ていた女官の制服、スカート部分の裏地を切る。

　女官の制服はスカートを形よく見せるために、スカートの部分には芯が入っているのだが、その芯のかわりにエミーリアはシルクのロープを縫い込んでいた。

　細いけれど丈夫で、エミーリアの体重くらいなら支えられる。この改造はラティファの世話係になるにあたり、女官長に許可を得て行ったものだ。刃物を仕込んだ髪飾りも。

　念のための準備で、まさか本当に使うことになるとは思っていなかった。

「私が下りたら、ロープを上げて隠しておいて。戻ってきた時下ろせるように誰か窓のところで見張ってて。戻ってきたら合図するから」

　様子をうかがうと、見張りは行ったり来たりしているようだ。

「ルイ、見張りに見つかりにくくできる？」

「僕の加護でその程度なら」

　ひそひそとささやき合い、見張りが庭の端に行った時を狙って、エミーリアは素早く地面まで下りた。

「さて、ここの使用人達は、どこに捕まっているのかしら」

「……地下室があったと思うよ」

　地下室とはいっても半地下で、ある程度は日光が入るようになっているのだとか。

　エミーリアはそこに足を向けると、明かりとり用の窓から明かりが漏れていた。

「誰かいます？」

「その声は、エミーリア殿か」

　帰って来た声にほっとする。どうやら、そこにいるのはサイデルのようだ。

「サイデル、そこにいたのね」

「うひゃあ！」

　背後から予想もしていなかった声がして、エミーリアは思わず声を上げる。

　とりあえず、口を押さえるのだけは忘れなかったから、さほど大きく響いてはいないはず……たぶん。

　振り返ったところに立っていたのは、ラティファだった。エミーリアが動きやすい衣服に着替えているのに対し、ラティファはずるっとしたドレスのまま。

「殿下、いったい、どうやってここに」

「あなたと同じ方法で」

「ちょっと……！」

　ラティファまで下りてきてしまったのは、予想外だし、正直困る。ラティファは地面に膝をついて、室内をのぞき込んだ。

「姫様、申し訳ございません」

「こういう状況だからしかたない。ここにいるのはサイデルだけ？」

「他の使用人はおそらく一階の部屋のどこかだと思う。騎士達は隣の部屋だ」

「……なるほど」

　おそらく、サイデルは危険人物だと判断されたから一人隔離されているのだろう。ここの別荘にいるのは、家事のできる使用人であって、武芸のたしなみはないはずだ――たぶん。

「あなた、よほどの危険人物だと思われたのね。一人だけ別に閉じ込めるなんて」

　エミーリアの言葉に、サイデルが笑ったようだった。

「いや、タリム殿下について聞き出すのに、グランディール王国の者達に聞かれたくないということなのだろう。かなり、いろいろと突っ込んだ話もしているのでな」

「ああ……そういうこと」

　アザール王国内の暗部をグランディール王国の人間には知られたくないということなのだろう。

「サイデル、これを渡しておく。私はもうここに来られるかわからないから。隠し場所はある？」

「問題ありません」

　ラティファが短剣を取り出し、窓の隙間から中に落とす。からんと乾いた音がした。

（……どこに隠してたのかしら、この人）

　なんだかこの二人、関わったらいけない何かをぷんぷんと発している。

「そこに誰かいるのか？」

　隣の窓からも声が聞こえてくるのに気がついて、そちらに移動した。

「私、エミーリアです」

「ゲイルだ。よく、無事でいてくれた」

「私達は無事です。そちらは無事ですか」

「まあ……何人か怪我人は出たが無事だ。しかし……どうやって、外に」

「三階に閉じ込められましたが、窓から抜け出ました。何かあったら連絡係にルイを使いますが、窓は開きますか？」

「空気を入れ換える程度には。我々が逃げられる大きさではないが。鳥なら問題ないだろう。役目を全うできず、申し訳ない」

「空気を入れ換えられるくらいなら充分です。それと謝罪は帰ってから、偉い人達の前でやってください。とりあえず、できることからやりましょう」

　それだけ言って、エミーリアは立ち上がった。別荘の使用人達にも話をしようかと思ったけれど、今日のところはここまでだ。

　見張りの目を盗んで、元の位置まで戻る。ルイがぱたぱたと飛んでいって、窓枠にとまると、上からロープが下ろされてきた。

「おい、そこで何をしている――」

「やだ、見つかった！」

　見つからない程度なら、ルイの加護でどうにかなったのではないだろうか。それとも、ラティファも一緒にいるからその加護が切れてしまったのだろうか。

　ええと、とかなんとか言いくるめようとしていたら、不意に声をかけてきた男が倒れこんだ。見れば、ラティファが男の後頭部に一発くらわせたところのようだ。

「早く！」

　戻ってきたルイが、エミーリアの肩に止まってせかす。ためらうことなくラティファはロープを掴んでするすると上り始めた。

（速い……！）

　体力に自信のあるエミーリアよりよっぽど素早くラティファはロープを上り切り、中に消えた。

　エミーリアもラティファの後に続く。ルイはエミーリアの周囲をばたばたと飛び回っていた。

「見つかるんじゃないの？　大丈夫？」

「僕の加護で見えてないから……ロープは隠してくる。室内を改められたら困るからね」

　ルイの助けも借りて、あっという間に元の位置へと戻る。

「グウェンダリン嬢、ロープを畳んでルイに渡して！」

　グウェンダリンがロープを小さくまとめ、ルイに渡している間に、エミーリアは今着ていた服を脱いで、女官の制服に急いで着替える。

　束ねたロープをルイが足で掴んで、窓から飛んでいく。ルイを見送り、窓を閉じたところで、扉が激しく叩かれる音がした。

「あなた達は、余計なことを言わないで」

　エミーリアはそう言って、扉の方へと近寄った。扉の前には、先ほど移動させたソファが、ででんと置かれている。

「ちょっと……待っててください……」

　そのソファを少しだけずらし、扉をほそーく開けた。隙間からのぞき込んでくるのはカイだ。どうやら、彼がお姫様一行のお世話係のような役を引き受けているらしい。

「……何か、ありましたか？」

　何食わぬ顔でエミーリアは問いかけた。

　見つかったのはエミーリアの不覚。ここはどうにかして乗り切らなければ。

「金髪の女に殴られたと……見張りの者が……このソファは？」

（私――殴ってないし！）

　心の中で突っ込んだ。殴ったのは、エミーリアではなくてラティファだ。とはいえ、正面にいたのがエミーリアだからそう誤解されたのだろう。

「……私達、そろそろ寝ようかなって思っていたところなので。そのソファは、用心のためというか……ここから外に出られるはずもないのですけれど」

　伏し目がちに、心細いと思っている様を演出する。いや、演出できたらいいな、と思う。

　全力演技だ、頑張れ。

「申し訳ないが、室内を改めさせてはいただけないだろうか」

「……かまいません……けれど。ソファをずらすので、お待ちくださいね」

　手伝って、とクリスティナを手招きする。二人でうんうん言いながらソファを移動させ、なんとかカイが室内に入るくらいの隙間を空けた。

「……おや？」

　四人とも室内にいるのに気がついたカイは、驚いたように眉を上げる。

（……誰か一人、逃げて見張りをぶん殴ったと思ったのでしょうね）

　四人とも部屋にいる。誰一人欠けていない。部屋の中を調べられても、ロープはルイに隠してもらったから大丈夫だ。

「あー……ええと、ですな」

「でも、そんな騒ぎがあったなんて……どこで見張りの方が殴られたのですか？」

　予想が外れたらしいカイは、もごもごと周囲を見回した。他の三人に余計な口を挟ませないようにエミーリアは口早にたたみかけた。

「ここの窓の下で」

「んまあああああっ！　恐ろしい！」

　両手を胸の前で組み合わせ、エミーリアは、芝居気たっぷりに恐ろしいという言葉を繰り返した。余計なことは考えさせない方がいい。

「まさか、クリスティナ様とラティファ殿下を害そうとして……見つかったというわけではありませんよね？　私達、ここにいて安心なんですか？　その……喧嘩とか……怖い……し……」

　喧嘩が怖いどころか、拳にものを言わせるタイプであるが、そこのところは隠し通して、目をうるうるとさせてみる。動じた様子で、カイが一歩引いた。

「ま、まさか……私達の知らない間にこっそり室内に入り込んでるとかないですよね？　先に来てたらわかりませんよね？　まだクローゼット開けてないし……カイさん、見てくださる？」

　カイを引っ張り、部屋に付属している浴室だのクローゼットだのおよそ人が隠れられそうな場所を徹底的に調べてもらう。

　その間も、エミーリアはカイの腕にしっかりとすがったままだった。

　怖い怖いと繰り返し、『か弱い』女性を演出する。丁寧に見回ったカイは、室内に誰もいないのを確認して安堵したようだった。

「念のため、扉の前に警護の者を置いておく」

「あ……ありがとうございますっ」

　完全にエミーリアのペースにはまったカイは、エミーリア達が抜け出したのではないかという点は、完全に頭から抜け落ちたらしい。さほど疑問を見せずにそのまま立ち去る。

「……ふぅ」

　なんとかカイを部屋の外に追い出して、エミーリアは息をついた。相手が単純でよかった。

「……なんだか、妙なことになっているわね」

　ぼそりとグウェンダリンがつぶやいた。それにはエミーリアも完全に同感である。

　なんで、エミーリア達を捕らえているカイ達を、お姫様を守る騎士扱いしてしまっているのか正直理解できない。

「でも、こちらのペースに巻き込めたという点では、成功でしょ」

　見張りをぶん殴ったのがラティファという点には気づかれていないようであるし、ここにいるのは『か弱い』女性であると印象づけられたはず。

　こうやって、敵方の油断を誘い、情報を引き出せば、逃げる時に役だつだろう。

（私達を疑ってないのは……下りることはできても、上ることは普通できないだろうし……）

　戻ってこられたのは、エミーリアの身体能力がもともと高いからだ。

（ラティファ殿下まで来るとは思わなかったけれど）

　正直なところ、そちらにはかなり驚かされた。グランディール王国の令嬢とは鍛え方が違うのだろう――とエミーリアは完全に自分のことを棚に上げて考え込んだ。

（とにかく、キース殿下のところにルイに行ってもらおう）

　キースに状況を知らせれば、何か手を打ってもらえるはずだ。

　助けが来なかった時、「お嬢様達を連れてどう逃げるか」については、まだ答えが出ていない。

「今日はもう休みましょう。体力の温存は必要ですから」

　その言葉に室内の明かりが落とされて、室内が静かになる。はぁっとエミーリアはため息をついた。

　ベッドは王女様であるラティファと王太子の婚約者であるクリスティナに譲ってしまったから、エミーリアが寝ているのは窓に押しつけたソファだ。

　毛布を一枚巻き付けているだけだが、気候がいい時期なので寒くはないし、お高いであろうソファなので寝心地もそこそこいい。

　寝付けない理由はそこではなかった。頭まで引っ張り上げた毛布の陰で、ルイが頭をすり寄せてくる。

「……ため息、多いね？」

「どうしたらいいのか、わからないのよね。このままここでおとなしくしているのがいいのか、逃げるのがいいのか――」

　腕力と体力には自信があるが、どちらかと言えばお嬢様育ちだ。誰がなんと言おうとお嬢様だ。

　こういった手を使ってくる連中とまともにやり合う経験なんてあるはずもなく、途方にくれてしまう。

「こういう時……キース殿下ならどうするのかしらね」

　そういえば、キースともずいぶん顔を合わせていないような気がする。今日、出発直前までいろいろ話をしていたのに。

（別に、顔が見たいとか、そういうんじゃないけどさ――）

　彼なら生まれた時から王族として、敵にも味方にも囲まれていた分、こういう時の対処について詳しいような気がする。

（今の私、ちょっと駄目だわ）

　こういう時に、キースのことを思い出すなんて、弱っているのかもしれない。それとも責任の重大さにびびっているとか。

　思えば、キースには最初からかなわなかったわけではあるけれど、

　優先順位は、令嬢達の安全を守ることだ。

（逃げるにしてもどうやって部屋から出たらいいんだか……窓からロープでっていうのは無理だろうし……）

　自力で降りたラティファはともかく、グウェンダリンとクリスティナは難しい気がする。一応、明日、できそうかどうか本人達に確認してみようとは思うけれど。

「エミーリア、眠れないの？」

　不意にソファの側に人が立つ気配がして、エミーリアは頭までかぶっていた毛布から顔を出す。

　暗い中でもそこに立っているのがラティファであることはわかった。

「すみません、うるさいですよね……でも、ルイと話していると、考えがまとまることも多いので」

「かしこいものね、ルイは…それで、私……兄の居場所を言おうと思うの」

　とんでもない発言をラティファがして、エミーリアは思わずソファに身を起こした。ラティファはソファの側に膝をついている。

「知っているんですか？」

　高くなりかけた声を懸命に小声にしてエミーリアがたずねると、ラティファはこくりとうなずいたようだった。

「これ以上、あなた達に迷惑はかけられないから……」

「たしかにこの状況は、迷惑といえば迷惑ですけど。でも、お兄様が見つかったらどうなるんですか？」

「おそらくは死……でしょうね……次兄にとっては、タリム兄は邪魔な存在だろうから」

　見つかったら死にますと言われて、自分達が解放されるならそれでいいとは思えない。

「それなら、言ってはだめです。ぎりぎりまで……伏せておきましょう。だって、彼ら、王族に準じる扱いをきちんとしてくれているじゃないですか。当分、乱暴なことはされないと思います。サイデルさんの方はわからないですけど……あと、ゲイルさん達も。でも、まだしばらくの間は大丈夫だと思います」

　彼の姿は見えなかったが、サイデル一人、別室に監禁されていたことを思うと、彼だけ拷問されていたのではないかという気もする。

　愉快な想像ではなかったから、全力でそこからは意識をそらした。

「……でも」

「でも、じゃないです。いざとなったら逃げましょう。他の人達も、一緒に逃げられるように何か考えますから」

　自信はないが、やけになられるのは困る。

「……でも」

「でも、じゃないと言いましたよね？　でもでも言ってても無駄です。さっさと寝ましょう。寝ないから暗い考えにたどり着くんです」

　強引にラティファをベッドに押し込んで、エミーリアはソファに戻った。

　先ほどまでどうしようか考えていたけれど、今のラティファの様子を見ていたら、自分がしっかりしなければいけないと思えてきた。

「ちょっとラティファ殿下、精神的にまずくなってない？」

「んー、責任感じてるんだろうね……」

　ひそひそひそと毛布の下でルイとささやきあう。あまり長引かないように気をつけなければ。

「……こういう時って、きっとどこかで騒ぎを起こしてその隙に乗じてっていうのが定石なんだろうけど……どうやって騒ぎを起こそうかなぁ……」

「騒ぎって？」

「火事……とか……爆発……させる……とか？」

　そちらの方に気を取られれば、脱出しやすくなるし、追っ手の数も少なくなる。

「爆発って君、何を使うつもりなのさ」

「あっ……ねえ……小麦粉って爆発するんじゃなかった？」

　エミーリアが言っているのは粉塵爆発のことである。

　昔、粉塵爆発のせいで小麦粉を保管していた小屋が派手に爆発した映画のシーンを不意に思い出したのだ。だが、エミーリアの発言はばっさりと切り捨てられた。

「今、ここにそれだけの量の小麦粉ないでしょ」

「……そうね」

　そう言えば、映画では都合のいいところに都合よく小麦粉を保管する小屋があったのだった。

「明日、キース殿下のところまで行ってくれる？　助けが必要だわ。たぶん、都まで連絡するより殿下の方が早いから」

「わかった。手紙を書いてくれたら届けるよ。君一人なら、僕の力でなんとかできるんだけど……」

　ルイはエミーリアの守護天使なのだが、彼の力は制限されている。できることには限りがあって、エミーリア一人ならともかく他の三人まで一緒に守ることはできないのだ。

「大丈夫。なんとかなる……じゃなくて、なんとかするから」

　グウェンダリンはここに来たことがあるらしいから、見取り図を描けるだろうか。いずれにしても、もう少し情報が欲しい。

　逃げると方針を決めたわけではないけれど、ラティファの様子を見ていたら明日にでも決断をせまられそうな気がした。

















第十六章　お嬢様達は、脱出計画を練るもようです












　翌朝、エミーリアはすっきりと目を覚ました。いろいろ悩んでいた割には熟睡したようだ。気力体力ともに充実している。

「――よしっ！」

　ぱっとソファから起き上がって、カーテンをばっと開く。爽やかな朝の光が部屋に差し込んできた。寝間着のままだが、細かいことは気にしない。

「まずは換気！」

　窓を大きく開け放ち、爽やかな外の空気を室内に流し込む。ソファで寝ていたグウェンダリンがもそもそと起き上がってきた。

「何するの？」

「朝ヨガよっ！」

「私も一緒にやる……」

　まだ寝ぼけているクリスティナが、ごそごそベッドから這い出してきた。

「ええと、それじゃまずはストレッチ」

　窓の方からエミーリアを先頭に、クリスティナ、グウェンダリンと続けて並ぶ。エミーリアが身体を動かすのに合わせてまずはストレッチ。それから、続けてヨガのポーズを取っていく。

　三人が起きたのに合わせて、顔を見せたラティファは、寝間着のまま歩き回っている三人に気づいて悲鳴を上げた。

「あなた達、何してるの……？　って、そんな格好で！」

「そんな格好でって、ちゃんと服着てますし」

「それは服じゃないっ！」

　寝間着のままでふらふらするのは、やはり行儀が悪かっただろうか。けれど、ここには動きやすい服なんて持ってきていないからしかたない。

「殿下も一緒にやります？」

「い、いいえ……けっこうよ。終わったら、声をかけてくれるかしら」

　ひきつった顔をするなり、ラティファはカーテンを閉じたベッドに戻ってしまった。ぴったりとカーテンを閉じてしまっているから、中で何をしているのかはまったくわからない。

「はーい、ポーズ変えますよー。背中ぴーんとしてくださいねー、そして、深呼吸……はーい、あと三回深呼吸……！」

　いつもの通り、身体を順番に動かしていく。そうしているうちに、身も心も落ち着いてくる。

　なにせ、昨日は窓から降りて上ってくるぐらいしか運動をしていないので、物足りなかった。まさかこの状況で走り込みだの人形をぶん殴るだのできないのはわかっているのでせめてこれだけでも。

（後で腹筋背筋腕立て伏せに……スクワットもいけるかな……あとは……うーん）

　こういう状況で閉じこめられるなんて今まで想定していなかったから、室内で行う運動は考えたことがなかった。今まで雨が降っていて屋敷から出られない時は、階段を上ったり下りたり、廊下を端から端まで全力疾走したりしていたのである。

「はい、おしまい。着替えたら、ソファを元の位置に移動しましょ。殿下、終わりましたよー」

　閉じきったカーテンの中で着替えをすませたのだろうか。ベッドの周囲を囲むカーテンを開いて出てきた時には、ラティファは完全に身支度を整えていた。

「終わってないじゃない！　着替えが終わってから声をかけて！」

　ラティファは、シャッとカーテンを閉じてベッドに戻ってしまう。同性と言えど、肌は見せないものらしい。

　身支度を終えたところで、改めてラティファに声をかける。ようやく外に出てきた、彼女は息をついた。

「お国では、同性でも着替えを見せたらいけないとかあるのですか？」

「そ、そういうわけではないけれど……あなた方があまりにも奔放なので驚いただけ」

　サイデルに着替えを手伝わせていたのにそれはいいのかと突っ込みそうになったけれど、エミーリアもそこで口を閉じた。

　さっさとやるべきことをしてしまおう。

　まずは脱出計画の作成だ。

　一晩ぐっすり寝て、身体を解したおかげで頭も回り始めたみたいだ。

「皆、聞いて。いざという時まで、救出は待つべきだと思う。私以外は、体力がないだろうし」

　と、口にして昨日ロープを使ってここから下りて、ロープを使って上に戻ったラティファの方にちらりと目をやる。

　見た目よりも彼女の身体能力ははるかに高そうだ。昨日、殺る気満々であったところからして、剣の腕もかなりのものなのだろう。

　それでも、今すぐ脱出しない方がいい。

「救出に来てくれるかしら」

　クリスティナは、目を伏せる。

「来てくれるわ。でも、その結果、事態がどう動くかはわからない。その時のために、いつ脱出してもいいように準備はしておきたいの」

　充分な準備をしないで逃げ出して、もう一度捕まってしまうという事態になるのは避けたい。

　ぎりぎりまでここで救出を待った方がいいが、時間を無駄にしたくない。今のうちに脱出計画を立てておくべきだ。

「グウェンダリン嬢、この別荘の見取り図描ける？　覚えている範囲でかまわないから」

「行ったことない場所もたくさんあるわよ？　使用人の居住区なんて行きませんからね」

「わかる範囲でいい。できるところまで描いてくれる？」

「わかったわ」

　グウェンダリンは、スケッチブックを受け取り、見取り図を描き始めた。

「ラティファ殿下、サイデルに騒ぎを起こせって言ったらできます？　彼をあの部屋から出せたらって条件付きですけど」

「……たぶん」

「となると、陽動をお願いできるかもしれませんね。それはこれから打ち合わせないとだけど」

　打ち合わせにはルイが使えるはずだ。

　まずはキースのところに使いに行ってもらって、それから他の人達と打ち合わせをしよう。

　ルイが見とがめられる可能性を少しでも低くするため、打ち合わせの回数はできる限り少ない方がいい。

「ゲイルさん達も、戦闘力にカウントしていいんだろうな……でも、武器がないのが痛いわよね……どこに隠しているのかしら」

　ソファで考え込んでいたら、隣にクリスティナが腰を下ろした。

「武器をどこにやったか聞いたらどうかしら？」

「誰に？」

　クリスティナの言葉に、エミーリアは眉間に皺を寄せた。

「……カイ」

「聞いたら、素直に教えてくれると思う？」

「上手に聞いたら教えてくれると思う。私にやらせてみてもらえないかしら」

　クリスティナには申し訳ないが、うまくいくような気はしない。

　けれど、昨日からの落ち着きようを見ていたら、まだエミーリアの知らない一面もあるのかもという気もする。

「クリスティナに任せて大丈夫だと思う？」

「……無理なら無理で、君がフォローしてあげたら？」

「できるなら、苦労はしないわよ」

　ルイとエミーリアはひそひそとささやき合う。

　グウェンダリンが、わかる範囲で別荘内部の見取り図を描き、続いて庭園内の建物なども描き始める。

「グウェンダリン嬢の見取り図が正しいかどうか、後で空から確認してくるよ」

「お願いね。それが終わったら、キース殿下のところまで行ってちょうだい」

「わかった」

　そうしている間に、どうやら食事の時間になったようだ。

　食事を運んできてくれたのは、カイだった。一度食器を下げに来た青年は、彼の部下というところなのだろうか。

　見取り図を必死に描いていたグウェンダリンは、それを抱えてブランケットの下に突っ込むとばたりとその上に倒れ込んだ。この見取り図が見つかるのは、非常にマズイ。

「……お願いが、あるのですけれど」

「……お願いと言われても」

　食事を受け取るために立ち上がったクリスティナは、カイに向かっておそるおそる切り出した。

「いえ……逃げたいとかではないのです。ただ……攻撃された時に、ハーバートン家の短剣を馬車に落としてしまったものだから。回収してくださったでしょうけれど、きちんと保管してくださっているのか心配で」

「短剣？　そんなものあったかな……まあ、俺は武器の回収はやらなかったしな……」

　カイは首を傾げた。おどおどしながらも、クリスティナは続ける。

「柄に宝石のはめ込まれた短剣なんです。保管のしかたが悪いと、石が傷んでしまうから気になって気になって……気になって……」

「保管のしかたって武器だろうに」

「一応、武器ですが儀式用です！　柄にはめ込まれた宝石は、庶民なら数年遊んで暮らせるくらいの値打ちがあるのですよ？　まさか、直射日光あたるところとか、じめじめしたところとかに放置してないですよね？　キッチンナイフ代わりに使ったとか……！　考えただけで恐ろしい！　宝石が変質してしまったら……ああ、大変っ！」

　いつものおっとりのんびりなペースを完全に捨てて、ぐいぐい迫るクリスティナにカイは顔をひきつらせた。

「じ……じめじめしたとこには置いてないんじゃないか。直射日光はわからん。だが、そんな短剣があったかどうかは」

「――馬車にあると思うんです。探してください」

「わかった。あとで見ておく。見つけたら、直射日光が当たらない場所に移動させておこう。返してやるわけにもいかないがな」

「まあ、ありがとうございます。カイさん、親切な方だからきっときちんとしてくださると思っていましたわ！」

　クリスティナににっこりと微笑まれて、カイが耳まで赤くなる。あーとかえーとか言いながら、彼はそろそろと引き上げていった。

（クリスティナもなかなかやるわね……！）

　食事を置いたカイが、廊下に出るのを待って、エミーリアはクリスティナの方に親指を立てる。その仕草が何を意味しているのかクリスティナはわからなかっただろうけれど、同じようにして返してきた。

「家宝の短剣って……どこにもそんなのないでしょうに。怪しまれたらどうするの」

「あるわよ？　馬車に置いてきてしまったのは、本当のこと。はめ込まれているのは安物の宝石でペーパーナイフとして使っているナイフだけど。あの人には、違いはわからないと思うの」

　そう言うクリスティナは、かなりけろりとしている。今のやり取りの間、緊張したりしなかったのだろうか。

「あとは、カイが武器の場所をちゃんと確認してくれるかどうか、よね……それから、廊下側がどうなっているか確認しておかないと」

　今日の食事も、パンとごった煮のスープというかシチューというか、なんとも言えない代物だ。けれど、文句も言えないので皆、もそもそとそれを口に運ぶ。

　食べ終えた食器の回収に来たカイに、今度はエミーリアが頼んでみた。

「しばらくの間でいいので、扉を少しだけ開けていただけませんか？　風が流れなくて、クリスティナ様が気分を悪くしてしまったんです」

　と言ったエミーリアの視線の先では、王太子の婚約者クリスティナということになっているグウェンダリンがぐったりとベッドに倒れ込んでいる。

「医者を呼ぼうか。俺達の仲間だから、傷専門だが。さすがに近隣の医者を呼ぶわけには……脅して連れてきてそのあと首を刎ねるという手もあるな」

「いえいえいえいえ、そこまではお気遣いなく！　少し風にあたったらよくなると思いますから」

「扉の前には二人配置するから、逃げ出そうとしても無駄だぞ」

「わかってますぅ」

　とんでもない人間を相手にしたものだ。

（王族なら敬意を払うのに、一般人相手には容赦ないわね……今、とりあえず首刎ねる宣言してなかった？）

　言葉の通り、カイは細く扉を開けるよう指示してくれた。窓を大きく開け放ち、風を通しているふりをする。

　扉の側に立ったエミーリアは、手にした扇をぱたぱたと動かして、室内の空気をかき回しているふりをした。

（――これで、うまくいけばいんだけど）

　扇を持っていない方の手の中にあるのは、小さな手鏡だ。

（……テレビではうまくいってたんだけどな……角度とかもあるだろうし……）

　細く開けられた扉のすぐ脇の壁にもたれるようにして立つ。扉から顔を出すことはできないけれど、鏡に映せば、少しは外の様子をうかがえるだろう。

（……扉の前に二人って言ってたっけ）

　今、エミーリアの持っている鏡に映るのは一人。おそらくもう一人は、今見ることのできない側に立っているのだろう。

　そちら側は、あとは壁しかない。今確認できなくても、さほど大きな問題にはならないだろうと判断する。

（見張りはここと……あそこは、階段、かな）

　扉の外に立っていた見張りが身じろぎした気配を感じて、エミーリアはさっと鏡をしまった。

「そこで、何をしている？」

　壁際にずっと立ち尽くしているのだから、怪しまれても当然だ。

「何をって……こうしてあおいだ方が、室内の空気がうまく流れるんじゃないかと思って……」

「そこに立っていてもだめなんじゃないか？　もう少し室内の空気を押し出すような位置から扇がないと」

　声をかけてきたのは、昨夜食器を下げに来た青年だ。扉の細い隙間から顔を確認できた。

「そうかしら？　ありがとう、親切なんですね！　……こんな感じ？」

　位置を変えてぱたぱたと扇いでみる。いいのではないかという返事に、もう一度礼の言葉を述べた。

　細く開けた扉越しだからお互いの表情を窺うことはできない。けれど、カイ以外の見張りともそれなりに友好的な会話ができそうだ。

　換気も終わっただろうと元のように扉が閉じられ、窓も閉めたところで、ラティファがエミーリアの側に寄ってきた。

「何をしていたの？」

「少しでも廊下の様子見られないかなと思って……見張りは三人。今、扉の脇に二人、それから階段のあたりにもう一人いると思います。グウェンダリン嬢、見取り図を見せてくれる？　たぶん、ここですね」

　扉を閉じている間の見張りは一人になるかもしれないが、それはエミーリアにはわからない。グウェンダリンがせっせと描いてくれた見取り図を引き寄せて、三カ所に印をつける。

「やっぱり、逃げるなら別荘の使用人達も逃がす算段をした方がよさそうね。お医者様の首はざっくり切るみたいなこと言っていたし、一般人には遠慮しないみたい。騎士さん達は、自分達でどうにでもできるんだろうけど」

「……別の場所に移るようなことを言っていたし、移動の途中で逃げる？」

「でも、馬車から飛び降りるわけにもいかないしねぇ……」

　エミーリアとグウェンダリンが額を付き合わせて考え込んでいるとラティファが口を挟んでくる。

「やっぱり、お兄様のことを言った方が」

「それは最終手段。それより、頭使ってください、ラティファ殿下。どうにかして、部屋の扉を開けさせて、見張りを一撃で気絶させて脱出……うぅん……すごく、すごく難しい……！　鈍器とかあればまだ楽なのに」

　これが映画なら都合よく鈍器の一つや二つ出てくるところだろうが、これは現実だ。

「そこに鈍器、あるじゃない。あれで殴ったらいいんじゃないの？」

　グウェンダリンが、棚の上に置かれている花瓶を指す。

「たしかに、それ使い方によっては鈍器だけどさっ！」

　人の頭になんのためらいもなく花瓶を振り下ろすって、侯爵家令嬢として大丈夫なのか、グウェンダリン。

（そういえば、妃教育に乱入してきた男の頭に勢いよく花瓶振り下ろしてたっけ……）

　ルイが、見取り図があっているかの確認をするために窓から飛び出していき、エミーリアはキースへの手紙をしたため始めた。

「アザール王国の人間に捕まりました。王家の別荘に監禁されています」とだけ書く。

　それを小さく折りたたみ、裁縫道具の中から糸を取り出してルイが戻ってくるのを待つ。

「グウェンダリンの見取り図、だいたい合ってた。意外と記憶力いいね、彼女」

「意外と、は失礼よ。それより……お願いね」

　折りたたんだ便箋をひそひそとささやくルイの足に縛り付ける。やや距離があるので、嘴に挟むのは危険と判断した。

「いい？　気をつけて行ってくるのよ。キース殿下は、エリク殿下と一緒にいるかもしれないから、アザール王国の人には気づかれないように」

「わかった」

　開いた窓から、ルイは空へと飛び立っていった。

　まずはまったく見当違いの方向へと飛んでいく。別荘にいるアザール王国の人間達に見えないところに行ってから、方向を変えるつもりだろう。

「ルイ、無事にキース殿下のところに着けるかしら。いくら賢いとはいえ……心配」

　窓からルイを見送っているエミーリアの横に並んだラティファがつぶやいた。

「大丈夫ですよ。ルイならちゃんとやってくれます。普段は食べて寝てるだけですが、こういう時は頼りになるんです」

　ルイがキースのところまで行くのに、どのくらいの時間がかかるのだろう。

　全力で飛んでいっても、時間がかかるだろうにと思っていたら、その日の夕方になってひょっこり戻ってきた。

「ず……ずいぶん早いんじゃないの？」

　窓を外からこつこつ叩かれて、エミーリアは窓を開ける。入ってきたルイは、肩をすくめた――というより、羽根をばさっとさせた。

「僕、一応天使なの。自分一人なら瞬間的に移動することはできるよ。あまり長距離は移動できないから、時間かかったけどさ」

　こちらに来る時、いつの間にかクリスティナの膝の上に移動していたと思ったらそういうことだったのか。

　足に縛り付けられていたキースからの返事を受け取って、便箋を開く。

　そこに並んでいたのは、たしかに見覚えのあるキースの字だった。

「すぐに救出に向かう。到着するまで、他の三人を頼む」

　そう書かれているのを見て、安心した。キースに連絡を取れたのなら、大丈夫。ちゃんと、救出に来てくれる。

「エミーリア、なんて書いてあったの？」

　クリスティナが遠慮がちに声をかけてくる。

「見てみる？」

　エミーリアは、ルイから受け取った便箋を他の三人にも見せてやった。

「あ、あとね。君に伝言」

　ちょいちょいとルイが頬を嘴で突く。

「信じているから、無茶はするなだって」

「ん、わかった」

　三人の間を回った便箋が、手元に戻ってくる。

（信じてもらっている……なら、その信頼は裏切れない。なんとか皆を守りきらないと）

　キースの文字が並んだ便箋を強く握りしめると、そこから勇気が流れ込んでくるような気がした。









　エミーリア達が捕らわれてから、すでに三日が過ぎようとしていた。

（キース殿下達も、こちらに来てくれると言っていたし、それまでなんとか持ちこたえなきゃ）

　自力で脱出する準備もしているが、危険は犯したくない。今のところは、キース達が助けに来てくれるのを待つ方針でいる。

　他の三人も賛成してくれたから、誘拐犯達を怒らせないよう友好的な関係を築くことに専念していた。

　ラティファはベッドで寝込んでいて、クリスティナとグウェンダリンはソファでカイとおしゃべりしているところだ。

（こうやって、友好的に振る舞っておけば、油断を誘うこともできるだろうし……）

　前世で誘拐された経験なんてないし、今生でもこれが初体験だ。

　だが、敵の油断を誘っておけば、逃げ出しやすくなるだろうことは、なんとなくわかる――映画やドラマから得た知識でしかないけれど。

　友好的にしておけば、待遇がこれ以上悪くなることも避けられる。人間は、親しい相手にひどいことをするのは避ける傾向にあるから。

　今頃ルイも、男達に愛嬌を振りまいているだろう。

　エミーリアの守護天使であり、人間と同等の知能を持っているとは予想もできないから、彼らもルイの前では油断している。

（おやつ目当てっていうのもあるんだろうけどさ）

　愛嬌を振りまいているルイの前で、ぼろぼろと機密を話してくれるらしいから、ルイも大いに役に立ってくれている。

「……思っていたより長居してしまった。ラティファ様の具合がよくないようなら、また出直してこよう」

　立ち上がったカイが、一礼して部屋を出ていった。

「僕、ちょっとあいつらの様子見てくるよ。何かあってすぐに移動とか言い出す可能性もあるし」

　ささやいたルイが、自分で窓を開けて飛び出していく。それを見送って、エミーリアは改めて見取り図に視線を落とした。

「ルイー、ルイー！　どこまで行ってしまったのかしら」

　しばらく待ってから、開いた窓越しに大きな声を出す。ため息をついたら、下から見張りの男が声をかけてくる。

「白いミアンなら、厨房で何かもらってるはずだぞ」

「……ホントですか？　ん、もう。さっきご飯を食べたばかりなのに」

　あきれたといった様子で、見張りに向かって肩をすくめてみせる。

　捕らえている者と捕らわれている者との会話としては、気が抜けているのだが、これも相手と友好的な関係を築くため。

（ルイをペットとして連れてきてよかったわ……）

　と、エミーリアはしみじみと思った。

　この三日というもの、ルイは出たり入ったり好き勝手しているのだが、誰も気に留めている様子はない。

　これからどうしようかと窓際で考え込んでいたら、ルイが窓枠にひょいと降りてきた。

「……どう？」

「クリスティナがヒントを引き出してくれたから、武器を保管してるところを見つけるのは簡単だった。食料保管庫に置いてある。あそこ、鍵がかかるっていうのもあるんじゃないかな」

「……なるほど。となると食料保管庫に行く必要があるわけね」

　食料保管庫なら、直射日光があたることはないだろうし、じめじめもしていない。たしかに、いい場所だ。

「あと、明後日には出立しようかって言ってた。アザール王国内の協力者と連絡を取るのにすごく手間取ってしまったけど、ここに長居しすぎたって」

　それは、よくない報告だった。もう少し、余裕があると思っていたけれど。

「王宮の方でも動きがあったみたいだし、キース殿下達ももうこっちに向かっているみたい」

「……そう」

　エミーリアの耳を齧っているふりで嘴を寄せたルイはさらに続けた。

「君達は全員貴族の娘で人質として役に立つから、ぎりぎりまでは連れていくつもりみたい」

「ぎりぎりって……？」

「まあ、いざとなったら、ねえ……」

　そう言いながら、ルイはエミーリアの首に足で横一本の線を引いた。

（……うわあーお）

　カイが、医者を呼んでそのまま首を切ってしまおうかと口走っていたくらいだ。エミーリア達も必要に応じて始末するつもりでいても、驚くほどのことではない。

「じゃあ、護衛の人達とか別荘の使用人とかは……」

「僕からは、何も言わない」

「……そうね、聞かない方が心の平安を保てるような気がするわ」

　今までの会話から予想はできる。となると、人質として役に立たないと判断されるだろう人々の脱出手段も考えねば。

「……それなら、まずは使用人を逃がす手配かな。騎士さん達もサイデルさんも、自分の武器があれば対応はできるだろうし……あと、問題は私達、よねえ……」

　グウェンダリンとクリスティナをどうやって走らせるか。何度考えてもそこがネックだ。

「……サイデルにかく乱させましょうか」

　エミーリアとルイの会話に、ごく当たり前のようにラティファが紛れ込んでくる。

　エミーリアがルイに対して話しているのを、彼女はあまり不思議には思っていないみたいだった。

「でも、彼のいる部屋には扉に鍵がかけられているのでは？　窓から出るのも無理そうでしたし」

「道具さえあれば彼はなんとかするわ。使えそうなものは渡してあるし」

「そう言えば、そうでしたね」

　夜中庭に降りた時、ラティファもこっそりついてきていたのだった。どこに隠したかはわからないけれど、サイデルの手に短剣も渡っている。

「……となると、サイデルさんにまず脱出してもらって……？　かな。使用人達を逃がすのと、騎士さん達を逃がすの、どっちが先がいいんだろう……」

（こういう時、シンシアがいてくれたら楽なんだろうな……シンシアなら、きっといい手を考え付いてくれたはず）

　シンシアの方がエミーリアより持っている知識は多いし、たぶん頭の回転も彼女の方が上だ。自分が、頭脳派ではなく、力押しなタイプであることぐらい、エミーリアもわかっている。

「見取り図を見せて。サイデルがいるのはこの部屋、騎士達は隣、そして使用人達はこの部屋とこの部屋……だったかしら」

「殿下と庭に出た時にはそうでした。あれから移動したという可能性も低いと思います」

　ふむ、と顎に手を当ててラティファは考え込む。その隣にいるグウェンダリンが手を上げた。

「エミーリア、私、ちゃんと自分で走るわよ？」

「あなた、走るの遅いじゃないのよ」

　妃教育を受けていた頃、グウェンダリンの腕を掴んで走ることになったけれど、あっという間に遅れたのを思い出した。

「し、失礼ね！　ちゃんと走るわよっ」

「私も……あまり速くはないわ」

　グウェンダリンの隣で、クリスティナがため息をつく。

「それは知ってる」

　あまり運動してこなかったので、クリスティナの運動神経は鈍いのをよく知っている。

　最初から、クリスティナの運動神経には期待していない。だからこそ、キース達を待たずに脱出するかこのままここに残るのかをぎりぎりまで様子見していたわけである。

「サイデルがまず脱出。そして、隣の騎士達と手分けをして使用人達を逃がす、その後手分けしてかく乱――かしら。馬に乗れない人は？」

　ラティファの問いに、クリスティナが手を上げる。

「ごめんなさい、私……一応乗れるけれど……あまり得意ではないから……」

「私は乗れるわよ。狩りは貴族のたしなみですからね」

　自信なさそうなクリスティナと対照的に自信満々なのはグウェンダリンだ。エミーリアは腕を組んでため息をついた。

「私も乗れない。狩りはしないから、積極的に馬に乗ろうと思ったことがなかったのよね」

　前世が日本人のエミーリアは、自分の手で獲物を狩ることに楽しみを見いだせなかった。食卓に出されたものはありがたくいただくが、血を見るのはパスしたい。

「では、馬車を調達した方がいいかもしれない。矢を射かけられた時も、壁があれば安心だろうし……ただ、追われたら、馬車だと足が遅い分追いつかれやすいでしょうね、馬を繋ぐ時間も稼がないといけないし」

　意外なことに、ここまでくるとラティファが頼りになる。考えてもいなかったことを指摘されて、エミーリアは息をついた。

「申し訳ない……そこまで考えてなかった……デス……」

　馬車に繋ぐ馬はどうするかなんて、まったく考えていなかった。

「……食料保管庫って言ったら……小麦粉あるわよね……王室の建物、ぼーんってやったら怒られるかな……怒られるだろな……」

　何がなんでも爆発させたいというわけでもないのだが、派手な音を立てたら、そちらに人員を誘導できそうな気もする。

「ラティファ殿下のおっしゃるように進めたらいいんじゃないかしら。連絡係にはルイが使えるでしょう。ルイ、できるわよね？」

「ルイ、デキルヨ！」

　ルイの頭を撫でながら、クリスティナが言う。ルイの片言は、すごく今更だ。

　エミーリアは自分の荷物の方へ走ると、ペンとスケッチブックを取り出す。

「グウェンダリン嬢、見取り図の写しを作るのを手伝って。サイデルさんに一枚、騎士さん達には二枚必要かな。馬車の用意は騎士さん達にお願いしましょう」

　騎士達の中には、今回ここに初めて来るという者もいるだろう。人数が多い分、枚数もあった方がいい気がする。

「殿下は、サイデルさんへの指示を書いてください。クリスティナ、騎士さん達にはなんて書いたらいいかしら、そちらをお願い――あ、その前に扉にソファ押しつけときましょ。いきなり開けられても困るし」

　明後日には出立するというのなら、残された時間は多くない。

　扉を開けられた時、書きかけのものを隠す時間くらいは稼げるようにと寝る時のように扉にソファを押しつける。

　それからそれぞれ大急ぎで、作業に取りかかる。失敗はできない。準備は慎重に進めなくては。






　書き終えた手紙やら地図やらをルイはあちこち配達して回ってくれた。見張りの目を盗んで中に入り、返事を持って戻ってくる。

「こら、髪を引っ張るんじゃない！」

　窓から見下ろしていたら、ルイが庭にいる見張りの頭に止まって、嘴で髪をひっぱったところだった。

「ルイ、オニイサン、ダイスキー！」

「まったく、しょうがないなー」

　ルイにじゃれつかれて、見張りの方も悪い気はしないらしい。肩にとまって、頬をすり寄せるルイの顎の下を撫でてやっているようだ。

「……ルイったら、楽しそうね」

　窓のところから、エミーリアはその様子を見ていた。合間に見張りにじゃれついているので、見張りもルイがあちこち飛び回っていても、まったく気にしていないようだ。

　ばたばたと飛び上がったルイが、こちらへと飛んでくる。見張りがこちらを見つめていたので、エミーリアはにこにこしながら手を振った。

　どぎまぎしたようすで、見張りもへらへらと手を振り返す。少しも怪しまれている気配はないので、安堵した。

　室内に入ったルイがごそごそっと身体を揺すると、どこからかぽんと丸めた紙が転がり落ちてきた。

「はい。サイデルからの返事と騎士達からの返事」

「ありがとう。髪飾りで鍵壊せそうだって。よかった」

　ゲイルに届けてもらったのは、中に刃物を仕込んであるエミーリアの髪飾りだ。こちらは別の手段で扉を開けるから、渡してしまって問題ない。

　開いて中を確認し、それを室内にいる他の三人に順番に回していく。返事を書いて、またルイを外に出して、返事を待つ。それを何度か繰り返しているうちに、夜になった。

（決行は、明日……）

　まずは明日の朝、エミーリア達が騒ぎを起こすこと。これは朝起きて窓を開けておけば物音は下まで響くから問題ない。そこから先は、予定通りに行くかどうかだ。

　今までの夜と同様、窓に押しつけたソファに横になって、エミーリアとルイはひそひそと話し合う。

「本当は、夜のうちの方が動きやすいんだろうけどね」

「無理無理。グウェンダリン嬢とクリスティナがつまずくのがオチでしょ。私も真っ暗な中走れって言われたら、すごく困る」

　ゲイルとサイデルとも相談して、使用人達には何も伝えないことにした。

　この周囲の地理は彼らの方が詳しいから、「逃げるなら、勝手に逃げてください」とする。

　エミーリア達の行き先は知らない方が、カイ達に追及されても答えられない。その方が、彼らにとってもいいはずだ。

　逃走を始めてしまったら、彼らにまでは手が回らない。

　この別荘に閉じこもっている連中は、ラティファとその友人と侍女の方に意識を集中しているだろうから、彼らに危険が及ぶ可能性は低いだろうというのが、ゲイルと相談して出した結果だった。

「――明日の朝、だね」

「……うん」

　正直なところ不安でいっぱいだ。一応、打ち合わせをしたとはいえ、全てルイの運んでくれた手紙を通じてのもの。

　実際に顔を合わせて打ち合わせをしていないから、うまくいくかどうかはわからない。

（……でも）

　本気かどうかはわからないが、人質として役に立たない人間は、全員殺してから去るということに決めているらしい。

　ならば、その前にこちらが動かなければ――身体をくるんだ毛布から顔を出して室内の様子をうかがえば、他の三人もなんだか落ち着かないみたいだ。

（こういう時、キース殿下ならどうするんだろうな）

　ルイを引き寄せたら、ぽわんと頭にキースのことが浮かぶ。

（……なしなし、今のなしっ！）

　別に、キースのことを頼りにしているわけではないし――と、意図的に頭からキースのことを追い払う。

　こういう状況でキースのことを思い浮かべるなんて、ものすごく負けている気がする。何に負けているのか、エミーリア自身にもよくわからないけれど。

（……でも）

　心臓の上、キースから受け取った返事をしまってあるあたりに手を置いたら、少しだけ呼吸が楽になったような気がした。

　大丈夫、不意になんの脈絡もなくそう思う。キースが信頼してくれるのだから、大丈夫、だ。

















第十七章　大脱走、そして……












　夜が明けた。

　いよいよ打ち合わせた時間になった。チャンスは一度。失敗はできない。

「よし、やるか」

　大きく深呼吸して浴室に入ったエミーリアは、水に頭を突っ込んだ。ぼたぼたと水を垂らしながら部屋に戻り、まずは、靴と靴下を脱いだ。

　続けて、女官の制服を肩までずらし、スカートを捲り上げて、腰のところで結びつける。

　扉を開いて真っ先に目に飛び込む位置で床に横たわると、クリスティナが上からシーツをかけた。

「――大丈夫？　これでいける？」

　首を持ち上げて、シーツに覆われた自分の姿を確認する。横になっているエミーリアの、くるぶしから先は剥き出しになっている。

「どうせなら、もうちょっとシーツまくった方がいい気がするわ」

　グウェンダリンが勢いよく足下のシーツをまくり上げた。膝から下まで丸見えになる。

「ええと……そ、それはどうかしら……エミーリア、あなた嫁入り前でしょうに」

　おろおろとしているラティファは、エミーリアの姿を目に入れたくない様子で視線をそらしている。

　エミーリアが再び床に頭を預けると、グウェンダリンは丹念に肩にかかるシーツの位置を調整してくれた。

　ぱっと見、何も着ていないように見えるが、しっかりと着ているから問題ない。

「……そろそろ時間よ」

　扉の側に陣取ったラティファが注意を促す。やはり、エミーリアからは視線をそらしたまま。

「まじまじ見られるわけじゃないから、これでいいわよ。じゃあ、皆、お願いね」

　そう言うなり、エミーリアは意識を集中した。これから先は、ぶっつけ本番。

　ご丁寧に、事前に髪を濡らし、身体の側にバスタオルも投げておいた。バスタオルの下には、靴が隠されている。

（これが失敗したら……だめだめ、考えちゃだめ！）

　目を閉じて、意識を失っているふりをする。

　エミーリアは、シーツの下で胸に手を当てた。昨夜、エミーリアの気持ちを落ち着けてくれた便箋は、お守りみたいにそこにある。

（――私は、キース殿下の信頼を裏切らない）

　なんとしても、そろってここから脱出するのだ。一つ、大きく呼吸をして告げる。

「オッケー、始めて！」

　エミーリアの準備が整ったのを見て、クリスティナが扉に駆け寄った。

「お願い！　助けて！　助けて！」

　ばんばん扉を叩くクリスティナに合わせるように、グウェンダリンが金切り声を上げた。

「誰かぁぁぁ！　エミーリアが！　エミーリアが！　お風呂から出てきたらばたんって！」

　扉の鍵が、慌ただしく外される音がする。クリスティナはラティファの合図を受けて、扉の前からどいた。

　ばぁんっと扉を開いて入ってきた男は、床に倒れているエミーリアにぎょっとした様子で一瞬立ち止まり、それから身をかがめる。

「どうし――」

　彼の言葉は、途中で途切れた。いつの間にか側に回り込んでいたラティファが、彼の首筋に手刀を叩き込んだからだ。

「……私が、やるつもりだったのに！」

　花瓶を手にしたグウェンダリンは、不満たらたらだった。いいのか、それで。

　飛び起きたエミーリアは靴に大急ぎで足を突っ込んだ。素足で履いたから、少し気持ち悪い。

「お、お前達何を――おうふっ」

　続いて入ってきた男の腹部に、エミーリアのつま先がめり込んだ。鉛入りの靴を着用しているから、相当威力がある。

　腹に手を当て、崩れ落ちた男をその場に残し、四人は素早く扉の外に出た。

「このまま一気に駆け抜けるわよっ！」

　エミーリアの指示に従って、階段の方へと一気に突っ走る。下の方からばたばたと駆け上がってくる足音がした。

「――助けてえぇぇっ！」

　悲鳴を上げながら駆け寄ってきたエミーリアに、階段を上ってきた男が驚いた様子で立ち止まった。

「ど、どうした、その恰好――おわっ」

「ごめんなさいっ、いずれ今度じっくり謝るからっ」

　叫ぶのと同時に、エミーリアは男に飛び蹴りを食らわせた。「うおうっ！」という声と共に宙を舞った男が床に落ちた。

「ごめんなさいっ！」

「運が悪かったわね！」
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　その上からさらにクリスティナが踏みつけ、グウェンダリンが飛び乗り、男はなお二回呻いて動かなくなった。ラティファが無言でその側を通り抜けて、階段を二階まで駆け下りる。

　その時、建物の外からどおんっという大きな音がしたかと思うと、「火事だ！」「誰かが火をつけた！」という声が重なって聞こえてきた。

「――どいてっ！」

　勢いよく床を蹴ったエミーリアの飛び蹴りが、こちらに上がろうとしていた新たな男に炸裂した。床に後頭部を打ち付けて意識を失った男に軽く手を合わせ、エミーリアはひらりと床の上に降り立つ。

「――こっちだよっ！　って君、なんでシーツ巻いたままなのさ」

　そこで待っていたルイが、エミーリアを見て目を丸くする。

「いや……なんとなく？」

　皆、外の火事という言葉に惑わされているようで、エミーリアが蹴り倒した男を最後に、こちらに向かってくる者はいない。

「――クリスティナ様！　そのまま外に――馬車の用意をしております」

　入り口から外に出たところで声をかけてきたのは、屋敷の使用人と思われる男性だった。

「馬車のところまでご案内しますっ！」

　馬車が用意されているところまで案内してくれると、そのまま一礼して、彼は建物を囲む森の中へと消えていく。

　御者台に乗って待ち構えていた御者が、その場から声をかけてきた。

「早く乗ってください！」

　ラティファが乗り込み、クリスティナを押し込み、先に乗った二人がかりでグウェンダリンを引っ張り込む。

「――出して！」

　最後に乗ったエミーリアは、半分乗り込んだところでそう叫ぶ。馬車は勢いよく走り始め、同時に中に転がり込んだエミーリアは扉を閉じた。

「――それにしても、本当に気を取られるのね」

　まだシーツを巻き付けたままのエミーリアを見て、ラティファがあきれたように首を振った。

「人間って見たいものしか見ないんですよ。床に倒れてるだけでもぎょっとするけど、あの状況で倒れていたら、反射的に何も着てないと思って、もっとぎょっとするんでしょうね」

　実は、エミーリア自身、同じような経験をしたことがある。

　前世でレンタルしてきたＤＶＤを見ていたら、おまけのメイキング映像で入浴シーンの撮影をしていた。

　ファンタジー映画で、場面は、巨大な洞窟内にある温泉。

　人前で脱がないといけないなんて、大変な仕事だと思っていたら、実際にはチューブトップとホットパンツ着用。温泉内の湯気は、浴槽内に設置したスチーマーの湯気だった。

　実際に湯を張る場合もあるだろうが、そのシーンは、遠くから映されるシーンだった。

　ファンタジー設定で浴槽の中は映らなかったから、スチーマーですませたのかもしれない。

「たぶん、アザールの人達だったから、成功したんだと思う。あちらの方はあまり露出しないから。そうですよね、ラティファ殿下？」

「え、ああ……ああ、そうね。ところで、いつまでシーツを羽織っているのかしら？」

「そうですね」

　あいまいにラティファが微笑み、エミーリアはなぜかまだ身体に巻いたままだったシーツをようやく外した。

　肩までずらしていた制服を元に戻し、腰のところで結んでいたスカートを解く。スカートを三回引っ張って、皺を取ろうとした。

　窓の外をうかがうと、今のところ追っ手が来ている気配はないようだ。いつの間にか馬車の周囲は、脱出してきた騎士達に囲まれている。

「皆様、ご無事でなによりでした――ここからは、我々が責任を持ってお送りします！」

　ゲイルが窓の外から声をかけてくる。大きな怪我はないようだ。本当に、無事でよかった。

「何を爆発させたのかしら」

「君、小麦粉爆発させたがってたじゃん。サイデルが、うまいことやってたよ」

　エミーリアの肩の上で羽根の手入れをしていたルイが、顔を上げた。

「一発でうまくいくものなの？」

　サイデルと騎士達へのメモには、空気中に一定の濃度で小麦粉のような小さな粒子が漂っているところに火をつけると爆発するらしい、とは一応書いておいたが、まさか、一発で成功させるとは思っていなかった。

「さあね、上手くいったんだからいいんじゃないの？」

　羽根の手入れを続けるルイは、細かいことは気にするつもりはないらしい。それもまあそうか、とエミーリアもそれで納得することにした。

「姫様、ご無事ですか」

「――ええ、このまま逃げきれるかしら」

　窓の外からこちらに向かって話しかけてきたサイデルも、それを見たラティファも平然としていたが、クリスティナとグウェンダリンは口に手を当てて悲鳴を殺そうとしていた。

（……よくもまあ、この状況で平然としていられるわね、サイデルさんは）

　エミーリアは予想していたけれど、サイデルの顔は腫れ上がってひどい有様だった。

　やはり、拷問を受けていたらしい。瞼も腫れあがっていて、視界の確保ができているかどうかも怪しい。

　ラティファの目の前で拷問される羽目にならなくてよかったと、エミーリアは心から安堵した。重ねてラティファは問いかける。

「使用人達は皆逃げた？」

「はい。全員、森の中に逃げました。そちらに追っ手が向かった様子はありませんから、問題ないでしょう」

　その時、ひゅんっと音を立ててサイデルの側を矢が通り過ぎていった。続いて何本もの矢が放たれた。どうやら、ついに追っ手に追いつかれたようだ。

「ここは、我々が食い止める！　馬車の皆さんは先に！」

　ゲイルが声を上げる。騎士達がその場に残って剣を抜き、馬車はさらに走り続ける。

　馬車の後ろの方から、戦いの物音が聞こえてきた。

　だが、運はこちらには味方してくれないらしい。騎士達をすり抜けた追っ手の声が聞こえてくる。

「エミーリア、どうにかならないの？」

「無理無理！　私、飛び道具苦手！」

　グウェンダリンが揺さぶってくるのに反論していたエミーリアの目が、先ほどまで自分が着ていたシーツに止まった。

　それを拾い上げ、ルイを掴んで問いかける。

「このシーツ、やつらの目の前でばっさばっさってやったら牽制にならない？」

「ぼ、僕が行くの？」

「他に誰が行くって言うのよ！」

　エミーリア自身が飛べるならそうしているところだが、あいにくそういった類の特殊能力は持ち合わせていないのだ。

「だってさー、ちょっとやそっとじゃ死なないけど、矢で射られたらイタイし――僕イタイの嫌いなんだよね。豚肉のソテー一キロで手を打たない？」

「何キロでも作るから、さっさと行って！」

　話している間にも、エミーリアの手はせっせとシーツを折りたたんでいた。小さくまとめたそれを掴んで、ルイが窓から飛び出す。

「後はよろしくっ！」

　ルイを窓から放り出しておいて、馬車の中を見回す。

（……たしか、こういう時って、馬の足下にいろいろものを投げつけるのよね）

　馬車の総重量を軽くするのと、追ってくる馬の足止めをするという二つの意味があったはずだ。けれど、馬車に残されている荷物といえば、お茶道具と暇つぶしの道具ぐらいだ。

（――これじゃたいして足止めにはならないだろうしな――）

　ぎゃあっと後ろの方から声がして、エミーリアは窓から半分身を乗り出すようにして、後方を確認した。

　ルイが、掴んだシーツを、追っ手の馬の目の前で広げたようだ。

　驚いた馬が棒立ちになり、転げ落ちた者が出た。転げ落ちなかった者も、馬を落ち着かせるのに必死になって追跡の手が少し緩む。

「よっしゃー！」

　窓から声をかけたら、ルイはなおもシーツをばさばさやって、追っ手の真ん中を飛び抜けた。

　それでも負けずに突っ切ろうとしてきた馬の頭上に、そのシーツを落としてやる。

「うわあっ」

　追っ手がまた一人、馬から転げ落ちた。ひらひらしているシーツに気を取られた馬が足並みを乱す。その間にも馬車はずっと走り続けていて、追っ手達との距離が空いた。

「ルイ……大丈夫かしら」

「大丈夫、大丈夫。ちゃんと帰ってくるから」

　普通の鳥より賢いので、エミーリアはそこは全然気にしていない。それに、守護天使だから、エミーリアの側にいないと話にならないのだ。

「フウ、ツカレタ」

「やだ、どこから入ってきたの？」

　今、心配したばかりのルイがエミーリアの膝の上にいるのに気がついて、クリスティナが悲鳴じみた声を上げる。

「ルイ、ずいぶん速く飛べるようになったのね」

　エミーリアが背中を撫でてやると、満足そうにルイは首を振った。

（……瞬間的に移動してきたんだろうな……）

　エミーリアは遠い目になった。

「でも、そんなに時間は稼げなかったと思う。彼らもこういうことには慣れてるだろうし」

「そうでしょうね……追いつかれたらどうしよう」

　おそらく、どこか人目のあるところまで行けば問題ないのだろう。ただ、その人目のあるところまでどのくらいの距離があるかというのが問題で。

　エミーリア一人なら、ルイも瞬間移動で逃がすこともできるだろうが、エミーリアだけ逃げるわけにもいかない。

（……どうする、どうする――）

　さほどたたないうちに、彼らはまた追いついてくるだろう。彼らにとっては、ラティファの存在がなにより大事だ。

「ルイ。靴下に硬貨を積めたら鈍器になるんじゃなかったっけ？　映画ではそれでぶん殴ってた気がする」

　こういう時、持ち出す知識が全て映画がらみなのはどうかと思うが、実際、前世ではこういったことに巻き込まれることはなかった。小説、漫画、映画にアニメ。創作物頼りの知識になってしまう。

「なるね。それだけの硬貨がここにあればだけど……」

「グウェンダリン嬢。硬貨持ってない？」

「そんなもの、持っているわけないでしょう」

「これじゃだめかしら？　硬貨じゃなくて……ゲームのコインだけれど」

　クリスティナが馬車の後方から持ち出したのは、ゲーム用のコインだった。

　本来は木製のものを使うが、移動中の退屈を紛らわせるための品だ。固定できるよう、磁石を中に入れた金属で作られている。

「それで大丈夫！　――だけど、しまった！　靴下、履いてない」

　なにせ、朝風呂上がりを演出した直後。靴下を履いている余裕はなく、素足を靴に突っ込んで走ってきた。

「私の靴下でいい？」

　ごそごそとクリスティナが靴下を脱ぎ、グウェンダリンもそれにならう。四本の靴下にそれぞれコインを適量詰めて口を結んだ。

「ラティファ殿下も。必要はないと思いますが、一応お持ちください」

　エミーリアは、コインでずっしりと重くなった靴下をラティファに差し出した。受け取ったラティファが眉間に皺を寄せる。

「グウェンダリン嬢、あなたはそっちの窓。私はこっちの窓。まずは、馬車に積まれてるものを全部投げつけて足止めするの。それでも、もし追いついてきたら――これでぶん殴ってやって。身体のどこかに当たればいいから」

「わ、わかったわ……」

　手の中で重さをたしかめるように振ってみるが、扱いは難しそうだ。鈍器の使い方も、今後の護身術教室に入れておくべきだろうか。

「ラティファ殿下とクリスティナは、馬車の中のものをどんどん私とグウェンダリン嬢に渡して。まずは、それをぶつけてやって馬から落ちるのを期待したいわ」

　そんな会話を繰り広げているその間も、背後では、追っ手と騎士達の攻防戦が繰り広げられていた。そんな中をくぐり抜けて、馬車に一騎接近してくる。

「あー……カイが来た」

　窓から外の様子をうかがっていたルイがぼそりとつぶやいた。

　監禁されていた間は親切にしてくれたカイだったが、それがいつまでも続くとは期待できない。令嬢達にしてやられたことで、頭に血が上っているだろうし。

「――御者をやれ！」

　やはり、相当怒っているようだ。

　御者さえなんとかしてしまえば、馬車を止めることは難しくない。カイの後からもう一人、追っ手が馬車へと向かってくる。

　御者が必死に馬を励ます声が聞こえてきて、エミーリアはもう一度靴下を握りしめた。カイともう一人が、馬車の左右に分かれて、馬車の前に回り込もうとする。

「うりゃあ！」

　馬車に積み込まれていたティーセットを投げつける。追っ手のうち一人の顔面に、ポットが激突した。悲鳴と共に、男は馬上から転がり落ち、残る追っ手達の速度が少し落ちた。

「エミーリア、次はこれを！」

　馬車の中につまれていたゲームの駒が渡される。

「目つぶし、くらえ！」

　駒にも中に磁石が含まれているので、かなり重い。それから、ゲーム板、クッション、足置き、馬車に積まれていたものが次から次へと窓から放り出された。

　だが、カイも他の追っ手達も、なんとかそれらを避けていく。馬車に積み込んでいたものが全てを放り出されたと判断すると、再び速度を増して追いかけ始めた。

「そっち、追いつかれる！」

　窓から半身乗り出し、後ろの様子をうかがっていたエミーリアが声を上げる。グウェンダリンの方に、先に追っ手が追いついたのだ。

「これでもくらいなさい！」

　グウェンダリンは、窓枠を掴んだ。なんのためらいもなく窓から上半身乗り出すと、コインがみっしり詰まった靴下を振り上げる。

　振りおろしたのは、完璧なタイミング。肩に打撃をくらった男が、馬の上でバランスを崩した。

「まったく、おとなしいお嬢さん達だと思って油断していたら……！」

「カイさん、ごめんねっ！　こっちもいつまでも捕まってられないから！　命も惜しいし！」

　窓枠に手を置いて身を支えたエミーリアもまた、靴下を振り上げる。

　一撃目は外したが、二度目がカイの額を捉えた。ぐらりと揺れたカイが馬から声もなく転がり落ちる。

　カイに巻き込まれてもう一人がバランスを崩し、追っ手達は暴れる馬を制御するので精一杯のようだ。彼らと馬車の距離が空く。

　逃げられるかもしれないと思ったその時、御者が声を上げた。

「まずい！」

「嘘っ、車輪が外れた！」

　車輪が外れるなんて想定外もいいところだ。車輪のうち一つを失った馬車は、このまま走り続けることはできないだろう。

「行けるとこまで行きます。あとは、降りて、森の中にでも隠れてもらうしか」

　御者が、焦った声でこちらに告げる。

（馬車に繋がれている馬は四頭。ラティファ殿下は問題なく乗れるとして、クリスティナは乗馬は得意じゃない。グウェンダリン嬢と御者に頑張って連れていってもらうしかないな。私は……森の中に逃げ込めばいいか）

　御者に先導してもらえば、この先にいるキース達に合流できるだろう。

　残念ながら、エミーリアは、乗馬はできない。誰かと同乗する案も一瞬頭をよぎったが、二人乗りするよりは、ここで降りて身を隠した方がよさそうだ。

　足手まといになるのはごめんだし、そもそも先方の狙いはエミーリアではない。

「グウェンダリン嬢――それ、離すんじゃないわよ」

　ゲーム用のコインを入れた靴下を手に、グウェンダリンがこくこくとうなずく。だが、車輪が故障した馬車では長い間走ることができるはずもなく、それから、すぐに停止してしまった。

　エミーリアは真っ先に馬車から飛び降りる。御者を手伝って、馬を馬車から外した。

「ラティファ殿下、先に行ってください。クリスティナ、あなたも。乗馬は苦手だって言うけど、歩くよりはましでしょ。御者さんも、一緒に行ってください。グウェンダリン嬢、あなたもお願いね」

「……でも」

　クリスティナは困った様子で、首を左右に振る。

　たしかにちゃんとした馬具はないが、緊急事態に備えて、この状態での乗馬も訓練はしていたはず。どの程度まで上達しているかは知らないが。

「でも、じゃないのよ、クリスティナ。自分の立場を考えて。グウェンダリン嬢、あなたはクリスティナをお願い――ってグウェンダリン嬢は？」

　いつの間にかグウェンダリンが消えている。何をしているのかと思ったら、てきぱきと馬具を調えていた。

「馬は四頭しかいません。私が、ここに残ります」

　御者の言葉に、エミーリアは首を横に振った。

「私、馬には乗れないの。足手まといになるから、皆は先に逃げてちょうだい」

「……ですが」

「あなたには他の三人を守ってほしいの。私は適当に逃げる。私一人くらい、なんとかなるわ。クリスティナ――気をつけて、いいわね」

「……ええ」

　御者の手を借りて、馬の背によじ登ったクリスティナが不安げなまなざしになった。

「応援を連れて、すぐに戻ってくるから」

　ラティファの表情には、案じるような気配があった。

「殿下、あなたは戻って来ちゃダメです。それより従姉妹をお願いできますか。たぶん、転げ落ちると思うので」

「私、そこまで下手じゃないわ！」

　そう反論しながらも、やはりクリスティナは不安そうだ。

「グウェンダリン嬢もお願いね。クリスティナとラティファ殿下を守ってちょうだい」

「当たり前よ。ハーバートン家は王家に忠誠を誓っているんですからね！」

「私が先に立ちます。お嬢様方。さあ行きましょう」

　御者が先頭に立ち、ラティファ、クリスティナ、グウェンダリンの順に続く。ここまでの間に相手が追いついてこなくて本当によかった。

　おそらく、騎士達が食い止めてくれているのだろう。

　走り去る皆を見送ってから、エミーリアは道をそれて奥に入っていった。ルイは、いつもの通りエミーリアの肩の上だ。

「ちょっと怖いねぇ……」

「私一人なら、あなたの加護でどうにでもなるでしょ」

　ルイがいてくれるから、安心して大丈夫だ。エミーリア一人なら、ルイは超自然的な力で守れる。最悪、どこかに転移もできるはず。

（ここまで来れば、皆はすぐ殿下達に合流できるはずだし）

　心細いといえば心細いが、できる限りのことはした。キースの信頼を裏切ったことにはならないはずだ。

　しばらく森の中を、皆に合流できるであろう方向に進んでいたエミーリアだったけれど、こちらへくる足音に気がついて、身体を強張らせた。

　臨戦態勢を取りつつも逃げようとしなかったのは、嫌な予感がしたのと、足音が一人分だったから。

「……エミーリア」

「ああもうっ、なんで勝手なことするかなー！」

　嫌な予感が的中して、思わず額に手を当てる。一番逃げねばならない人が、なぜ、ここに来てしまった。声を上げてから不敬だったかと思ったけれど、相手は気にしている様子は見せなかった。

「あなたを一人置いていくわけにはいかないから」

「ご自分の立場を考えてください。狙われているのはあなたなんですよ！」

　彼らの目的は、ラティファだというのに、本人が戻ってきてしまっては意味がないではないか。

　じたばたしたが、こうなったら、なんとかラティファを連れて逃げるしかない。

「ルイ、様子見てきて」

　エミーリアの言葉に従って、ルイは上空へと飛び立つ。

「ルイの報告を待って、それから行動しましょう」

「私のせいで、巻き込んで申し訳ない」

　言われて、エミーリアは首を横に振る。こちらを見ているラティファの視線に、胸がざわりとした。

「御者から、これを借りてきたから安心して欲しい。今度は、私があなたを守るから」

　彼女の手にあるのは、剣だった。

「それでは、立場が逆ですよ」

「エミーリア」

　名を呼ばれ、胸がどきりとした。

　今までのラティファとは違う気がする。

　気のせいだと頭を振った時、ルイが木の枝の間から肩の上へと下りてくる。

「近くまで、キース殿下達が来ているよ。皆は、無事に合流できたみたい。僕達も急ごう」

「殿下、急ぎましょう」

「ええと……その、ミアン。別荘にいる間もずいぶん賢いとは思ってたのだけど」

「この子、天才なんです。そういうことで納得してください」

　他にいろいろと能力を持っているが、それをここで明かすのは面倒が増えるだけだ。ラティファをそれで強引に納得させることにして、とりあえず先へと歩き始めた。

（……意外と体力あるわね、殿下）

　前から思っていたが、ラティファの体力はお姫様にしてはかなりのものだ。エミーリアがずんずん歩くのにも、問題なくついてきていた。

「ひょっとして、殿下は、騎士団と一緒に訓練していますか？」

「なぜ？」

「剣を持ってきたということは、腕に覚えがあるのでしょう？　馬車が襲われた時もやる気満々でしたし」

「一応、それなりには。私は、あなたの方が興味深い。この状況で、こんなにも落ち着き払っているのだから。そんな武器も知っているし」

　エミーリアの腰には、先ほど靴下で作った鈍器――前世ではブラックジャックと呼ばれていたということを今思い出した――がぶら下げられている。

　その鈍器にラティファの指が向けられた。

「我が家は、商売していますから。アザール王国だけではなくて、いろいろな国から商人が来て家に逗留していたので。全て聞きかじりの知識です」

　前世の記憶なんて言っても信じないだろうから、自分の知識のことは異国の商人から聞いたと全て押し通している。完璧に信じている人ばかりではないかもしれないが、なんとかなっているから問題はないのだ。

「ウィンボーン子爵家には、お世話になっているものね。でも、あなたもけっこう鍛えていそうだけど」

「私は、身体を動かすのは好きですが、簡単な護身術を学んだ程度です。私の国では、王太子の結婚相手を決めるのに、妃候補者達を一か所に集めて、教育を施す習慣があるんですよ。そこで、ジャレッド殿下の妃候補者達が護身術を学んだんですよね」

　人数が多かったとはいえ、か弱い女性達が妃教育の最中に乱入してきた男を返り討ちにしたなんて、普通なら想像するのも難しい。

　鈍器の扱いに長けるのは絶対妃候補者の教育の範囲外であるとは思うが、グウェンダリンは殺られる前に殺れというモットーを身に付けたらしい。

「そう言えば、なぜあなたは女官になったの？　今の話だと、妃教育が終わったら、結婚相手を見つけるのに苦労はしないと聞いたけれど。侍女としての参加でも、候補者達と同等の教育は受けられるのでしょう？」

「そうですね、縁談が増えるのも事実です。私の場合は、結婚に意味を見出せなくなったというのが大きな理由でしょうか」

　アディルとの婚約期間、なんとかうまくやっていくつもりでいたのだ。アディルと向き合うというよりは、父に嫌われたくないという想いの方が大きかった気がする。

　アディルとの婚約期間、ずっと彼の好きそうな女性を演じてきた。

　それは傲慢な考えで、アディルと真正面から向き合ってこなかった。

　実際のところ、元婚約者のタイプはエミーリアの思っていたおとなしい女性ではなかった。素のエミーリアと近かったというのは皮肉な話だ。

「自分の力で、どこまでできるのか試してみたくなったんです。父もしぶしぶですが、許してくれました」

　実家の力を大いに借りてしまっている自覚もあるが、できるだけ自分の足で立っていたいとも思う。父も、ある程度認めてはくれているようだ。

「そうなの。では、結婚は絶対にしないつもり？」

「まずは仕事をきちんとできるようになってからですね。それに、今度は、間違えたくない。向き合うべき人にきちんと向き合いたいとも思っています」

　そう言った時、誰かさんの顔が頭をよぎったが、全力で見なかったことにした。今は、その時期ではないから。

「殿下。いざって時は、私を置いて逃げてかまいませんからね」

「そういうわけには」

「私なら、大丈夫です。馬車が襲われた時、グウェンダリンも言ってたじゃないですか。ハーバートン侯爵家は王家に忠誠を誓ってるって。それなら、ウィンボーン子爵家は、国外からのお客様を大事にするんです。それに、私は――女官だから、なおさら、お客様を優先しないと」

　冗談めかして、そう口にする。正直なことを言えば怖い。

　今、やるべきことはラティファともども無事に騎士団に合流すること。それが無理ならば、ラティファだけでも合流させることだ。

「――ごめんなさい」

　黙り込んで考えていたら、ラティファがぼそりと口にした。

「本当のことを言えば、私は――ラティファではなく」

「――時間切れです。先に行ってください」

　エミーリアは、ラティファの言葉を途中で遮った。

　とうとう追っ手に見つかったようだ。背後から、馬が走ってくる物音が聞こえる。

「……って、殿下、さっさと行ってくださいよ！」

「私一人逃げるわけには！」

「ちょ……もういい加減にしてください！　自分の立場わかってます？」

　ここまで聞き分けがない人だと思っていなかった。

　なんとかラティファだけでも逃がそうと思っていたら、脇から聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「よくやった、エミーリア嬢。あとは任せておけ」

「……キース殿下？」

　道ばたに目をやれば、にっと笑ったキースが、唇の前に人差し指を立てる。

「何も気づいてないふりで、そのまま行け」

「――はい！　ラティファ殿下、行きましょう！」

　ここで援軍が来るとは心強い。まだぐずぐずしているラティファの手を引いて、走り始めた。

　少し距離をあけてから振り返ってみると、二人を追いかけてきた男達の前に、キースをはじめとした騎士団員達が飛び出していた。

　少なくとも、ラティファを矢面に立たせずにはすんだわけだ。

「……もう少しだから頑張りましょう」

　なんとも言えない顔をしているラティファを励まし、なんとか進む。それからさらに少し歩くと、さらに向こう側から多数の人達がやってくるのが見えた。

「エミーリア！　無事だったのね。ラティファ殿下も！」

　どこかで調達してきたらしい馬車から飛び降りたのはクリスティナだ。ばたばたと走ってきたかと思うと、ぎゅっとエミーリアにしがみついた。

「無事でよかったわよ。何かあったら、後味悪いもの」

　ふんと鼻を鳴らしたグウェンダリンだったが、一応無事には安堵してくれているらしい。

　エミーリアに手を差し出してきたので、首に抱きついたクリスティナはそのままに、グウェンダリンの差し出した手を取る。

「……この靴下、けっこう役に立ったわね」

　グウェンダリンが左手に持っているのは、コインを詰め込んだ靴下だ。なんの役に立ったのかは追及しないでおくほうがよさそうだ。

（容赦なく振り下ろすんだもんな……）

　コインでぱんぱんの靴下を見ながら、エミーリアは少し遠い目になった。

　護身術教室では、様々な護身術を習ってはきたけれど、一番ためらいなく鈍器を扱うようになったのは、間違いなくグウェンダリンだ。

「……本当に心配したわよ。無茶するんだから」

　馬上から、シンシアが声をかけてくる。なんで、彼女がここにいるのだろう。しかも、弓を持って完全武装だ。

「シンシア？」

　身軽な動作で下馬するシンシアから目を離し、きょろきょろと周囲を見回した。ひょっとして、メイリーも来ているのだろうか。

「メイリー嬢は、王宮に残って連絡係。私は、こっちが心配だったからついてきちゃった」

　悪びれずシンシアはにっこりとした。

　周囲にいる騎士達がひそひそしている話によれば、シンシアは弓で何人か馬から落としたようだ。

（そう言えば、シンシアは狩りが得意だと言っていたっけ）

　今後のことを考えると、エミーリアも乗馬と弓の扱いも覚えておいた方がいいかもしれない。

「君一人なら、僕の力でどうにかなるんだけどね」

　ひそひそとルイがささやくのには、頭を撫でて返してやった。

　クリスティナ達と一緒に来た騎士達が、何人か追っ手との戦いをしている騎士達に加勢すべくそちらへと向かう。

　やがて物音が静かになったと思ったら、こちらへと一騎、合流するようにという使者が走ってきた。

「じゃあ、私達は馬車で行きましょう。ここからだと王家の別荘が一番近いから、まずはそこに戻るんですって。別荘の使用人達も、王立騎士団を見たら、こちらに合流するだろうし」

　クリスティナに言われ、エミーリアはラティファともども馬車に乗る。

「あー……疲れた」

「お疲れ様」

　馬車に乗ると、クリスティナがいたわってくれる。先ほどまで全力で逃げていたことを考えると、こうやって落ち着いていられるのがありがたい。

（……ラティファ殿下の件も、きちんと解決しなくてはね）

　そのまえに、まずはぼろぼろになった服を着替えて手を洗いたい。ようやく少しだけ、落ち着くことが許された。

















第十八章　この手で掴めるだけの未来を












　王家の別荘に戻ると監禁されていた部屋ではなくて、別の部屋に通された。保護された使用人達が、手際よく部屋を掃除してくれたそうだ。

　入浴し、顔や身体を綺麗にするとほっとする。浴室から出てきた時には、軽食まで部屋に届けられた。

　エミーリアがキースに呼び出されたのは、別荘に戻って二時間ほどが経過した後のことだった。クリスティナとグウェンダリンは、横になって休んでいる。緊張の糸が切れたのだろう。

　ルイを留守番に残し、エミーリアが呼び出された部屋に入った時、そこにいたのはキースとラティファだけだった。

「今回の件、ご苦労だった。よくやったな、エミーリア嬢」

「お褒めにあずかり光栄です、キース殿下。ところで、殿下は全てラティファ殿下からお聞きなのですよね？」

　うなずいたのを見て、エミーリアはラティファの方へ振り返った。

「ところでラティファ殿下、そのお召し物は趣味ですか性癖ですか？」

「趣味……？　性癖……？」

　ラティファは目を泳がせ、キースは眉間に皺を寄せる。

「どちらでもない、とは思うのですけど――ですよね、タリム殿下？」

　にっこりとして言ってやれば、降参したようにラティファ――いや、タリムは両手を上げる。

「なぜ、気づいた」

　そう言う声も、女性のものではなく、完全に男性のもの。ドレスを着たままなので、若干違和感があるのはしかたないだろう。

「なぜって言われても。ちょっと女性にしては手がごついかなとは最初から思っていたのですが、それは私も人のことは言えないので。お召し替えをサイデルさんにしか任せなかったのも、事情があると言われればそれまでですし。お召し物に身体の線が出ないものを選ぶのも、アザールの流行がそうだとか、殿下の趣味だと言われればそうですし」

　日頃、庭の運動場にくくりつけた人形を思いきりぶん殴るという習慣があるエミーリアの手は、貴族の女子にしてはごつごつしている。

　なので、ラティファの手も、女性にしてはごつごつしているなとは思っていたのだが、そういうこともあるだろうとあまり気にしなかった。

　数少ない女性騎士達の手も、似たようなものだから。

　ラティファが好んで着ていた襟の高い服は、喉や肩など女性とは明らかに違う身体の線を隠すためなのだろうが、アザール王国では流行の最先端と言われれば、こちらは何も言えなくなる。

「でも、四人で一部屋に押し込められたじゃないですか。あの時、私達の着替えが終わるまでベッドに隠れていたりだとか、私達にお召し替えを手伝わせなかったりだとか、一つ気になると、見えてくるものはありますよね」

　一つ一つ、エミーリアが違和感を覚えた点を上げていく。

「確信したのは脱出の時ですね。クリスティナとグウェンダリン嬢が限界ぎりぎりまで私のシーツ捲るのを、見ないようにしていたじゃないですか」

　その場に居合わせなかったキースが、怪訝な顔になる。

　見張りの気をそぐために、風呂上がりに倒れたように見せかけたと説明すると、キースは、両手を広げて天井を見上げた。シーツはかけていたわけだが。

「頼む、それ以上は言うな」

　王太子の婚約者とその侍女が、きゃっきゃうふふとシーツを捲っている現場を思い浮かべてしまったらしい。

　たしかに、あまり誉められたことではないので、さらっとそこは流しておく。

「サイデルさんが恋人なのだとしたら拷問で死んでもいいってあんな顔じゃ言えないだろうし、逃げようとした時もやけに自分が残るって言っていましたよね？　せっかく先に逃がしたのに、戻ってきてしまう。それに、時々地の声になっていましたし」

　エミーリアが逃がしたのが、ラティファならともかく、タリムだったのだとしたら、女性を囮に自分だけ逃げるなんてありえない話だろう。

「『王子』が女性を盾にして逃げるのは、ちょっとかっこ悪いですもんね」

「……いくらなんでも、それはかっこ悪すぎだろう……」

　女性の衣服のまま、ラティファ――ではなく、タリムが額に手を当ててため息をつく。

　思えば、もっと早く気がついてもよかったのだ。

　窓から下りたエミーリアの後についてこられたのも、身体を鍛えている『王子』ならば納得だ。

　ちなみに、エミーリアはこの国の女性の基準からすると、いろいろおかしい身体能力の持ち主なので例外だ。

「それで、キース殿下はいつからご存じだったのですか？」

　エミーリアに追及されて、キースは気まずそうに視線をそらした。

「さっきださっき。聞かされるまで、全然気がついていなかった。タリム王子の方は、ウィンボーン子爵が匿うと言っていたし、本物のラティファ姫だと思い込んでいた。おそらく――全部を知っているのは父上と宰相にウィンボーン子爵、ひょっとしたらジュリア女官長くらいだろう」

「あぁぁんの狸親父！」

　貴族令嬢らしからぬ言葉がエミーリアの口から出てきたのは、二人とも聞かなかったことにしたようだった。

　公には、『ラティファ王女』が王宮に滞在していることにし、タリム王子は行方不明としておいて、タリムに女性の服を着せて王宮に招いておく。

　そしてラティファを装ったタリムは、接近する者のあぶり出しに勤しむ。

　それを考えれば、妙に無防備だったのも理解できた。ラティファではなくタリムなのだとしたら、何者かが襲ってきたとしても返り討ちにできるだろうから。

　いや、シンシアの屋敷を訪れた時には、むしろあぶりだす方向に動いていたのだろう。ストールを忘れたなんて言い訳をして、エミーリアと離れたのもそのため。

　思っていたよりエミーリアが早く戻ってしまったことと、貴族令嬢としては肝が据わっていたのも、彼らの計算違いだったのかもしれない。

　その間、本物のラティファ王女には、『アザール王国から、ダール豆の栽培方法の指導にやってきた農家の娘』を装わせて、国境近辺でダール豆を育てているウィンボーン子爵家の農場に匿っていたそうだ。

　農場の様子をアザール王国の人間が確認しに行ったとしても、ラティファも変装していたし、『王子』を捜しているのだとしたら、男性にばかり目が行っていたはずだ。

　事情はわかるが、すっかり騙されていたと思うといい気はしない。

「エミーリア嬢、落ち着け」

　右手の拳を握りしめてぷるぷるしているエミーリアの肩を叩いて、キースは懸命になだめようとする。肩を叩かれたら、なんだか落ち着いた。

「父がそんな形で協力していたとは思いませんでした」

　そうは言ったが、言われてみればわからなくもないのだ。エミーリアの父は、アザール王国との取引において太いパイプを持っている。それはもう極太のパイプだ。

　子爵家の財政が潤いまくっているのは、アザール王国との取引が増大した結果だ。本物のラティファを匿ってくれと言われたなら、父も引き受けるだろう。

　国王から頼まれたら、そのくらいのことはやってのけると思う。

　結局のところ、まだまだ父親にはかなわないということなのだろう。

「……残る問題はあと一つ、ですね」

　第二王子エリクが、国境近くに来ているらしい。彼の始末をつけなければ、タリムもラティファも国に帰ることはできない。

「それについては、ユン王子から連絡があった」

　エミーリアの目の前で、次から次へと国家の機密が明らかにされていく。これ、聞いてしまって大丈夫なのだろうか。

「あの、私もう行きますね……？」

　疲れたし、そろそろのんびり寝たい。いくら体力があるといっても、限界だ。

　逃げ出そうとしたら、がしっとキースに腕を掴まれた。

　聞きたいことはもう全部聞かせてもらったし、ここにエミーリアがいる必要はない気がする。

「エミーリア嬢、頼みがある」

「……はい？」

　頼みがあるってなんだろう。エミーリアが首を傾げたら、キースはテーブルの上に置かれていた地図を指さした。

「ルイの力を借りたい」

「……え？」

　首を傾げて見せたが、これはバレている。完璧にバレている。

　以前から、キースの前では割とぽこぽこやらかしていた。監禁されてからは隠す余裕もなかったし、ルイの「普通の鳥じゃないゾ」というのは、あちこちで見せてしまっていたのは認めるしかない。

　いくらミアンが、賢い鳥だといっても、ただのミアンと言い張るにはそろそろいろいろ厳しくなってきた気がしてならない。

「カイ達から、エリク王子が裏にいるって証言が取れたんだよ」

　さて、どう誤魔化そうと思っていたら、キースが思いがけないことを言い出した。カイ達が捕まったのはわかるけれど、忠義を持っていそうなタイプだったのに、あっさり口を割ったのか。

「尋問方法はいろいろと心得ている」

　エミーリアの視線だけで何を言いたいのかわかったのか、タリムがそう口にする。その横でキースがうなずいた。

　二人がかりで尋問したのか。何をやったのかは、想像しない方がよさそうだ。

「エリク王子が来ているだろ？　この際なんで、捕縛してしまおうと思う。こちらとしても、王太子の婚約者や侍女を拉致されたのだから、放置しておくわけにもいかないしな」

「それは、わかりますが」

　エリクはアザール王国の王都を離れ、みずからタリムを探しに来ているのだろう。ラティファを捕らえてタリムを見つけ出すつもりだったようだし。

「でもなー、こっちもそんなに多くの人数を連れてきているわけじゃない」

「……あぁ」

　そもそもエリクとキースは会談のために国境で顔を合わせることになっていた。戦になりそうな大人数を連れているわけではない。

「エリク王子がどの天幕にいるかとか、国境の向こうに大軍を潜ませているんじゃないかとか、そのあたりのことを見てきてほしいんだよ、こいつに」

「ルイ、ムリィ」

　ルイは、普通のオウムの真似を始めるが、ものすごく今さらである。だいたい、キースを瞬間移動させたことだってあったのに。

「――ベーコン一キロでどうだ？」

「乗った！」

「乗るな！」

　あっさりベーコンにつられたので、思わず横からルイの頭を指先で弾いてしまった。

　このところ、要求する量が多すぎやしないか。身体の大きさは、それほどでもないくせに。

「今さらだよねえ、キース殿下」

「お前が普通じゃないのは前から知っていたしなー」

　ねー、と仲良くキースとルイは目を合わせてうなずき合っている。

　エミーリアとルイがそれはもういろいろな情報をぼろぼろと零しすぎであったのは事実だったとしても、キースの順応力にはついていけそうにない。

「エミーリア嬢、ルイ……ルイ、殿？」

　タリムは、混乱しているようだ。

「ルイでいいよ。僕はエミーリアの可愛いペットだからね」

　可愛い？　可愛い、というよりは頼りになる、の方が正解なのだが。だってルイはエミーリアの守護天使だし、今回だって小さな身体でできる限りの手助けはしてくれた。

　ルイがいなかったら、ぶっつけ本番の一発勝負で、あんなにもうまく連携を取って動くことはできなかっただろう。

「情報を探るにしても、空からというのは誰も想定していないと思う。もしルイが力を貸してくれれば、こちらが大いに有利になる」

「でしょうねぇ……」

　この世界では、まだ気球も飛行機も発明されてはいない。丘の上や木の上のような高いところから見下ろすことはできても、ルイのように自由に空を飛んでの情報収集はできないのだ。

　もし、ルイが協力したならば、相手の隙をついて攻撃できる可能性が大きくなる。

「ちょっと、いいかしら？」

　ルイを引っ張って、部屋の隅に移動する。できることなら、エミーリアも協力はしたいのだ。カイ達実行犯には思いきり報復させてもらったが、それを命じた相手にはまだ何もできていない。

　ひとつ、気になる点があるとすれば。

「ルイ、あなた私の守護天使でしょう？　今回、タリム殿下のお手伝いをするのって、その……守護天使の仕事の本分から外れることにならない？」

「んー、そうだねぇ」

　ひそひそ。エミーリアの耳に口をよせて、ルイがささやく。

「いいんじゃない？　君を監禁したやつにお返しってことで、君を守る範囲に含めちゃっても」

　いいのか！　それってありなのか！

　思わず目を剥いたが、ルイがその解釈でいいというのなら、反対する理由はない。顔を見たこともないエリク王子とやらに、文句を言うチャンスも得られるだろうし。

「大丈夫だと思います」

「そうか。助かった」

　そう言ったキースも、頭を下げたタリムも、ルイの協力にほっとしたようだ。

「ただ、私とあまり離れると不安定になるので、できれば、私も近くまで行きたいんですが」

「僕そんなことな――」

「黙って！」

　反論しかけたルイの嘴をぴしゃりと塞ぐ。

　だって、不意に心配になってしまったのだからしかたないではないか。

　グランディール王国は平和で、今のところ近隣諸国と戦争になりそうな気配はないが、空から得た情報というのは、こちら側にとって非常に有利になる。

　毎回のように、ルイを当てにされるのは困る。どこかで、線は引いておかなければ。

　貴族令嬢であるエミーリアを現場に出すわけにもいかないから、これで線は引けたはず。今回だけは、例外ということで。

「……近くまででいいんです。ルイを制御するには、私が近くに行かないといけません」

「わかった」

「だが、キース王子――」

　タリムは反対しかけたけれど、キースは片手で彼を制止した。

「すぐに出る。行けるか？」

「行きます」

　シンシアが貸してくれた乗馬服に着替える。エミーリアは、馬には乗れないので、キースの馬に同乗だ。

　騎士達に囲まれ、夜の闇に紛れて動き出す。

（……近い、な）

　一頭の馬に同乗しているから当然だが、キースとの距離が非常に近い。彼の体温を身近に感じてしまう。

　片手を離し、胸に手を当てる。キースからもらった便箋は、制服から着替える時にしっかりここに移動させた。

　大丈夫だ、大丈夫。再会した今でも、これはまだお守りになっているみたいだ。

　――認めたくはなかったのに。きっと近いうちに、自分の本当の気持ちに向き合うことになるのだろう。

「よし、ここで待機」

　キースの合図に、皆、馬から下りる。

　昨日から動きっぱなしなのに、奇妙に疲れを感じない。

　騎士達から少し離れたところに行ったエミーリアは、ルイが戻ってくるのを待った。騎士達には、「ルイはとても賢いミアンだ」と伝えてある。

　ルイは鳥目だから、闇の中では見えにくいが、このぐらいの明るさがあれば大丈夫だろう。

　完全に太陽が昇った頃、ルイが戻ってきた。素早く地面に下り、脚の爪でそこをひっかく。

「ここに見張り、ここにも見張り、それから、エリク王子がいるのはこの部屋ね」

　国境近くの宿を一件借り上げて、エリク達はそこに滞在している。エリクは景色のいい一番いい部屋ではなく、奥まった部屋にいるようだった。

「ああ、そうそう。少し離れたところに、柄の悪いやつがいる。前の騎士団長と似た臭いがするやつら」

「……それって、悪者ってことよね」

　エミーリアは、ルイから聞いた情報を素早くノートに記す。ルイの話が終わるのを待って、キース達の方へと戻った。

「エミーリア嬢、どうだ？」

「……こんな感じみたいです」

「ウィンボーン子爵令嬢、なぜわかる？」

　キースと共に来ていた騎士の一人がエミーリアに問う。エミーリアは、肩にとまっているルイの頭を撫でた。

「この子には、いくつか合図を教えてあって、私はその合図を組み合わせて解読しているんです」

　キースが噴き出しそうになっていたので、エミーリアはじろりと彼の方を見やる。合図ではなく、直接言葉でやり取りしているのをキースは知っている。

「よし、行ってくる」

　キースが合図すると、タリムも含めて騎乗する。エミーリアは、ルイを含めた少数の護衛と共に王家の別荘に戻ることになっている。

（……私はついていけないってわかっているけれど）

　エミーリアはルイの『合図を解読する』ためにここまで来たのであって、これ以降はついていけないのだ。

「――お帰りをお待ちしていますね」

「たいした危険はないさ。行ってくる」

　キースとエミーリアの視線が一瞬だけ、絡み合う。いたたまれなさに、先に視線を落としたのはエミーリアだった。

「ご協力、感謝する。エミーリア嬢」

「殿下も、お気をつけて」

　タリムの国のことであるから、当然タリムも行く。というか、彼は先頭に立って、エリクを捕らえねばならない。

「なんだかなあ」

　一行の姿が見えなくなるまで見送ってから、エミーリアはため息をついた。

　認めるしかないではないか。

　不安だ。とても不安なのだ。

　キースが無事に帰ってくるかどうか、ものすごく不安だ。

　別荘に戻っても、落ち着くことはできなかった。横になって休む気もなれずに、そわそわとしてしまう。

「僕、様子見てこようか？」

　室内を歩き回っているエミーリアを見て、ルイがそんな提案をしてくる。ルイは肩の上にずっといるわけなのだが。

「見てくるって、あなたも疲れてるでしょう？」

「今日はよく働いたんだけどさ、最近力が増している気がするんだよねぇ。もうちょっと頑張れると思う」

「お願いしてもいい？」

　返事の前に、ルイは飛び立っていた。窓から勢いよく飛び出していくと、そのままキース達の後を追っていく。

　キースが強いのは知っている。タリムもまあ大丈夫だろう。

　それでも、こんなにもキースが気になってしかたない。こんな気持ちになるなんて、初めてのことだった。

　どのぐらい不安を抱え、窓辺に立っていたのかわからない。

（あー、ぜんっぜん問題ないね！）

　不意に頭の中にルイの声が響いて、エミーリアは飛び上がる。しんみりした気持ちが、どこかに行ってしまったではないか。

「全然問題ない？」

（ないない。エリク王子？　彼がいる部屋まで一気に入り込んで捕縛。彼と一緒にいた騎士達は、王子が捕らえられたの見て降参したー）

　ルイは力が強くなったようなことを言っていたけれど、たしかにそうかもしれない。少し前まで、こんな風に離れていたら会話することはできなかったから。

「……よかった」

　そんな言葉が漏れた。あとは、タリムとラティファを国に送り返せば一件落着である。

（……あ、キース殿下とタリム殿下、まだ足りないみたい。てーか、キース殿下やるなあ。『闇の翼』の残党、おびき寄せてるじゃん）

「は？」

　犯罪組織の残党を、エリクのところにおびき寄せているってどういうことだ。たしかに、手を結んでいるらしいという噂はあったけれども！

　組織の中枢メンバーは以前捕らえているから、たいして力のある者は残っていないかもしれないが、それにしたって王子二人が突っ込んでいくなんてどうかしている。

（エミーリア、心配する必要はないよ。相手は、大した訓練も受けてないんだから。キース殿下とタリム殿下だったら、全然問題ないって！）

「それは、わかってるけど！」

　ルイはのんきなものだが、エミーリアは心臓がどきどきしっぱなしである。自分は何もできないというのが、こんなにも歯がゆいものだなんて想像したこともなかった。






　キース達が戻ってきたのは、結局昼過ぎになってからだった。

　慌ててエミーリアが外に出た時には、元凶であるエリクがちょうど荷車から降ろされたところだった。

「……会談を理由にここまで来て、従姉妹を誘拐しようとしたのがこの方ですの？」

「ち、違う！」

　エミーリアは、エリクを睨みつけた。

　引き立てられて連れてこられたエリクは、一応着替えの時間は与えられていたらしい。キースやタリムは早朝踏み込んだのに、きちんとした服装に着替えている。

「未来の王太子妃を誘拐しようとしただなんて、グランディール王国にとって許しがたいことですわね……」

　頬に手を当てて、深々とため息。ついでに、エミーリアの肩の上でルイもため息。

　エリク王子の部下だったカイ達の本命はラティファ王女――あの時はタリムの変装だったわけだが――なのはわかっているが、王女は国賓として滞在中なのだから国家主権の重大な侵犯だ。さらにこの国の王族に準じる地位にあるクリスティナを狙ったと罪を追加しておこう。誘拐されたのは事実だし、重ねられた罪の重さに震えればいい。

「違う、俺は、タリムの居場所を吐かせようとしただけで」

「まあ、恐ろしい。クリスティナ様を拷問しようと？」

「そうではなく！」

　わかってはいるが、意図的に話をすり替えてやる。

　じっとりとした目でエリクをにらんでやれば、彼はだらだらと汗をかき始めた。

　たとえ自国の人間でも、他国の保護下にある者に手を出すのがどんなに危険か、ようやく認識したのだろうか。認識したところで、今さらだ。

「エミーリア嬢、そのあたりにしてやってくれ。もちろん、その件についても我が国からきちんと謝罪と賠償を――」

　タリムが困った顔をしているので、エミーリアも矛を収めることにした。今のは、エリクに対するささやかな嫌がらせだ。

　何日も監禁したのだから、このぐらいの嫌がらせは許してほしい。

「キース殿、この男はどこに連れていけばいい？」

　拘束されたエリクを連れているのは、タリムである。他の者はともかく、エリクだけはタリム自身で連れていきたいらしい。

「すぐに案内させる」

　タリムがエリクを連れて引き上げた後、キースはエミーリアの方へ向き直った。

「何か？」

「いや……よくやった。グランディール王家を代表して感謝する」

「困ります、そういうの。だって、私は、自分の仕事をしただけですから」

　女官の仕事が多岐にわたるとはいえ、その範囲からは思いきり逸脱していた。

　要人の護衛だの、別荘からの脱出だの、おまけに大捕り物まで。どれも、本来は専門家に任せるべきものだ。

「エミーリア嬢の奮闘がなかったら、もっと時間がかかっていたと思うぞ」

「私一人の手柄ではないです。グウェンダリン嬢もクリスティナも……彼女達がいなかったら、きっとどこかで失敗していたでしょう」

　あの時、グウェンダリンがクリスティナの代役をとっさに果たしていなかったら、エミーリアはグウェンダリンを戦力としては考慮しなかっただろう。

　クリスティナの侍女になった目的がどこにあるのか、女官となって初めて顔を合わせた時に堂々と宣告されたし。

『ハーバートン侯爵家は、王家に忠誠を誓っているの』と、なんのためらいもなく言ってのけたのには驚いた。侍女になった目的を考えたら、そこまで腹をくくっているとは思えなかったから。

　その後、どう行動すべきか考えるのを丸投げにしてくれたのはどうかと思うが、彼女は自分のやるべきことから逃げなかった。

　いざという時は未来の王太子妃のために身を投げ出す覚悟があるとその行動で示し、実際、脱出の最中、一番奮闘していたのはグウェンダリンだった。

　気が合わないのは否定できないので、今後も親密な友情を築くことはないだろうが、とっさの判断力と行動力には敬服すべきところがある。

「あとでハーバートン侯爵令嬢にも礼を言っておく。兄上の婚約者をよく助けてくれた、と」

「喜ぶと思います……デートに誘ったらもっと喜ぶって付け足そうとも思ったのですが」

「お前なあ……俺の前でそれ言う？」

　キースは眉間に皺を寄せる。やはり、今のはなしだったか。エミーリアは小さく笑った。

「そうですね、言えませんね」

　正直に認めてしまうのは悔しい。ものすごく悔しい――けれど。それに、ものすごく自分勝手で我がままだ。

　キースが惜しみなくくれた言葉を、全部軽いものにして、冗談だと思っているふりをして、できる限り受け流してきたのに。

　エミーリアは、服の内側に隠していた便箋を取り出した。

　三日間、何度も開いたり閉じたりして読み返していたから、完全によれよれになっていた。この便箋をお守りみたいにして、なんとか乗りきった。

　自分の力で、どこまで行けるのか見てみたい。その気持ちを忘れたわけではない。

　けれど。

　ここまで来てしまったら、自分の気持ちを誤魔化せなくなった。

「私の負けです、殿下」

　自分で言って、顔から火が出ると思った。思えば自分から想いを言葉にしたことはなかったような気がする。前世の分を含めても。

「私、いつの間にか殿下のことを好きになっていて、殿下のことを頼りにしていたみたいです。私の気持ちは、とっくに殿下に向いていました」

　今までのエミーリアに対するキースの態度は、近すぎた面は否定できないにしてもエミーリアへの好意はちゃんとわかるように伝えてくれていた。

　キースが、ゆっくりと口角を上げる。

「女官長になる夢は諦めるか？」

　どうして、こんな時にそんなことを言うのだろう。キースへの気持ちを認めるのは、この夢を諦めるのに等しいのに。

（婚約破棄されたから、急に思い立ったのは否定できないけど）

　最初は、単なる反動みたいなものだった。父の言うまま生きてきた十八年。

　自由の身となったのだから、一回ぐらいは自分の好きなことをしてもいいのではないか、と。

「待ってもらえます？」

　右手の指を大きく広げ、キースの前に突き出した。エミーリアが彼に見せたのは五、という数。

「待つ？」

「五年、待ってもらえますか？　五年できっちり実績作って、堂々と殿下のところに行きますから」

　たしかに、今のエミーリアは引く手あまたの優良花嫁候補だ。だが、それはあくまでも『貴族の夫人』としてのもの。

　妃教育に参加はしたものの、侍女として参加した令嬢が妃になった例は、今のところ存在しない。今のままエミーリアがキースに嫁いだなら、反対する者は間違いなく多い。

「五年？　五年でどうにかなるか？」

「どうにかしますよ。そのぐらいできなければ、殿下の隣には立てないでしょう？」

　自信満々に見えればいいと思いながら微笑む。新たな目標に挑むのも、悪くない。
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　一行が王宮に戻ったのは、事件から一週間ほどが過ぎた後のことだった。

「やれやれ、やっと帰れるねえ」

「そうね。いろいろあり過ぎたわ」

　エミーリアの膝の上でくつろいでいるルイだが、普通の鳥ではないのがバレているのはもう諦めた。

「派手に動きすぎたわよねえ、今回のルイは」

「今回は諦めるしかないでしょ」

　男性の格好にもどったタリムは馬に乗っているし、クリスティナとグウェンダリンは疲れきっているようで、二人ともぐっすり眠っている。

　王家の馬車は、本当に乗り心地がよくて楽だ。馬で行くことを選んだシンシアは、馬車の少し後ろにいる。

（王族、かぁ）

　戻る直前、キースに気持ちを伝えた。素直な言葉ではなかったけれど、今のエミーリアにはあれが精一杯だ。

「大丈夫、いざとなったら全員の記憶消すから」

　鳥のくせににやりとするルイが怖い。それは聞かなかったことにして窓の外を見ていたら、こちらを見ているタリムと目が合った。

（エキゾチックイケメン……！）

　ラティファの時は美人さんだと思っていたが、男性の服装に戻った今は美男子である。

　エミーリアのタイプか否かというところはまた別問題だが、彼が王宮に姿を見せたなら、令嬢達が大騒ぎすること間違いなした。

「ほら、王宮に着くわよ。二人ともそろそろ起きなさいな」

「ふぁい……」

「顔、しゃきっとさせて！」

　寝ぼけているクリスティナをたたき起こし、大急ぎでメイクを確認する。

　グウェンダリンの方はさっさと起きて、クリスティナのドレスを直してくれていたので安心した。

　馬車が王宮に戻った時には、クリスティナもしっかり目を覚ましていた。笑みを浮かべながら馬車を降りる。

「――クリスティナ、無事でよかった！」

「皆が助けてくれたので、怖くありませんでした」

　再会そうそう、クリスティナを抱きしめているジャレッド王太子からは視線をそらす。

　ジャレッドは、武力によらずエリク王子を足止めするために、キースと入れ替わってアザール王国側との会談に臨んでいたからこちらに来ることはできなかったのだ。

　グウェンダリンとシンシアの二人に出迎えに出てきてくれたメイリーがそこに加わって、どうやら監禁されていた間のことが話題に出たようだ。

「お帰りなさい。任務、お疲れ様でした――後で、覚悟しておきなさいな、あなた……というか、今すぐ歯、食いしばれ」

「……へ？」

　女官長の言葉に、エミーリアは目を丸くした。

　出会い頭に、それはもう勢いよく、女官長はゲイルの頬に拳をたたき込んでいた。

「……わかった。今回の件は俺の失態だ――国王陛下にも報告してくる」

　出迎えてくれた女官長は、ゲイルにかなり怒っているみたいだ。

　拳が頬にめり込んだ時、ものすごい音がしていたけれど、ゲイルは頬を一つ撫でただけで立ち去っていった。

（女官長……！　今、右手、グーでいったよね？）

　このあたりについては、エミーリアの割って入れる領域ではないので、見なかったことにしておく。というか、なかなかいいパンチだ。

　女官長になるには、肉体的にも鍛えなければならないらしい。

（……これで、一件落着、かな）

　ようやく王宮に戻ってこられて肩の荷が下りたような気がする。馬車の中では、エミーリアの膝の上にいたルイは、いつの間にか姿を消していた。

　さて、女官の仕事部屋に行って、さっさと報告書を書いてしまおう。

　新たな目標に向かって、キリキリと働く必要がある。でも、仕事は嫌ではない。むしろやる気に満ちていた。
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「いろいろと、世話になった。まだ油断はできないが、国に帰ってやるべきことをやろうと思う」

　長身を屈めてエミーリアに礼を言うタリムに、鮮やかなアザール王国の衣服がよく映えていた。

「そう言えば、カイさんはどうなるんですか？」

　向かい合ったタリムに、たずねてみる。

「彼は兄の手の者だから、国に帰ってから証言させることになる。」

「……なるほど」

　捕らえられた時、「お役目だ」とカイは言っていたけれど、エリク王子直々の命令であればお役目なんてたいそうな言い方をしていたのもわかる。

「何はともあれ、無事でよかったです。タリム殿下もお元気で。次にお会いするのは、ジャレッド殿下と従姉妹の結婚式ということになるでしょうか」

「殿下、そろそろ出立しますよ」

　向こう側からサイデルが呼ぶ。待つように、と手で合図してからタリムはエミーリアの方へ向き直った。

　エミーリアを真剣に見つめ、そして彼はエミーリアの両手を取った。

「どうか、私の国に来てはいただけないだろうか――我が妻として」

「は……いぃぃいぃ？　だめ、無理、ムリですって！」

　いや、この状況ってどうなのだろう。

　公衆の面前で手を取られて……プロポーズされた！

　タリムに両手を取られたまま、その手を引き抜くこともできずにエミーリアは固まっていた。

　無理無理無理、無理、絶対、ムリ！

「結婚を考えていないわけではないとあの時言っていただろう。わが国は、優秀な人材を必要としている」

「……あの、まさかそれって、ルイ欲しさじゃないですよね？」

「それも否定しないが」

「そこは否定しましょうよ！　嘘でも！」

　おまけか。ルイのおまけか！

「あなたの決断力、体力、発想力は素晴らしい――王太子として立つ際には、ぜひあなたに隣にいてほしい」

　こちらを見るタリムの目は、真剣そのもの。求婚は、冗談で言っているわけではないと伝わってくる。

（……あ、やる気になったんだ）

　両手を握りしめられたまま、頭の後ろの方でそう考える。エミーリアの目をのぞき込む、タリムの目。

　――国外の貴族、それも新興貴族の娘にいきなり求婚はまずいのではないでしょうか、殿下。

　そう目で訴えてみるけれど、タリムは気にした様子も見せない。

「エミーリア殿なら……暗殺者も蹴り倒してくれそうだし、いいかもしれませんな」

　と、横でサイデルがうなずいているのも怖い。

（いや、困るって、その発想――！）

　たしかにタリムと過ごした時間は濃密であったが、そういう意味で気に入られるとは想像もしていなかった。そもそも、あの段階では女性と思っていたわけで。

「タリム王子、それは困る。エミーリアは、俺が求婚済みだ」

　と思っていたら、もう一人割り込んできた。所有権を主張するかのように腕の中に抱え込まれて、エミーリアは悲鳴を上げる。どさくさ紛れに呼び捨てにされているし。

「まだお受けしてません！」

　とっさに割って入ってくるキースに、何やってくれているのだと視線で問い詰めるが、彼はそれを気にした様子は見せなかった。

　ついでのようにタリムの手からエミーリアの手を引き抜いてくれたのは、ありがたいけれど。

　求婚はまだ受けていない。五年待ってくれとお願いしてある。

　五年たてば、エミーリアは二十三歳。前世の基準からすれば、早めの結婚ということになる。この世界では行き遅れもいいところだが、できれば結婚は二十代になってからと思うのだ。

「いい人がいればと言ってたぞ、キース殿」

「あー、それはですね……」

　タリムと話をしてから事情が変わったので。エミーリアが口を挟もうとするが、その隙はまったく与えられなかった。

「求婚は、俺が先だ。約束もした」

　まさか、王子二人に求婚されるとは思っていなかった――これは、ある意味乙女の夢――そうではないと自分に突っ込みを入れる。

「ごめんなさい、どちらも無理です！　キース殿下も、お時間をくださいってお願いしましたよね？」

　エミーリアは二人の求婚をなかったことにした。思いきり拳を突き上げて主張する。

　そう、目指すは王宮の裏ボスだ。

　五年、待ってくれとお願いした。そして、キースもそれを受け入れてくれたのだからもう少し待ってほしい。

「あらあら、たくましいこと。では、キース殿下、タリム殿下。そういうことで、うちの者はこちらで引き取りますね」

　二人の間に割って入ったジュリア女官長が、にっこりとしてエミーリアをその場から引きずり出してくれた。

「ありがとうございます、助かりました」

　エミーリアがお礼を言ったら、彼女はにやりとした。

「タリム殿下が後継者争いに勝ち残ったら、アザールに行く外交官に同行させてもらうのもいいかもしれないわね……女官の本来の任務とは外れるけれど、私も一度、国外に送り出されたことがあるわ」

　それを聞いたエミーリアの背中を、冷たいものが流れ落ちた。この人、エミーリアを全力で利用するつもりでいる！

　さすが女官長、王宮の裏ボス。転んでもただでは起きないどころか、徹底的に利用し尽くすつもりでいる！

「は……はは、頑張ります……！」

「でも、そうね。タリム殿下が即位なさるのなら、エミーリアに嫁いでもらうのもいいかも……それはそれで使い道が」

　ジュリア女官長の目は本気だ。キースを五年待たせている間に、どこか別の国に嫁がされていたらどうしよう。

「女官長！」

「ジュリア殿！」

　エミーリアをしっかり腕の中に抱え込んだ女官長に、キースとタリムが食ってかかる。

「エミーリアには仕事があるんです。こちらで引き取りますと申し上げましたよね？」

　笑顔一つで、彼女は王子二人を黙らせた。さすが、王宮を牛耳る裏ボスである。

　すかさずその場から離れながら、彼女はエミーリアにささやいた。

「五年殿下を待たせて、実績を上げるのでしょう？」

「……え？」

　その話、どこで聞いた。

　キースとしか会話をしていないのに、なぜ、女官長の耳に届いているのだ。女官長の情報収集能力が、恐ろしすぎる。

「さあて、エミーリア。私は、殿下の味方ですからね？　あなたにもビシバシ行くから、覚悟なさいね」

「ええ、覚悟します！」

　エミーリアはぴしりと手を上げる。

　肩越しにキースを振り返れば、こちらに手を上げるのが見えた。エミーリアも手を上げて彼に返す。

　どうやら、これからますます忙しくなるらしい。

　でも、きっと望む未来を掴めるだろうと、エミーリアは確信していた。
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【電子版限定ＳＳ】



















◇　侍女はお菓子も作れなければならないのです、たぶん












「さー、クッキーを焼くわよ！」

「クッキー？」

　右手の拳を突き上げて宣言すると、クリスティナの目が輝いた。妃教育が始まって以来、クリスティナにはお菓子を制限してもらっている。

　とはいえ、妃教育の間、午後のティータイムへの参加は欠かせない。我慢の続いているクリスティナにストレスが溜まっているのも、エミーリアはちゃんと把握していた。

　実家に頼んで取り寄せてもらったダール豆。茹でて柔らかくしてからピューレ状になるまで砕き、絞って豆乳とおからに分けるところまで成功している。

　豆乳はとりあえずこのまま飲むとして、おからの方はヘルシーなおやつに活用するつもりである。

　この国では痩せている方が美女だという風潮があるが、そこまで過酷なダイエットをクリスティナにさせるつもりはない。今はぽっちゃりすぎるので、健康に問題ない程度にまで痩せればいいと思っている。

「さーて、どこから手をつけようかしら」

　作るのはおからクッキーと決まっている。

　だが、どのレシピを活用すべきか。おからを使ったクッキーも、通常のクッキーと同じように砂糖の他、バターや卵を使用したレシピ、控えたレシピ、まったく使わず蜂蜜等で甘さを加えたレシピ等様々なものがある。

　前世ではそんなに熱心にお菓子作りをしていたわけでもないので、頭の中にあるレシピはうろ覚え。まずは厨房の料理人に、基本のクッキーのレシピを確認する。

「……え？　こんなにお砂糖を使うの？」

　クリスティナに実物を見てもらった方がいいだろうと実際に計量して並べてみたら、使われている砂糖の量にクリスティナは顔をひきつらせた。

「お砂糖だけじゃなくて、バターも太る理由ですからね？」

「……うぅ」

「そして、ジャムも」

「なんとなくわかっていたけれど……」

　ジャムは保存食なので、砂糖をたくさん使っている。紅茶にジャムをたっぷり入れて飲むのがお気に入りのクリスティナは、そっと視線をそらせた。

「で、このダール豆のおからの出番ってわけ」

　エミーリアは、並べたクッキーの材料から、まずは小麦粉を減らした。砂糖も半分まで減らす。そして、減らした材料の分、おからを追加して、教わった手順通りに作り始める。

　バターと砂糖を混ぜ合わせ、卵を追加。ふるった小麦粉を入れて最後におからを混ぜる。混ぜたら、薄く伸ばし、切り分けてオーブンへ。

「いい香り……」

　オーブンの前に陣取ったクリスティナは、うっとりとした顔をしていた。そんなに甘いものに飢えていたか。茶会のお菓子は制限したが、果物はそこまで制限していなかったのに。

　だが、生のままの果物と職人の手による甘味では、甘さの種類が違うのもわかる。厨房の料理人達の邪魔にならない場所をちゃんと選んでいるので、やめさせようとは思わなかった。

「……焼けた？」

「たぶん」

　焼き上がったと思われるところで鉄板を取り出す。綺麗なきつね色に焼けている。色はいい。先程から漂っている甘い香りもいい。

　まだ焼き上がったばかりでアツアツだというのに、クリスティナは迷うことなく手を伸ばした。一枚手に取って、パクリ。

「んんん？」

　首をかしげている。何か言いたそうにしていたけれど、目をぱちぱちさせるにとどまっていた。続いてエミーリアも手に取る。

「……うーん」

　なんだ、このもさもさ感は。口の中にまとわりつく。ダイエット用だからと、勢いよく砂糖を減らしたのがまずかったかもしれない。

「これは駄目ね。私が、責任をもって食べるわ」

　グラス一杯の水を飲みほしてから、エミーリアは宣言した。

　食感は最悪だし、口内の水分は持っていかれるし、甘みもない。はっきり言ってしまえばとてもマズイ。

「でも、エミーリアがせっかく焼いてくれたんだし」

「これを食べても、悲しくなるだけだと思うわ」

　エミーリアの言葉に、クリスティナは正直に眉を下げた。やはり、責任を感じていただけのようだ。

「と、とにかく！　これはクリスティナは食べなくてもいいから！」

　たしかに、今の一枚で胃の容量はかなり埋まった気もする。口内に残ったクッキーもどきを洗い流すのに、水をたくさん飲む必要があったからかもしれない。

「食感をよくするためには、小麦粉じゃなくて他の粉と混ぜた方がいいかもね。でなかったら、おからを乾かしてから使うとか」

「お砂糖は……？」

「それもちょっと考えるわ。さすがに減らしすぎたわね」

　残された材料を前にクリスティナと話し込んでいたら、横から女性の料理人がそっと口を挟んできた。

「よかったら、私にも協力させてもらえますか？」

　エミーリア達より、少し年上の彼女は、最近太ってきたということもあってダイエットに興味があるそうだ。

「いいの？」

「興味があるので、手伝わせてください」

　料理人にとっても、エミーリアの挑戦は気になるところだったらしい。

　胃の中でふくらみ、食欲を抑えつつも、美味しいもの。難しい挑戦になりそうだ。

「よろしくお願いします！」

　料理人とエミーリアががしっと手を取り合う。

「……私も……切実なの……よろしくお願いします……」

　その横でクリスティナはぺこりと頭を下げる。

　この後、職人魂に火が付いた料理人とエミーリアは試行錯誤を繰り返した。

　無事にクリスティナがダイエットに成功したのをきっかけに、グランディール王国内でダール豆の需要が跳ね上がるのは、この少し先のことである。

















◇◇　王子殿下は子爵令嬢が気になってしかたない












「キース、彼女とはどうなっているんだ？」

　朝食の席、いきなり兄から言葉をかけられて、キースは飲んでいたコーヒーを吹き出しそうになった。兄の言う「彼女」が誰のことなのか、キースももちろんわかっている。

　エミーリア・ウィンボーン。ウィンボーン子爵家の令嬢である。

　ウィンボーン家は、先代がたいそう有能だったらしく、一代にして財を築き上げ、男爵の地位を得た。

　当代の当主もまた有能で、若い頃から国にとって有益な提案を次々と行い、国力を増大させるきっかけを作った。そして、今の令嬢が生まれた頃に子爵の地位を授かったのである。

　侍女として妃教育に参加したエミーリアに好意を寄せるようになったのは、否定しない。求婚の手紙を出すにあたり、両親の許可もきちんと得た。

　兄の妃に内定しているクリスティナは、エミーリアの従姉妹だから問題になるかとも思ったが、クリスティナは名門伯爵家の娘だ。

　むしろ王家にとっては古い家系からも新興の家系からも妃を迎えることになるわけで、ある意味都合のいい縁談であるという面も否定はできないらしい。

「――断られたと、兄上もご存じでしょうが」

　今日は父である国王も、母である王妃も、それぞれの公務で朝早くから留守にしている。

　兄と二人きりでの朝食は久しぶりで、だからこそ兄もこのタイミングで話を持ち出してきたのだろう。

「そうだね。でも、諦めてないんだろう？」

　パンを手に取りながら笑った兄は、すべてを見透かしているようだ。こちらに向ける笑みに邪気がまったくないのがわかるから、返答に困る。

「それは、まあ」

　兄とこういう話をするのは初めてだ。視線を落として息をつく。

　諦めるつもりはない。エミーリアの方も、そこまで拒んでいるわけではないと、わかるからなおさら。

　もちろんずっと以前から、ウィンボーン子爵家に令嬢がいて、エミーリアという名であることは知っていた。直接の面識はなかったが、顔も知っていた。

　だが、最初に「エミーリア・ウィンボーン」を個人として認識したのは、妃教育が始まった日のことだった。

　ペットを連れてきている令嬢は何人もいたが、エミーリアの連れていた白いオウムが特に目についたのは、それ以前に行われた夜会で兄に水をかけて逃げたのが、白い鳥だったからだろう。

　正直、その鳥にも好奇心をそそられたが、飼い主のほうがもっと興味深かった。妃教育が始まる前にすべての参加者は調査してある。

　長年の婚約者が、他の女性に心変わりしたことによって、二人の縁は切れた。

　婚約破棄が原因だったのだろうか、それ以前はおとなしい女性だったというが、妃教育に参加しているエミーリアは、その評判とはまったく違う女性に見えた。

　従姉妹を呪っていた相手を自分で見つけ出そうとするわ、妃教育に参加していた令嬢を誘拐しようとした犯人を素手でぶちのめすわ、悪者の家に乗り込んでいくわ、やりたい放題である。

　もっとも、最後の件は自分の依頼によるものであったので、キースも責任は感じている。

　集まっていた令嬢達が兄だけではなく、キースの関心を引こうとしていたのに、キースの顔を見る度、そっと離れようとしていたのも面白かった。

　――目が離せない。

　妃教育が終わってからは、女官試験の勉強に集中していたらしい。

　エミーリア宛ての求婚状はすべて、お断りの返事があったそうだ。キース自身が、国王である父に頼んで送ってもらったものも含めて。

「兄上……彼女には、彼女の目標があるんですよ」

　父に言えば、王命で縁談をまとめるのも無理ではない。

　けれど、それをしたらエミーリアはキースに向ける感情をゼロにするだろう。今はやや好意に傾いてはいるが が、あくまでも友情の延長によるもの。強引に話を進めるのは悪手だ。

「今は、チャンスをうかがっているところです。時間をかけて、少しずつ」

　やや強引にふるまっているのは否定しないが、エミーリアとの距離は少しずつ近づいている。たぶん、きっと、そう望みたいところだ。相手は自分の夢に邁進している相手なので、そのあたりは確信が持てない。

「……それなら、いいが。と、アザール王国のほうがきな臭いんだ。お前に動いてもらうことになる」

「それは、もちろん」

　アザール王国は、近ごろ王太子が死去したことで後継者争いが激化しているらしい。自ら王太子争いからは下りたと宣言する者、積極的に乗り出す者、自分の立ち位置を明らかにしない者と王子達の選択もそれぞれだ。

「詳しい話は、午後、父上が戻ってきてからだ」

　兄の言葉に、キースは隣国の情勢を思い浮かべる。第二王子とは顔を合わせたことがあるが、あまり好感を持てる相手ではなかった。彼が王になったなら、この国へ侵攻してくる危険性がぐんと上がる。

「わかった」

　アザール王国についてもう一度資料を見直しておこうと思いながら、兄に返事をする。

　まさか、数日後にはアザール王国の王女を受け入れることになるとは、この時のキースは予期していなかった。

　それをきっかけにエミーリアとの関係が、大きく変化することも。

















◇◇◇　五年後の約束に向けて












　エミーリアは、書類を手に王宮の廊下を急ぎ足に歩いていた。すれ違った役人が、軽く会釈してくる。少しだけ歩く速度を落として会釈を返す。と、そこで呼び止められた。

「ウィンボーン子爵令嬢、今度、時間をとってもらえないだろうか」

　声をかけてきたのは、役人として王宮に出仕している男性であった。

　たしか、エミーリアより二年前に試験に合格した人。なかなかのやり手であるという噂は、エミーリアも聞いている。

　以前は、父の仕事のことも、社会の情勢についてもあまり詳しくなかった。元の婚約者と話を合わせられればそれでいいと思っていたから。

　だが、今は違う。女官になった。そして、五年でキースの隣に並んでも、文句は言われないだけの実績を上げたいとも思っている。

　もちろん、宮中の人間関係についても、せっせと学んでいるところだ。

「ご用件は？」

　書類を抱えたまま、問いかける。

　相手がエミーリアに声をかけてくる理由がわからない。業務上のことならば、具体的な日付の指定があるだろう。そうしないということは、プライベートの問題である可能性が高い。

　父と縁を持ちたいという要望か、それともエミーリア自身に対する興味か。

「……それは、ここで話せるようなことでは」

　なるほど、プライベートの方だった。それも、エミーリア本人に対する興味の方。

　相手の表情からすると、恋愛に関するあれこれではなく、どうにかエミーリアを利用できないかと考えているようだ。従姉妹が王太子妃になるエミーリアの利用価値は高い。

「……時間をとるのは難しいと存じます、では失礼」

　相手の返事も待たずに歩きだそうとしたら、腕を掴んで引き留められた。この人、ここがどこだかわかっているのだろうか。無理に腕を掴んで引き留めるなんて。

「何か？」

　じろりと相手をにらんでやる。残念ながら、ここに頼れる相棒であるルイはいない。だが、このくらい一人で撃退できなければ。

「話を聞くぐらいはいいだろう」

「何をお話ししたいのかわからないのに、のこのこ出かけていけません。それに、私は、畏くも王太子殿下へのお届け物をおおせつかった、ご奉仕の最中です。殿下をお待たせするわけにはいきません」

　これは嘘ではない。

　王太子と従姉妹の結婚式の準備が本格的に始まったのだ。挙式までは一年ほどあるが、ウエディングドレスの発注をしなければならないし、そのあとの宴でまとうドレスだって必要だ。それらに合わせた宝飾品も。

　招待客の選定もしなければならないし、選定したら招待状の発送もある。会場の警備の手配に、清掃の手配、料理に――と、準備しなければならないことは山盛りなのだ。

　最終的には当事者達の確認は必要だが、それ以前にやらねばならないことはたくさんある。

　相手が掴んだままの腕を、勢いよく払いのけた。まさかか弱い女性に、手を払われると思っていなかったのだろう。相手の顔が歪む。

「レイモンド・ディール伯爵 令息……次はないようにお願いしますね」

　殴るわけにもいかないので、言葉だけにしておく。相手が何か言いかけたところで、向こう側からキースがやってきた。

「遅いぞ」

「失礼いたしました。こちらが、お届け物です」

　予定の時刻を過ぎても必要書類が届かなかったからか、キースが途中まで迎えに来てしまった。王子殿下の登場に、ディール伯爵 令息も引き下がることにしたようだった。

　キースと並んで歩きながら、王太子の執務室を目指す。

「……悪かったな」

「何がです？」

　キースが、不意に謝罪してきた。彼に謝られる理由がわからないので、首をかしげる。

「俺が、エミーリアに興味を持っているのが広まっている、今も絡まれていただろう」

「今さらですよね？　それ」

　キースがエミーリアに興味を持っているというのはよく知られている。少なくとも、王宮に出入りできる身分の者なら知っている。

　キースにも隠す気はなかったようだし、今さらである。

「謝らないでください、殿下。これも試練ですよ、試練。殿下の隣に立ったら、私を利用しようとする人はもっと増えるでしょうしね」

　五年は長いようで短い。エミーリアがやらなければならないことはまだたくさんあるのだ。

「……だがなー」

　キースは、渋い顔になった。

　たしかに、彼がエミーリアへの好意というか好奇心というかを隠さなかったせいだというのは否定できないのだが。

「それなら、ケーキをおごってくださいな」

「ケーキ？」

「父がカフェをオープンさせたんですよ。ラティファ殿下のご尽力で、アザール王国のスイーツのレシピをいただいたので、今まで国内にはなかったケーキが何種類もあるんです」

　隣国からやってきたタリム王子とラティファ王女は、無事に国に帰っていった。今は、荒れた国の立て直しに、他の兄妹ともども奔走しているところだそうだ。

　この国との取引を強化したいというわけで、アザール王国からはたくさんの品々が入ってくることになった。その中でも、特にスイーツに力を入れているウィンボーン子爵家に、レシピを提供してくれたのである。

「……つまり、デート」

「そういうわけじゃないですよ？」

　真顔で言われて、顔が熱くなる。言われてみれば、デートに近いかもしれない。エミーリアが気づかなかっただけで。

「な、慣れるのも大事ですよね、きっと」

　今から五年後、彼の隣に立つのなら。デートぐらいはするだろう、たぶん。

「さて、ここからは仕事です。頑張りましょう、殿下」

「そうだな」

　ちょうどジャレッドの執務室の前に到着したところだ。二人そろって意識を切り替える。その前に、こっそり笑みを交わし合って。

　五年後も、こうして共にいられればいいと願う。きっと、エミーリアが慢心しなければ、その願いはかなうだろうと思った。









本書は、『婚約破棄されたので王宮の裏ボス目指します！』（２０１７年５月アルファポリス刊）及び『婚約破棄されたので王宮の裏ボス目指します！２』（２０１７年12月アルファポリス刊）を大幅に加筆修正のうえ、再編集しました。
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